
光格上皇主催御会和歌年表―文政期編

盛 田 帝 子

要 旨

本稿は「光格天皇主催御会和歌年表―享和期・文化期編」（『大手前大学論集』第19
号」）の続編として、文化15年（文政元年）（1818）～文政13年（天保元年）（1830）ま
でに光格上皇が主催した仙洞御会での光格上皇の御製、および仁孝天皇が主催した内
裏御会での光格上皇の御製・仁孝天皇の御製を年表形式で提示したものである。底本
には、国立国会図書館所蔵『内裏和歌御会』（請求記号：124-202）・同所蔵『仙洞和
歌御会』（124-202）を用いた。また代々御所伝受の保持者を輩出した有栖川宮家伝来
の宮内庁書陵部所蔵『御会和歌留』（請求記号：有栖－5081）によって校訂した。文
政期は、光格上皇の歌人としての面に光をあてれば、仙洞御会を営みながら、仁孝天
皇の歌道教育に力を注いだ時期であり、対面しての和歌指導を行い、仁孝天皇歌壇を
支える事になる廷臣達をも含め、次々に御所伝受を相伝している。また在位中に引き
続き、中宮欣子内親王の重用や女房歌人達の活躍なども見られる。その他の文化面に
光をあてれば、管絃に力を入れながら、修学院離宮への御幸の再興や、中務卿韶仁親
王への入木道御伝受の相伝、また、前権大納言四辻公萬から蘇合香、筝を相伝される
などの事がある。『光格天皇実録』（ゆまに書房、2006年）等から出典を示して事項を
記し、それらの事柄と御会の運営状況との関係性、文政期の光格上皇の動向を立体的
に提示することを試みた。
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⚑、解説

一、文政期の光格上皇と和歌御会
本稿は、光格上皇が48歳であった文化15年（1818）⚑月（⚔月22日に文政に改元）

～60歳であった天保元年（1831）12月（文政13年12月10日に天保に改元）の14年間の
御会和歌を中心とする年譜を掲載する。底本には、国立国会図書館所蔵『内裏和歌御
会』（請求記号：124-202）・同所蔵『仙洞和歌御会』（124-202）を用いた。また代々
御所伝受の保持者を輩出した有栖川宮家伝来の宮内庁書陵部所蔵『御会和歌留』（有
栖－5081）によって校訂した。
譲位後、最初の正月を仙洞で迎えた光格上皇は、文化15年⚑月18日に披講をとも

なった和歌御会始に出御し「静かなるやまのゆき消の色そへて霞むはこやのはるぞた
のしき」（歌題「霞添春気色」）と詠進。中宮も「さほ姫の霞のころもかさねてぞはる
とは見ゆれ山のはのそら」（同題）と詠進している。光格上皇の御製からは「はこや
のはる」（仙洞御所で迎える初めての春）が、精神的にも身体的にも満ち足りた「た
のしき」状態であったことが知られる。その⚖日後の⚑月24日、内裏で行われた仁孝
天皇主催の和歌御会始には「ことたがへにその品がらはかはれどもおなじ心よきみが
代の春」（歌題「貴賤迎春」）と、仁孝天皇の治世に対するメッセージを含んだ御製を
詠進している。
このように、仙洞御所・内裏御所で行われた和歌御会始を皮切りに、文政年間を通

じて、仙洞御所では、年ごとに行われる七夕御会や柿本神影供、月ごとに行われる月
次御会、また、水無瀬宮御法楽、聖廟御法楽、石清水社御法楽、賀茂社御法楽などの
法楽和歌御会、選ばれし歌人が集い不定期に行われる当座御会、修学院離宮へ御幸し
た折に開催する修学院御幸御会・修学院御当座などを主催してみずからも詠進してい
る。また、一年の初めに仁孝天皇が主催して内裏で催される当座御会始には、仙洞御
所から内裏へ御幸して出御し、その場で御製を詠進。仁孝天皇の御製を添削してもい
る。
文政元年（1818）10月には、光格天皇の即位以来、宮廷歌壇の中心人物の一人であ

り、歌壇運営の補佐的役割を果たした実兄の閑院宮一品美仁親王が六十二歳で薨去。
また文政⚔年10月には頭瘡を病み俄かに浮腫を発するが年内には順快するなどの事が
起こっているが、文政⚗年⚙月には修学院離宮への御幸を再興し、文政10年には中務
卿韶仁親王に入木道御伝受を相伝。また、文政⚒年には前権大納言四辻公萬から蘇合
香、筝を相伝されるなど文化的な活動も精力的に行っている。
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二、宮内庁書陵部所蔵『御会和歌留』について
ところで、宮内庁書陵部所蔵『御会和歌留』（有栖－5081）の文政十二年九月十四
日の当座御会の記録の巻末に以下のように注記されている。

十月廿九日冷泉為全ヨリ御到来。十一月二日同家被返。

この当座御会は、文政12年⚙月14日、59歳の光格上皇が、修学院離宮に御幸した折に、
壽月観において行った当座和歌御会の記録で、題者・奉行ともに冷泉為全が務めてい
る。つまり、注記は、修学院離宮の壽月観で催された当座御会から約⚑か月半後の10
月29日に、当日、題者・奉行を務めた冷泉為全より有栖川宮家に、当日詠進された詠
草の記録が届き、それを書写した有栖川宮家から、11月⚒日に冷泉家に対して記録が
返却されたことが知られるのである。
また、文政12年10月⚗日、仙洞で行われた当座御会の記録の巻末にも「十一月廿九
日奉行為脩ヨリ御到来。十二月二日同家へ被返」と注記があり、奉行を勤めていた藤
谷為脩（右兵衛督）のもとより、11月29日に有栖川宮家へ、10月⚗日の仙洞での当座
御会に詠進された詠草記録が届き、それを書写し終えた有栖川宮家から12月⚒日に藤
谷家に、その記録が返却されていることが知られるのである。これらの例から、宮内
庁書陵部所蔵『御会和歌留』（有栖－5081）は、和歌御会で奉行を務めていた家等か
らその記録を借りて書写したものということが言えそうである。
同じく、『御会和歌留』（有栖－5081）によれば、文政⚘年⚔月24日、内裏で催され
た月次御会の仁孝天皇御製には「後日被出」との注記があり、巻末には「後日被出御
製、五月七日御到来、同八日御順達」と注記がある。つまり、月次御会は⚔月24日に
催されているが、実際に仁孝天皇の御製が提出されたのは⚕月⚗日であり、遅れて提
出された仁孝天皇御製は、⚕月⚘日に順次、有栖川宮家などの御会人数に加えられて
いる歌人のもとへ送達されたことが知られるのである。
『御会和歌留』（有栖－5081）には、他にも、詠進した歌人達の上記のような詠進の
遅れ等の注記がたびたび施されており、御会和歌記録の成立の過程をうかがうことが
できる。

三、仁孝天皇への歌道教育
年譜を俯瞰して注目されるのは、譲位後の仁孝天皇に対する和歌の指導である。東
山御文庫マイクロフィルム「仁孝天皇御詠草並光格天皇御添削書」（111-1-4-1）等の
一連の資料によれば、光格上皇は、仁孝天皇が和歌御会に提出する前の御製のほぼ全
てに添削を施している。添削は、御会始、七夕御会、重陽御会、月次御会、水無瀬宮
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御法楽、聖廟御法楽、女房月次御会などの定例の和歌御会に加え、当座和歌御会や
内々の和歌御会の御製にも及んでおり、即位後の仁孝天皇の和歌教育をいかに懇切丁
寧に行っていたかが知られる。
例えば、文政⚒年12月25日に内裏で行われた和歌当座御会では、仁孝天皇は組題30

首の内「千鳥」の題で「あらいその浪のさはぎのむら千鳥いづこの浦になきわたるら
む」を清書提出していることが国立国会図書館所蔵『内裏和歌御会』（請求記号：
124-202）・宮内庁書陵部『御会和歌留』（有栖－5081）から知られるのだが、仁孝天
皇が光格上皇に添削を請うために「千鳥」の題で詠進した御製が最初は三首であった
ことや、光格天皇の添削・批言については、東山御文庫マイクロフィルム「仁孝天皇
御詠草並光格天皇御添削書」（111-1-4-1）のうちの「文政二年十二月廿五日 当座」
とウハ書された包紙に包まれた〔光格上皇添削仁孝天皇御製〕⚑枚、および添付され
た〔光格上皇批言〕⚑枚から明らかになる。以下に翻刻する。

（光格上皇添削仁孝天皇御製）
千鳥

立帰りむかしのあとを
したひつゝ和哥の浦はに
千鳥鳴なり

／あらいその浪にさわぎて（→光格上皇添削：あらいその浪のさはぎの）
立ちどりいづことまりと（→光格上皇添削：むらちどりいづこのうらに）
鳴わたるらん
すまの浦や月のかげさへ
寒きよにいそべの千鳥
ともさそふ聲

（光格上皇批言）
千鳥

はしも一通りは御宜候えども
御哥がら十分になく候
中が御宜しく存上候て

少々
直し上申候事
猶くわしくは書とり

がたく候まゝ
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参上のせつ
可申上候事

兼仁

仁孝天皇は「千鳥」の題で三首の御製を光格上皇に提出した。光格上皇は、端、中、
奥の三首の御製のうち、端の「立帰りむかしのあとをしたひつゝ和哥の浦はに千鳥鳴
なり」は、歌としていちおうはできているけれども、風格が十分ではないという理由
で落とし、中の「あらいその浪にさわぎて立ちどりいづことまりと鳴わたるらん」と
いう御製の二句から三句にかけて、また四句に添削を加え、「あらいその浪のさはぎ
のむらちどりいづこのうらに鳴わたるらん」として合点（合格点）を与えている。仁
孝天皇は、添削を受けた中の御製を清書して提出したことになる。ここで、注目した
いのは、光格上皇の批言の中に「猶くわしくは書とりがたく候まゝ参上のせつ可申上
候事」とあることで、添削書のみではなく、対面でしか教示できない事柄を、口頭で
詳細に伝えていたことが知られるのである。このように、文政年間を通して、光格上
皇はたびたび内裏に御幸して対面して和歌を教え、仁孝天皇主催の当座御会始にも出
座していたことが知られるのである。

四、仁孝天皇および廷臣たちへの御所伝受
仁孝天皇への歌道教育に重きを置きながら、他の廷臣たちにも御所伝受を相伝して
いる。以下に関係事項とともに掲げる。

・文政元年（1818）10月⚖日 閑院宮一品美仁親王、薨去
・文政⚒年（1819）⚙月21日 仁孝天皇に和歌天仁遠波伝受を相伝（禁裏に御幸）
・文政⚒年10月17日 参議飛鳥井雅光に和歌天仁遠波伝受を相伝（仙洞）
・文政⚒年11月24日 閑院宮孝仁親王に和歌天仁遠波伝受を相伝（仙洞の御賀宴間）
・文政⚒年12月⚒日 関白一条忠良に和歌三部抄伝受を相伝（仙洞の御賀宴間）
・文政⚓年（1820）⚒月10日 有栖川宮韶仁親王に和歌天仁遠波伝受を相伝（仙洞の
御賀宴間）
・文政⚓年（1820）⚒月20日 有栖川宮織仁親王、薨去
・文政⚔年（1821）⚒月⚘日 関白一条忠良に伊勢物語伝受を相伝（仙洞の御賀宴間）
・文政⚔年⚕月⚒日 正三位高松公祐に和歌天仁遠波伝受を相伝（仙洞）
・文政⚕年（1822）⚔月22日 仁孝天皇に和歌三部抄伝受を相伝（禁裏に御幸）
・文政⚘年（1825）⚙月21日 一條忠良に古今伝受を相伝（仙洞）
・文政⚙年（1826）⚙月26日 一條忠良に和歌灌頂以後の御伝受（一事伝受）を相伝
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（仙洞）
・文政⚙年12月11日 仁孝天皇に伊勢物語伝受を相伝（禁裏に御幸）
・文政10年（1827）⚔月⚗日 中務卿韶仁親王に三部抄伝受を相伝（仙洞）
・文政12年（1829）⚙月27日 権中納言飛鳥井雅光に三部抄伝受を相伝（仙洞）

仁孝天皇に御所伝受の第一段階である天仁遠波伝受を相伝した光格上皇は、文政⚒
年⚙月30日に内裏で催された当座御会において、「四方のくにおさまる君が御代なれ
や野やまのたびも道ひろくして」（歌題「旅」）と仁孝天皇の御代を寿ぐ御製を詠んで
おり、第二段階の三部抄伝受を相伝した年の文政⚕年⚙月13日に、仁孝天皇が主催し
た内裏の当座御会には、光格上皇も御幸して出御し「秋いく世君が御池にくもるなよ
みづの心も月の光りと」（歌題「池月」）と詠み、仁孝天皇は「あやうさも影に忘れて
渡るらむ月こそしるべ木曽のかけ橋」（歌題「橋月」）と詠んでいる。和歌の添削や対
面しての教導を通じて仁孝天皇が光格上皇の教えを吸収してゆく様がうかがわれる。

五、中宮欣子内親王と女房歌人たち
光格上皇は中宮欣子内親王の御歌を上皇の次に位置付けて和歌御会記録に掲載させ

た。在位時代より、中宮の御歌を重んじ、宮中の女房歌人に添削を施すなどの指導を
行っている。御会始、七夕御会、重陽御会には必ず女房達が詠進しており、宮廷御会
において中宮をはじめとする女性歌人の活動が注目される。
仙洞御会においても、文政⚒年までは「中宮御歌」として、皇太后となった文政⚓

年⚓月14日以降は「大宮御歌」として欣子内親王の御歌が見える。例えば、文政⚒年
⚑月18日に仙洞で催された御会始では「天晴有鶴声」という題で「さし出る朝日のそ
らのつるのこゑをのが心もはれわたるらし」、同年⚕月⚒日に内裏で催された御会始
では「寄世祝言」という題で「くにたみもおさまれるよのときなりといはふ心はつき
せざるらし」という御歌が光格上皇の御製の次に掲載されている。

⚒、凡例

一 国立国会図書館所蔵『内裏和歌御会』（請求記号：124-202：国会本内裏と記載）・同所蔵『仙
洞和歌御会』（124-202：国会本仙洞と記載）を底本とし、宮内庁書陵部『御会和歌留』（有
栖－5081：有栖川宮本と記載）で校訂した。

一 御会名、歌題、諸役名、光格上皇の御製翻刻は、全て原文通りとした。ただし、光格上皇・
仁孝天皇の御製については、読みやすさを考えて、濁点を付した。なお〔 〕内は割注で
ある。

一 光格上皇が、仁孝天皇主催の内裏和歌御会に出詠している場合も漏らさずその御製を記録
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した。その際、「院御製」として記録されているため、御製の最後に〔院御製〕と翻刻した。
一 仁孝天皇が主催した内裏和歌御会のすべての記録も翻刻した。その際、仁孝天皇の御製は
備考に翻刻した。

一 底本の注記、および光格天皇の伝記的事項は出典を示して記載した。
一 中宮や女房が出詠している場合には、備考にその旨を記した。
一 その他、特記すべき事項は備考に記した。

⚓、使用した文献および参考文献

国立国会図書館所蔵『内裏和歌御会』（請求記号：124-202）
国立国会図書館所蔵『仙洞和歌御会』（請求記号：124-202）
宮内庁書陵部『御会和歌留』（有栖－5081）
監修 藤井譲治 吉岡眞之『光格天皇実録』第三巻・第四巻（ゆまに書房、2006年）

本稿は、JSPS 科研費「幕末維新期における天皇歌壇を中心とする文芸ネットワー
クの研究」（17K02479）による研究成果の一部である。
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月
⚔
日

48
内裏

光
格
上
皇
、
禁
裏
に
御
幸
始

光
格
天
皇
実
録

文
化
15
年

⚑
月
⚗
日

48
内裏

光
格
上
皇
、
禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
化
15
年

⚑
月
18
日

48
和
歌
御
会
始

仙
洞
霞
添
春
気
色

静
か
な
る
や
ま
の
ゆ
き
消
の
色

そ
へ
て
霞
む
は
こ
や
の
は
る
ぞ

た
の
し
き

民
部
卿
〔
冷
泉

為
則
卿
〕

民
部
卿
〔
冷
泉

為
則
卿
〕

読
師
：
権
大
納
言
〔
大

炊
御
門
経
久
卿
〕、
講

師
：
雅
久
朝
臣
〔
飛
鳥

井
侍
従
〕、
発
声
：
源

中
納
言
〔
庭
田
重
能

卿
〕

国
会
本
仙
洞

有
栖
川
宮
本

中
宮
御
歌
「
さ
ほ
姫
の
霞
の
こ
ろ
も
か
さ
ね
て
ぞ
は
る
と
は
見
ゆ

れ
山
の
は
の
そ
ら
」（
光
格
天
皇
御
製
の
次
に
記
載
）。
女
房
達
：

し
ん
大
納
言
、
権
中
納
言
、
あ
や
め
の
小
路
、
勾
当
内
し
、
中
将

の
な
い
し
、
命
婦
い
せ
、
命
婦
伯
耆
、
伊
賀
、
紀
伊
（
巻
末
）。
「
和

歌
御
会
始
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
、
御
製
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇

実
録
）

文
化
15
年

⚑
月
24
日

48
御
会
始

内
裏
貴
賤
迎
春

こ
と
ぶ
く
に
そ
の
品
が
ら
は
か

は
れ
ど
も
お
な
じ
心
よ
き
み
が

代
の
春
〔
院
御
製
〕

左
衛
門
督
〔
飛

鳥
井
雅
光
卿
〕

左
衛
門
督
〔
飛

鳥
井
雅
光
卿
〕

読
師
：
中
山
大
納
言

〔
忠
頼
卿
〕、
講
師
：
光

成
〔
廣
橋
弁
〕 、
発
声
：

綾
小
路
三
位
〔
有
長

卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
（
巻
頭
）
の
次
に
光
格
上
皇
御
製
（
院
御
製
）
が

掲
載
。
中
宮
御
歌
、
な
し
。
仁
孝
天
皇
御
製
「
し
づ
の
め
が
つ
む

や
雪
ま
の
若
な
に
も
雲
ゐ
へ
だ
て
ぬ
は
る
は
し
ら
れ
て
」（
巻

頭
）。
女
御
・
女
房
達
：
女
御
御
方
、
宰
相
典
侍
、
権
典
侍
、
新

大
納
言
、
権
中
納
言
、
勾
当
内
侍
、
中
将
内
侍
、
侍
従
内
侍
、
命

婦
伊
豫
、
命
婦
伯
耆
、
命
婦
大
御
乳
、
伊
賀
（
巻
末
）

文
化
15
年

⚒
月
⚕
日

48
内裏

光
格
上
皇
、
禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
化
15
年

⚒
月
11
日

48
当
座
御
会
始

内
裏
組
題
30
首
（
⚑
～
⚓
字

題
）
光
格
：
松

す
べ
ら
ぎ
の
代
々
の
た
め
し
も

緑
そ
ふ
雲
井
の
松
の
春
の
言
の

葉
〔
院
御
製
〕

冷
泉
前
大
納
言

〔
為
章
卿
〕

万
里
小
路
中
納

言
〔
建
房
卿
〕

講
師
：
雅
久
朝
臣
〔
飛

鳥
井
侍
従
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
立
春
：
う
ち
は
へ
て
春
く
る
今
朝
は
吹
風
の
池

の
こ
ほ
り
を
ま
だ
き
と
く
ら
し
」（
巻
頭
）
.

文
化
15
年

⚒
月
11
日

48
内裏

光
格
上
皇
、
禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
化
15
年

⚒
月
20
日

48
当
座
御
会
始

仙
洞
組
題
30
首
（
⚒
字
題
）

光
格
：
朝
鶯

朝
附
日
か
す
み
て
に
ほ
ふ
影

と
ゝ
も
に
ね
ぐ
ら
を
出
る
鶯
の

こ
ゑ

雅
久
朝
臣
〔
飛

鳥
井
侍
従
〕

源
中
納
言
〔
庭

田
重
能
卿
〕

講
師
：
雅
久
朝
臣
〔
飛

鳥
井
侍
従
〕

国
会
本
仙
洞

有
栖
川
宮
本
「
和
歌
当
座
御
会
始
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇

実
録
）

文
化
15
年

⚒
月
21
日

48
内裏

光
格
上
皇
、
禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
化
15
年

⚒
月
22
日

48
水
無
瀬
宮
御

法
楽

内
裏
組
題
20
首
（
⚑
～
⚒
字

題
）
仁
孝
：
河
霞

冷
泉
前
大
納
言

〔
為
章
卿
〕

左
衛
門
督
〔
飛

鳥
井
雅
光
卿
〕

講
師
：
経
則
〔
勧
修
寺

弁
〕

国
会
本
内
裏

仁
孝
天
皇
御
製
「
河
霞
：
水
無
せ
河
行
せ
の
水
も
今
朝
は
先
春
を

し
ら
せ
て
霞
む
の
ど
け
さ
」

文
化
15
年

⚒
月
22
日

48
水
無
瀬
宮
御

法
楽

仙
洞
組
題
⚓
首
（
⚑
字
題
）

光
格
：
花

思
ひ
ね
の
夢
の
面
影
覚
ぬ
ら
し

ま
ゆ
ひ
ら
け
た
る
今
朝
の
初
花

左
衛
門
督
〔
飛

鳥
井
雅
光
卿
〕

雅
久
朝
臣
〔
飛

鳥
井
侍
従
〕

講
師
：
光
成
〔
広
橋
弁
〕
国
会
本
仙
洞

有
栖
川
宮
本
「
小
御
所
ニ
於
テ
水
無
瀬
宮
御
法
楽
和
歌
ノ
披
講
ア
リ
」（
光
格
天

皇
実
録
）

文
化
15
年

⚒
月
24
日

48
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚑
～
⚒

字
題
）
仁
孝
：
霞
、
逢

恋

左
衛
門
督
〔
飛

鳥
井
雅
光
卿
〕

雅
久
朝
臣
〔
飛

鳥
井
侍
従
〕

国
会
本
内
裏

仁
孝
天
皇
御
製
「
霞
：
こ
の
朝
け
舟
漕
出
る
浦
の
な
み
塩
路
は
る

か
に
か
す
む
の
ど
け
さ
、
逢
恋
：
う
き
月
日
す
ぎ
し
思
ひ
の
つ
れ

な
さ
も
わ
す
れ
て
こ
よ
ひ
か
は
す
手
ま
く
ら
」

文
化
15
年

⚒
月
25
日

48
聖
廟
御
法
楽

内
裏
組
題
50
首
（
⚒
～
⚓
字

題
）
仁
孝
：
早
春
梅

冷
泉
前
大
納
言

〔
為
章
卿
〕

源
中
納
言
〔
庭

田
重
能
卿
〕

雅
久
朝
臣
〔
飛
鳥
井
侍

従
〕

国
会
本
内
裏

仁
孝
天
皇
御
製
「
早
春
梅
：
の
ど
け
し
な
い
づ
こ
へ
だ
て
ぬ
春
風

に
此
神
が
き
の
梅
ぞ
に
ほ
へ
る
」

文
化
1 5
年

⚒
月
2 5
日

48
聖
廟
御
法
楽

仙
洞
組
題
50
首
（
⚑
～
⚓
字

題
）
光
格
：
霞
春
衣

佐
保
姫
の
春
の
心
の
ゆ
た
け
さ

は
よ
に
み
て
る
袖
の
か
す
み
に

ぞ
し
る

冷
泉
前
大
納
言

〔
為
章
卿
〕

万
里
小
路
中
納

言
〔
建
房
卿
〕

基
仲
朝
臣
〔
東
園
頭
中

将
〕

国
会
本
仙
洞

有
栖
川
宮
本
「
小
御
所
ニ
於
テ
聖
廟
御
法
楽
和
歌
ノ
披
講
ア
リ
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
化
1 5
年

⚒
月
2 8
日

48
当
座
御
会

内
裏
組
題
20
首
（
⚒
～
⚓
字

題
）
仁
孝
：
花
映
日

左
衛
門
督
〔
飛

鳥
井
雅
光
卿
〕

左
衛
門
督
〔
飛

鳥
井
雅
光
卿
〕

国
会
本
内
裏

仁
孝
天
皇
御
製
「
花
映
日
：
久
堅
の
天
の
戸
出
る
朝
日
か
げ
梢
の

花
の
色
を
そ
ふ
ら
し
」

文
化
15
年

⚓
月
⚑
日

48
仙洞

光
格
上
皇
、
鎮
守
社
・
柿
本
社

に
参
拝

光
格
天
皇
実
録

文
化
15
年

⚓
月
⚒
日

48
内裏

光
格
上
皇
、
禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
化
15
年

⚓
月
⚗
日

48
当
座
御
会

仙
洞
組
題
20
首
（
⚒
字
題
）

光
格
：
尋
花

白
雲
の
棚
曳
色
の
そ
ら
め
の
み

い
く
重
の
峯
に
花
を
と
ひ
つ
ゝ

冷
泉
前
大
納
言

〔
為
章
卿
〕

万
里
小
路
中
納

言
〔
建
房
卿
〕

国
会
本
仙
洞

有
栖
川
宮
本
「
和
歌
当
座
御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
化
15
年

⚓
月
24
日

48
月
次
御
会

内
裏
桃
花
、
款
冬
、
春
恋

雅
久
朝
臣
〔
飛

鳥
井
侍
従
〕

右
衛
門
督
〔
鷲

尾
隆
純
卿
〕

国
会
本
内
裏

仁
孝
天
皇
御
製
「
桃
花
：
久
か
た
の
空
も
ひ
と
つ
に
く
れ
な
ゐ
の

色
に
う
つ
ろ
ふ
も
ゝ
の
花
園
、
款
冬
：
を
し
め
ど
も
く
れ
行
は
る

の
か
は
水
に
影
ぞ
な
が
る
ゝ
岸
の
や
ま
ぶ
き
、
春
恋
：
お
ぼ
ろ
げ

に
か
す
め
る
春
の
月
よ
り
も
夜
半
の
思
ひ
の
は
れ
ま
な
く
し
て
」

文
化
15
年

⚓
月
26
日

48
内裏

光
格
上
皇
、
禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
化
15
年

⚓
月
28
日

48
仙洞

管
弦
の
御
遊
の
た
め
出
御
。
筝

ノ
御
所
作

光
格
天
皇
実
録

文
化
15
年

⚔
月
⚕
日

48
内裏

光
格
上
皇
、
禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
化
15
年

⚔
月
⚘
日

48
和
歌
当
座
御

会
内
裏
組
題
20
首
（
⚑
～
⚒
字

題
）
仁
孝
：
祝

民
部
卿
〔
冷
泉

為
則
卿
〕

右
兵
衛
督
〔
藤

谷
為
脩
卿
〕

国
会
本
内
裏

仁
孝
天
皇
御
製
「
祝
：
昔
い
ま
さ
か
ゆ
る
道
は
敷
嶋
の
大
和
も
ろ

人
い
は
ふ
言
の
葉
」

文
化
15
年

⚔
月
11
日

48
仙洞

光
格
上
皇
、
鎮
守
社
・
柿
本
社

に
参
拝

光
格
天
皇
実
録

文
化
15
年

⚔
月
19
日

48
仙洞

光
格
上
皇
、
中
宮
御
所
に
渡
御

光
格
天
皇
実
録

文
化
15
年

⚔
月
20
日

48
内裏

光
格
上
皇
、
禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
化
15
年

⚔
月
21
日

48
神
影
供

仙
洞
首
夏
藤

榊
と
る
う
づ
き
の
き
ゞ
に
咲
か

け
て
春
を
の
こ
せ
る
は
な
の
ふ

ぢ
な
み

冷
泉
前
大
納
言

〔
為
章
卿
〕

源
中
納
言
〔
庭

田
重
能
卿
〕

読
師
：
花
山
院
大
納
言

〔
家
厚
卿
〕、
講
師
：
光

成
〔
広
橋
弁
〕、
発
声
：

綾
小
路
三
位
〔
有
長

卿
〕

国
会
本
仙
洞

有
栖
川
宮
本
「
柿
本
神
影
供
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実
録
）

文
政
⚑
年

⚔
月
28
日

48
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚒
～
⚔

字
題
）
仁
孝
：
始
聞
郭

公
、
瞿
麦
露

民
部
卿
〔
冷
泉

為
則
卿
〕

万
里
小
路
中
納

言
〔
建
房
卿
〕

国
会
本
内
裏

仁
孝
天
皇
御
製
「
始
聞
郭
公
：
待
ゆ
ふ
べ
そ
れ
か
と
ば
か
り
ほ

と
ゝ
ぎ
す
ま
だ
里
な
れ
ぬ
初
ね
を
ぞ
き
く
、
瞿
麦
露
：
し
め
ゆ
ひ

し
庭
の
籬
の
床
夏
は
朝
な
朝
な
の
露
に
色
そ
ふ
」

文
政
⚑
年

⚔
月
30
日

48
仙洞

管
弦
の
御
遊
の
た
め
出
御
。
笛

の
御
所
作

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚑
年

⚕
月
⚗
日

48
内裏

内
々
に
仕
舞
囃
子
御
覧
の
た
め

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚑
年

⚕
月
21
日

48
当
座
御
会

仙
洞
組
題
30
首
（
⚒
～
⚓
字

題
）
光
格
：
峰
照
射

筑
波
山
葉
や
ま
し
げ
山
峯
つ
ゞ

き
と
も
し
の
影
は
さ
し
も
へ
だ

て
ず

民
部
卿
〔
冷
泉

為
則
卿
〕

右
兵
衛
督
〔
藤

谷
為
脩
卿
〕

国
会
本
仙
洞

有
栖
川
宮
本
「
和
歌
当
座
御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
⚑
年

⚕
月
24
日

48
月
次
御
会

内
裏
夏
草
、
蛍
、
旅
友

民
部
卿
〔
冷
泉

為
則
卿
〕

右
衛
門
督
〔
鷲

尾
隆
純
卿
〕

国
会
本
内
裏

仁
孝
天
皇
御
製
「
夏
草
：
夏
も
は
や
い
つ
し
か
ふ
か
く
な
り
ぬ
と

や
ま
が
き
に
し
げ
る
露
の
草
村
、
蛍
：
月
は
ま
だ
木
の
間
に
み
え

ぬ
夕
暮
に
影
す
ゞ
し
く
も
蛍
飛
か
ふ
、
旅
友
：
都
を
ば
出
に
し
日

よ
り
行
つ
れ
て
か
た
ら
ふ
旅
の
友
ぞ
親
し
き
」

文
政
⚑
年

⚕
月
2 5
日

48
和
歌
当
座
御

会
内
裏
組
題
30
首
（
⚒
字
題
）

仁
孝
：
夏
藻

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
侍
従
〕

右
衛
門
督
〔
鷲

尾
隆
純
卿
〕

国
会
本
内
裏

仁
孝
天
皇
御
製
「
夏
藻
：
夏
の
日
の
く
る
ゝ
川
せ
の
浪
風
に
底
の

玉
も
の
な
び
く
涼
し
さ
」

文
政
⚑
年

⚕
月
2 6
日

48
内裏

光
格
上
皇
、
禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録
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光
格
天
皇
主
催
御
会
和
歌
資
料
―
文
政
期
編

年
月
日

年
齢

御
会
名

場
所

歌
題

光
格
上
皇
御
製
お
よ
び
事
項

題
者

奉
行

そ
の
他
の
諸
役

出
典

備
考

文
化
15
年

⚑
月
⚔
日

48
内裏

光
格
上
皇
、
禁
裏
に
御
幸
始

光
格
天
皇
実
録

文
化
15
年

⚑
月
⚗
日

48
内裏

光
格
上
皇
、
禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
化
15
年

⚑
月
18
日

48
和
歌
御
会
始

仙
洞
霞
添
春
気
色

静
か
な
る
や
ま
の
ゆ
き
消
の
色

そ
へ
て
霞
む
は
こ
や
の
は
る
ぞ

た
の
し
き

民
部
卿
〔
冷
泉

為
則
卿
〕

民
部
卿
〔
冷
泉

為
則
卿
〕

読
師
：
権
大
納
言
〔
大

炊
御
門
経
久
卿
〕、
講

師
：
雅
久
朝
臣
〔
飛
鳥

井
侍
従
〕、
発
声
：
源

中
納
言
〔
庭
田
重
能

卿
〕

国
会
本
仙
洞

有
栖
川
宮
本

中
宮
御
歌
「
さ
ほ
姫
の
霞
の
こ
ろ
も
か
さ
ね
て
ぞ
は
る
と
は
見
ゆ

れ
山
の
は
の
そ
ら
」（
光
格
天
皇
御
製
の
次
に
記
載
）。
女
房
達
：

し
ん
大
納
言
、
権
中
納
言
、
あ
や
め
の
小
路
、
勾
当
内
し
、
中
将

の
な
い
し
、
命
婦
い
せ
、
命
婦
伯
耆
、
伊
賀
、
紀
伊
（
巻
末
）。
「
和

歌
御
会
始
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
、
御
製
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇

実
録
）

文
化
15
年

⚑
月
24
日

48
御
会
始

内
裏
貴
賤
迎
春

こ
と
ぶ
く
に
そ
の
品
が
ら
は
か

は
れ
ど
も
お
な
じ
心
よ
き
み
が

代
の
春
〔
院
御
製
〕

左
衛
門
督
〔
飛

鳥
井
雅
光
卿
〕

左
衛
門
督
〔
飛

鳥
井
雅
光
卿
〕

読
師
：
中
山
大
納
言

〔
忠
頼
卿
〕、
講
師
：
光

成
〔
廣
橋
弁
〕 、
発
声
：

綾
小
路
三
位
〔
有
長

卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
（
巻
頭
）
の
次
に
光
格
上
皇
御
製
（
院
御
製
）
が

掲
載
。
中
宮
御
歌
、
な
し
。
仁
孝
天
皇
御
製
「
し
づ
の
め
が
つ
む

や
雪
ま
の
若
な
に
も
雲
ゐ
へ
だ
て
ぬ
は
る
は
し
ら
れ
て
」（
巻

頭
）。
女
御
・
女
房
達
：
女
御
御
方
、
宰
相
典
侍
、
権
典
侍
、
新

大
納
言
、
権
中
納
言
、
勾
当
内
侍
、
中
将
内
侍
、
侍
従
内
侍
、
命

婦
伊
豫
、
命
婦
伯
耆
、
命
婦
大
御
乳
、
伊
賀
（
巻
末
）

文
化
15
年

⚒
月
⚕
日

48
内裏

光
格
上
皇
、
禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
化
15
年

⚒
月
11
日

48
当
座
御
会
始

内
裏
組
題
30
首
（
⚑
～
⚓
字

題
）
光
格
：
松

す
べ
ら
ぎ
の
代
々
の
た
め
し
も

緑
そ
ふ
雲
井
の
松
の
春
の
言
の

葉
〔
院
御
製
〕

冷
泉
前
大
納
言

〔
為
章
卿
〕

万
里
小
路
中
納

言
〔
建
房
卿
〕

講
師
：
雅
久
朝
臣
〔
飛

鳥
井
侍
従
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
立
春
：
う
ち
は
へ
て
春
く
る
今
朝
は
吹
風
の
池

の
こ
ほ
り
を
ま
だ
き
と
く
ら
し
」（
巻
頭
）
.

文
化
15
年

⚒
月
11
日

48
内裏

光
格
上
皇
、
禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
化
15
年

⚒
月
20
日

48
当
座
御
会
始

仙
洞
組
題
30
首
（
⚒
字
題
）

光
格
：
朝
鶯

朝
附
日
か
す
み
て
に
ほ
ふ
影

と
ゝ
も
に
ね
ぐ
ら
を
出
る
鶯
の

こ
ゑ

雅
久
朝
臣
〔
飛

鳥
井
侍
従
〕

源
中
納
言
〔
庭

田
重
能
卿
〕

講
師
：
雅
久
朝
臣
〔
飛

鳥
井
侍
従
〕

国
会
本
仙
洞

有
栖
川
宮
本
「
和
歌
当
座
御
会
始
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇

実
録
）

文
化
15
年

⚒
月
21
日

48
内裏

光
格
上
皇
、
禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
化
15
年

⚒
月
22
日

48
水
無
瀬
宮
御

法
楽

内
裏
組
題
20
首
（
⚑
～
⚒
字

題
）
仁
孝
：
河
霞

冷
泉
前
大
納
言

〔
為
章
卿
〕

左
衛
門
督
〔
飛

鳥
井
雅
光
卿
〕

講
師
：
経
則
〔
勧
修
寺

弁
〕

国
会
本
内
裏

仁
孝
天
皇
御
製
「
河
霞
：
水
無
せ
河
行
せ
の
水
も
今
朝
は
先
春
を

し
ら
せ
て
霞
む
の
ど
け
さ
」

文
化
15
年

⚒
月
22
日

48
水
無
瀬
宮
御

法
楽

仙
洞
組
題
⚓
首
（
⚑
字
題
）

光
格
：
花

思
ひ
ね
の
夢
の
面
影
覚
ぬ
ら
し

ま
ゆ
ひ
ら
け
た
る
今
朝
の
初
花

左
衛
門
督
〔
飛

鳥
井
雅
光
卿
〕

雅
久
朝
臣
〔
飛

鳥
井
侍
従
〕

講
師
：
光
成
〔
広
橋
弁
〕
国
会
本
仙
洞

有
栖
川
宮
本
「
小
御
所
ニ
於
テ
水
無
瀬
宮
御
法
楽
和
歌
ノ
披
講
ア
リ
」（
光
格
天

皇
実
録
）

文
化
15
年

⚒
月
24
日

48
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚑
～
⚒

字
題
）
仁
孝
：
霞
、
逢

恋

左
衛
門
督
〔
飛

鳥
井
雅
光
卿
〕

雅
久
朝
臣
〔
飛

鳥
井
侍
従
〕

国
会
本
内
裏

仁
孝
天
皇
御
製
「
霞
：
こ
の
朝
け
舟
漕
出
る
浦
の
な
み
塩
路
は
る

か
に
か
す
む
の
ど
け
さ
、
逢
恋
：
う
き
月
日
す
ぎ
し
思
ひ
の
つ
れ

な
さ
も
わ
す
れ
て
こ
よ
ひ
か
は
す
手
ま
く
ら
」

文
化
15
年

⚒
月
25
日

48
聖
廟
御
法
楽

内
裏
組
題
50
首
（
⚒
～
⚓
字

題
）
仁
孝
：
早
春
梅

冷
泉
前
大
納
言

〔
為
章
卿
〕

源
中
納
言
〔
庭

田
重
能
卿
〕

雅
久
朝
臣
〔
飛
鳥
井
侍

従
〕

国
会
本
内
裏

仁
孝
天
皇
御
製
「
早
春
梅
：
の
ど
け
し
な
い
づ
こ
へ
だ
て
ぬ
春
風

に
此
神
が
き
の
梅
ぞ
に
ほ
へ
る
」

文
化
1 5
年

⚒
月
2 5
日

48
聖
廟
御
法
楽

仙
洞
組
題
50
首
（
⚑
～
⚓
字

題
）
光
格
：
霞
春
衣

佐
保
姫
の
春
の
心
の
ゆ
た
け
さ

は
よ
に
み
て
る
袖
の
か
す
み
に

ぞ
し
る

冷
泉
前
大
納
言

〔
為
章
卿
〕

万
里
小
路
中
納

言
〔
建
房
卿
〕

基
仲
朝
臣
〔
東
園
頭
中

将
〕

国
会
本
仙
洞

有
栖
川
宮
本
「
小
御
所
ニ
於
テ
聖
廟
御
法
楽
和
歌
ノ
披
講
ア
リ
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
化
1 5
年

⚒
月
2 8
日

48
当
座
御
会

内
裏
組
題
20
首
（
⚒
～
⚓
字

題
）
仁
孝
：
花
映
日

左
衛
門
督
〔
飛

鳥
井
雅
光
卿
〕

左
衛
門
督
〔
飛

鳥
井
雅
光
卿
〕

国
会
本
内
裏

仁
孝
天
皇
御
製
「
花
映
日
：
久
堅
の
天
の
戸
出
る
朝
日
か
げ
梢
の

花
の
色
を
そ
ふ
ら
し
」

文
化
15
年

⚓
月
⚑
日

48
仙洞

光
格
上
皇
、
鎮
守
社
・
柿
本
社

に
参
拝

光
格
天
皇
実
録

文
化
15
年

⚓
月
⚒
日

48
内裏

光
格
上
皇
、
禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
化
15
年

⚓
月
⚗
日

48
当
座
御
会

仙
洞
組
題
20
首
（
⚒
字
題
）

光
格
：
尋
花

白
雲
の
棚
曳
色
の
そ
ら
め
の
み

い
く
重
の
峯
に
花
を
と
ひ
つ
ゝ

冷
泉
前
大
納
言

〔
為
章
卿
〕

万
里
小
路
中
納

言
〔
建
房
卿
〕

国
会
本
仙
洞

有
栖
川
宮
本
「
和
歌
当
座
御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
化
15
年

⚓
月
24
日

48
月
次
御
会

内
裏
桃
花
、
款
冬
、
春
恋

雅
久
朝
臣
〔
飛

鳥
井
侍
従
〕

右
衛
門
督
〔
鷲

尾
隆
純
卿
〕

国
会
本
内
裏

仁
孝
天
皇
御
製
「
桃
花
：
久
か
た
の
空
も
ひ
と
つ
に
く
れ
な
ゐ
の

色
に
う
つ
ろ
ふ
も
ゝ
の
花
園
、
款
冬
：
を
し
め
ど
も
く
れ
行
は
る

の
か
は
水
に
影
ぞ
な
が
る
ゝ
岸
の
や
ま
ぶ
き
、
春
恋
：
お
ぼ
ろ
げ

に
か
す
め
る
春
の
月
よ
り
も
夜
半
の
思
ひ
の
は
れ
ま
な
く
し
て
」

文
化
15
年

⚓
月
26
日

48
内裏

光
格
上
皇
、
禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
化
15
年

⚓
月
28
日

48
仙洞

管
弦
の
御
遊
の
た
め
出
御
。
筝

ノ
御
所
作

光
格
天
皇
実
録

文
化
15
年

⚔
月
⚕
日

48
内裏

光
格
上
皇
、
禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
化
15
年

⚔
月
⚘
日

48
和
歌
当
座
御

会
内
裏
組
題
20
首
（
⚑
～
⚒
字

題
）
仁
孝
：
祝

民
部
卿
〔
冷
泉

為
則
卿
〕

右
兵
衛
督
〔
藤

谷
為
脩
卿
〕

国
会
本
内
裏

仁
孝
天
皇
御
製
「
祝
：
昔
い
ま
さ
か
ゆ
る
道
は
敷
嶋
の
大
和
も
ろ

人
い
は
ふ
言
の
葉
」

文
化
15
年

⚔
月
11
日

48
仙洞

光
格
上
皇
、
鎮
守
社
・
柿
本
社

に
参
拝

光
格
天
皇
実
録

文
化
15
年

⚔
月
19
日

48
仙洞

光
格
上
皇
、
中
宮
御
所
に
渡
御

光
格
天
皇
実
録

文
化
15
年

⚔
月
20
日

48
内裏

光
格
上
皇
、
禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
化
15
年

⚔
月
21
日

48
神
影
供

仙
洞
首
夏
藤

榊
と
る
う
づ
き
の
き
ゞ
に
咲
か

け
て
春
を
の
こ
せ
る
は
な
の
ふ

ぢ
な
み

冷
泉
前
大
納
言

〔
為
章
卿
〕

源
中
納
言
〔
庭

田
重
能
卿
〕

読
師
：
花
山
院
大
納
言

〔
家
厚
卿
〕、
講
師
：
光

成
〔
広
橋
弁
〕、
発
声
：

綾
小
路
三
位
〔
有
長

卿
〕

国
会
本
仙
洞

有
栖
川
宮
本
「
柿
本
神
影
供
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実
録
）

文
政
⚑
年

⚔
月
28
日

48
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚒
～
⚔

字
題
）
仁
孝
：
始
聞
郭

公
、
瞿
麦
露

民
部
卿
〔
冷
泉

為
則
卿
〕

万
里
小
路
中
納

言
〔
建
房
卿
〕

国
会
本
内
裏

仁
孝
天
皇
御
製
「
始
聞
郭
公
：
待
ゆ
ふ
べ
そ
れ
か
と
ば
か
り
ほ

と
ゝ
ぎ
す
ま
だ
里
な
れ
ぬ
初
ね
を
ぞ
き
く
、
瞿
麦
露
：
し
め
ゆ
ひ

し
庭
の
籬
の
床
夏
は
朝
な
朝
な
の
露
に
色
そ
ふ
」

文
政
⚑
年

⚔
月
30
日

48
仙洞

管
弦
の
御
遊
の
た
め
出
御
。
笛

の
御
所
作

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚑
年

⚕
月
⚗
日

48
内裏

内
々
に
仕
舞
囃
子
御
覧
の
た
め

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚑
年

⚕
月
21
日

48
当
座
御
会

仙
洞
組
題
30
首
（
⚒
～
⚓
字

題
）
光
格
：
峰
照
射

筑
波
山
葉
や
ま
し
げ
山
峯
つ
ゞ

き
と
も
し
の
影
は
さ
し
も
へ
だ

て
ず

民
部
卿
〔
冷
泉

為
則
卿
〕

右
兵
衛
督
〔
藤

谷
為
脩
卿
〕

国
会
本
仙
洞

有
栖
川
宮
本
「
和
歌
当
座
御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
⚑
年

⚕
月
24
日

48
月
次
御
会

内
裏
夏
草
、
蛍
、
旅
友

民
部
卿
〔
冷
泉

為
則
卿
〕

右
衛
門
督
〔
鷲

尾
隆
純
卿
〕

国
会
本
内
裏

仁
孝
天
皇
御
製
「
夏
草
：
夏
も
は
や
い
つ
し
か
ふ
か
く
な
り
ぬ
と

や
ま
が
き
に
し
げ
る
露
の
草
村
、
蛍
：
月
は
ま
だ
木
の
間
に
み
え

ぬ
夕
暮
に
影
す
ゞ
し
く
も
蛍
飛
か
ふ
、
旅
友
：
都
を
ば
出
に
し
日

よ
り
行
つ
れ
て
か
た
ら
ふ
旅
の
友
ぞ
親
し
き
」

文
政
⚑
年

⚕
月
2 5
日

48
和
歌
当
座
御

会
内
裏
組
題
30
首
（
⚒
字
題
）

仁
孝
：
夏
藻

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
侍
従
〕

右
衛
門
督
〔
鷲

尾
隆
純
卿
〕

国
会
本
内
裏

仁
孝
天
皇
御
製
「
夏
藻
：
夏
の
日
の
く
る
ゝ
川
せ
の
浪
風
に
底
の

玉
も
の
な
び
く
涼
し
さ
」

文
政
⚑
年

⚕
月
2 6
日

48
内裏

光
格
上
皇
、
禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録
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文
政
⚑
年

⚕
月
27
日

48
仙洞

管
弦
の
御
遊
の
た
め
出
御
。
筝

の
御
所
作

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚑
年

⚖
月
⚑
日

48
仙洞

光
格
上
皇
、
鎮
守
社
に
参
拝

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚑
年

⚖
月
13
日

48
仙洞

光
格
上
皇
、
鎮
守
社
に
参
拝

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚑
年

⚖
月
21
日

48
仙洞

光
格
上
皇
、
鎮
守
社
・
柿
本
社

に
参
拝

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚑
年

⚖
月
24
日

48
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
2～
⚓
字

題
）
仁
孝
：
蚊
遣
火
、

山
家

雅
久
朝
臣
〔
飛

鳥
井
侍
従
〕

左
衛
門
督
〔
飛

鳥
井
雅
光
卿
〕

国
会
本
内
裏

仁
孝
天
皇
御
製
「
蚊
遣
火
：
さ
ら
で
だ
に
い
ぶ
せ
き
夏
の
し
づ
が

や
に
煙
た
て
つ
ゝ
か
や
り
を
ぞ
た
く
、
山
家
：
よ
を
は
な
れ
し
づ

か
に
す
め
る
な
ら
ひ
と
て
人
も
と
ひ
こ
ぬ
お
く
山
の
い
ほ
」

文
政
⚑
年

⚖
月
25
日

48
聖
廟
御
法
楽

仙
洞
組
題
50
首
（
⚒
字
題
）

光
格
：
納
涼

手
に
な
ら
す
扇
も
し
ば
し
わ
す

れ
水
む
す
べ
ば
す
ゞ
し
杜
の
下

か
げ

民
部
卿
〔
冷
泉

為
則
卿
〕

右
兵
衛
督
〔
藤

谷
為
脩
卿
〕

講
師
：
為
全
朝
臣
〔
冷

泉
侍
従
〕

国
会
本
仙
洞

有
栖
川
宮
本
「
小
御
所
に
於
テ
聖
廟
御
法
楽
和
歌
ノ
披
講
ア
リ
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
⚑
年

⚖
月
25
日

48
聖
廟
御
法
楽

内
裏
組
題
50
首
（
⚒
～
⚓
字

題
）
仁
孝
：
籬
瞿
麦

民
部
卿
〔
冷
泉

為
則
卿
〕

万
里
小
路
中
納

言
〔
建
房
卿
〕

講
師
：
俊
明
朝
臣
〔
坊

城
頭
弁
〕

国
会
本
内
裏

仁
孝
天
皇
御
製
「
籬
瞿
麦
：
置
露
も
い
ろ
に
ぞ
う
つ
る
夏
草
の
し

げ
る
籬
の
な
で
し
こ
の
花
」

文
政
⚑
年

⚗
月
⚑
日

48
仙洞

光
格
上
皇
、
鎮
守
社
・
柿
本
社

に
参
拝

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚑
年

⚗
月
⚗
日

48
七
夕
御
会

内
裏
七
夕
喜
晴

一
年
の
く
も
き
り
は
れ
し
天
の

か
は
ほ
し
の
こ
ゝ
ろ
も
空
に
見

え
つ
ゝ
〔
院
御
製
〕

民
部
卿

為
脩

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
（
巻
頭
）、
光
格
上
皇
御
製
の
順
に
掲
載
。
中
宮

御
歌
な
し
。
仁
孝
天
皇
御
製
「
雲
き
り
は
は
つ
あ
き
か
ぜ
に
晴
て

け
ふ
ち
ぎ
り
う
れ
し
く
ほ
し
や
あ
ふ
ら
む
」。
女
御
・
女
房
達
：

女
御
御
方
、
大
典
侍
、
宰
相
典
侍
、
権
典
侍
、
新
大
納
言
、
権
中

納
言
、
勾
当
内
侍
、
侍
従
内
侍
、
命
婦
伊
豫
、
命
婦
伯
耆
、
命
婦

大
御
乳
、
伊
賀

文
政
⚑
年

⚗
月
14
日

48
内裏

光
格
上
皇
、
禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚑
年

⚗
月
14
日

48
仙洞

光
格
上
皇
、
柿
本
社
に
参
拝

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚑
年

⚗
月
18
日

48
仙洞

光
格
上
皇
、
鎮
守
社
・
柿
本
社

に
参
拝

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚑
年

⚗
月
20
日

48
内裏

光
格
上
皇
、
禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚑
年

⚗
月
24
日

48
月
次
御
会

内
裏
女
郎
花
、
秋
風
、
寄
糸

恋
為
全
朝
臣
〔
冷

泉
侍
従
〕

右
衛
門
督
〔
鷲

尾
隆
純
卿
〕

国
会
本
内
裏

仁
孝
天
皇
御
製
「
女
郎
花
：
を
み
な
へ
し
さ
け
る
野
原
に
か
り
ね

し
て
契
り
わ
す
れ
ぬ
露
の
た
ま
く
ら
、
秋
風
：
今
朝
は
は
や
庭
の

お
ぎ
原
そ
よ
ぎ
つ
ゝ
袂
す
ゞ
し
き
秋
か
ぜ
ぞ
ふ
く
、
寄
糸
恋
：
う

き
中
に
か
け
て
も
あ
は
ぬ
か
た
い
と
を
玉
の
緒
に
と
は
な
ど
思
ひ

け
む
」

文
政
⚑
年

⚘
月
24
日

48
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚒
～
⚔

字
題
）
仁
孝
：
江
月
、

月
前
雁

民
部
卿
〔
冷
泉

為
則
卿
〕

右
衛
門
督
〔
鷲

尾
隆
純
卿
〕

国
会
本
内
裏

仁
孝
天
皇
御
製
「
江
月
：
秋
ふ
か
く
末
葉
み
だ
る
ゝ
む
ら
あ
し
の

露
の
玉
江
に
す
め
る
つ
き
か
げ
、
月
前
雁
：
雲
も
な
し
つ
き
す
め

る
よ
の
天
の
と
に
こ
ゑ
を
ほ
に
あ
げ
て
わ
た
る
雁
が
ね
」

文
政
⚑
年

⚘
月
2 8
日

48
当
座
御
会

内
裏
組
題
20
首
（
⚒
字
題
）

仁
孝
：
河
霧

民
部
卿
〔
冷
泉

為
則
卿
〕

万
里
小
路
中
納

言
〔
建
房
卿
〕

国
会
本
内
裏

仁
孝
天
皇
御
製
「
河
霧
：
大
ゐ
川
く
だ
す
筏
も
み
え
わ
か
ず
秋
霧

深
き
浪
の
夕
暮
」

文
政
⚑
年

⚙
月
⚑
日

48
仙洞

光
格
上
皇
、
鎮
守
社
に
参
拝

光
格
天
皇
実
録

年
月
日

年
齢

御
会
名

場
所

歌
題

光
格
天
皇
御
製
お
よ
び
事
項

題
者

奉
行

そ
の
他
の
諸
役

出
典

備
考

文
政
⚑
年

⚙
月
⚙
日

48
重
陽
御
会

内
裏
菊
花
久
馥

冷
泉
前
大
納
言

〔
為
章
卿
〕

民
部
卿
〔
冷
泉

為
則
卿
〕

国
会
本
内
裏

仁
孝
天
皇
御
製
「
ふ
り
せ
じ
な
こ
ゝ
の
が
さ
ね
に
に
ほ
へ
る
も
な

ほ
な
が
月
の
し
ら
ぎ
く
の
は
な
」。
女
御
・
女
房
達
：
女
御
御
方
、

勾
当
内
侍
、
侍
従
内
侍
、
命
婦
伊
豫
、
命
婦
伯
耆
、
命
婦
大
御
乳

文
政
⚑
年

⚙
月
15
日

48
内裏

光
格
上
皇
、
禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚑
年

⚙
月
24
日

48
月
次
御
会

内
裏
秋
時
雨
、
紅
葉
、
海
辺

朝
為
全
朝
臣
〔
冷

泉
侍
従
〕

雅
久
朝
臣
〔
飛

鳥
井
侍
従
〕

国
会
本
内
裏

仁
孝
天
皇
御
製
「
秋
時
雨
：
さ
ら
で
だ
に
秋
の
ゆ
ふ
べ
は
物
う
き

に
さ
び
し
さ
そ
へ
て
時
雨
降
な
り
、
紅
葉
：
露
に
そ
め
霜
に
ぬ
れ

つ
ゝ
紅
葉
ゞ
の
色
ふ
か
く
な
る
秋
の
此
ご
ろ
、
海
辺
朝
：
沖
つ
か

ぜ
朝
ぎ
り
は
る
ゝ
浪
の
上
に
あ
ら
は
れ
出
る
浦
の
初
し
ま
」

文
政
⚑
年

10
月
⚖
日

48
閑
院
宮
一
品
美
仁
親
王
薨
去

（
62
歳
）

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚑
年

10
月
19
日

48
内裏

光
格
上
皇
、
禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚑
年

10
月
24
日

48
月
次
御
会

内
裏
組
題
16
首
（
⚑
～
⚔
字

題
）
寄
名
所
恋

雅
久
朝
臣
〔
飛

鳥
井
侍
従
〕

左
衛
門
督
〔
飛

鳥
井
雅
光
卿
〕

国
会
本
内
裏

仁
孝
天
皇
御
製
「
寄
名
所
恋
：
い
つ
迄
か
あ
は
で
の
杜
の
夕
時
雨

袖
の
み
ぬ
れ
て
年
の
へ
ぬ
ら
ん
」

文
政
⚑
年

10
月
27
日

48
内裏

光
格
上
皇
、
禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚑
年

11
月
⚕
日

48
仙洞

光
格
上
皇
、
鎮
守
社
・
柿
本
社

に
参
拝

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚑
年

11
月
⚗
日

48
仙洞

上
下
御
霊
社
に
来
た
る
十
日
よ

り
七
日
間
、
御
祈
祷
を
仰
せ
つ

く

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚑
年

11
月
10
日

48
内裏

禁
裏
に
御
幸
。
仁
孝
天
皇
に
大

嘗
会
神
饌
の
御
伝
授
を
相
伝

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚑
年

11
月
17
日

48
内裏

禁
裏
に
御
幸
。
仁
孝
天
皇
、
大

嘗
祭
御
習
礼
の
た
め
廻
立
殿
に

出
御
の
た
め
、
同
殿
に
渡
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚑
年

11
月
21
日

48
内裏

大
嘗
会
の
た
め
禁
裏
に
御
幸
。

悠
紀
殿
に
渡
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚑
年

11
月
22
日

48
内裏

光
格
上
皇
、
禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚑
年

11
月
23
日

48
内裏

光
格
上
皇
、
禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚑
年

11
月
24
日

48
内裏

光
格
上
皇
、
禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚑
年

12
月
⚑
日

48
仙洞

光
格
上
皇
、
鎮
守
社
に
参
拝

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚑
年

12
月
⚒
日

48
内裏

光
格
上
皇
、
禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚑
年

12
月
⚕
日

48
内裏

光
格
上
皇
、
禁
裏
の
内
侍
所
臨

時
御
神
楽
に
内
々
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚑
年

12
月
1 0
日

48
仙洞

光
格
上
皇
、
中
宮
御
所
に
渡
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚑
年

12
月
1 8
日

48
仙洞

光
格
上
皇
、
中
宮
御
所
に
渡
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚑
年

12
月
2 4
日

48
内裏

光
格
上
皇
、
禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録



⚓ 校

光格上皇主催御会和歌年表―文政期編

― ―

【T：】Edianserver/大手前大学/論集/第20号（2019)/盛田 帝子/// ⚓ 校

269

文
政
⚑
年

⚕
月
27
日

48
仙洞

管
弦
の
御
遊
の
た
め
出
御
。
筝

の
御
所
作

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚑
年

⚖
月
⚑
日

48
仙洞

光
格
上
皇
、
鎮
守
社
に
参
拝

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚑
年

⚖
月
13
日

48
仙洞

光
格
上
皇
、
鎮
守
社
に
参
拝

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚑
年

⚖
月
21
日

48
仙洞

光
格
上
皇
、
鎮
守
社
・
柿
本
社

に
参
拝

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚑
年

⚖
月
24
日

48
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
2～
⚓
字

題
）
仁
孝
：
蚊
遣
火
、

山
家

雅
久
朝
臣
〔
飛

鳥
井
侍
従
〕

左
衛
門
督
〔
飛

鳥
井
雅
光
卿
〕

国
会
本
内
裏

仁
孝
天
皇
御
製
「
蚊
遣
火
：
さ
ら
で
だ
に
い
ぶ
せ
き
夏
の
し
づ
が

や
に
煙
た
て
つ
ゝ
か
や
り
を
ぞ
た
く
、
山
家
：
よ
を
は
な
れ
し
づ

か
に
す
め
る
な
ら
ひ
と
て
人
も
と
ひ
こ
ぬ
お
く
山
の
い
ほ
」

文
政
⚑
年

⚖
月
25
日

48
聖
廟
御
法
楽

仙
洞
組
題
50
首
（
⚒
字
題
）

光
格
：
納
涼

手
に
な
ら
す
扇
も
し
ば
し
わ
す

れ
水
む
す
べ
ば
す
ゞ
し
杜
の
下

か
げ

民
部
卿
〔
冷
泉

為
則
卿
〕

右
兵
衛
督
〔
藤

谷
為
脩
卿
〕

講
師
：
為
全
朝
臣
〔
冷

泉
侍
従
〕

国
会
本
仙
洞

有
栖
川
宮
本
「
小
御
所
に
於
テ
聖
廟
御
法
楽
和
歌
ノ
披
講
ア
リ
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
⚑
年

⚖
月
25
日

48
聖
廟
御
法
楽

内
裏
組
題
50
首
（
⚒
～
⚓
字

題
）
仁
孝
：
籬
瞿
麦

民
部
卿
〔
冷
泉

為
則
卿
〕

万
里
小
路
中
納

言
〔
建
房
卿
〕

講
師
：
俊
明
朝
臣
〔
坊

城
頭
弁
〕

国
会
本
内
裏

仁
孝
天
皇
御
製
「
籬
瞿
麦
：
置
露
も
い
ろ
に
ぞ
う
つ
る
夏
草
の
し

げ
る
籬
の
な
で
し
こ
の
花
」

文
政
⚑
年

⚗
月
⚑
日

48
仙洞

光
格
上
皇
、
鎮
守
社
・
柿
本
社

に
参
拝

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚑
年

⚗
月
⚗
日

48
七
夕
御
会

内
裏
七
夕
喜
晴

一
年
の
く
も
き
り
は
れ
し
天
の

か
は
ほ
し
の
こ
ゝ
ろ
も
空
に
見

え
つ
ゝ
〔
院
御
製
〕

民
部
卿

為
脩

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
（
巻
頭
）、
光
格
上
皇
御
製
の
順
に
掲
載
。
中
宮

御
歌
な
し
。
仁
孝
天
皇
御
製
「
雲
き
り
は
は
つ
あ
き
か
ぜ
に
晴
て

け
ふ
ち
ぎ
り
う
れ
し
く
ほ
し
や
あ
ふ
ら
む
」。
女
御
・
女
房
達
：

女
御
御
方
、
大
典
侍
、
宰
相
典
侍
、
権
典
侍
、
新
大
納
言
、
権
中

納
言
、
勾
当
内
侍
、
侍
従
内
侍
、
命
婦
伊
豫
、
命
婦
伯
耆
、
命
婦

大
御
乳
、
伊
賀

文
政
⚑
年

⚗
月
14
日

48
内裏

光
格
上
皇
、
禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚑
年

⚗
月
14
日

48
仙洞

光
格
上
皇
、
柿
本
社
に
参
拝

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚑
年

⚗
月
18
日

48
仙洞

光
格
上
皇
、
鎮
守
社
・
柿
本
社

に
参
拝

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚑
年

⚗
月
20
日

48
内裏

光
格
上
皇
、
禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚑
年

⚗
月
24
日

48
月
次
御
会

内
裏
女
郎
花
、
秋
風
、
寄
糸

恋
為
全
朝
臣
〔
冷

泉
侍
従
〕

右
衛
門
督
〔
鷲

尾
隆
純
卿
〕

国
会
本
内
裏

仁
孝
天
皇
御
製
「
女
郎
花
：
を
み
な
へ
し
さ
け
る
野
原
に
か
り
ね

し
て
契
り
わ
す
れ
ぬ
露
の
た
ま
く
ら
、
秋
風
：
今
朝
は
は
や
庭
の

お
ぎ
原
そ
よ
ぎ
つ
ゝ
袂
す
ゞ
し
き
秋
か
ぜ
ぞ
ふ
く
、
寄
糸
恋
：
う

き
中
に
か
け
て
も
あ
は
ぬ
か
た
い
と
を
玉
の
緒
に
と
は
な
ど
思
ひ

け
む
」

文
政
⚑
年

⚘
月
24
日

48
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚒
～
⚔

字
題
）
仁
孝
：
江
月
、

月
前
雁

民
部
卿
〔
冷
泉

為
則
卿
〕

右
衛
門
督
〔
鷲

尾
隆
純
卿
〕

国
会
本
内
裏

仁
孝
天
皇
御
製
「
江
月
：
秋
ふ
か
く
末
葉
み
だ
る
ゝ
む
ら
あ
し
の

露
の
玉
江
に
す
め
る
つ
き
か
げ
、
月
前
雁
：
雲
も
な
し
つ
き
す
め

る
よ
の
天
の
と
に
こ
ゑ
を
ほ
に
あ
げ
て
わ
た
る
雁
が
ね
」

文
政
⚑
年

⚘
月
2 8
日

48
当
座
御
会

内
裏
組
題
20
首
（
⚒
字
題
）

仁
孝
：
河
霧

民
部
卿
〔
冷
泉

為
則
卿
〕

万
里
小
路
中
納

言
〔
建
房
卿
〕

国
会
本
内
裏

仁
孝
天
皇
御
製
「
河
霧
：
大
ゐ
川
く
だ
す
筏
も
み
え
わ
か
ず
秋
霧

深
き
浪
の
夕
暮
」

文
政
⚑
年

⚙
月
⚑
日

48
仙洞

光
格
上
皇
、
鎮
守
社
に
参
拝

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚑
年

⚙
月
⚙
日

48
重
陽
御
会

内
裏
菊
花
久
馥

冷
泉
前
大
納
言

〔
為
章
卿
〕

民
部
卿
〔
冷
泉

為
則
卿
〕

国
会
本
内
裏

仁
孝
天
皇
御
製
「
ふ
り
せ
じ
な
こ
ゝ
の
が
さ
ね
に
に
ほ
へ
る
も
な

ほ
な
が
月
の
し
ら
ぎ
く
の
は
な
」。
女
御
・
女
房
達
：
女
御
御
方
、

勾
当
内
侍
、
侍
従
内
侍
、
命
婦
伊
豫
、
命
婦
伯
耆
、
命
婦
大
御
乳

文
政
⚑
年

⚙
月
15
日

48
内裏

光
格
上
皇
、
禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚑
年

⚙
月
24
日

48
月
次
御
会

内
裏
秋
時
雨
、
紅
葉
、
海
辺

朝
為
全
朝
臣
〔
冷

泉
侍
従
〕

雅
久
朝
臣
〔
飛

鳥
井
侍
従
〕

国
会
本
内
裏

仁
孝
天
皇
御
製
「
秋
時
雨
：
さ
ら
で
だ
に
秋
の
ゆ
ふ
べ
は
物
う
き

に
さ
び
し
さ
そ
へ
て
時
雨
降
な
り
、
紅
葉
：
露
に
そ
め
霜
に
ぬ
れ

つ
ゝ
紅
葉
ゞ
の
色
ふ
か
く
な
る
秋
の
此
ご
ろ
、
海
辺
朝
：
沖
つ
か

ぜ
朝
ぎ
り
は
る
ゝ
浪
の
上
に
あ
ら
は
れ
出
る
浦
の
初
し
ま
」

文
政
⚑
年

10
月
⚖
日

48
閑
院
宮
一
品
美
仁
親
王
薨
去

（
62
歳
）

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚑
年

10
月
19
日

48
内裏

光
格
上
皇
、
禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚑
年

10
月
24
日

48
月
次
御
会

内
裏
組
題
16
首
（
⚑
～
⚔
字

題
）
寄
名
所
恋

雅
久
朝
臣
〔
飛

鳥
井
侍
従
〕

左
衛
門
督
〔
飛

鳥
井
雅
光
卿
〕

国
会
本
内
裏

仁
孝
天
皇
御
製
「
寄
名
所
恋
：
い
つ
迄
か
あ
は
で
の
杜
の
夕
時
雨

袖
の
み
ぬ
れ
て
年
の
へ
ぬ
ら
ん
」

文
政
⚑
年

10
月
27
日

48
内裏

光
格
上
皇
、
禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚑
年

11
月
⚕
日

48
仙洞

光
格
上
皇
、
鎮
守
社
・
柿
本
社

に
参
拝

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚑
年

11
月
⚗
日

48
仙洞

上
下
御
霊
社
に
来
た
る
十
日
よ

り
七
日
間
、
御
祈
祷
を
仰
せ
つ

く

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚑
年

11
月
10
日

48
内裏

禁
裏
に
御
幸
。
仁
孝
天
皇
に
大

嘗
会
神
饌
の
御
伝
授
を
相
伝

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚑
年

11
月
17
日

48
内裏

禁
裏
に
御
幸
。
仁
孝
天
皇
、
大

嘗
祭
御
習
礼
の
た
め
廻
立
殿
に

出
御
の
た
め
、
同
殿
に
渡
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚑
年

11
月
21
日

48
内裏

大
嘗
会
の
た
め
禁
裏
に
御
幸
。

悠
紀
殿
に
渡
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚑
年

11
月
22
日

48
内裏

光
格
上
皇
、
禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚑
年

11
月
23
日

48
内裏

光
格
上
皇
、
禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚑
年

11
月
24
日

48
内裏

光
格
上
皇
、
禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚑
年

12
月
⚑
日

48
仙洞

光
格
上
皇
、
鎮
守
社
に
参
拝

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚑
年

12
月
⚒
日

48
内裏

光
格
上
皇
、
禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚑
年

12
月
⚕
日

48
内裏

光
格
上
皇
、
禁
裏
の
内
侍
所
臨

時
御
神
楽
に
内
々
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚑
年

12
月
1 0
日

48
仙洞

光
格
上
皇
、
中
宮
御
所
に
渡
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚑
年

12
月
1 8
日

48
仙洞

光
格
上
皇
、
中
宮
御
所
に
渡
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚑
年

12
月
2 4
日

48
内裏

光
格
上
皇
、
禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録
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文
政
⚑
年

12
月
28
日

48
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
か
な
題
）

仁
孝
：
す
み
が
ま
、
た

け

左
衛
門
督
〔
飛

鳥
井
雅
光
卿
〕

民
部
卿
〔
冷
泉

為
則
卿
〕

国
会
本
内
裏

仁
孝
天
皇
御
製
「
す
み
が
ま
：
雪
の
色
も
か
す
む
と
み
し
は
小
野

山
に
や
く
炭
が
ま
の
煙
な
り
け
り
、
た
け
：
九
重
に
千
世
万
代
を

契
り
つ
ゝ
う
て
な
の
竹
の
い
や
さ
か
ふ
陰
」

文
政
⚒
年

⚑
月
⚑
日

49
仙洞

四
方
拝
の
た
め
出
御
、
諸
臣
拝

礼
。
朝
餉
に
お
い
て
御
歯
固

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

⚑
月
⚓
日

49
仙洞

吉
書
御
覧
の
た
め
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

⚑
月
⚔
日

49
禁
裏
へ
の
御
幸
始
を
延
引

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

⚑
月
⚗
日

49
仙洞

白
馬
御
覧
の
た
め
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

⚑
月
⚘
日

49
仙洞

一
月
六
日
、
皇
女
娍
宮
薨
去
に

よ
り
、
一
月
八
日
よ
り
三
日

間
、
物
音
を
停
む

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

⚑
月
11
日

49
仙洞

節
分
方
違
の
た
め
別
殿
（
呉
服

所
）
に
渡
御
。
豊
岡
三
位
、
実

久
、
久
雄
、
基
逸
等
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

⚑
月
13
日

49
仙洞

諸
礼
の
た
め
午
刻
前
に
小
御
所

に
出
御
、
千
秋
万
歳
御
覧
。
次

に
、
太
元
帥
法
・
後
七
日
御
修

法
結
願
の
た
め
弘
御
所
に
出

御
、
僧
等
に
謁
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

⚑
月
16
日

49
内裏

禁
裏
に
御
幸
始
を
追
行

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

⚑
月
18
日

49
御
会
始

仙
洞
天
晴
有
鶴
声

声
た
か
み
ふ
り
さ
け
み
れ
ば
天

の
原
日
影
う
ら
ゝ
に
た
づ
ぞ
ま

ふ
な
る

左
衛
門
督
〔
明

日
香
井
雅
光

卿
〕

権
中
納
言
〔
庭

田
重
能
卿
〕

読
師
：
中
山
大
納
言

〔
忠
頼
卿
〕、
講
師
：
光

成
〔
広
橋
右
中
弁
〕、

発
声
：
左
衛
門
督
〔
明

日
井
雅
光
卿
〕

国
会
本
仙
洞

有
栖
川
宮
本

中
宮
御
歌
「
さ
し
出
る
朝
日
の
そ
ら
の
つ
る
の
こ
ゑ
お
の
が
心
も

は
れ
わ
た
る
ら
し
」（
光
格
天
皇
御
製
の
次
に
記
載
）。
女
房
達
：

大
す
け
、
新
大
納
言
、
あ
や
め
の
小
路
、
勾
当
内
侍
、
命
婦
伊
与
、

命
婦
ほ
う
き
、
伊
賀
、
紀
伊
（
巻
末
）。
「
和
歌
御
会
始
ヲ
行
ハ
ル
、

出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実
録
）

文
政
⚒
年

⚑
月
19
日

49
仙洞

皇
子
猗
宮
薨
去
に
よ
り
、
三
日

間
、
物
音
を
停
む

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

⚒
月
⚒
日

49
仙洞

前
右
大
臣
徳
大
寺
実
祖
の
薨
去

に
よ
り
、
三
日
間
、
物
音
を
停

む

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

⚒
月
⚕
日

49
内裏

仁
孝
天
皇
が
疱
瘡
を
病
ま
れ
た

た
め
禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

⚒
月
⚘
日

49
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

⚒
月
10
日

49
仙洞

中
宮
御
所
に
渡
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

⚒
月
2 2
日

49
仙洞

夜
、
別
殿
に
渡
御
。
男
女
を
召

さ
ず

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

⚔
月
⚗
日

49
仙洞

夜
、
別
殿
に
渡
御
。
男
女
を
召

さ
ず

光
格
天
皇
実
録

年
月
日

年
齢

御
会
名

場
所

歌
題

光
格
天
皇
御
製
お
よ
び
事
項

題
者

奉
行

そ
の
他
の
諸
役

出
典

備
考

文
政
⚒
年

⚔
月
27
日

49
内裏

石
清
水
臨
時
祭
が
行
わ
れ
る
た

め
禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

後
⚔
月
13

日

49
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

後
⚔
月
16

日

49
水
無
瀬
宮
御

法
楽
〔
去
二

月
廿
二
日
御

延
引
〕

仙
洞
組
題
20
首
（
⚒
～
⚔
字

題
）
光
格
：
暁
更
春
月

な
ら
ひ
と
て
わ
り
な
き
か
げ
よ

春
更
し
あ
り
あ
け
の
月
も
か
す

み
こ
め
つ
ゝ

民
部
卿
〔
冷
泉

為
則
卿
〕

鷲
尾
中
納
言

〔
隆
純
卿
〕

雅
久
朝
臣
〔
明
日
香
井

侍
従
〕

国
会
本
仙
洞

有
栖
川
宮
本
「
小
御
所
ニ
於
テ
水
無
瀬
宮
御
法
楽
和
歌
ノ
披
講
ア
リ
」（
光
格
天

皇
実
録
）

文
政
⚒
年

後
⚔
月
19

日

49
仙洞

夜
、
別
殿
（
呉
服
所
）
に
渡
御
。

大
原
三
位
、
恭
光
等
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

後
⚔
月
20

日

49
聖
廟
御
法
楽

〔
去
二
月
廿

五
日
御
延

引
〕

仙
洞
組
題
50
首
（
⚓
字
題
）

光
格
：
花
未
開

雨
そ
ゝ
ぎ
春
の
ひ
か
り
も
う
る

ふ
枝
と
い
ま
い
く
日
あ
ら
ば
花

に
見
て
ま
し

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
侍
従
〕

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
侍
従
〕

講
師
：
顕
孝
〔
葉
室
権

右
中
弁
〕

国
会
本
仙
洞

有
栖
川
宮
本

文
政
⚒
年

後
⚔
月
21

日

49
和
歌
当
座
御

会
仙
洞
組
題
30
首
（
⚒
字
題
）

光
格
：
若
菜

雪
ま
よ
り
く
さ
の
は
つ
か
に
見

る
色
も
春
を
わ
か
な
の
か
す
が

の
ゝ
は
ら

左
衛
門
督
〔
明

日
香
井
雅
光

卿
〕

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
侍
従
〕

講
師
：
顕
孝
〔
葉
室
権

右
中
弁
〕

国
会
本
仙
洞

有
栖
川
宮
本
「
和
歌
当
座
御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
⚒
年

後
⚔
月
23

日

49
内裏

光
格
上
皇
、
禁
裏
に
御
幸
し

内
々
に
能
御
覧

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

⚕
月
⚒
日

49
御
会
始

内
裏
寄
世
祝
言

す
べ
ら
ぎ
は
神
の
ま
も
り
も
八

百
よ
ろ
づ
三
種
の
た
か
ら
御
代

の
ひ
か
り
に
〔
院
御
製
〕

民
部
卿
〔
冷
泉

為
則
卿
〕

雅
久
〔
明
日
井

侍
従
〕

読
師
：
中
山
大
納
言

〔
忠
頼
卿
〕、
講
師
：
顕

孝
〔
葉
室
権
右
中
弁
〕、

発
声
：
権
中
納
言
〔
庭

田
重
能
卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
（
巻
頭
）、
光
格
上
皇
御
製
、
中
宮
御
歌
の
順
に

記
載
。
仁
孝
天
皇
御
製
「
四
方
の
海
を
さ
ま
る
世
と
て
く
に
つ
た

み
に
ぎ
は
ひ
う
た
ふ
こ
ゑ
も
ゆ
た
け
し
」、
中
宮
御
歌
「
く
に
た

み
も
を
さ
ま
れ
る
よ
の
と
き
な
り
と
い
は
ふ
心
は
つ
き
せ
ざ
る
ら

し
」。
女
御
御
方
・
女
房
達
：
女
御
、
大
典
侍
、
宰
相
の
す
け
、

督
の
す
け
、
新
大
納
言
、
権
中
納
言
、
勾
当
内
侍
、
侍
従
内
侍
、

命
婦
伊
与
、
命
婦
伯
耆
、
命
婦
大
御
乳
、
伊
賀
（
巻
末
）

文
政
⚒
年

⚕
月
⚒
日

49
仙洞

鎮
守
社
に
参
拝

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

⚕
月
⚗
日

49
仙洞

壽
山
亭
で
挿
秧
を
御
覧

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

⚕
月
⚘
日

49
当
座
御
会

内
裏
組
題
30
首
（
⚓
字
題
）

光
格
：
萩
花
盛

立
な
ら
し
し
か
な
く
野
辺
は
さ

も
あ
ら
ば
あ
れ
花
さ
か
り
な
る

は
ぎ
の
戸
の
秋
〔
院
御
製
〕

民
部
卿
〔
冷
泉

為
則
卿
〕

左
衛
門
督
〔
明

日
香
井
雅
光

卿
〕

講
師
：
為
全
朝
臣
〔
冷

泉
侍
従
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
：「
早
春
霞
：
春
あ
さ
み
み
ぎ
り
に
ふ
れ
る
白
ゆ

き
は
ま
だ
消
な
く
に
か
す
む
山
の
は
」（
巻
頭
）

文
政
⚒
年

⚕
月
⚘
日

49
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

⚕
月
18
日

49
仙洞

鎮
守
社
・
柿
本
社
に
参
拝

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

⚕
月
21
日

49
和
歌
当
座
御

会
内
裏
組
題
20
首
（
⚒
字
題
）

仁
孝
：
郭
公

左
衛
門
督
〔
明

日
香
井
雅
光

卿
〕

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
侍
従
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
郭
公
：
あ
し
び
き
の
山
ほ
と
ゝ
ぎ
す
を
ち
か
へ

り
た
え
ず
か
た
ら
ふ
五
月
雨
の
そ
ら
」。
有
栖
川
宮
本
に
は
、
仁

孝
天
皇
御
製
に
「
後
日
被
改
」
と
注
記
あ
り

文
政
⚒
年

⚕
月
2 2
日

49
水
無
瀬
宮
御

法
楽
〔
去
二

月
分
〕

内
裏
組
題
20
首
（
⚑
～
⚒
字

題
）
仁
孝
：
若
菜

民
部
卿
〔
冷
泉

為
則
卿
〕

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
侍
従
〕

講
師
：
雅
久
朝
臣
〔
明

日
香
井
侍
従
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
若
菜
：
き
え
あ
へ
ぬ
雪
ま
を
わ
け
て
も
え
い
づ

る
野
べ
の
わ
か
な
を
つ
む
も
の
ど
け
し
」

文
政
⚒
年

⚕
月
2 3
日

49
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録
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文
政
⚑
年

12
月
28
日

48
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
か
な
題
）

仁
孝
：
す
み
が
ま
、
た

け

左
衛
門
督
〔
飛

鳥
井
雅
光
卿
〕

民
部
卿
〔
冷
泉

為
則
卿
〕

国
会
本
内
裏

仁
孝
天
皇
御
製
「
す
み
が
ま
：
雪
の
色
も
か
す
む
と
み
し
は
小
野

山
に
や
く
炭
が
ま
の
煙
な
り
け
り
、
た
け
：
九
重
に
千
世
万
代
を

契
り
つ
ゝ
う
て
な
の
竹
の
い
や
さ
か
ふ
陰
」

文
政
⚒
年

⚑
月
⚑
日

49
仙洞

四
方
拝
の
た
め
出
御
、
諸
臣
拝

礼
。
朝
餉
に
お
い
て
御
歯
固

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

⚑
月
⚓
日

49
仙洞

吉
書
御
覧
の
た
め
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

⚑
月
⚔
日

49
禁
裏
へ
の
御
幸
始
を
延
引

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

⚑
月
⚗
日

49
仙洞

白
馬
御
覧
の
た
め
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

⚑
月
⚘
日

49
仙洞

一
月
六
日
、
皇
女
娍
宮
薨
去
に

よ
り
、
一
月
八
日
よ
り
三
日

間
、
物
音
を
停
む

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

⚑
月
11
日

49
仙洞

節
分
方
違
の
た
め
別
殿
（
呉
服

所
）
に
渡
御
。
豊
岡
三
位
、
実

久
、
久
雄
、
基
逸
等
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

⚑
月
13
日

49
仙洞

諸
礼
の
た
め
午
刻
前
に
小
御
所

に
出
御
、
千
秋
万
歳
御
覧
。
次

に
、
太
元
帥
法
・
後
七
日
御
修

法
結
願
の
た
め
弘
御
所
に
出

御
、
僧
等
に
謁
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

⚑
月
16
日

49
内裏

禁
裏
に
御
幸
始
を
追
行

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

⚑
月
18
日

49
御
会
始

仙
洞
天
晴
有
鶴
声

声
た
か
み
ふ
り
さ
け
み
れ
ば
天

の
原
日
影
う
ら
ゝ
に
た
づ
ぞ
ま

ふ
な
る

左
衛
門
督
〔
明

日
香
井
雅
光

卿
〕

権
中
納
言
〔
庭

田
重
能
卿
〕

読
師
：
中
山
大
納
言

〔
忠
頼
卿
〕、
講
師
：
光

成
〔
広
橋
右
中
弁
〕、

発
声
：
左
衛
門
督
〔
明

日
井
雅
光
卿
〕

国
会
本
仙
洞

有
栖
川
宮
本

中
宮
御
歌
「
さ
し
出
る
朝
日
の
そ
ら
の
つ
る
の
こ
ゑ
お
の
が
心
も

は
れ
わ
た
る
ら
し
」（
光
格
天
皇
御
製
の
次
に
記
載
）。
女
房
達
：

大
す
け
、
新
大
納
言
、
あ
や
め
の
小
路
、
勾
当
内
侍
、
命
婦
伊
与
、

命
婦
ほ
う
き
、
伊
賀
、
紀
伊
（
巻
末
）。
「
和
歌
御
会
始
ヲ
行
ハ
ル
、

出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実
録
）

文
政
⚒
年

⚑
月
19
日

49
仙洞

皇
子
猗
宮
薨
去
に
よ
り
、
三
日

間
、
物
音
を
停
む

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

⚒
月
⚒
日

49
仙洞

前
右
大
臣
徳
大
寺
実
祖
の
薨
去

に
よ
り
、
三
日
間
、
物
音
を
停

む

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

⚒
月
⚕
日

49
内裏

仁
孝
天
皇
が
疱
瘡
を
病
ま
れ
た

た
め
禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

⚒
月
⚘
日

49
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

⚒
月
10
日

49
仙洞

中
宮
御
所
に
渡
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

⚒
月
2 2
日

49
仙洞

夜
、
別
殿
に
渡
御
。
男
女
を
召

さ
ず

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

⚔
月
⚗
日

49
仙洞

夜
、
別
殿
に
渡
御
。
男
女
を
召

さ
ず

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

⚔
月
27
日

49
内裏

石
清
水
臨
時
祭
が
行
わ
れ
る
た

め
禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

後
⚔
月
13

日

49
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

後
⚔
月
16

日

49
水
無
瀬
宮
御

法
楽
〔
去
二

月
廿
二
日
御

延
引
〕

仙
洞
組
題
20
首
（
⚒
～
⚔
字

題
）
光
格
：
暁
更
春
月

な
ら
ひ
と
て
わ
り
な
き
か
げ
よ

春
更
し
あ
り
あ
け
の
月
も
か
す

み
こ
め
つ
ゝ

民
部
卿
〔
冷
泉

為
則
卿
〕

鷲
尾
中
納
言

〔
隆
純
卿
〕

雅
久
朝
臣
〔
明
日
香
井

侍
従
〕

国
会
本
仙
洞

有
栖
川
宮
本
「
小
御
所
ニ
於
テ
水
無
瀬
宮
御
法
楽
和
歌
ノ
披
講
ア
リ
」（
光
格
天

皇
実
録
）

文
政
⚒
年

後
⚔
月
19

日

49
仙洞

夜
、
別
殿
（
呉
服
所
）
に
渡
御
。

大
原
三
位
、
恭
光
等
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

後
⚔
月
20

日

49
聖
廟
御
法
楽

〔
去
二
月
廿

五
日
御
延

引
〕

仙
洞
組
題
50
首
（
⚓
字
題
）

光
格
：
花
未
開

雨
そ
ゝ
ぎ
春
の
ひ
か
り
も
う
る

ふ
枝
と
い
ま
い
く
日
あ
ら
ば
花

に
見
て
ま
し

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
侍
従
〕

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
侍
従
〕

講
師
：
顕
孝
〔
葉
室
権

右
中
弁
〕

国
会
本
仙
洞

有
栖
川
宮
本

文
政
⚒
年

後
⚔
月
21

日

49
和
歌
当
座
御

会
仙
洞
組
題
30
首
（
⚒
字
題
）

光
格
：
若
菜

雪
ま
よ
り
く
さ
の
は
つ
か
に
見

る
色
も
春
を
わ
か
な
の
か
す
が

の
ゝ
は
ら

左
衛
門
督
〔
明

日
香
井
雅
光

卿
〕

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
侍
従
〕

講
師
：
顕
孝
〔
葉
室
権

右
中
弁
〕

国
会
本
仙
洞

有
栖
川
宮
本
「
和
歌
当
座
御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
⚒
年

後
⚔
月
23

日

49
内裏

光
格
上
皇
、
禁
裏
に
御
幸
し

内
々
に
能
御
覧

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

⚕
月
⚒
日

49
御
会
始

内
裏
寄
世
祝
言

す
べ
ら
ぎ
は
神
の
ま
も
り
も
八

百
よ
ろ
づ
三
種
の
た
か
ら
御
代

の
ひ
か
り
に
〔
院
御
製
〕

民
部
卿
〔
冷
泉

為
則
卿
〕

雅
久
〔
明
日
井

侍
従
〕

読
師
：
中
山
大
納
言

〔
忠
頼
卿
〕、
講
師
：
顕

孝
〔
葉
室
権
右
中
弁
〕、

発
声
：
権
中
納
言
〔
庭

田
重
能
卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
（
巻
頭
）、
光
格
上
皇
御
製
、
中
宮
御
歌
の
順
に

記
載
。
仁
孝
天
皇
御
製
「
四
方
の
海
を
さ
ま
る
世
と
て
く
に
つ
た

み
に
ぎ
は
ひ
う
た
ふ
こ
ゑ
も
ゆ
た
け
し
」、
中
宮
御
歌
「
く
に
た

み
も
を
さ
ま
れ
る
よ
の
と
き
な
り
と
い
は
ふ
心
は
つ
き
せ
ざ
る
ら

し
」。
女
御
御
方
・
女
房
達
：
女
御
、
大
典
侍
、
宰
相
の
す
け
、

督
の
す
け
、
新
大
納
言
、
権
中
納
言
、
勾
当
内
侍
、
侍
従
内
侍
、

命
婦
伊
与
、
命
婦
伯
耆
、
命
婦
大
御
乳
、
伊
賀
（
巻
末
）

文
政
⚒
年

⚕
月
⚒
日

49
仙洞

鎮
守
社
に
参
拝

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

⚕
月
⚗
日

49
仙洞

壽
山
亭
で
挿
秧
を
御
覧

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

⚕
月
⚘
日

49
当
座
御
会

内
裏
組
題
30
首
（
⚓
字
題
）

光
格
：
萩
花
盛

立
な
ら
し
し
か
な
く
野
辺
は
さ

も
あ
ら
ば
あ
れ
花
さ
か
り
な
る

は
ぎ
の
戸
の
秋
〔
院
御
製
〕

民
部
卿
〔
冷
泉

為
則
卿
〕

左
衛
門
督
〔
明

日
香
井
雅
光

卿
〕

講
師
：
為
全
朝
臣
〔
冷

泉
侍
従
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
：「
早
春
霞
：
春
あ
さ
み
み
ぎ
り
に
ふ
れ
る
白
ゆ

き
は
ま
だ
消
な
く
に
か
す
む
山
の
は
」（
巻
頭
）

文
政
⚒
年

⚕
月
⚘
日

49
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

⚕
月
18
日

49
仙洞

鎮
守
社
・
柿
本
社
に
参
拝

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

⚕
月
21
日

49
和
歌
当
座
御

会
内
裏
組
題
20
首
（
⚒
字
題
）

仁
孝
：
郭
公

左
衛
門
督
〔
明

日
香
井
雅
光

卿
〕

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
侍
従
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
郭
公
：
あ
し
び
き
の
山
ほ
と
ゝ
ぎ
す
を
ち
か
へ

り
た
え
ず
か
た
ら
ふ
五
月
雨
の
そ
ら
」。
有
栖
川
宮
本
に
は
、
仁

孝
天
皇
御
製
に
「
後
日
被
改
」
と
注
記
あ
り

文
政
⚒
年

⚕
月
2 2
日

49
水
無
瀬
宮
御

法
楽
〔
去
二

月
分
〕

内
裏
組
題
20
首
（
⚑
～
⚒
字

題
）
仁
孝
：
若
菜

民
部
卿
〔
冷
泉

為
則
卿
〕

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
侍
従
〕

講
師
：
雅
久
朝
臣
〔
明

日
香
井
侍
従
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
若
菜
：
き
え
あ
へ
ぬ
雪
ま
を
わ
け
て
も
え
い
づ

る
野
べ
の
わ
か
な
を
つ
む
も
の
ど
け
し
」

文
政
⚒
年

⚕
月
2 3
日

49
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録
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文
政
⚒
年

⚕
月
24
日

49
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚒
字
題
）

仁
孝
：
初
春
、
田
家

左
衛
門
督
〔
明

日
香
井
雅
光

卿
〕

権
中
納
言
〔
庭

田
重
能
卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
初
春
：
朝
日
か
げ
に
ほ
へ
る
山
の
か
す
む
こ
そ

ゆ
き
消
も
よ
ほ
す
は
る
は
た
つ
ら
め
、
田
家
：
し
づ
が
す
む
門
田

の
さ
な
へ
な
つ
た
け
て
露
吹
ち
ら
す
風
の
す
ゞ
し
さ
」

文
政
⚒
年

⚕
月
25
日

49
聖
廟
御
法
楽

〔
去
二
月
分
〕

内
裏
組
題
50
首
（
⚑
字
題
）

仁
孝
：
霞

左
衛
門
督
〔
明

日
香
井
雅
光

卿
〕

右
衛
門
督
〔
万

里
小
路
建
房

卿
〕

顕
孝
〔
葉
室
権
右
中

弁
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
霞
：
一
よ
ま
つ
春
に
あ
け
ゆ
く
此
朝
け
こ
の
神

が
き
の
か
す
む
の
ど
け
さ
」（
巻
頭
）

文
政
⚒
年

⚖
月
⚒
日

49
仙洞

夜
、
別
殿
（
呉
服
所
）
に
渡
御
。

権
中
納
言
、
保
右
朝
臣
等
を
召

す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

⚖
月
11
日

49
仙洞

鎮
守
社
・
柿
本
社
に
参
拝

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

⚖
月
16
日

49
仙洞

嘉
祥
の
儀
に
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

⚖
月
17
日

49
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

⚖
月
22
日

49
仙洞

鎮
守
社
・
柿
本
社
に
参
拝

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

⚖
月
24
日

49
月
次
御
会

内
裏
夕
立
雲
、
松
下
水
、
後

朝
恋

民
部
卿
〔
冷
泉

為
則
卿
〕

右
衛
門
督
〔
万

里
小
路
建
房

卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
夕
立
雲
：
風
は
や
み
一
む
ら
き
ほ
ふ
夕
だ
ち
の

雲
に
き
こ
ゆ
る
な
る
か
み
の
お
と
、
松
下
水
：
あ
つ
さ
を
も
わ
す

れ
て
む
す
ぶ
山
か
げ
の
松
の
し
た
ゆ
く
水
ぞ
す
ゞ
し
き
、
後
朝

恋
：
衣
々
の
な
ご
り
つ
き
せ
で
お
も
か
げ
の
か
へ
る
あ
し
た
も
身

に
そ
ふ
は
う
し
」

文
政
⚒
年

⚖
月
25
日

49
聖
廟
御
法
楽

仙
洞
組
題
10
首
（
⚒
字
題
）

光
格
：
蚊
火

下
く
ゆ
る
し
づ
が
ふ
せ
や
の
い

ぶ
せ
さ
も
か
び
た
く
け
ぶ
り
よ

そ
に
し
ら
せ
て

雅
久
朝
臣
〔
明

日
香
井
侍
従
〕

右
兵
衛
督
〔
藤

谷
為
脩
卿
〕

講
師
：
光
成
〔
広
橋
右

中
弁
〕

国
会
本
仙
洞

有
栖
川
宮
本
「
小
御
所
ニ
於
テ
聖
廟
御
法
楽
ノ
披
講
ア
リ
」（
光
格
天
皇
実
録
）

文
政
⚒
年

⚖
月
25
日

49
聖
廟
御
法
楽

内
裏
組
題
10
首
（
⚒
字
題
）

仁
孝
：
夏
野

為
全
朝
臣
〔
為

全
朝
臣
〕

雅
久
朝
臣
〔
飛

鳥
井
侍
従
〕

講
師
：
為
全
朝
臣
〔
冷

泉
侍
従
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
夏
野
：
あ
づ
さ
弓
入
の
ゝ
す
ゝ
き
し
げ
り
あ
ひ

て
行
か
た
た
ど
る
夏
の
こ
の
ご
ろ
」

文
政
⚒
年

⚖
月
30
日

49
仙洞

六
月
祓
に
出
御
、
茅
輪
あ
り
。

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

⚗
月
⚗
日

49
七
夕
御
会

内
裏
七
夕
草
花

舟
よ
す
る
あ
ま
の
か
は
ら
の
花

す
ゝ
き
ま
ね
き
と
め
て
よ
あ
け

や
す
き
夜
も
〔
院
御
製
〕

左
衛
門
督
〔
明

日
香
井
雅
光

卿
〕

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
侍
従
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
（
巻
頭
）、
光
格
上
皇
御
製
、
中
宮
御
歌
の
順
に

記
載
。
仁
孝
天
皇
御
製
「
ほ
し
や
な
ほ
あ
か
ず
め
づ
ら
ん
お
り
に

あ
ひ
て
け
ふ
さ
き
そ
め
し
花
の
千
種
を
」。
中
宮
御
歌
「
ゆ
ふ
露

を
う
ち
も
は
ら
は
で
た
む
け
ま
し
ほ
し
の
い
も
せ
の
と
こ
夏
の

花
」。
女
御
・
女
房
達
：
女
御
御
方
、
宰
相
典
侍
、
督
典
侍
、
新

大
納
言
、
権
中
納
言
、
勾
当
内
侍
、
侍
従
内
侍
、
命
婦
伊
与
、
命

婦
伯
耆
、
命
婦
大
御
乳
、
伊
賀
（
巻
末
）

文
政
⚒
年

⚗
月
14
日

49
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

⚗
月
16
日

49
仙洞

夜
、
別
殿
（
呉
服
所
）
に
渡
御
。

花
山
院
大
納
言
、
公
元
朝
臣
を

召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

⚗
月
2 1
日

49
仙洞

鎮
守
社
・
柿
本
社
に
参
拝

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

⚗
月
2 4
日

49
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚓
～
⚔

字
題
）
仁
孝
：
水
辺
萩
、

月
契
秋

雅
久
朝
臣
〔
明

日
香
井
侍
従
〕

左
衛
門
督
〔
明

日
香
井
雅
光

卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
水
辺
萩
：
か
げ
う
つ
る
き
し
の
秋
は
ぎ
さ
く
こ

ろ
は
に
し
き
を
さ
ら
す
池
の
さ
ゝ
な
み
、
月
契
秋
：
か
ぎ
り
な
き

ち
ぎ
り
は
千
年
久
か
た
の
雲
井
の
あ
き
に
す
め
る
月
影
」

年
月
日

年
齢

御
会
名

場
所

歌
題

光
格
天
皇
御
製
お
よ
び
事
項

題
者

奉
行

そ
の
他
の
諸
役

出
典

備
考

文
政
⚒
年

⚗
月
27
日

49
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

⚘
月
⚑
日

49
仙洞

八
朔
の
儀

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

⚘
月
16
日

49
当
座
御
会

内
裏
組
題
20
首
（
⚓
～
⚔
字

題
）
光
格
：
河
辺
月

よ
ど
河
や
夜
舟
い
ざ
よ
ふ
う
き

き
り
も
は
れ
わ
た
る
波
ぞ
月
に

な
り
ゆ
く
〔
院
御
製
〕

雅
久
朝
臣
〔
明

日
香
井
侍
従
〕

権
中
納
言
〔
庭

田
重
能
卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
月
前
雲
：
き
え
や
ら
で
た
な
び
く
よ
ひ
の
う
き

雲
を
は
ら
ひ
つ
く
せ
よ
月
の
下
風
」

文
政
⚒
年

⚘
月
16
日

49
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

⚘
月
18
日

49
仙洞

鎮
守
社
・
柿
本
社
に
参
拝

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

⚘
月
24
日

49
月
次
御
会

内
裏
秋
夕
露
、
水
上
月
、
風

前
雁

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
侍
従
〕

雅
久
朝
臣
〔
明

日
香
井
侍
従
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
秋
夕
露
：
秋
と
い
へ
ば
ふ
く
風
さ
へ
も
さ
び
し

き
に
あ
は
れ
そ
へ
た
る
ゆ
ふ
ぐ
れ
の
つ
ゆ
、
水
上
月
：
久
か
た
の

そ
ら
す
む
月
の
か
げ
見
え
て
秋
は
さ
や
け
き
に
は
の
い
け
み
づ
、

風
前
雁
：
こ
の
あ
さ
け
き
く
も
め
づ
ら
し
秋
風
に
さ
そ
は
れ
わ
た

る
は
つ
か
り
の
こ
ゑ
」

文
政
⚒
年

⚘
月
30
日

49
仙洞

仁
孝
天
皇
へ
の
和
歌
天
仁
遠
波

伝
受
の
た
め
、
玉
津
島
・
住
吉

両
社
、
月
照
寺
に
使
い
を
遣
わ

し
、
御
撫
物
を
進
献

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

⚙
月
⚙
日

49
重
陽
御
会

内
裏
月
照
菊

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
侍
従
〕

右
衛
門
督
〔
万

里
小
路
建
房

卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
す
み
わ
た
る
月
の
ひ
か
り
に
み
が
ゝ
れ
て
露
も

く
も
ら
ず
に
ほ
ふ
白
ぎ
く
」。
女
御
・
女
房
達
：
女
御
御
方
、
督

典
侍
、
勾
当
内
侍
、
命
婦
伊
与
、
命
婦
伯
耆
、
命
婦
大
御
乳
（
巻

末
）

文
政
⚒
年

⚙
月
13
日

49
当
座
御
会

仙
洞
組
題
20
首
（
⚓
～
⚕
字

題
）
光
格
：
月
前
風

く
さ
木
に
は
し
ら
れ
ぬ
夜
半
の

風
の
色
も
月
を
よ
き
た
る
雲
に

見
え
け
り

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
侍
従
〕

雅
久
朝
臣
〔
飛

鳥
井
侍
従
〕

国
会
本
仙
洞

有
栖
川
宮
本
「
和
歌
当
座
御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
⚒
年

⚙
月
15
日

49
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

⚙
月
18
日

49
神
影
供

仙
洞
菊
花
露
芳

仙
人
の
あ
き
の
か
ざ
し
の
き
く

の
露
に
ほ
ひ
も
ち
よ
の
ふ
ち
と

な
る
ら
し

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
侍
従
〕

左
衛
門
督
〔
明

日
香
井
雅
光

卿
〕

読
師
：
花
山
院
大
納
言

〔
家
厚
卿
〕、
講
師
：
為

全
朝
臣
、
発
声
：
持
明

院
三
位
〔
基
延
卿
〕

国
会
本
仙
洞

有
栖
川
宮
本
「
柿
本
神
影
供
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実
録
）

文
政
⚒
年

⚙
月
21
日

49
内裏

禁
裏
に
御
幸
し
、
仁
孝
天
皇
に

和
歌
天
仁
遠
波
伝
受
を
相
伝

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

⚙
月
24
日

49
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚓
～
⚔

字
題
）
仁
孝
：
露
添
紅

葉
、
寄
玉
恋

民
部
卿
〔
冷
泉

為
則
卿
〕

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
侍
従
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
露
添
紅
葉
：
そ
め
つ
く
す
木
々
の
紅
葉
の
色
を

又
な
ほ
い
く
し
ほ
に
そ
ふ
る
夕
露
、
寄
玉
恋
：
袖
に
ち
る
な
み
だ

の
た
ま
の
か
ず
そ
ひ
て
あ
ふ
こ
と
か
た
き
よ
な
よ
な
の
と
こ
」

文
政
⚒
年

⚙
月
24
日

49
仙洞

壽
山
亭
で
穫
稻
を
御
覧

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

⚙
月
25
日

49
仙洞

管
絃
の
御
遊
の
た
め
出
御
。
筝

の
御
所
作

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

⚙
月
3 0
日

49
当
座
御
会

内
裏
組
題
30
首
（
⚑
～
⚓
字

題
）
光
格
：
旅

四
方
の
く
に
を
さ
ま
る
君
が
御

代
な
れ
や
野
や
ま
の
た
び
も
道

ひ
ろ
く
し
て
〔
院
御
製
〕

民
部
卿
〔
冷
泉

為
則
卿
〕

左
衛
門
督
〔
明

日
香
井
雅
光

卿
〕

講
師
：
光
成
朝
臣
〔
廣

橋
頭
弁
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
松
上
霞
：
此
朝
け
春
立
ら
し
も
と
き
は
な
る
ま

つ
の
み
ど
り
の
か
す
む
一
し
ほ
」（
巻
頭
）

文
政
⚒
年

⚙
月
3 0
日

49
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録
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文
政
⚒
年

⚕
月
24
日

49
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚒
字
題
）

仁
孝
：
初
春
、
田
家

左
衛
門
督
〔
明

日
香
井
雅
光

卿
〕

権
中
納
言
〔
庭

田
重
能
卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
初
春
：
朝
日
か
げ
に
ほ
へ
る
山
の
か
す
む
こ
そ

ゆ
き
消
も
よ
ほ
す
は
る
は
た
つ
ら
め
、
田
家
：
し
づ
が
す
む
門
田

の
さ
な
へ
な
つ
た
け
て
露
吹
ち
ら
す
風
の
す
ゞ
し
さ
」

文
政
⚒
年

⚕
月
25
日

49
聖
廟
御
法
楽

〔
去
二
月
分
〕

内
裏
組
題
50
首
（
⚑
字
題
）

仁
孝
：
霞

左
衛
門
督
〔
明

日
香
井
雅
光

卿
〕

右
衛
門
督
〔
万

里
小
路
建
房

卿
〕

顕
孝
〔
葉
室
権
右
中

弁
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
霞
：
一
よ
ま
つ
春
に
あ
け
ゆ
く
此
朝
け
こ
の
神

が
き
の
か
す
む
の
ど
け
さ
」（
巻
頭
）

文
政
⚒
年

⚖
月
⚒
日

49
仙洞

夜
、
別
殿
（
呉
服
所
）
に
渡
御
。

権
中
納
言
、
保
右
朝
臣
等
を
召

す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

⚖
月
11
日

49
仙洞

鎮
守
社
・
柿
本
社
に
参
拝

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

⚖
月
16
日

49
仙洞

嘉
祥
の
儀
に
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

⚖
月
17
日

49
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

⚖
月
22
日

49
仙洞

鎮
守
社
・
柿
本
社
に
参
拝

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

⚖
月
24
日

49
月
次
御
会

内
裏
夕
立
雲
、
松
下
水
、
後

朝
恋

民
部
卿
〔
冷
泉

為
則
卿
〕

右
衛
門
督
〔
万

里
小
路
建
房

卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
夕
立
雲
：
風
は
や
み
一
む
ら
き
ほ
ふ
夕
だ
ち
の

雲
に
き
こ
ゆ
る
な
る
か
み
の
お
と
、
松
下
水
：
あ
つ
さ
を
も
わ
す

れ
て
む
す
ぶ
山
か
げ
の
松
の
し
た
ゆ
く
水
ぞ
す
ゞ
し
き
、
後
朝

恋
：
衣
々
の
な
ご
り
つ
き
せ
で
お
も
か
げ
の
か
へ
る
あ
し
た
も
身

に
そ
ふ
は
う
し
」

文
政
⚒
年

⚖
月
25
日

49
聖
廟
御
法
楽

仙
洞
組
題
10
首
（
⚒
字
題
）

光
格
：
蚊
火

下
く
ゆ
る
し
づ
が
ふ
せ
や
の
い

ぶ
せ
さ
も
か
び
た
く
け
ぶ
り
よ

そ
に
し
ら
せ
て

雅
久
朝
臣
〔
明

日
香
井
侍
従
〕

右
兵
衛
督
〔
藤

谷
為
脩
卿
〕

講
師
：
光
成
〔
広
橋
右

中
弁
〕

国
会
本
仙
洞

有
栖
川
宮
本
「
小
御
所
ニ
於
テ
聖
廟
御
法
楽
ノ
披
講
ア
リ
」（
光
格
天
皇
実
録
）

文
政
⚒
年

⚖
月
25
日

49
聖
廟
御
法
楽

内
裏
組
題
10
首
（
⚒
字
題
）

仁
孝
：
夏
野

為
全
朝
臣
〔
為

全
朝
臣
〕

雅
久
朝
臣
〔
飛

鳥
井
侍
従
〕

講
師
：
為
全
朝
臣
〔
冷

泉
侍
従
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
夏
野
：
あ
づ
さ
弓
入
の
ゝ
す
ゝ
き
し
げ
り
あ
ひ

て
行
か
た
た
ど
る
夏
の
こ
の
ご
ろ
」

文
政
⚒
年

⚖
月
30
日

49
仙洞

六
月
祓
に
出
御
、
茅
輪
あ
り
。

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

⚗
月
⚗
日

49
七
夕
御
会

内
裏
七
夕
草
花

舟
よ
す
る
あ
ま
の
か
は
ら
の
花

す
ゝ
き
ま
ね
き
と
め
て
よ
あ
け

や
す
き
夜
も
〔
院
御
製
〕

左
衛
門
督
〔
明

日
香
井
雅
光

卿
〕

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
侍
従
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
（
巻
頭
）、
光
格
上
皇
御
製
、
中
宮
御
歌
の
順
に

記
載
。
仁
孝
天
皇
御
製
「
ほ
し
や
な
ほ
あ
か
ず
め
づ
ら
ん
お
り
に

あ
ひ
て
け
ふ
さ
き
そ
め
し
花
の
千
種
を
」。
中
宮
御
歌
「
ゆ
ふ
露

を
う
ち
も
は
ら
は
で
た
む
け
ま
し
ほ
し
の
い
も
せ
の
と
こ
夏
の

花
」。
女
御
・
女
房
達
：
女
御
御
方
、
宰
相
典
侍
、
督
典
侍
、
新

大
納
言
、
権
中
納
言
、
勾
当
内
侍
、
侍
従
内
侍
、
命
婦
伊
与
、
命

婦
伯
耆
、
命
婦
大
御
乳
、
伊
賀
（
巻
末
）

文
政
⚒
年

⚗
月
14
日

49
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

⚗
月
16
日

49
仙洞

夜
、
別
殿
（
呉
服
所
）
に
渡
御
。

花
山
院
大
納
言
、
公
元
朝
臣
を

召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

⚗
月
2 1
日

49
仙洞

鎮
守
社
・
柿
本
社
に
参
拝

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

⚗
月
2 4
日

49
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚓
～
⚔

字
題
）
仁
孝
：
水
辺
萩
、

月
契
秋

雅
久
朝
臣
〔
明

日
香
井
侍
従
〕

左
衛
門
督
〔
明

日
香
井
雅
光

卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
水
辺
萩
：
か
げ
う
つ
る
き
し
の
秋
は
ぎ
さ
く
こ

ろ
は
に
し
き
を
さ
ら
す
池
の
さ
ゝ
な
み
、
月
契
秋
：
か
ぎ
り
な
き

ち
ぎ
り
は
千
年
久
か
た
の
雲
井
の
あ
き
に
す
め
る
月
影
」

文
政
⚒
年

⚗
月
27
日

49
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

⚘
月
⚑
日

49
仙洞

八
朔
の
儀

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

⚘
月
16
日

49
当
座
御
会

内
裏
組
題
20
首
（
⚓
～
⚔
字

題
）
光
格
：
河
辺
月

よ
ど
河
や
夜
舟
い
ざ
よ
ふ
う
き

き
り
も
は
れ
わ
た
る
波
ぞ
月
に

な
り
ゆ
く
〔
院
御
製
〕

雅
久
朝
臣
〔
明

日
香
井
侍
従
〕

権
中
納
言
〔
庭

田
重
能
卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
月
前
雲
：
き
え
や
ら
で
た
な
び
く
よ
ひ
の
う
き

雲
を
は
ら
ひ
つ
く
せ
よ
月
の
下
風
」

文
政
⚒
年

⚘
月
16
日

49
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

⚘
月
18
日

49
仙洞

鎮
守
社
・
柿
本
社
に
参
拝

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

⚘
月
24
日

49
月
次
御
会

内
裏
秋
夕
露
、
水
上
月
、
風

前
雁

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
侍
従
〕

雅
久
朝
臣
〔
明

日
香
井
侍
従
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
秋
夕
露
：
秋
と
い
へ
ば
ふ
く
風
さ
へ
も
さ
び
し

き
に
あ
は
れ
そ
へ
た
る
ゆ
ふ
ぐ
れ
の
つ
ゆ
、
水
上
月
：
久
か
た
の

そ
ら
す
む
月
の
か
げ
見
え
て
秋
は
さ
や
け
き
に
は
の
い
け
み
づ
、

風
前
雁
：
こ
の
あ
さ
け
き
く
も
め
づ
ら
し
秋
風
に
さ
そ
は
れ
わ
た

る
は
つ
か
り
の
こ
ゑ
」

文
政
⚒
年

⚘
月
30
日

49
仙洞

仁
孝
天
皇
へ
の
和
歌
天
仁
遠
波

伝
受
の
た
め
、
玉
津
島
・
住
吉

両
社
、
月
照
寺
に
使
い
を
遣
わ

し
、
御
撫
物
を
進
献

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

⚙
月
⚙
日

49
重
陽
御
会

内
裏
月
照
菊

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
侍
従
〕

右
衛
門
督
〔
万

里
小
路
建
房

卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
す
み
わ
た
る
月
の
ひ
か
り
に
み
が
ゝ
れ
て
露
も

く
も
ら
ず
に
ほ
ふ
白
ぎ
く
」。
女
御
・
女
房
達
：
女
御
御
方
、
督

典
侍
、
勾
当
内
侍
、
命
婦
伊
与
、
命
婦
伯
耆
、
命
婦
大
御
乳
（
巻

末
）

文
政
⚒
年

⚙
月
13
日

49
当
座
御
会

仙
洞
組
題
20
首
（
⚓
～
⚕
字

題
）
光
格
：
月
前
風

く
さ
木
に
は
し
ら
れ
ぬ
夜
半
の

風
の
色
も
月
を
よ
き
た
る
雲
に

見
え
け
り

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
侍
従
〕

雅
久
朝
臣
〔
飛

鳥
井
侍
従
〕

国
会
本
仙
洞

有
栖
川
宮
本
「
和
歌
当
座
御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
⚒
年

⚙
月
15
日

49
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

⚙
月
18
日

49
神
影
供

仙
洞
菊
花
露
芳

仙
人
の
あ
き
の
か
ざ
し
の
き
く

の
露
に
ほ
ひ
も
ち
よ
の
ふ
ち
と

な
る
ら
し

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
侍
従
〕

左
衛
門
督
〔
明

日
香
井
雅
光

卿
〕

読
師
：
花
山
院
大
納
言

〔
家
厚
卿
〕、
講
師
：
為

全
朝
臣
、
発
声
：
持
明

院
三
位
〔
基
延
卿
〕

国
会
本
仙
洞

有
栖
川
宮
本
「
柿
本
神
影
供
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実
録
）

文
政
⚒
年

⚙
月
21
日

49
内裏

禁
裏
に
御
幸
し
、
仁
孝
天
皇
に

和
歌
天
仁
遠
波
伝
受
を
相
伝

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

⚙
月
24
日

49
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚓
～
⚔

字
題
）
仁
孝
：
露
添
紅

葉
、
寄
玉
恋

民
部
卿
〔
冷
泉

為
則
卿
〕

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
侍
従
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
露
添
紅
葉
：
そ
め
つ
く
す
木
々
の
紅
葉
の
色
を

又
な
ほ
い
く
し
ほ
に
そ
ふ
る
夕
露
、
寄
玉
恋
：
袖
に
ち
る
な
み
だ

の
た
ま
の
か
ず
そ
ひ
て
あ
ふ
こ
と
か
た
き
よ
な
よ
な
の
と
こ
」

文
政
⚒
年

⚙
月
24
日

49
仙洞

壽
山
亭
で
穫
稻
を
御
覧

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

⚙
月
25
日

49
仙洞

管
絃
の
御
遊
の
た
め
出
御
。
筝

の
御
所
作

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

⚙
月
3 0
日

49
当
座
御
会

内
裏
組
題
30
首
（
⚑
～
⚓
字

題
）
光
格
：
旅

四
方
の
く
に
を
さ
ま
る
君
が
御

代
な
れ
や
野
や
ま
の
た
び
も
道

ひ
ろ
く
し
て
〔
院
御
製
〕

民
部
卿
〔
冷
泉

為
則
卿
〕

左
衛
門
督
〔
明

日
香
井
雅
光

卿
〕

講
師
：
光
成
朝
臣
〔
廣

橋
頭
弁
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
松
上
霞
：
此
朝
け
春
立
ら
し
も
と
き
は
な
る
ま

つ
の
み
ど
り
の
か
す
む
一
し
ほ
」（
巻
頭
）

文
政
⚒
年

⚙
月
3 0
日

49
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録
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文
政
⚒
年

10
月
⚒
日

49
仙洞

十
月
二
日
・
三
日
の
両
日
、
仙

洞
御
所
で
、
後
桜
町
天
皇
の
七

回
聖
忌
を
引
上
げ
て
法
華
懺
法

を
行
う
。
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

10
月
⚗
日

49
当
座
御
会

仙
洞
組
題
30
首
（
⚒
～
⚓
字

題
）
光
格
：
鶯
告
春

ゆ
き
と
く
る
松
の
う
ぐ
ひ
す
さ

か
え
そ
ふ
こ
と
葉
の
花
の
春
を

し
る
こ
ゑ

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
侍
従
〕

鷲
尾
中
納
言

〔
隆
純
卿
〕

講
師
：
為
全
朝
臣
〔
冷

泉
侍
従
〕

国
会
本
仙
洞

有
栖
川
宮
本
「
和
歌
当
座
御
会
ヲ
行
ハ
ル
」（
光
格
天
皇
実
録
）

文
政
⚒
年

10
月
10
日

49
仙洞

玄
猪
の
儀

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

10
月
17
日

49
仙洞

参
議
飛
鳥
井
雅
光
に
和
歌
天
仁

遠
波
伝
受
を
相
伝

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

10
月
18
日

49
仙洞

鎮
守
社
・
柿
本
社
に
参
拝

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

10
月
20
日

49
内裏

仁
孝
天
皇
の
御
代
始
の
御
楽
始

の
た
め
、
禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

10
月
23
日

49
内裏

内
々
に
仕
舞
囃
子
能
を
御
覧
の

た
め
、
禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

10
月
24
日

49
月
次
御
会

内
裏
十
月
見
紅
葉
、
残
菊
留

秋
、
浦
松
風

民
部
卿
〔
冷
泉

為
則
卿
〕

権
中
納
言
〔
庭

田
重
能
卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
十
月
見
紅
葉
：
神
無
月
し
ぐ
れ
し
ぐ
れ
て
も
み

ぢ
葉
の
秋
に
も
ま
さ
る
千
し
ほ
を
ぞ
見
る
、
残
菊
留
秋
：
お
く
霜

に
か
れ
て
も
き
く
の
に
ほ
ふ
こ
そ
秋
の
な
ご
り
を
猶
の
こ
し
け

れ
、
浦
松
風
：
す
み
よ
し
や
浦
わ
の
ま
つ
の
風
の
こ
ゑ
も
い
く
千

よ
よ
ば
ふ
神
の
め
ぐ
み
に
」

文
政
⚒
年

11
月
17
日

49
仙洞

十
一
月
二
十
四
日
に
関
院
宮
孝

仁
親
王
に
和
歌
天
仁
遠
波
伝
受

を
、
十
二
月
二
日
に
関
白
一
条

忠
良
に
三
部
抄
伝
受
を
相
伝
す

る
た
め
に
、
翌
十
八
日
か
ら
七

日
間
、
上
御
霊
・
下
御
霊
・
北

野
の
三
社
に
御
祈
祷
を
仰
せ
つ

く

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

11
月
21
日

49
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

11
月
22
日

49
仙洞

別
殿
（
呉
服
所
）
に
渡
御
、
新

源
三
位
、
基
逸
朝
臣
等
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

11
月
24
日

49
仙洞

閑
院
宮
孝
仁
親
王
に
和
歌
天
仁

遠
波
伝
受
を
相
伝
（
御
賀
宴

間
）

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

11
月
24
日

49
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚑
～
⚓

字
題
）
仁
孝
：
神
楽
、

初
逢
恋
、
河

雅
久
朝
臣
〔
明

日
香
井
侍
従
〕

民
部
卿
〔
冷
泉

為
則
卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
神
楽
：
お
も
し
ろ
く
神
ぞ
き
く
ら
し
と
り
ど
り

に
ふ
く
ふ
え
竹
や
う
た
ふ
さ
か
き
葉
、
初
逢
恋
：
お
も
ひ
わ
び
む

す
ぼ
ほ
れ
し
も
ひ
き
か
へ
て
と
け
そ
め
に
け
る
中
の
下
ひ
も
、

河
：
ま
も
り
ま
す
神
の
め
ぐ
み
の
五
十
鈴
川
な
が
れ
の
す
ゑ
は

代
々
に
た
え
せ
じ
」

文
政
⚒
年

11
月
2 7
日

49
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

12
月
⚒
日

49
仙洞

関
白
一
条
忠
良
に
和
歌
三
部
抄

伝
受
を
相
伝
（
御
賀
宴
間
）

光
格
天
皇
実
録

年
月
日

年
齢

御
会
名

場
所

歌
題

光
格
天
皇
御
製
お
よ
び
事
項

題
者

奉
行

そ
の
他
の
諸
役

出
典

備
考

文
政
⚒
年

12
月
⚗
日

49
和
歌
当
座
御

会
仙
洞
組
題
30
首
（
⚑
～
⚔
字

題
）
光
格
：
霞

花
鳥
の
春
の
色
音
を
先
こ
め
て

見
せ
も
き
か
せ
も
か
す
む
初
し

ほ

雅
久
朝
臣
〔
明

日
香
井
侍
従
〕

民
部
卿
〔
冷
泉

為
則
卿
〕

国
会
本
仙
洞

有
栖
川
宮
本
「
和
歌
当
座
御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
⚒
年

12
月
23
日

49
内裏

内
々
に
仕
舞
囃
子
を
御
覧
の
た

め
、
禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

12
月
24
日

49
月
次
御
会

内
裏
鷹
狩
、
埋
火
、
恋
衣

左
衛
門
督
〔
明

日
香
井
雅
光

卿
〕

右
兵
衛
督
〔
藤

谷
為
脩
卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
鷹
狩
：
ふ
る
雪
の
さ
む
さ
も
し
ら
じ
か
り
人
の

鳥
立
の
野
べ
に
い
さ
む
こ
ゝ
ろ
は
、
埋
火
：
よ
り
そ
へ
ば
や
が
て

さ
む
さ
も
わ
す
ら
れ
て
た
ち
さ
り
が
た
き
う
づ
み
火
の
も
と
、
恋

衣
：
お
も
ひ
あ
ま
り
よ
る
の
衣
を
か
へ
し
て
も
う
ら
み
ば
か
り
の

ゆ
め
ぞ
つ
れ
な
き
」

文
政
⚒
年

12
月
25
日

49
和
歌
当
座
御

会
内
裏
組
題
30
首
（
⚒
～
⚓
字

題
）
仁
孝
：
千
鳥

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
侍
従
〕

民
部
卿
〔
冷
泉

為
則
卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
千
鳥
：
あ
ら
い
そ
の
浪
の
さ
わ
ぎ
の
む
ら
千
鳥

い
づ
こ
の
浦
に
な
き
わ
た
る
ら
む
」

文
政
⚒
年

12
月
26
日

49
仙洞

御
有
卦
明
の
賀
宴
の
た
め
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

12
月
27
日

49
仙洞

前
権
大
納
言
四
辻
公
萬
が
、
光

格
上
皇
に
、
蘇
合
香
、
筝
を
相

伝

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

⚑
月
⚑
日

50
仙洞

四
方
拝
の
た
め
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

⚑
月
⚒
日

50
仙洞

朝
餉
に
お
い
て
御
歯
固
、
拝

礼
。
小
御
所
に
出
御
、
諸
臣
に

謁
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

⚑
月
⚓
日

50
仙洞

吉
書
御
覧
の
た
め
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

⚑
月
⚔
日

50
内裏

禁
裏
に
御
幸
始

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

⚑
月
⚗
日

50
仙洞

千
秋
万
歳
・
白
馬
御
覧
の
た
め

出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

⚑
月
13
日

50
仙洞

諸
礼
の
た
め
弘
御
所
・
小
御
所

に
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

⚑
月
14
日

50
仙洞

太
元
帥
法
・
後
七
日
御
修
法
結

願
の
た
め
弘
御
所
に
出
御
、
両

法
阿
闍
梨
に
謁
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

⚑
月
15
日

50
仙洞

御
吉
書
・
三
毬
打
の
た
め
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

⚑
月
18
日

50
和
歌
御
会
始

仙
洞
松
有
春
色

雪
の
う
ち
も
ま
つ
の
常
盤
は
顕

れ
し
い
ま
ひ
と
し
ほ
の
は
る
の

色
か
な

為
全
朝
臣

鷲
尾
中
納
言

〔
隆
純
卿
〕

読
師
：
花
山
院
大
納
言

〔
家
厚
卿
〕、
講
師
：
為

全
朝
臣
〔
冷
泉
侍
従
〕、

発
声
：
綾
小
路
三
位

〔
有
長
卿
〕、
題
者
：
為

全
朝
臣
、
奉
行
：
鷲
尾

中
納
言
〔
隆
純
卿
〕

国
会
本
仙
洞

有
栖
川
宮
本

女
房
達
：
大
す
け
、
新
大
納
言
、
権
中
納
言
、
あ
や
め
の
小
路
、

勾
当
内
し
、
命
婦
伊
世
、
命
婦
は
う
き
、
伊
賀
、
紀
伊
（
巻
末
）。

「
和
歌
御
会
始
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
、
御
製
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天

皇
実
録
）

文
政
⚓
年

⚑
月
2 4
日

50
和
歌
御
会
始

内
裏
江
上
春
望

山
本
は
鴬
の
ね
も
か
す
む
日
の

は
る
ゝ
入
江
に
う
か
ぶ
蘋
草

〔
院
御
製
〕

雅
久
朝
臣

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
侍
従
〕

読
師
：
一
位
〔
廣
橋
胤

定
卿
〕、
講
師
：
雅
久

朝
臣
〔
飛
鳥
井
侍
従
〕、

発
声
：
持
明
院
三
位

〔
基
延
卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
（
巻
頭
）、
光
格
上
皇
御
製
の
順
に
記
載
。
中
宮

御
歌
な
し
。
仁
孝
天
皇
御
製
「
ま
た
た
ぐ
ひ
な
み
も
の
ど
か
に
霞

み
つ
ゝ
梅
が
香
に
ほ
ふ
な
に
は
江
の
は
る
」。
女
御
・
女
房
達
：

女
御
御
方
、
大
典
侍
、
宰
相
典
侍
、
督
典
侍
、
新
大
納
言
、
権
中

納
言
、
勾
当
内
侍
、
侍
従
内
侍
、
命
婦
伊
よ
、
命
婦
伯
耆
、
命
婦

大
御
乳
、
伊
賀
（
巻
末
）
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文
政
⚒
年

10
月
⚒
日

49
仙洞

十
月
二
日
・
三
日
の
両
日
、
仙

洞
御
所
で
、
後
桜
町
天
皇
の
七

回
聖
忌
を
引
上
げ
て
法
華
懺
法

を
行
う
。
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

10
月
⚗
日

49
当
座
御
会

仙
洞
組
題
30
首
（
⚒
～
⚓
字

題
）
光
格
：
鶯
告
春

ゆ
き
と
く
る
松
の
う
ぐ
ひ
す
さ

か
え
そ
ふ
こ
と
葉
の
花
の
春
を

し
る
こ
ゑ

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
侍
従
〕

鷲
尾
中
納
言

〔
隆
純
卿
〕

講
師
：
為
全
朝
臣
〔
冷

泉
侍
従
〕

国
会
本
仙
洞

有
栖
川
宮
本
「
和
歌
当
座
御
会
ヲ
行
ハ
ル
」（
光
格
天
皇
実
録
）

文
政
⚒
年

10
月
10
日

49
仙洞

玄
猪
の
儀

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

10
月
17
日

49
仙洞

参
議
飛
鳥
井
雅
光
に
和
歌
天
仁

遠
波
伝
受
を
相
伝

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

10
月
18
日

49
仙洞

鎮
守
社
・
柿
本
社
に
参
拝

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

10
月
20
日

49
内裏

仁
孝
天
皇
の
御
代
始
の
御
楽
始

の
た
め
、
禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

10
月
23
日

49
内裏

内
々
に
仕
舞
囃
子
能
を
御
覧
の

た
め
、
禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

10
月
24
日

49
月
次
御
会

内
裏
十
月
見
紅
葉
、
残
菊
留

秋
、
浦
松
風

民
部
卿
〔
冷
泉

為
則
卿
〕

権
中
納
言
〔
庭

田
重
能
卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
十
月
見
紅
葉
：
神
無
月
し
ぐ
れ
し
ぐ
れ
て
も
み

ぢ
葉
の
秋
に
も
ま
さ
る
千
し
ほ
を
ぞ
見
る
、
残
菊
留
秋
：
お
く
霜

に
か
れ
て
も
き
く
の
に
ほ
ふ
こ
そ
秋
の
な
ご
り
を
猶
の
こ
し
け

れ
、
浦
松
風
：
す
み
よ
し
や
浦
わ
の
ま
つ
の
風
の
こ
ゑ
も
い
く
千

よ
よ
ば
ふ
神
の
め
ぐ
み
に
」

文
政
⚒
年

11
月
17
日

49
仙洞

十
一
月
二
十
四
日
に
関
院
宮
孝

仁
親
王
に
和
歌
天
仁
遠
波
伝
受

を
、
十
二
月
二
日
に
関
白
一
条

忠
良
に
三
部
抄
伝
受
を
相
伝
す

る
た
め
に
、
翌
十
八
日
か
ら
七

日
間
、
上
御
霊
・
下
御
霊
・
北

野
の
三
社
に
御
祈
祷
を
仰
せ
つ

く

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

11
月
21
日

49
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

11
月
22
日

49
仙洞

別
殿
（
呉
服
所
）
に
渡
御
、
新

源
三
位
、
基
逸
朝
臣
等
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

11
月
24
日

49
仙洞

閑
院
宮
孝
仁
親
王
に
和
歌
天
仁

遠
波
伝
受
を
相
伝
（
御
賀
宴

間
）

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

11
月
24
日

49
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚑
～
⚓

字
題
）
仁
孝
：
神
楽
、

初
逢
恋
、
河

雅
久
朝
臣
〔
明

日
香
井
侍
従
〕

民
部
卿
〔
冷
泉

為
則
卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
神
楽
：
お
も
し
ろ
く
神
ぞ
き
く
ら
し
と
り
ど
り

に
ふ
く
ふ
え
竹
や
う
た
ふ
さ
か
き
葉
、
初
逢
恋
：
お
も
ひ
わ
び
む

す
ぼ
ほ
れ
し
も
ひ
き
か
へ
て
と
け
そ
め
に
け
る
中
の
下
ひ
も
、

河
：
ま
も
り
ま
す
神
の
め
ぐ
み
の
五
十
鈴
川
な
が
れ
の
す
ゑ
は

代
々
に
た
え
せ
じ
」

文
政
⚒
年

11
月
2 7
日

49
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

12
月
⚒
日

49
仙洞

関
白
一
条
忠
良
に
和
歌
三
部
抄

伝
受
を
相
伝
（
御
賀
宴
間
）

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

12
月
⚗
日

49
和
歌
当
座
御

会
仙
洞
組
題
30
首
（
⚑
～
⚔
字

題
）
光
格
：
霞

花
鳥
の
春
の
色
音
を
先
こ
め
て

見
せ
も
き
か
せ
も
か
す
む
初
し

ほ

雅
久
朝
臣
〔
明

日
香
井
侍
従
〕

民
部
卿
〔
冷
泉

為
則
卿
〕

国
会
本
仙
洞

有
栖
川
宮
本
「
和
歌
当
座
御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
⚒
年

12
月
23
日

49
内裏

内
々
に
仕
舞
囃
子
を
御
覧
の
た

め
、
禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

12
月
24
日

49
月
次
御
会

内
裏
鷹
狩
、
埋
火
、
恋
衣

左
衛
門
督
〔
明

日
香
井
雅
光

卿
〕

右
兵
衛
督
〔
藤

谷
為
脩
卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
鷹
狩
：
ふ
る
雪
の
さ
む
さ
も
し
ら
じ
か
り
人
の

鳥
立
の
野
べ
に
い
さ
む
こ
ゝ
ろ
は
、
埋
火
：
よ
り
そ
へ
ば
や
が
て

さ
む
さ
も
わ
す
ら
れ
て
た
ち
さ
り
が
た
き
う
づ
み
火
の
も
と
、
恋

衣
：
お
も
ひ
あ
ま
り
よ
る
の
衣
を
か
へ
し
て
も
う
ら
み
ば
か
り
の

ゆ
め
ぞ
つ
れ
な
き
」

文
政
⚒
年

12
月
25
日

49
和
歌
当
座
御

会
内
裏
組
題
30
首
（
⚒
～
⚓
字

題
）
仁
孝
：
千
鳥

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
侍
従
〕

民
部
卿
〔
冷
泉

為
則
卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
千
鳥
：
あ
ら
い
そ
の
浪
の
さ
わ
ぎ
の
む
ら
千
鳥

い
づ
こ
の
浦
に
な
き
わ
た
る
ら
む
」

文
政
⚒
年

12
月
26
日

49
仙洞

御
有
卦
明
の
賀
宴
の
た
め
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚒
年

12
月
27
日

49
仙洞

前
権
大
納
言
四
辻
公
萬
が
、
光

格
上
皇
に
、
蘇
合
香
、
筝
を
相

伝

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

⚑
月
⚑
日

50
仙洞

四
方
拝
の
た
め
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

⚑
月
⚒
日

50
仙洞

朝
餉
に
お
い
て
御
歯
固
、
拝

礼
。
小
御
所
に
出
御
、
諸
臣
に

謁
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

⚑
月
⚓
日

50
仙洞

吉
書
御
覧
の
た
め
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

⚑
月
⚔
日

50
内裏

禁
裏
に
御
幸
始

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

⚑
月
⚗
日

50
仙洞

千
秋
万
歳
・
白
馬
御
覧
の
た
め

出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

⚑
月
13
日

50
仙洞

諸
礼
の
た
め
弘
御
所
・
小
御
所

に
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

⚑
月
14
日

50
仙洞

太
元
帥
法
・
後
七
日
御
修
法
結

願
の
た
め
弘
御
所
に
出
御
、
両

法
阿
闍
梨
に
謁
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

⚑
月
15
日

50
仙洞

御
吉
書
・
三
毬
打
の
た
め
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

⚑
月
18
日

50
和
歌
御
会
始

仙
洞
松
有
春
色

雪
の
う
ち
も
ま
つ
の
常
盤
は
顕

れ
し
い
ま
ひ
と
し
ほ
の
は
る
の

色
か
な

為
全
朝
臣

鷲
尾
中
納
言

〔
隆
純
卿
〕

読
師
：
花
山
院
大
納
言

〔
家
厚
卿
〕、
講
師
：
為

全
朝
臣
〔
冷
泉
侍
従
〕、

発
声
：
綾
小
路
三
位

〔
有
長
卿
〕、
題
者
：
為

全
朝
臣
、
奉
行
：
鷲
尾

中
納
言
〔
隆
純
卿
〕

国
会
本
仙
洞

有
栖
川
宮
本

女
房
達
：
大
す
け
、
新
大
納
言
、
権
中
納
言
、
あ
や
め
の
小
路
、

勾
当
内
し
、
命
婦
伊
世
、
命
婦
は
う
き
、
伊
賀
、
紀
伊
（
巻
末
）。

「
和
歌
御
会
始
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
、
御
製
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天

皇
実
録
）

文
政
⚓
年

⚑
月
2 4
日

50
和
歌
御
会
始

内
裏
江
上
春
望

山
本
は
鴬
の
ね
も
か
す
む
日
の

は
る
ゝ
入
江
に
う
か
ぶ
蘋
草

〔
院
御
製
〕

雅
久
朝
臣

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
侍
従
〕

読
師
：
一
位
〔
廣
橋
胤

定
卿
〕、
講
師
：
雅
久

朝
臣
〔
飛
鳥
井
侍
従
〕、

発
声
：
持
明
院
三
位

〔
基
延
卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
（
巻
頭
）、
光
格
上
皇
御
製
の
順
に
記
載
。
中
宮

御
歌
な
し
。
仁
孝
天
皇
御
製
「
ま
た
た
ぐ
ひ
な
み
も
の
ど
か
に
霞

み
つ
ゝ
梅
が
香
に
ほ
ふ
な
に
は
江
の
は
る
」。
女
御
・
女
房
達
：

女
御
御
方
、
大
典
侍
、
宰
相
典
侍
、
督
典
侍
、
新
大
納
言
、
権
中

納
言
、
勾
当
内
侍
、
侍
従
内
侍
、
命
婦
伊
よ
、
命
婦
伯
耆
、
命
婦

大
御
乳
、
伊
賀
（
巻
末
）
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文
政
⚓
年

⚑
月
28
日

50
仙洞

有
栖
川
宮
韶
仁
親
王
へ
和
歌
天

仁
遠
波
伝
受
の
相
伝
の
た
め
、

二
月
一
日
よ
り
七
日
間
、
上
御

霊
・
下
御
霊
・
北
野
三
社
に
御

祈
祷
を
仰
せ
つ
く

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

⚒
月
⚑
日

50
仙洞

鎮
守
社
に
参
拝

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

⚒
月
⚔
日

50
当
座
御
会

内
裏
組
題
30
首
（
⚒
字
題
）

光
格
上
皇
：
旅
行

朝
な
朝
な
霞
と
ゝ
も
に
立
い
づ

る
た
び
ぢ
も
春
は
の
ど
け
か
り

け
り
〔
院
御
製
〕

左
衛
門
督
〔
飛

鳥
井
雅
光
卿
〕

雅
久
朝
臣
〔
飛

鳥
井
侍
従
〕

講
師
：
為
全
朝
臣
〔
冷

泉
侍
従
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
早
春
：
浅
み
ど
り
か
す
み
の
衣
立
そ
め
て
ま
だ

き
春
し
る
朝
戸
出
の
空
」（
巻
頭
）

文
政
⚓
年

⚒
月
⚔
日

50
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

⚒
月
⚕
日

50
仙洞

夜
、
別
殿
に
渡
御
（
小
御
所
）。

豊
岡
三
位
、
重
徳
等
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

⚒
月
10
日

50
仙洞

有
栖
川
宮
韶
仁
親
王
へ
和
歌
天

仁
遠
波
伝
受
を
相
伝
（
御
賀
宴

間
）

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

⚒
月
20
日

50
仙洞

有
栖
川
宮
織
仁
親
王
、
薨
去

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

⚒
月
21
日

50
仙洞

有
栖
川
宮
織
仁
親
王
薨
去
に
よ

り
、
三
日
間
物
音
を
停
む

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

⚒
月
25
日

50
聖
廟
御
法
楽

仙
洞
組
題
50
首
（
⚒
字
題
）

光
格
：
春
雪

春
を
浅
み
猶
風
さ
え
て
沫
雪
の

ち
り
か
ふ
空
は
霞
む
と
も
な
き

左
衛
門
督
〔
飛

鳥
井
雅
光
卿
〕

雅
久
朝
臣
〔
飛

鳥
井
侍
従
〕

顕
孝
〔
葉
室
弁
〕

国
会
本
仙
洞

有
栖
川
宮
本
「
小
御
所
ニ
於
テ
聖
廟
御
法
楽
和
歌
ノ
披
講
ア
リ
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
⚓
年

⚒
月
25
日

50
聖
廟
御
法
楽

内
裏
組
題
50
首
（
⚒
～
⚓
字

題
）
仁
孝
：
初
春
風

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
侍
従
〕

民
部
卿
〔
冷
泉

為
則
卿
〕

講
師
：
為
全
朝
臣
〔
冷

泉
侍
従
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
初
春
風
：
昨
日
み
し
雪
げ
の
雲
を
吹
す
て
ゝ
今

朝
は
の
ど
け
き
春
の
初
風
」（
巻
頭
）

文
政
⚓
年

⚒
月
26
日

50
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

⚒
月
28
日

50
月
次
御
会

内
裏
組
題
20
首
（
⚑
～
⚓
字

題
）
仁
孝
：
霞
、
忍
恋
、

旅

左
衛
門
督
〔
飛

鳥
井
雅
光
卿
〕

左
衛
門
督
〔
飛

鳥
井
雅
光
卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
霞
：
雪
残
る
深
山
の
お
く
も
霞
み
け
り
春
の
い

た
ら
ぬ
か
た
は
あ
ら
じ
な
、
忍
恋
：
い
か
ゞ
せ
む
う
き
名
た
て
じ

と
忍
ぶ
れ
ど
思
ひ
の
涙
よ
そ
に
み
え
な
ば
、
旅
：
さ
か
り
な
る
旅

路
の
花
を
分
行
に
猶
わ
す
ら
れ
ぬ
故
郷
の
春
」

文
政
⚓
年

⚓
月
17
日

50
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

男
方
召
さ
ず

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

⚓
月
20
日

50
当
座
御
会

仙
洞
組
題
30
首
（
⚒
字
題
）

光
格
：
松
霞

朝
霞
棚
引
に
け
り
山
松
の
ゆ
き

げ
の
緑
立
ま
さ
り
つ
ゝ

民
部
卿
〔
冷
泉

為
則
卿
〕

右
衛
門
督
〔
万

里
小
路
建
房

卿
〕

講
師
：
光
成
朝
臣
〔
廣

橋
頭
弁
〕

国
会
本
仙
洞

有
栖
川
宮
本
「
和
歌
当
座
御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
⚓
年

⚓
月
22
日

50
仙洞

御
有
卦
入
の
賀
宴
の
た
め
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

⚓
月
22
日

50
水
無
瀬
宮
御

法
楽
〔
去
月

分
〕

内
裏
組
題
20
首
（
⚓
字
題
）

仁
孝
：
柳
帯
露

民
部
卿
〔
冷
泉

為
則
卿
〕

右
兵
衛
督
〔
藤

谷
為
脩
卿
〕

講
師
：
顕
孝
〔
葉
室
弁
〕
国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
柳
帯
露
：
置
露
の
玉
の
を
な
れ
や
ゆ
る
く
吹
か

ぜ
に
よ
ら
る
ゝ
青
柳
の
い
と
」

文
政
⚓
年

⚓
月
2 4
日

50
月
次
御
会

内
裏
藤
、
蛙
、
舟

冷
泉
前
大
納
言

〔
為
章
卿
〕

右
衛
門
督
〔
万

里
小
路
建
房

卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
行
天
皇
御
製
「
藤
：
池
き
し
の
岩
ね
に
に
ほ
ふ
ふ
ぢ
波
や
い

く
よ
の
春
を
か
け
て
咲
ら
む
、
蛙
：
な
が
れ
行
春
の
日
か
ず
を
か

は
水
に
せ
き
と
め
て
鳴
蛙
な
る
ら
し
、
舟
：
見
る
が
中
に
行
へ
も

遠
く
な
る
み
が
た
波
路
を
わ
く
る
沖
の
と
も
舟
」

年
月
日

年
齢

御
会
名

場
所

歌
題

光
格
天
皇
御
製
お
よ
び
事
項

題
者

奉
行

そ
の
他
の
諸
役

出
典

備
考

文
政
⚓
年

⚓
月
24
日

50
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

⚓
月
28
日

50
神
影
供

仙
洞
社
頭
桜
花

神
垣
は
や
は
ら
ぐ
春
の
影
そ
ひ

て
ち
る
べ
く
も
あ
ら
ぬ
桜
花
か

な

民
部
卿
〔
冷
泉

為
則
卿
〕

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
侍
従
〕

読
師
：
甘
露
寺
前
大
納

言
〔
国
長
卿
〕、
講
師
：

隆
光
〔
柳
原
弁
〕、
発

声
：
左
衛
門
督
〔
飛
鳥

井
雅
光
卿
〕

国
会
本
仙
洞

有
栖
川
宮
本
「
柿
本
神
影
供
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実
録
）

文
政
⚓
年

⚔
月
⚕
日

50
仙洞

御
有
卦
入
の
御
祝
を
行
わ
れ

内
々
に
猿
楽
御
覧

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

⚔
月
⚘
日

50
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

⚔
月
11
日

50
水
無
瀬
宮
御

法
楽
〔
去
二

月
分
〕

仙
洞
組
題
20
首
（
⚑
～
⚒
字

題
）
光
格
：
早
春

う
ち
日
さ
す
都
の
空
の
霞
よ
り

世
に
花
鳥
の
春
は
し
る
し
も

雅
久
朝
臣
〔
飛

鳥
井
侍
従
〕

右
衛
門
督
〔
万

里
小
路
建
房

卿
〕

講
師
：
隆
光
朝
臣
〔
柳

原
弁
〕

国
会
本
仙
洞

有
栖
川
宮
本
「
小
御
所
ニ
於
テ
水
無
瀬
宮
御
法
楽
和
歌
ノ
披
講
ア
リ
」（
光
格
天

皇
実
録
）

文
政
⚓
年

⚔
月
16
日

50
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

⚔
月
25
日

50
仙洞

前
左
大
臣
近
衛
基
前
の
薨
去
の

た
め
三
日
間
、
物
音
を
停
む

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

⚔
月
28
日

50
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚒
～
⚔

字
題
）
仁
孝
：
簷
新
樹
、

見
月
、
寄
鳥
恋

雅
久
朝
臣
〔
飛

鳥
井
侍
従
〕

鷲
尾
中
納
言

〔
隆
純
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
簷
新
樹
：
花
に
な
れ
し
梅
も
桜
も
茂
り
あ
ひ
て

軒
ば
の
樹
々
ぞ
面
が
は
り
せ
る
、
見
月
：
名
に
し
お
ふ
秋
の
最
中

も
こ
よ
ひ
ぞ
と
み
る
に
く
ま
な
く
澄
る
月
か
げ
、
寄
鳥
恋
：
待
人

は
こ
ぬ
よ
更
行
槙
の
戸
を
う
し
や
水
鶏
の
何
た
ゝ
く
ら
ん
」

文
政
⚓
年

⚔
月
28
日

50
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

大
原
三
位
、
実
久
朝
臣
等
を
召

す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

⚕
月
⚑
日

50
仙洞

鎮
守
社
に
参
拝

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

⚕
月
⚒
日

50
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

⚕
月
⚔
日

50
和
歌
当
座
御

会
内
裏
組
題
20
首
（
⚑
～
⚒
字

題
）
仁
孝
：
鶯

雅
久
朝
臣
〔
飛

鳥
井
侍
従
〕

鷲
尾
中
納
言

〔
隆
純
卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
鴬
：
新
玉
の
年
の
は
じ
め
に
告
初
て
千
世
の
春

し
る
鴬
の
声
」（
巻
頭
）

文
政
⚓
年

⚕
月
13
日

50
仙洞

常
御
所
修
復
の
た
め
、
十
三
日

よ
り
連
日
小
御
所
に
渡
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

⚕
月
17
日

50
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

⚕
月
21
日

50
仙洞

壽
山
亭
で
挿
秧
を
御
覧

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

⚕
月
24
日

50
月
次
御
会

内
裏
夏
月
、
夏
花
、
夏
虫

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
侍
従
〕

雅
久
朝
臣
〔
飛

鳥
井
侍
従
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
夏
月
：
時
し
ら
ぬ
霜
も
お
く
か
と
な
つ
の
月
ま

さ
ご
に
す
め
る
影
の
す
ゞ
し
さ
、
夏
花
：
五
月
雨
に
う
ち
そ
ほ
ぢ

つ
ゝ
咲
お
も
る
外
面
の
あ
ふ
ち
色
ふ
か
く
み
ゆ
、
夏
虫
：
よ
な
よ

な
に
影
も
み
だ
れ
て
と
ぶ
ほ
た
る
何
の
思
ひ
や
身
を
こ
が
す
ら

ん
」

文
政
⚓
年

⚖
月
⚒
日

50
仙洞

常
御
所
の
修
復
竣
成
に
よ
り
還

御
光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

⚖
月
1 1
日

50
仙洞

別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
、
花

山
院
大
納
言
、
通
修
等
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

⚖
月
1 3
日

50
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録
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文
政
⚓
年

⚑
月
28
日

50
仙洞

有
栖
川
宮
韶
仁
親
王
へ
和
歌
天

仁
遠
波
伝
受
の
相
伝
の
た
め
、

二
月
一
日
よ
り
七
日
間
、
上
御

霊
・
下
御
霊
・
北
野
三
社
に
御

祈
祷
を
仰
せ
つ
く

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

⚒
月
⚑
日

50
仙洞

鎮
守
社
に
参
拝

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

⚒
月
⚔
日

50
当
座
御
会

内
裏
組
題
30
首
（
⚒
字
題
）

光
格
上
皇
：
旅
行

朝
な
朝
な
霞
と
ゝ
も
に
立
い
づ

る
た
び
ぢ
も
春
は
の
ど
け
か
り

け
り
〔
院
御
製
〕

左
衛
門
督
〔
飛

鳥
井
雅
光
卿
〕

雅
久
朝
臣
〔
飛

鳥
井
侍
従
〕

講
師
：
為
全
朝
臣
〔
冷

泉
侍
従
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
早
春
：
浅
み
ど
り
か
す
み
の
衣
立
そ
め
て
ま
だ

き
春
し
る
朝
戸
出
の
空
」（
巻
頭
）

文
政
⚓
年

⚒
月
⚔
日

50
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

⚒
月
⚕
日

50
仙洞

夜
、
別
殿
に
渡
御
（
小
御
所
）。

豊
岡
三
位
、
重
徳
等
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

⚒
月
10
日

50
仙洞

有
栖
川
宮
韶
仁
親
王
へ
和
歌
天

仁
遠
波
伝
受
を
相
伝
（
御
賀
宴

間
）

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

⚒
月
20
日

50
仙洞

有
栖
川
宮
織
仁
親
王
、
薨
去

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

⚒
月
21
日

50
仙洞

有
栖
川
宮
織
仁
親
王
薨
去
に
よ

り
、
三
日
間
物
音
を
停
む

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

⚒
月
25
日

50
聖
廟
御
法
楽

仙
洞
組
題
50
首
（
⚒
字
題
）

光
格
：
春
雪

春
を
浅
み
猶
風
さ
え
て
沫
雪
の

ち
り
か
ふ
空
は
霞
む
と
も
な
き

左
衛
門
督
〔
飛

鳥
井
雅
光
卿
〕

雅
久
朝
臣
〔
飛

鳥
井
侍
従
〕

顕
孝
〔
葉
室
弁
〕

国
会
本
仙
洞

有
栖
川
宮
本
「
小
御
所
ニ
於
テ
聖
廟
御
法
楽
和
歌
ノ
披
講
ア
リ
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
⚓
年

⚒
月
25
日

50
聖
廟
御
法
楽

内
裏
組
題
50
首
（
⚒
～
⚓
字

題
）
仁
孝
：
初
春
風

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
侍
従
〕

民
部
卿
〔
冷
泉

為
則
卿
〕

講
師
：
為
全
朝
臣
〔
冷

泉
侍
従
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
初
春
風
：
昨
日
み
し
雪
げ
の
雲
を
吹
す
て
ゝ
今

朝
は
の
ど
け
き
春
の
初
風
」（
巻
頭
）

文
政
⚓
年

⚒
月
26
日

50
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

⚒
月
28
日

50
月
次
御
会

内
裏
組
題
20
首
（
⚑
～
⚓
字

題
）
仁
孝
：
霞
、
忍
恋
、

旅

左
衛
門
督
〔
飛

鳥
井
雅
光
卿
〕

左
衛
門
督
〔
飛

鳥
井
雅
光
卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
霞
：
雪
残
る
深
山
の
お
く
も
霞
み
け
り
春
の
い

た
ら
ぬ
か
た
は
あ
ら
じ
な
、
忍
恋
：
い
か
ゞ
せ
む
う
き
名
た
て
じ

と
忍
ぶ
れ
ど
思
ひ
の
涙
よ
そ
に
み
え
な
ば
、
旅
：
さ
か
り
な
る
旅

路
の
花
を
分
行
に
猶
わ
す
ら
れ
ぬ
故
郷
の
春
」

文
政
⚓
年

⚓
月
17
日

50
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

男
方
召
さ
ず

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

⚓
月
20
日

50
当
座
御
会

仙
洞
組
題
30
首
（
⚒
字
題
）

光
格
：
松
霞

朝
霞
棚
引
に
け
り
山
松
の
ゆ
き

げ
の
緑
立
ま
さ
り
つ
ゝ

民
部
卿
〔
冷
泉

為
則
卿
〕

右
衛
門
督
〔
万

里
小
路
建
房

卿
〕

講
師
：
光
成
朝
臣
〔
廣

橋
頭
弁
〕

国
会
本
仙
洞

有
栖
川
宮
本
「
和
歌
当
座
御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
⚓
年

⚓
月
22
日

50
仙洞

御
有
卦
入
の
賀
宴
の
た
め
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

⚓
月
22
日

50
水
無
瀬
宮
御

法
楽
〔
去
月

分
〕

内
裏
組
題
20
首
（
⚓
字
題
）

仁
孝
：
柳
帯
露

民
部
卿
〔
冷
泉

為
則
卿
〕

右
兵
衛
督
〔
藤

谷
為
脩
卿
〕

講
師
：
顕
孝
〔
葉
室
弁
〕
国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
柳
帯
露
：
置
露
の
玉
の
を
な
れ
や
ゆ
る
く
吹
か

ぜ
に
よ
ら
る
ゝ
青
柳
の
い
と
」

文
政
⚓
年

⚓
月
2 4
日

50
月
次
御
会

内
裏
藤
、
蛙
、
舟

冷
泉
前
大
納
言

〔
為
章
卿
〕

右
衛
門
督
〔
万

里
小
路
建
房

卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
行
天
皇
御
製
「
藤
：
池
き
し
の
岩
ね
に
に
ほ
ふ
ふ
ぢ
波
や
い

く
よ
の
春
を
か
け
て
咲
ら
む
、
蛙
：
な
が
れ
行
春
の
日
か
ず
を
か

は
水
に
せ
き
と
め
て
鳴
蛙
な
る
ら
し
、
舟
：
見
る
が
中
に
行
へ
も

遠
く
な
る
み
が
た
波
路
を
わ
く
る
沖
の
と
も
舟
」

文
政
⚓
年

⚓
月
24
日

50
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

⚓
月
28
日

50
神
影
供

仙
洞
社
頭
桜
花

神
垣
は
や
は
ら
ぐ
春
の
影
そ
ひ

て
ち
る
べ
く
も
あ
ら
ぬ
桜
花
か

な

民
部
卿
〔
冷
泉

為
則
卿
〕

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
侍
従
〕

読
師
：
甘
露
寺
前
大
納

言
〔
国
長
卿
〕、
講
師
：

隆
光
〔
柳
原
弁
〕、
発

声
：
左
衛
門
督
〔
飛
鳥

井
雅
光
卿
〕

国
会
本
仙
洞

有
栖
川
宮
本
「
柿
本
神
影
供
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実
録
）

文
政
⚓
年

⚔
月
⚕
日

50
仙洞

御
有
卦
入
の
御
祝
を
行
わ
れ

内
々
に
猿
楽
御
覧

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

⚔
月
⚘
日

50
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

⚔
月
11
日

50
水
無
瀬
宮
御

法
楽
〔
去
二

月
分
〕

仙
洞
組
題
20
首
（
⚑
～
⚒
字

題
）
光
格
：
早
春

う
ち
日
さ
す
都
の
空
の
霞
よ
り

世
に
花
鳥
の
春
は
し
る
し
も

雅
久
朝
臣
〔
飛

鳥
井
侍
従
〕

右
衛
門
督
〔
万

里
小
路
建
房

卿
〕

講
師
：
隆
光
朝
臣
〔
柳

原
弁
〕

国
会
本
仙
洞

有
栖
川
宮
本
「
小
御
所
ニ
於
テ
水
無
瀬
宮
御
法
楽
和
歌
ノ
披
講
ア
リ
」（
光
格
天

皇
実
録
）

文
政
⚓
年

⚔
月
16
日

50
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

⚔
月
25
日

50
仙洞

前
左
大
臣
近
衛
基
前
の
薨
去
の

た
め
三
日
間
、
物
音
を
停
む

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

⚔
月
28
日

50
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚒
～
⚔

字
題
）
仁
孝
：
簷
新
樹
、

見
月
、
寄
鳥
恋

雅
久
朝
臣
〔
飛

鳥
井
侍
従
〕

鷲
尾
中
納
言

〔
隆
純
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
簷
新
樹
：
花
に
な
れ
し
梅
も
桜
も
茂
り
あ
ひ
て

軒
ば
の
樹
々
ぞ
面
が
は
り
せ
る
、
見
月
：
名
に
し
お
ふ
秋
の
最
中

も
こ
よ
ひ
ぞ
と
み
る
に
く
ま
な
く
澄
る
月
か
げ
、
寄
鳥
恋
：
待
人

は
こ
ぬ
よ
更
行
槙
の
戸
を
う
し
や
水
鶏
の
何
た
ゝ
く
ら
ん
」

文
政
⚓
年

⚔
月
28
日

50
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

大
原
三
位
、
実
久
朝
臣
等
を
召

す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

⚕
月
⚑
日

50
仙洞

鎮
守
社
に
参
拝

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

⚕
月
⚒
日

50
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

⚕
月
⚔
日

50
和
歌
当
座
御

会
内
裏
組
題
20
首
（
⚑
～
⚒
字

題
）
仁
孝
：
鶯

雅
久
朝
臣
〔
飛

鳥
井
侍
従
〕

鷲
尾
中
納
言

〔
隆
純
卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
鴬
：
新
玉
の
年
の
は
じ
め
に
告
初
て
千
世
の
春

し
る
鴬
の
声
」（
巻
頭
）

文
政
⚓
年

⚕
月
13
日

50
仙洞

常
御
所
修
復
の
た
め
、
十
三
日

よ
り
連
日
小
御
所
に
渡
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

⚕
月
17
日

50
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

⚕
月
21
日

50
仙洞

壽
山
亭
で
挿
秧
を
御
覧

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

⚕
月
24
日

50
月
次
御
会

内
裏
夏
月
、
夏
花
、
夏
虫

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
侍
従
〕

雅
久
朝
臣
〔
飛

鳥
井
侍
従
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
夏
月
：
時
し
ら
ぬ
霜
も
お
く
か
と
な
つ
の
月
ま

さ
ご
に
す
め
る
影
の
す
ゞ
し
さ
、
夏
花
：
五
月
雨
に
う
ち
そ
ほ
ぢ

つ
ゝ
咲
お
も
る
外
面
の
あ
ふ
ち
色
ふ
か
く
み
ゆ
、
夏
虫
：
よ
な
よ

な
に
影
も
み
だ
れ
て
と
ぶ
ほ
た
る
何
の
思
ひ
や
身
を
こ
が
す
ら

ん
」

文
政
⚓
年

⚖
月
⚒
日

50
仙洞

常
御
所
の
修
復
竣
成
に
よ
り
還

御
光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

⚖
月
1 1
日

50
仙洞

別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
、
花

山
院
大
納
言
、
通
修
等
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

⚖
月
1 3
日

50
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録
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文
政
⚓
年

⚖
月
16
日

50
仙洞

嘉
祥
の
儀
に
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

⚖
月
19
日

50
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

⚖
月
24
日

50
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚒
字
題
）

仁
孝
：
夕
立
、
鷹
狩
、

海
村

民
部
卿
〔
冷
泉

為
則
卿
〕

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
侍
従
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
夕
立
：
は
げ
し
く
も
き
ほ
ふ
と
み
て
し
夕
立
の

は
や
遠
か
た
に
鳴
か
み
の
お
と
、
鷹
狩
：
雪
吹
ち
る
か
た
野
ゝ
み

の
を
狩
く
ら
し
帰
る
袂
に
さ
ゆ
る
山
風
、
海
村
：
漕
か
へ
る
舟
の

行
へ
を
み
渡
せ
ば
里
ひ
と
村
の
海
人
の
家
々
」

文
政
⚓
年

⚖
月
25
日

50
聖
廟
御
法
楽

内
裏
組
題
50
首
（
⚑
～
⚓
字

題
）
仁
孝
：
暁
蛍

左
衛
門
督
〔
飛

鳥
井
雅
光
卿
〕

右
衛
門
督
〔
万

里
小
路
建
房

卿
〕

講
師
：
隆
光
〔
柳
原
弁
〕
国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
暁
蛍
：
燈
は
う
す
く
成
行
有
明
の
窓
を
て
ら
し

て
蛍
と
ぶ
か
げ
」

文
政
⚓
年

⚖
月
25
日

50
聖
廟
御
法
楽

仙
洞
組
題
50
首
（
⚑
～
⚓
字

題
）
光
格
：
蛍

秋
近
み
末
こ
す
荻
の
中
垣
に
露

と
み
だ
れ
て
飛
蛍
か
な

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
侍
従
〕

左
衛
門
督
〔
飛

鳥
井
雅
光
卿
〕

為
全
朝
臣
〔
冷
泉
侍

従
〕

国
会
本
仙
洞

有
栖
川
宮
本
「
小
御
所
ニ
於
テ
聖
廟
御
法
楽
和
歌
ノ
披
講
ア
リ
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
⚓
年

⚖
月
16
日

50
仙洞

六
月
祓
に
出
御
、
茅
輪
あ
り

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

⚗
月
⚗
日

50
七
夕
御
会

内
裏
星
河
秋
興

五
百
機
の
錦
よ
そ
ほ
ふ
天
河
き

り
の
と
ば
り
も
雲
の
は
袖
も

〔
院
御
製
〕

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
侍
従
〕

権
中
納
言
〔
庭

田
重
能
卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
、
光
格
上
皇
御
製
の
順
に
掲
載
。
大
宮
御
歌
な

し
。
仁
孝
天
皇
御
製
「
あ
ま
の
河
ふ
な
出
涼
し
く
雲
晴
て
月
も
さ

や
け
き
ほ
し
合
の
そ
ら
」（
巻
頭
）。
女
房
達
：
大
す
け
、
宰
相
典

侍
、
督
の
す
け
、
新
大
納
言
、
勾
当
内
侍
、
命
婦
伊
豫
、
命
婦
伯

耆
、
命
婦
大
御
乳
、
伊
賀
（
巻
末
）

文
政
⚓
年

⚗
月
14
日

50
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

⚗
月
21
日

50
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

男
女
、
召
さ
れ
ず

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

⚗
月
24
日

50
月
次
御
会

内
裏
竹
露
、
聞
鹿
、
秋
恋

雅
久
朝
臣

権
中
納
言
〔
庭

田
重
能
卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
竹
露
：
秋
風
の
は
ら
ふ
跡
よ
り
置
あ
ま
る
臺
の

竹
の
露
の
さ
や
け
さ
、
聞
鹿
：
松
風
の
ふ
く
に
た
ぐ
へ
て
き
こ
ゆ

也
秋
の
深
山
の
さ
を
し
か
の
声
、
秋
恋
：
わ
り
な
し
や
人
の
心
の

秋
の
か
ぜ
吹
そ
め
て
お
く
袖
の
白
露
」

文
政
⚓
年

⚘
月
⚑
日

50
仙洞

八
朔
の
儀

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

⚘
月
17
日

50
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

⚘
月
24
日

50
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚒
～
⚔

字
題
）
仁
孝
：
秋
霧
、

松
風
入
琴
、
寄
草
恋

民
部
卿
〔
冷
泉

為
則
卿
〕

民
部
卿
〔
冷
泉

為
則
卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
秋
霧
：
百
草
の
籬
の
に
し
き
あ
や
な
く
も
た
ち

へ
だ
て
た
る
今
朝
の
秋
霧
、
松
風
入
琴
：
か
き
な
ら
す
も
や
の
を

ご
と
の
音
を
そ
へ
て
え
な
ら
ず
か
よ
ふ
軒
の
松
風
、
寄
草
恋
：
人

は
忘
れ
我
は
忍
ぶ
の
草
の
名
に
こ
ひ
つ
ゝ
年
を
ふ
る
ぞ
つ
れ
な

き
」

文
政
⚓
年

⚘
月
26
日

50
仙洞

鎮
守
社
に
参
拝

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

⚘
月
2 8
日

50
当
座
御
会

内
裏
組
題
20
首
（
⚒
字
題
）

光
格
：
朝
露

天
の
戸
の
明
る
光
り
も
玉
し
け

る
露
の
臺
の
秋
の
し
ら
露
〔
院

御
製
〕

民
部
卿
〔
冷
泉

為
則
卿
〕

右
衛
門
督
〔
万

里
小
路
建
房

卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
松
蔦
：
山
ま
つ
の
茂
る
緑
も
染
か
ゝ
る
蔦
の
紅

葉
に
秋
を
わ
く
か
げ
」

文
政
⚓
年

⚘
月
2 8
日

50
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

年
月
日

年
齢

御
会
名

場
所

歌
題

光
格
天
皇
御
製
お
よ
び
事
項

題
者

奉
行

そ
の
他
の
諸
役

出
典

備
考

文
政
⚓
年

⚘
月
30
日

50
当
座
御
会

仙
洞
組
題
20
首
（
⚒
～
⚓
字

題
）
光
格
：
虫
恨

草
垣
の
露
寒
く
な
る
う
ら
が
れ

に
よ
ひ
よ
ひ
虫
の
声
恨
む
ら
ん

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
侍
従
〕

源
中
納
言
〔
庭

田
重
能
卿
〕

国
会
本
仙
洞

有
栖
川
宮
本
「
和
歌
当
座
御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
⚓
年

⚙
月
⚒
日

50
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

男
女
、
召
さ
れ
ず

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

⚙
月
⚙
日

50
重
陽
御
会

内
裏
対
菊
契
久

民
部
卿
〔
冷
泉

為
則
卿
〕

鷲
尾
中
納
言

〔
隆
純
卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
ち
ぎ
り
つ
ゝ
猶
見
は
や
さ
む
千
々
の
秋
も
お
い

せ
ぬ
菊
の
け
ふ
の
さ
か
り
を
」。
光
格
上
皇
御
製
・
大
宮
御
歌
な

し
。
女
房
達
：
大
典
侍
、
宰
相
典
侍
、
督
典
侍
、
勾
当
内
侍
、
命

婦
伯
耆
（
巻
末
）

文
政
⚓
年

⚙
月
11
日

50
仙洞

鎮
守
社
・
柿
本
社
に
参
拝

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

⚙
月
13
日

50
和
歌
当
座
御

会
内
裏
組
題
30
首
（
⚓
～
⚔
字

題
）
光
格
：
月
前
松
虫

松
虫
の
声
す
る
方
も
白
妙
に
月

す
む
野
べ
は
い
ざ
と
ひ
ゆ
か
む

〔
院
御
製
〕

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
侍
従
〕

右
兵
衛
督
〔
藤

谷
為
脩
卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
十
三
夜
月
：
長
月
や
さ
や
け
き
影
も
今
宵
こ
そ

な
に
お
ふ
よ
は
と
尚
み
が
く
ら
め
」（
巻
頭
）

文
政
⚓
年

⚙
月
24
日

50
月
次
御
会

内
裏
月
前
紅
葉
、
瀧
辺
紅

葉
、
紅
葉
交
松

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
侍
従
〕

権
中
納
言
〔
庭

田
重
能
卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
月
前
紅
葉
：
よ
る
も
猶
月
の
光
り
の
て
ら
す
よ

り
色
を
み
ぎ
り
の
木
々
の
紅
葉
ゝ
、
瀧
辺
紅
葉
：
幾
千
す
ぢ
よ
り

ま
ぜ
て
落
す
瀧
の
糸
を
錦
に
そ
む
る
紅
葉
ゝ
の
か
げ
、
紅
葉
交

松
：
枝
か
は
す
き
し
の
紅
葉
の
幾
し
ほ
に
松
の
常
盤
も
秋
を
わ
く

ら
し
」

文
政
⚓
年

⚙
月
26
日

50
内裏

内
々
に
猿
楽
御
覧
の
た
め
、
禁

裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

10
月
⚔
日

50
仙洞

玄
猪
の
儀
あ
り

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

10
月
⚕
日

50
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

10
月
15
日

50
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

刑
部
卿
、
重
徳
等
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

10
月
18
日

50
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

10
月
23
日

50
仙洞

壽
山
亭
で
獲
稻
を
御
覧

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

10
月
24
日

50
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚒
～
⚕

字
題
）
仁
孝
：
時
雨
晴

陰
、
野
寒
草
、
網
代

雅
久
朝
臣
〔
飛

鳥
井
侍
従
〕

右
兵
衛
督
〔
藤

谷
為
脩
卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
時
雨
晴
陰
：
浮
雲
の
立
ま
よ
ひ
つ
ゝ
村
し
ぐ
れ

ふ
る
か
と
み
れ
ば
は
る
ゝ
日
の
影
、
野
寒
草
：
あ
き
に
み
し
千
種

の
花
の
か
げ
も
な
く
霜
が
れ
わ
た
る
野
べ
の
さ
び
し
さ
、
網
代
：

か
ゞ
り
火
の
影
更
る
夜
も
網
代
も
り
猶
い
ね
や
ら
ず
氷
魚
や
待
ら

ん
」

文
政
⚓
年

10
月
24
日

50
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

10
月
26
日

50
和
歌
当
座
御

会
内
裏
組
題
20
首
（
⚓
字
題
）

仁
孝
：
草
花
露

雅
久
朝
臣
〔
飛

鳥
井
侍
従
〕

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
侍
従
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
草
花
露
：
秋
霧
の
は
る
ゝ
ま
が
き
の
朝
ぼ
ら
け

つ
ゆ
に
色
そ
ふ
花
の
百
草
」

文
政
⚓
年

10
月
30
日

50
当
座
御
会

仙
洞
組
題
20
首
（
⚓
字
題
）

光
格
：
蚊
遣
火

夕
が
ほ
の
花
を
と
ひ
よ
る
し
づ

が
や
に
あ
た
ら
蚊
遣
の
煙
た
つ

な
り

雅
久
朝
臣
〔
飛

鳥
井
侍
従
〕

民
部
卿
〔
冷
泉

為
則
卿
〕

国
会
本
仙
洞

有
栖
川
宮
本
「
和
歌
当
座
御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
⚓
年

11
月
1 7
日

50
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

11
月
2 0
日

50
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録
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文
政
⚓
年

⚖
月
16
日

50
仙洞

嘉
祥
の
儀
に
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

⚖
月
19
日

50
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

⚖
月
24
日

50
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚒
字
題
）

仁
孝
：
夕
立
、
鷹
狩
、

海
村

民
部
卿
〔
冷
泉

為
則
卿
〕

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
侍
従
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
夕
立
：
は
げ
し
く
も
き
ほ
ふ
と
み
て
し
夕
立
の

は
や
遠
か
た
に
鳴
か
み
の
お
と
、
鷹
狩
：
雪
吹
ち
る
か
た
野
ゝ
み

の
を
狩
く
ら
し
帰
る
袂
に
さ
ゆ
る
山
風
、
海
村
：
漕
か
へ
る
舟
の

行
へ
を
み
渡
せ
ば
里
ひ
と
村
の
海
人
の
家
々
」

文
政
⚓
年

⚖
月
25
日

50
聖
廟
御
法
楽

内
裏
組
題
50
首
（
⚑
～
⚓
字

題
）
仁
孝
：
暁
蛍

左
衛
門
督
〔
飛

鳥
井
雅
光
卿
〕

右
衛
門
督
〔
万

里
小
路
建
房

卿
〕

講
師
：
隆
光
〔
柳
原
弁
〕
国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
暁
蛍
：
燈
は
う
す
く
成
行
有
明
の
窓
を
て
ら
し

て
蛍
と
ぶ
か
げ
」

文
政
⚓
年

⚖
月
25
日

50
聖
廟
御
法
楽

仙
洞
組
題
50
首
（
⚑
～
⚓
字

題
）
光
格
：
蛍

秋
近
み
末
こ
す
荻
の
中
垣
に
露

と
み
だ
れ
て
飛
蛍
か
な

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
侍
従
〕

左
衛
門
督
〔
飛

鳥
井
雅
光
卿
〕

為
全
朝
臣
〔
冷
泉
侍

従
〕

国
会
本
仙
洞

有
栖
川
宮
本
「
小
御
所
ニ
於
テ
聖
廟
御
法
楽
和
歌
ノ
披
講
ア
リ
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
⚓
年

⚖
月
16
日

50
仙洞

六
月
祓
に
出
御
、
茅
輪
あ
り

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

⚗
月
⚗
日

50
七
夕
御
会

内
裏
星
河
秋
興

五
百
機
の
錦
よ
そ
ほ
ふ
天
河
き

り
の
と
ば
り
も
雲
の
は
袖
も

〔
院
御
製
〕

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
侍
従
〕

権
中
納
言
〔
庭

田
重
能
卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
、
光
格
上
皇
御
製
の
順
に
掲
載
。
大
宮
御
歌
な

し
。
仁
孝
天
皇
御
製
「
あ
ま
の
河
ふ
な
出
涼
し
く
雲
晴
て
月
も
さ

や
け
き
ほ
し
合
の
そ
ら
」（
巻
頭
）。
女
房
達
：
大
す
け
、
宰
相
典

侍
、
督
の
す
け
、
新
大
納
言
、
勾
当
内
侍
、
命
婦
伊
豫
、
命
婦
伯

耆
、
命
婦
大
御
乳
、
伊
賀
（
巻
末
）

文
政
⚓
年

⚗
月
14
日

50
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

⚗
月
21
日

50
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

男
女
、
召
さ
れ
ず

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

⚗
月
24
日

50
月
次
御
会

内
裏
竹
露
、
聞
鹿
、
秋
恋

雅
久
朝
臣

権
中
納
言
〔
庭

田
重
能
卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
竹
露
：
秋
風
の
は
ら
ふ
跡
よ
り
置
あ
ま
る
臺
の

竹
の
露
の
さ
や
け
さ
、
聞
鹿
：
松
風
の
ふ
く
に
た
ぐ
へ
て
き
こ
ゆ

也
秋
の
深
山
の
さ
を
し
か
の
声
、
秋
恋
：
わ
り
な
し
や
人
の
心
の

秋
の
か
ぜ
吹
そ
め
て
お
く
袖
の
白
露
」

文
政
⚓
年

⚘
月
⚑
日

50
仙洞

八
朔
の
儀

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

⚘
月
17
日

50
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

⚘
月
24
日

50
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚒
～
⚔

字
題
）
仁
孝
：
秋
霧
、

松
風
入
琴
、
寄
草
恋

民
部
卿
〔
冷
泉

為
則
卿
〕

民
部
卿
〔
冷
泉

為
則
卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
秋
霧
：
百
草
の
籬
の
に
し
き
あ
や
な
く
も
た
ち

へ
だ
て
た
る
今
朝
の
秋
霧
、
松
風
入
琴
：
か
き
な
ら
す
も
や
の
を

ご
と
の
音
を
そ
へ
て
え
な
ら
ず
か
よ
ふ
軒
の
松
風
、
寄
草
恋
：
人

は
忘
れ
我
は
忍
ぶ
の
草
の
名
に
こ
ひ
つ
ゝ
年
を
ふ
る
ぞ
つ
れ
な

き
」

文
政
⚓
年

⚘
月
26
日

50
仙洞

鎮
守
社
に
参
拝

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

⚘
月
2 8
日

50
当
座
御
会

内
裏
組
題
20
首
（
⚒
字
題
）

光
格
：
朝
露

天
の
戸
の
明
る
光
り
も
玉
し
け

る
露
の
臺
の
秋
の
し
ら
露
〔
院

御
製
〕

民
部
卿
〔
冷
泉

為
則
卿
〕

右
衛
門
督
〔
万

里
小
路
建
房

卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
松
蔦
：
山
ま
つ
の
茂
る
緑
も
染
か
ゝ
る
蔦
の
紅

葉
に
秋
を
わ
く
か
げ
」

文
政
⚓
年

⚘
月
2 8
日

50
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

⚘
月
30
日

50
当
座
御
会

仙
洞
組
題
20
首
（
⚒
～
⚓
字

題
）
光
格
：
虫
恨

草
垣
の
露
寒
く
な
る
う
ら
が
れ

に
よ
ひ
よ
ひ
虫
の
声
恨
む
ら
ん

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
侍
従
〕

源
中
納
言
〔
庭

田
重
能
卿
〕

国
会
本
仙
洞

有
栖
川
宮
本
「
和
歌
当
座
御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
⚓
年

⚙
月
⚒
日

50
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

男
女
、
召
さ
れ
ず

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

⚙
月
⚙
日

50
重
陽
御
会

内
裏
対
菊
契
久

民
部
卿
〔
冷
泉

為
則
卿
〕

鷲
尾
中
納
言

〔
隆
純
卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
ち
ぎ
り
つ
ゝ
猶
見
は
や
さ
む
千
々
の
秋
も
お
い

せ
ぬ
菊
の
け
ふ
の
さ
か
り
を
」。
光
格
上
皇
御
製
・
大
宮
御
歌
な

し
。
女
房
達
：
大
典
侍
、
宰
相
典
侍
、
督
典
侍
、
勾
当
内
侍
、
命

婦
伯
耆
（
巻
末
）

文
政
⚓
年

⚙
月
11
日

50
仙洞

鎮
守
社
・
柿
本
社
に
参
拝

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

⚙
月
13
日

50
和
歌
当
座
御

会
内
裏
組
題
30
首
（
⚓
～
⚔
字

題
）
光
格
：
月
前
松
虫

松
虫
の
声
す
る
方
も
白
妙
に
月

す
む
野
べ
は
い
ざ
と
ひ
ゆ
か
む

〔
院
御
製
〕

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
侍
従
〕

右
兵
衛
督
〔
藤

谷
為
脩
卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
十
三
夜
月
：
長
月
や
さ
や
け
き
影
も
今
宵
こ
そ

な
に
お
ふ
よ
は
と
尚
み
が
く
ら
め
」（
巻
頭
）

文
政
⚓
年

⚙
月
24
日

50
月
次
御
会

内
裏
月
前
紅
葉
、
瀧
辺
紅

葉
、
紅
葉
交
松

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
侍
従
〕

権
中
納
言
〔
庭

田
重
能
卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
月
前
紅
葉
：
よ
る
も
猶
月
の
光
り
の
て
ら
す
よ

り
色
を
み
ぎ
り
の
木
々
の
紅
葉
ゝ
、
瀧
辺
紅
葉
：
幾
千
す
ぢ
よ
り

ま
ぜ
て
落
す
瀧
の
糸
を
錦
に
そ
む
る
紅
葉
ゝ
の
か
げ
、
紅
葉
交

松
：
枝
か
は
す
き
し
の
紅
葉
の
幾
し
ほ
に
松
の
常
盤
も
秋
を
わ
く

ら
し
」

文
政
⚓
年

⚙
月
26
日

50
内裏

内
々
に
猿
楽
御
覧
の
た
め
、
禁

裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

10
月
⚔
日

50
仙洞

玄
猪
の
儀
あ
り

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

10
月
⚕
日

50
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

10
月
15
日

50
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

刑
部
卿
、
重
徳
等
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

10
月
18
日

50
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

10
月
23
日

50
仙洞

壽
山
亭
で
獲
稻
を
御
覧

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

10
月
24
日

50
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚒
～
⚕

字
題
）
仁
孝
：
時
雨
晴

陰
、
野
寒
草
、
網
代

雅
久
朝
臣
〔
飛

鳥
井
侍
従
〕

右
兵
衛
督
〔
藤

谷
為
脩
卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
時
雨
晴
陰
：
浮
雲
の
立
ま
よ
ひ
つ
ゝ
村
し
ぐ
れ

ふ
る
か
と
み
れ
ば
は
る
ゝ
日
の
影
、
野
寒
草
：
あ
き
に
み
し
千
種

の
花
の
か
げ
も
な
く
霜
が
れ
わ
た
る
野
べ
の
さ
び
し
さ
、
網
代
：

か
ゞ
り
火
の
影
更
る
夜
も
網
代
も
り
猶
い
ね
や
ら
ず
氷
魚
や
待
ら

ん
」

文
政
⚓
年

10
月
24
日

50
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

10
月
26
日

50
和
歌
当
座
御

会
内
裏
組
題
20
首
（
⚓
字
題
）

仁
孝
：
草
花
露

雅
久
朝
臣
〔
飛

鳥
井
侍
従
〕

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
侍
従
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
草
花
露
：
秋
霧
の
は
る
ゝ
ま
が
き
の
朝
ぼ
ら
け

つ
ゆ
に
色
そ
ふ
花
の
百
草
」

文
政
⚓
年

10
月
30
日

50
当
座
御
会

仙
洞
組
題
20
首
（
⚓
字
題
）

光
格
：
蚊
遣
火

夕
が
ほ
の
花
を
と
ひ
よ
る
し
づ

が
や
に
あ
た
ら
蚊
遣
の
煙
た
つ

な
り

雅
久
朝
臣
〔
飛

鳥
井
侍
従
〕

民
部
卿
〔
冷
泉

為
則
卿
〕

国
会
本
仙
洞

有
栖
川
宮
本
「
和
歌
当
座
御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
⚓
年

11
月
1 7
日

50
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

11
月
2 0
日

50
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録
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文
政
⚓
年

11
月
24
日

50
月
次
御
会

内
裏
夜
衾
、
雪
、
旅
行

冷
泉
前
大
納
言

〔
為
章
卿
〕

権
中
納
言
〔
庭

田
重
能
卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
夜
衾
：
う
づ
み
火
は
き
ゆ
と
も
よ
し
や
か
さ
ね

つ
ゝ
冬
を
わ
す
る
ゝ
小
夜
の
を
ぶ
す
ま
、
雪
：
降
つ
も
る
外
山
は

る
か
に
見
わ
た
す
も
都
へ
だ
て
ぬ
今
朝
の
し
ら
雪
、
旅
行
：
行
す

ゑ
の
ひ
な
の
長
路
を
思
ふ
よ
り
い
や
遠
ざ
か
る
故
さ
と
の
そ
ら
」

文
政
⚓
年

11
月
27
日

50
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

花
山
院
大
納
言
、
隆
起
朝
臣
等

を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

12
月
11
日

50
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

12
月
23
日

50
仙洞

鎮
守
社
・
柿
本
社
に
参
拝

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

12
月
24
日

50
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚒
～
⚔

字
題
）
仁
孝
：
竹
雪
、

増
恋
、
名
所
鶴

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
侍
従
〕

権
中
納
言
〔
庭

田
重
能
卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
竹
雪
：
下
折
の
声
も
さ
む
け
し
窓
の
竹
夜
深
く

雪
や
降
重
る
ら
ん
、
増
恋
：
逢
に
そ
ひ
あ
は
ぬ
に
増
る
思
ひ
哉
こ

ひ
て
ふ
物
は
わ
り
な
か
り
け
り
、
名
所
鶴
：
幾
千
世
も
敷
か
さ
ぬ

ら
し
蓆
田
に
む
れ
つ
ゝ
遊
ぶ
鶴
の
毛
衣
」

文
政
⚓
年

12
月
25
日

50
当
座
御
会

内
裏
組
題
30
首
（
⚒
～
⚓
字

題
）
仁
孝
：
江
春
曙

冷
泉
前
新
大
納

言
〔
為
則
卿
〕

権
中
納
言
〔
庭

田
重
能
卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
江
春
曙
：
堀
江
こ
ぐ
た
な
な
し
小
ぶ
ね
た
ち
か

す
み
ゆ
く
へ
い
さ
よ
ふ
春
の
明
ぼ
の
」

文
政
⚓
年

12
月
28
日

50
和
歌
当
座
御

会
仙
洞
組
題
30
首
（
⚒
～
⚓
字

題
）
光
格
：
夕
郭
公

子
規
村
雨
過
し
夕
暮
の
月
と
と

も
に
も
雲
間
も
る
声

冷
泉
前
新
大
納

言
〔
為
則
卿
〕

右
兵
衛
督
〔
藤

谷
為
脩
卿
〕

国
会
本
仙
洞

有
栖
川
宮
本
「
和
歌
当
座
御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
⚔
年

⚑
月
⚑
日

51
仙洞

四
方
拝
の
た
め
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚔
年

⚑
月
⚒
日

51
仙洞

朝
餉
に
お
い
て
御
歯
固

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚔
年

⚑
月
⚓
日

51
仙洞

吉
書
御
覧
の
た
め
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚔
年

⚑
月
⚔
日

51
内裏

禁
裏
に
御
幸
始

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚔
年

⚑
月
⚗
日

51
仙洞

千
秋
万
歳
・
白
馬
御
覧

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚔
年

⚑
月
14
日

51
仙洞

太
元
帥
法
・
後
七
日
御
修
法
結

願
の
た
め
弘
御
所
に
出
御
、
両

法
阿
闍
梨
に
謁
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚔
年

⚑
月
15
日

51
仙洞

御
吉
書
・
三
毬
打
の
た
め
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚔
年

⚑
月
18
日

51
和
歌
御
会
始

仙洞
池
水
浪
静

さ
さ
ら
浪
か
す
み
を
よ
す
る
春

の
色
に
い
け
の
心
の
の
ど
け
さ

も
見
ゆ

雅
久
朝
臣

左
衛
門
督

読
師
：
冷
泉
前
新
大
納

言
、
講
師
：
顕
孝
、
発

声
：
持
明
院
三
位
、
講

頌
：
庭
田
一
位
、
山
科

前
大
納
言
、
権
中
納

言
、
外
山
前
中
納
言
、

冷
泉
前
中
納
言
、
久
世

三
位
、
綾
小
路
三
位

光
格
天
皇
実
録
光
格
上
皇
、
出
御

文
政
⚔
年

⚑
月
2 4
日

51
仙洞

鎮
守
社
に
参
拝

光
格
天
皇
実
録
内
裏
御
会
始
「
鴬
為
春
友
：
う
ぐ
ひ
す
の
も
も
さ
へ
づ
り
を
百
千

度
も
も
し
き
の
は
る
に
君
や
楽
む
（
光
か
く
上
皇
御
製
）」
（
皇
室

文
学
体
系
第
三
輯
「
光
格
天
皇
御
集
拾
遺
」）

年
月
日

年
齢

御
会
名

場
所

歌
題

光
格
天
皇
御
製
お
よ
び
事
項

題
者

奉
行

そ
の
他
の
諸
役

出
典

備
考

文
政
⚔
年

⚑
月
26
日

51
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録
「
柳
：
朝
な
朝
な
春
を
み
ど
り
に
う
ち
は
へ
て
い
と
く
る
風
も
霞

む
あ
を
や
ぎ
（
光
格
上
皇
御
製
）」
（
皇
室
文
学
大
系
第
三
輯
「
光

格
天
皇
御
集
拾
遺
」）

文
政
⚔
年

⚑
月
27
日

51
仙洞

二
月
八
日
に
関
白
一
条
忠
良
に

伊
勢
物
語
御
伝
受
相
伝
の
た

め
、
二
月
二
日
よ
り
七
日
間
、

上
下
御
霊
社
・
北
野
社
に
御
祈

祷
を
仰
せ
つ
く

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚔
年

⚑
月
28
日

51
和
歌
当
座
御

会
仙洞

組
題
30
首

為
全
朝
臣

講
師
：
為
全
朝
臣

光
格
天
皇
実
録
光
格
上
皇
、
出
御
（
光
格
天
皇
実
録
）。
仙
洞
和
歌
御
会
「
早
春

霞
：
春
き
て
の
日
数
も
見
え
て
あ
さ
が
す
み
し
の
に
衣
を
お
り
は

ゆ
る
そ
ら
（
光
格
上
皇
御
製
）」
（
皇
室
文
学
大
系
第
三
輯
「
光
格

天
皇
御
集
拾
遺
」）

文
政
⚔
年

⚒
月
⚘
日

51
仙洞

関
白
一
条
忠
良
に
伊
勢
物
語
伝

受
を
相
伝
（
御
賀
宴
間
）

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚔
年

⚒
月
11
日

51
仙洞

悦
仁
親
王
、
薨
去
。
こ
の
日
よ

り
三
日
間
、
物
音
を
停
め
ら
る

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚔
年

⚒
月
16
日

51
仙洞

夜
、
別
殿
（
呉
服
所
）
に
渡
御
。

男
女
、
召
さ
ず

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚔
年

⚓
月
24
日

月
次
御
会

内
裏
桜
、
雉
、
恋

左
衛
門
督
〔
飛

鳥
井
雅
光
卿
〕

雅
久
朝
臣
〔
飛

鳥
井
少
将
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
桜
：
山
桜
咲
に
け
ら
し
も
か
す
み
つ
ゝ
高
ね
に

見
ゆ
る
花
の
し
ら
雲
、
雉
：
雪
わ
け
し
か
り
ば
の
小
野
も
は
る
と

い
へ
ば
萌
出
る
草
に
き
ゞ
す
鳴
な
り
、
恋
：
は
な
鳥
の
色
に
も
ね

に
も
う
つ
ら
め
や
物
思
ふ
身
の
つ
ら
き
こ
ゝ
ろ
は
」

文
政
⚔
年

⚓
月
25
日

51
聖
廟
御
法
楽

〔
去
月
御
延

引
〕

内
裏
組
題
50
首
（
⚒
字
題
）

仁
孝
：
杜
霞

冷
泉
前
新
大
納

言
〔
為
則
卿
〕

右
兵
衛
督
〔
藤

谷
為
脩
卿
〕

講
師
：
為
全
朝
臣
〔
冷

泉
侍
従
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
杜
霞
：
松
梅
も
か
す
み
に
け
り
な
浅
緑
北
野
ゝ

も
り
の
春
の
明
ぼ
の
」

文
政
⚔
年

⚓
月
28
日

51
仙洞

夜
、
別
殿
（
呉
服
所
）
に
渡
御
。

綾
小
路
三
位
、
公
元
朝
臣
を
召

す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚔
年

⚔
月
⚕
日

51
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚔
年

⚔
月
10
日

51
水
無
瀬
宮
御

法
楽
〔
去
二

月
分
〕

仙
洞
組
題
20
首
（
⚒
字
題
）

光
格
：
朝
霞

春
の
色
を
水
無
瀬
の
里
の
朝
朗

む
か
し
も
か
く
や
霞
む
山
本

左
衛
門
督
〔
飛

鳥
井
雅
光
卿
〕

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
侍
従
〕

講
師
：
顕
孝
〔
葉
室
弁
〕
国
会
本
仙
洞

有
栖
川
宮
本
「
小
御
所
ニ
於
テ
水
無
瀬
宮
御
法
楽
和
歌
ノ
披
講
ア
リ
」（
光
格
天

皇
実
録
）

文
政
⚔
年

⚔
月
13
日

51
仙洞

五
月
二
日
、
正
三
位
高
松
公
祐

に
和
歌
天
仁
遠
波
御
伝
授
を
相

伝
す
る
た
め
、
四
月
十
四
日
よ

り
七
日
間
、
上
下
御
霊
・
北
野

の
三
社
に
御
祈
祷
を
仰
せ
つ
く

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚔
年

⚔
月
18
日

51
神
影
供

仙
洞
夏
山
残
花

う
ぐ
ひ
す
の
か
へ
る
青
葉
の
山

桜
は
る
の
い
ろ
ね
を
は
な
ぞ
の

こ
せ
る

左
衛
門
督
〔
飛

鳥
井
雅
光
卿
〕

冷
泉
前
新
大
納

言
〔
為
則
卿
〕

読
師
：
徳
大
寺
大
納
言

〔
実
堅
卿
〕、
講
師
：
雅

久
朝
臣
〔
飛
鳥
井
侍

従
〕、
発
声
：
綾
小
路

三
位
〔
有
長
卿
〕

国
会
本
仙
洞

有
栖
川
宮
本
「
柿
本
神
影
供
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実
録
）

文
政
⚔
年

⚔
月
2 0
日

51
聖
廟
御
法
楽

〔
去
二
月
分
〕

仙
洞
組
題
50
首
（
⚓
～
⚕
字

題
）
光
格
：
名
所
霞

塩
風
も
な
ぎ
た
る
春
の
朝
霞
浦

の
名
に
た
つ
浪
の
い
く
里

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
新
少
将
〕

権
中
納
言
〔
庭

田
重
能
卿
〕

講
師
：
為
全
朝
臣
〔
冷

泉
侍
従
〕

国
会
本
仙
洞

有
栖
川
宮
本
「
小
御
所
ニ
於
テ
聖
廟
御
法
楽
和
歌
ノ
披
講
ア
リ
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
⚔
年

⚔
月
2 4
日

51
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚓
～
⚔

字
題
）
仁
孝
：
池
上
花
、

毎
夜
待
郭
公
、
月
光
映

露

冷
泉
前
新
大
納

言
〔
為
則
卿
〕

雅
久
朝
臣
〔
飛

鳥
井
侍
従
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
池
上
花
：
影
う
つ
す
岸
の
桜
の
咲
み
ち
て
花
に

ぞ
か
す
む
春
の
池
水
、
毎
夜
待
郭
公
：
子
規
声
も
ら
さ
な
ん
夜
を

か
さ
ね
待
ふ
か
し
ぬ
る
心
づ
く
し
に
、
月
光
映
露
：
澄
わ
た
る
月

の
光
り
に
み
が
ゝ
れ
て
い
と
ゞ
玉
し
く
庭
の
白
露
」
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文
政
⚓
年

11
月
24
日

50
月
次
御
会

内
裏
夜
衾
、
雪
、
旅
行

冷
泉
前
大
納
言

〔
為
章
卿
〕

権
中
納
言
〔
庭

田
重
能
卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
夜
衾
：
う
づ
み
火
は
き
ゆ
と
も
よ
し
や
か
さ
ね

つ
ゝ
冬
を
わ
す
る
ゝ
小
夜
の
を
ぶ
す
ま
、
雪
：
降
つ
も
る
外
山
は

る
か
に
見
わ
た
す
も
都
へ
だ
て
ぬ
今
朝
の
し
ら
雪
、
旅
行
：
行
す

ゑ
の
ひ
な
の
長
路
を
思
ふ
よ
り
い
や
遠
ざ
か
る
故
さ
と
の
そ
ら
」

文
政
⚓
年

11
月
27
日

50
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

花
山
院
大
納
言
、
隆
起
朝
臣
等

を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

12
月
11
日

50
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

12
月
23
日

50
仙洞

鎮
守
社
・
柿
本
社
に
参
拝

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚓
年

12
月
24
日

50
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚒
～
⚔

字
題
）
仁
孝
：
竹
雪
、

増
恋
、
名
所
鶴

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
侍
従
〕

権
中
納
言
〔
庭

田
重
能
卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
竹
雪
：
下
折
の
声
も
さ
む
け
し
窓
の
竹
夜
深
く

雪
や
降
重
る
ら
ん
、
増
恋
：
逢
に
そ
ひ
あ
は
ぬ
に
増
る
思
ひ
哉
こ

ひ
て
ふ
物
は
わ
り
な
か
り
け
り
、
名
所
鶴
：
幾
千
世
も
敷
か
さ
ぬ

ら
し
蓆
田
に
む
れ
つ
ゝ
遊
ぶ
鶴
の
毛
衣
」

文
政
⚓
年

12
月
25
日

50
当
座
御
会

内
裏
組
題
30
首
（
⚒
～
⚓
字

題
）
仁
孝
：
江
春
曙

冷
泉
前
新
大
納

言
〔
為
則
卿
〕

権
中
納
言
〔
庭

田
重
能
卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
江
春
曙
：
堀
江
こ
ぐ
た
な
な
し
小
ぶ
ね
た
ち
か

す
み
ゆ
く
へ
い
さ
よ
ふ
春
の
明
ぼ
の
」

文
政
⚓
年

12
月
28
日

50
和
歌
当
座
御

会
仙
洞
組
題
30
首
（
⚒
～
⚓
字

題
）
光
格
：
夕
郭
公

子
規
村
雨
過
し
夕
暮
の
月
と
と

も
に
も
雲
間
も
る
声

冷
泉
前
新
大
納

言
〔
為
則
卿
〕

右
兵
衛
督
〔
藤

谷
為
脩
卿
〕

国
会
本
仙
洞

有
栖
川
宮
本
「
和
歌
当
座
御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
⚔
年

⚑
月
⚑
日

51
仙洞

四
方
拝
の
た
め
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚔
年

⚑
月
⚒
日

51
仙洞

朝
餉
に
お
い
て
御
歯
固

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚔
年

⚑
月
⚓
日

51
仙洞

吉
書
御
覧
の
た
め
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚔
年

⚑
月
⚔
日

51
内裏

禁
裏
に
御
幸
始

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚔
年

⚑
月
⚗
日

51
仙洞

千
秋
万
歳
・
白
馬
御
覧

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚔
年

⚑
月
14
日

51
仙洞

太
元
帥
法
・
後
七
日
御
修
法
結

願
の
た
め
弘
御
所
に
出
御
、
両

法
阿
闍
梨
に
謁
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚔
年

⚑
月
15
日

51
仙洞

御
吉
書
・
三
毬
打
の
た
め
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚔
年

⚑
月
18
日

51
和
歌
御
会
始

仙洞
池
水
浪
静

さ
さ
ら
浪
か
す
み
を
よ
す
る
春

の
色
に
い
け
の
心
の
の
ど
け
さ

も
見
ゆ

雅
久
朝
臣

左
衛
門
督

読
師
：
冷
泉
前
新
大
納

言
、
講
師
：
顕
孝
、
発

声
：
持
明
院
三
位
、
講

頌
：
庭
田
一
位
、
山
科

前
大
納
言
、
権
中
納

言
、
外
山
前
中
納
言
、

冷
泉
前
中
納
言
、
久
世

三
位
、
綾
小
路
三
位

光
格
天
皇
実
録
光
格
上
皇
、
出
御

文
政
⚔
年

⚑
月
2 4
日

51
仙洞

鎮
守
社
に
参
拝

光
格
天
皇
実
録
内
裏
御
会
始
「
鴬
為
春
友
：
う
ぐ
ひ
す
の
も
も
さ
へ
づ
り
を
百
千

度
も
も
し
き
の
は
る
に
君
や
楽
む
（
光
か
く
上
皇
御
製
）」
（
皇
室

文
学
体
系
第
三
輯
「
光
格
天
皇
御
集
拾
遺
」）

文
政
⚔
年

⚑
月
26
日

51
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録
「
柳
：
朝
な
朝
な
春
を
み
ど
り
に
う
ち
は
へ
て
い
と
く
る
風
も
霞

む
あ
を
や
ぎ
（
光
格
上
皇
御
製
）」
（
皇
室
文
学
大
系
第
三
輯
「
光

格
天
皇
御
集
拾
遺
」）

文
政
⚔
年

⚑
月
27
日

51
仙洞

二
月
八
日
に
関
白
一
条
忠
良
に

伊
勢
物
語
御
伝
受
相
伝
の
た

め
、
二
月
二
日
よ
り
七
日
間
、

上
下
御
霊
社
・
北
野
社
に
御
祈

祷
を
仰
せ
つ
く

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚔
年

⚑
月
28
日

51
和
歌
当
座
御

会
仙洞

組
題
30
首

為
全
朝
臣

講
師
：
為
全
朝
臣

光
格
天
皇
実
録
光
格
上
皇
、
出
御
（
光
格
天
皇
実
録
）。
仙
洞
和
歌
御
会
「
早
春

霞
：
春
き
て
の
日
数
も
見
え
て
あ
さ
が
す
み
し
の
に
衣
を
お
り
は

ゆ
る
そ
ら
（
光
格
上
皇
御
製
）」
（
皇
室
文
学
大
系
第
三
輯
「
光
格

天
皇
御
集
拾
遺
」）

文
政
⚔
年

⚒
月
⚘
日

51
仙洞

関
白
一
条
忠
良
に
伊
勢
物
語
伝

受
を
相
伝
（
御
賀
宴
間
）

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚔
年

⚒
月
11
日

51
仙洞

悦
仁
親
王
、
薨
去
。
こ
の
日
よ

り
三
日
間
、
物
音
を
停
め
ら
る

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚔
年

⚒
月
16
日

51
仙洞

夜
、
別
殿
（
呉
服
所
）
に
渡
御
。

男
女
、
召
さ
ず

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚔
年

⚓
月
24
日

月
次
御
会

内
裏
桜
、
雉
、
恋

左
衛
門
督
〔
飛

鳥
井
雅
光
卿
〕

雅
久
朝
臣
〔
飛

鳥
井
少
将
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
桜
：
山
桜
咲
に
け
ら
し
も
か
す
み
つ
ゝ
高
ね
に

見
ゆ
る
花
の
し
ら
雲
、
雉
：
雪
わ
け
し
か
り
ば
の
小
野
も
は
る
と

い
へ
ば
萌
出
る
草
に
き
ゞ
す
鳴
な
り
、
恋
：
は
な
鳥
の
色
に
も
ね

に
も
う
つ
ら
め
や
物
思
ふ
身
の
つ
ら
き
こ
ゝ
ろ
は
」

文
政
⚔
年

⚓
月
25
日

51
聖
廟
御
法
楽

〔
去
月
御
延

引
〕

内
裏
組
題
50
首
（
⚒
字
題
）

仁
孝
：
杜
霞

冷
泉
前
新
大
納

言
〔
為
則
卿
〕

右
兵
衛
督
〔
藤

谷
為
脩
卿
〕

講
師
：
為
全
朝
臣
〔
冷

泉
侍
従
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
杜
霞
：
松
梅
も
か
す
み
に
け
り
な
浅
緑
北
野
ゝ

も
り
の
春
の
明
ぼ
の
」

文
政
⚔
年

⚓
月
28
日

51
仙洞

夜
、
別
殿
（
呉
服
所
）
に
渡
御
。

綾
小
路
三
位
、
公
元
朝
臣
を
召

す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚔
年

⚔
月
⚕
日

51
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚔
年

⚔
月
10
日

51
水
無
瀬
宮
御

法
楽
〔
去
二

月
分
〕

仙
洞
組
題
20
首
（
⚒
字
題
）

光
格
：
朝
霞

春
の
色
を
水
無
瀬
の
里
の
朝
朗

む
か
し
も
か
く
や
霞
む
山
本

左
衛
門
督
〔
飛

鳥
井
雅
光
卿
〕

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
侍
従
〕

講
師
：
顕
孝
〔
葉
室
弁
〕
国
会
本
仙
洞

有
栖
川
宮
本
「
小
御
所
ニ
於
テ
水
無
瀬
宮
御
法
楽
和
歌
ノ
披
講
ア
リ
」（
光
格
天

皇
実
録
）

文
政
⚔
年

⚔
月
13
日

51
仙洞

五
月
二
日
、
正
三
位
高
松
公
祐

に
和
歌
天
仁
遠
波
御
伝
授
を
相

伝
す
る
た
め
、
四
月
十
四
日
よ

り
七
日
間
、
上
下
御
霊
・
北
野

の
三
社
に
御
祈
祷
を
仰
せ
つ
く

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚔
年

⚔
月
18
日

51
神
影
供

仙
洞
夏
山
残
花

う
ぐ
ひ
す
の
か
へ
る
青
葉
の
山

桜
は
る
の
い
ろ
ね
を
は
な
ぞ
の

こ
せ
る

左
衛
門
督
〔
飛

鳥
井
雅
光
卿
〕

冷
泉
前
新
大
納

言
〔
為
則
卿
〕

読
師
：
徳
大
寺
大
納
言

〔
実
堅
卿
〕、
講
師
：
雅

久
朝
臣
〔
飛
鳥
井
侍

従
〕、
発
声
：
綾
小
路

三
位
〔
有
長
卿
〕

国
会
本
仙
洞

有
栖
川
宮
本
「
柿
本
神
影
供
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実
録
）

文
政
⚔
年

⚔
月
2 0
日

51
聖
廟
御
法
楽

〔
去
二
月
分
〕

仙
洞
組
題
50
首
（
⚓
～
⚕
字

題
）
光
格
：
名
所
霞

塩
風
も
な
ぎ
た
る
春
の
朝
霞
浦

の
名
に
た
つ
浪
の
い
く
里

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
新
少
将
〕

権
中
納
言
〔
庭

田
重
能
卿
〕

講
師
：
為
全
朝
臣
〔
冷

泉
侍
従
〕

国
会
本
仙
洞

有
栖
川
宮
本
「
小
御
所
ニ
於
テ
聖
廟
御
法
楽
和
歌
ノ
披
講
ア
リ
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
⚔
年

⚔
月
2 4
日

51
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚓
～
⚔

字
題
）
仁
孝
：
池
上
花
、

毎
夜
待
郭
公
、
月
光
映

露

冷
泉
前
新
大
納

言
〔
為
則
卿
〕

雅
久
朝
臣
〔
飛

鳥
井
侍
従
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
池
上
花
：
影
う
つ
す
岸
の
桜
の
咲
み
ち
て
花
に

ぞ
か
す
む
春
の
池
水
、
毎
夜
待
郭
公
：
子
規
声
も
ら
さ
な
ん
夜
を

か
さ
ね
待
ふ
か
し
ぬ
る
心
づ
く
し
に
、
月
光
映
露
：
澄
わ
た
る
月

の
光
り
に
み
が
ゝ
れ
て
い
と
ゞ
玉
し
く
庭
の
白
露
」
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文
政
⚔
年

⚕
月
⚑
日

51
仙洞

鎮
守
社
に
参
拝

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚔
年

⚕
月
⚒
日

51
仙洞

正
三
位
高
松
公
祐
に
和
歌
天
仁

遠
波
伝
受
を
相
伝

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚔
年

⚕
月
⚔
日

51
和
歌
当
座
御

会
内
裏
組
題
20
首
（
⚓
字
題
）

光
格
：
洛
陽
月

う
ち
日
さ
す
み
や
こ
の
秋
は
よ

と
ゝ
も
に
猶
照
ま
さ
る
月
読
の

影
〔
院
御
製
〕

雅
久
朝
臣
〔
飛

鳥
井
侍
従
〕

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
少
将
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
題
：
霞
中
鴬
：
立
掩
ふ
霞
の
ひ
ま
を
も
り
き
て

は
こ
ゑ
も
ほ
の
か
に
に
ほ
ふ
鴬
」（
巻
頭
）。
「
禁
裏
ニ
於
テ
和
歌

当
座
御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
之
ニ
御
幸
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
⚔
年

⚕
月
10
日

51
仙洞

別
殿
（
呉
服
所
）
に
渡
御
。
高

松
三
位
、
隆
起
朝
臣
等
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚔
年

⚕
月
13
日

51
和
歌
当
座
御

会
仙
洞
組
題
30
首
（
⚑
～
⚔
字

題
）
光
格
：
擣
衣

衣
う
つ
き
ぬ
た
の
音
の
う
ら
む

る
を
遠
か
た
人
に
し
ら
せ
て
し

が
な

左
衛
門
督
〔
飛

鳥
井
雅
光
卿
〕

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
新
少
将
〕

国
会
本
仙
洞

有
栖
川
宮
本
「
和
歌
当
座
御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
⚔
年

⚕
月
22
日

51
仙洞

二
十
一
日
か
ら
二
十
二
日
に
か

け
て
泉
涌
寺
で
営
ま
れ
る
瑠
璃

光
院
宮
の
百
箇
日
御
法
会
に
代

参
と
し
て
上
冷
泉
為
全
を
遣
わ

す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚔
年

⚕
月
24
日

51
仙洞

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚔
年

⚕
月
24
日

51
月
次
御
会

内
裏
盧
橘
、
水
鶏
、
海
辺

冷
泉
前
新
大
納

言
〔
為
則
卿
〕

右
衛
門
督
〔
万

里
小
路
建
房

卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
盧
橘
：
五
月
雨
に
は
な
立
花
の
う
ち
し
め
り
か

を
り
え
な
ら
ぬ
軒
の
夕
風
、
水
鶏
：
夏
の
よ
の
ぬ
る
ま
ほ
ど
な
き

閨
の
戸
を
猶
明
よ
と
て
た
ゝ
く
水
鶏
か
、
海
辺
：
海
原
や
み
る
め

を
そ
へ
て
朝
風
の
浪
の
ま
に
ま
に
う
か
ぶ
釣
ぶ
ね
」

文
政
⚔
年

⚕
月
27
日

51
仙洞

壽
山
亭
で
挿
秧
を
御
覧

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚔
年

⚖
月
⚙
日

51
仙洞

仁
孝
天
皇
の
皇
子
鍠
宮
、
薨

去
。
こ
の
日
よ
り
三
日
間
、
物

音
を
停
む

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚔
年

⚖
月
16
日

51
仙洞

こ
の
日
よ
り
禁
裏
觸
穢
に
よ
り

嘉
祥
の
儀
を
停
む

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚔
年

⚗
月
22
日

51
仙洞

觸
穢
竟
祓
を
行
う

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚔
年

⚘
月
⚑
日

51
仙洞

八
朔
の
儀

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚔
年

⚘
月
⚕
日

51
仙洞

別
殿
（
呉
服
所
）
に
渡
御
。
左

権
大
夫
、
通
修
等
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚔
年

⚘
月
24
日

51
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚑
～
⚓

字
題
）
仁
孝
：
荻
、
冬

月
、
寄
弓
恋

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
少
将
〕

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
少
将
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
荻
：
小
夜
深
く
風
に
い
く
度
お
と
た
て
ゝ
夢
お

ど
ろ
か
す
軒
の
下
荻
、
冬
月
：
ま
の
ゝ
浦
や
浪
よ
る
尾
花
霜
枯
て

入
江
を
寒
み
こ
ほ
る
月
か
げ
、
寄
弓
恋
：
人
心
あ
だ
ち
の
真
弓
お

し
か
へ
し
な
び
き
や
す
る
と
猶
引
て
ま
し
」

文
政
⚔
年

⚘
月
2 5
日

51
当
座
御
会

内
裏
組
題
20
首
（
⚒
～
⚔
字

題
）
仁
孝
：
雲
間
対
月

冷
泉
前
新
大
納

言
〔
為
則
卿
〕

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
少
将
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
雲
間
対
月
：
晴
や
ら
ぬ
雲
間
の
影
を
か
こ
ち

つ
ゝ
な
が
む
る
ま
ゝ
に
更
る
よ
の
月
」

文
政
⚔
年

⚘
月
2 6
日

51
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

年
月
日

年
齢

御
会
名

場
所

歌
題

光
格
天
皇
御
製
お
よ
び
事
項

題
者

奉
行

そ
の
他
の
諸
役

出
典

備
考

文
政
⚔
年

⚙
月
⚒
日

51
仙洞

鎮
守
社
に
参
拝

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚔
年

⚙
月
⚘
日

51
仙洞

鎮
守
社
・
柿
本
社
に
参
拝

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚔
年

⚙
月
⚙
日

51
重
陽
御
会

内
裏
毎
秋
愛
菊

左
衛
門
督
〔
飛

鳥
井
雅
光
卿
〕

右
兵
衛
督
〔
藤

谷
為
脩
卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

光
格
上
皇
御
製
・
大
宮
御
歌
な
し
。
仁
孝
天
皇
御
製
「
秋
ご
と
に

い
ろ
香
を
そ
へ
て
咲
に
ほ
ふ
花
の
し
ら
ぎ
く
め
で
つ
ゝ
ぞ
み
る
」。

准
后
御
方
・
女
房
達
：
准
后
御
方
、
大
典
侍
、
宰
相
典
侍
（
巻
末
）

文
政
⚔
年

⚙
月
11
日

51
仙洞

鎮
守
社
・
柿
本
社
に
参
拝

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚔
年

⚙
月
13
日

51
仙洞

八
月
二
十
二
日
に
将
軍
徳
川
家

齋
女
元
姫
が
逝
去
し
た
こ
と
の

報
告
を
受
け
、
三
日
間
、
物
音

を
停
む

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚔
年

⚙
月
16
日

51
仙洞

別
殿
（
呉
服
所
）
に
渡
御
。
新

源
三
位
、
有
言
朝
臣
等
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚔
年

⚙
月
23
日

51
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚔
年

⚙
月
24
日

51
月
次
御
会

内
裏
鶉
、
秋
霜
、
思

冷
泉
前
大
納
言

〔
為
章
卿
〕

雅
久
朝
臣
〔
飛

鳥
井
少
将
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
鶉
：
夜
を
寒
み
秋
も
末
野
ゝ
か
た
鶉
露
ふ
か
草

に
わ
び
つ
ゝ
や
鳴
、
秋
霜
：
咲
菊
の
花
に
か
さ
ね
て
長
月
の
ま
が

き
ふ
る
さ
ぬ
霜
の
白
妙
、
思
：
思
ひ
か
は
み
づ
の
う
た
か
た
な
か

な
か
に
消
は
て
も
せ
で
う
さ
の
み
ぞ
そ
ふ
」

文
政
⚔
年

⚙
月
28
日

51
和
歌
当
座
御

会
仙
洞
組
題
20
首
（
⚒
字
題
）

光
格
：
梅
雨

雲
の
浪
た
つ
も
八
重
ぶ
き
芦
の

屋
の
こ
や
い
つ
迄
ぞ
さ
み
だ

る
ゝ
空

雅
久
朝
臣
〔
飛

鳥
井
少
将
〕

冷
泉
前
新
大
納

言
〔
為
則
卿
〕

国
会
本
仙
洞

有
栖
川
宮
本
「
和
歌
当
座
御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
⚔
年

10
月
10
日

51
仙洞

玄
猪
の
儀

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚔
年

10
月
16
日

51
仙洞

壽
山
亭
で
獲
稻
を
御
覧

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚔
年

10
月
17
日

51
仙洞

頭
瘡
を
病
み
、
俄
か
に
浮
腫
を

発
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚔
年

10
月
24
日

51
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚓
～
⚔

字
題
）
仁
孝
：
折
梅
花
、

瀧
上
蝉
、
窓
落
葉

雅
久
朝
臣
〔
飛

鳥
井
少
将
〕

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
少
将
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
折
梅
花
：
咲
匂
ふ
み
ち
の
行
て
の
梅
の
は
な
い

ざ
家
づ
と
に
折
て
か
へ
ら
む
、
瀧
上
蝉
：
落
瀧
つ
た
ぎ
つ
い
は
波

声
そ
へ
て
こ
ず
ゑ
に
た
か
く
蝉
ぞ
鳴
な
る
、
窓
落
葉
：
よ
す
が
ら

に
風
の
し
ぐ
れ
の
窓
う
つ
と
き
ゝ
し
は
木
々
の
落
葉
な
り
け
り
」。

有
栖
川
宮
本
に
は
、
仁
孝
天
皇
御
製
の
三
首
と
も
に
「
後
日
被
出
。

十
一
月
廿
九
日
御
到
来
」
と
注
が
あ
り
、
⚑
か
月
以
上
後
に
提
出

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る

文
政
⚔
年

10
月
26
日

51
仙洞

夜
、
別
殿
（
呉
服
所
）
に
渡
御
。

男
女
を
召
さ
ず

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚔
年

11
月
22
日

51
仙洞

霊
鑑
寺
宮
宗
恭
女
王
、
薨
去
。

こ
の
日
よ
り
三
日
間
、
御
慎
、

物
音
を
停
む

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚔
年

11
月
2 8
日

51
月
次
御
会

内
裏
雪
上
月
、
千
鳥
、
松
色

久
冷
泉
前
新
大
納

言
〔
為
則
卿
〕

右
衛
門
督
〔
万

里
小
路
建
房

卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
雪
上
月
：
す
む
月
も
降
つ
む
雪
も
さ
や
け
さ
の

ひ
か
り
を
み
が
く
玉
し
き
の
庭
、
千
鳥
：
鳴
わ
た
る
こ
ゑ
も
寒
け

し
小
夜
千
鳥
霜
み
つ
空
に
友
さ
そ
ひ
つ
ゝ
、
松
色
久
：
う
ご
き
な

き
苔
の
い
は
ほ
に
立
そ
ひ
て
み
ど
り
の
松
の
千
世
ち
ぎ
る
か
げ
」

文
政
⚔
年

12
月
1 1
日

51
仙洞

夜
、
別
殿
（
呉
服
所
）
に
渡
御
。

男
女
を
召
さ
ず

光
格
天
皇
実
録
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文
政
⚔
年

⚕
月
⚑
日

51
仙洞

鎮
守
社
に
参
拝

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚔
年

⚕
月
⚒
日

51
仙洞

正
三
位
高
松
公
祐
に
和
歌
天
仁

遠
波
伝
受
を
相
伝

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚔
年

⚕
月
⚔
日

51
和
歌
当
座
御

会
内
裏
組
題
20
首
（
⚓
字
題
）

光
格
：
洛
陽
月

う
ち
日
さ
す
み
や
こ
の
秋
は
よ

と
ゝ
も
に
猶
照
ま
さ
る
月
読
の

影
〔
院
御
製
〕

雅
久
朝
臣
〔
飛

鳥
井
侍
従
〕

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
少
将
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
題
：
霞
中
鴬
：
立
掩
ふ
霞
の
ひ
ま
を
も
り
き
て

は
こ
ゑ
も
ほ
の
か
に
に
ほ
ふ
鴬
」（
巻
頭
）。
「
禁
裏
ニ
於
テ
和
歌

当
座
御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
之
ニ
御
幸
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
⚔
年

⚕
月
10
日

51
仙洞

別
殿
（
呉
服
所
）
に
渡
御
。
高

松
三
位
、
隆
起
朝
臣
等
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚔
年

⚕
月
13
日

51
和
歌
当
座
御

会
仙
洞
組
題
30
首
（
⚑
～
⚔
字

題
）
光
格
：
擣
衣

衣
う
つ
き
ぬ
た
の
音
の
う
ら
む

る
を
遠
か
た
人
に
し
ら
せ
て
し

が
な

左
衛
門
督
〔
飛

鳥
井
雅
光
卿
〕

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
新
少
将
〕

国
会
本
仙
洞

有
栖
川
宮
本
「
和
歌
当
座
御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
⚔
年

⚕
月
22
日

51
仙洞

二
十
一
日
か
ら
二
十
二
日
に
か

け
て
泉
涌
寺
で
営
ま
れ
る
瑠
璃

光
院
宮
の
百
箇
日
御
法
会
に
代

参
と
し
て
上
冷
泉
為
全
を
遣
わ

す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚔
年

⚕
月
24
日

51
仙洞

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚔
年

⚕
月
24
日

51
月
次
御
会

内
裏
盧
橘
、
水
鶏
、
海
辺

冷
泉
前
新
大
納

言
〔
為
則
卿
〕

右
衛
門
督
〔
万

里
小
路
建
房

卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
盧
橘
：
五
月
雨
に
は
な
立
花
の
う
ち
し
め
り
か

を
り
え
な
ら
ぬ
軒
の
夕
風
、
水
鶏
：
夏
の
よ
の
ぬ
る
ま
ほ
ど
な
き

閨
の
戸
を
猶
明
よ
と
て
た
ゝ
く
水
鶏
か
、
海
辺
：
海
原
や
み
る
め

を
そ
へ
て
朝
風
の
浪
の
ま
に
ま
に
う
か
ぶ
釣
ぶ
ね
」

文
政
⚔
年

⚕
月
27
日

51
仙洞

壽
山
亭
で
挿
秧
を
御
覧

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚔
年

⚖
月
⚙
日

51
仙洞

仁
孝
天
皇
の
皇
子
鍠
宮
、
薨

去
。
こ
の
日
よ
り
三
日
間
、
物

音
を
停
む

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚔
年

⚖
月
16
日

51
仙洞

こ
の
日
よ
り
禁
裏
觸
穢
に
よ
り

嘉
祥
の
儀
を
停
む

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚔
年

⚗
月
22
日

51
仙洞

觸
穢
竟
祓
を
行
う

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚔
年

⚘
月
⚑
日

51
仙洞

八
朔
の
儀

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚔
年

⚘
月
⚕
日

51
仙洞

別
殿
（
呉
服
所
）
に
渡
御
。
左

権
大
夫
、
通
修
等
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚔
年

⚘
月
24
日

51
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚑
～
⚓

字
題
）
仁
孝
：
荻
、
冬

月
、
寄
弓
恋

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
少
将
〕

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
少
将
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
荻
：
小
夜
深
く
風
に
い
く
度
お
と
た
て
ゝ
夢
お

ど
ろ
か
す
軒
の
下
荻
、
冬
月
：
ま
の
ゝ
浦
や
浪
よ
る
尾
花
霜
枯
て

入
江
を
寒
み
こ
ほ
る
月
か
げ
、
寄
弓
恋
：
人
心
あ
だ
ち
の
真
弓
お

し
か
へ
し
な
び
き
や
す
る
と
猶
引
て
ま
し
」

文
政
⚔
年

⚘
月
2 5
日

51
当
座
御
会

内
裏
組
題
20
首
（
⚒
～
⚔
字

題
）
仁
孝
：
雲
間
対
月

冷
泉
前
新
大
納

言
〔
為
則
卿
〕

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
少
将
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
雲
間
対
月
：
晴
や
ら
ぬ
雲
間
の
影
を
か
こ
ち

つ
ゝ
な
が
む
る
ま
ゝ
に
更
る
よ
の
月
」

文
政
⚔
年

⚘
月
2 6
日

51
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚔
年

⚙
月
⚒
日

51
仙洞

鎮
守
社
に
参
拝

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚔
年

⚙
月
⚘
日

51
仙洞

鎮
守
社
・
柿
本
社
に
参
拝

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚔
年

⚙
月
⚙
日

51
重
陽
御
会

内
裏
毎
秋
愛
菊

左
衛
門
督
〔
飛

鳥
井
雅
光
卿
〕

右
兵
衛
督
〔
藤

谷
為
脩
卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

光
格
上
皇
御
製
・
大
宮
御
歌
な
し
。
仁
孝
天
皇
御
製
「
秋
ご
と
に

い
ろ
香
を
そ
へ
て
咲
に
ほ
ふ
花
の
し
ら
ぎ
く
め
で
つ
ゝ
ぞ
み
る
」。

准
后
御
方
・
女
房
達
：
准
后
御
方
、
大
典
侍
、
宰
相
典
侍
（
巻
末
）

文
政
⚔
年

⚙
月
11
日

51
仙洞

鎮
守
社
・
柿
本
社
に
参
拝

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚔
年

⚙
月
13
日

51
仙洞

八
月
二
十
二
日
に
将
軍
徳
川
家

齋
女
元
姫
が
逝
去
し
た
こ
と
の

報
告
を
受
け
、
三
日
間
、
物
音

を
停
む

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚔
年

⚙
月
16
日

51
仙洞

別
殿
（
呉
服
所
）
に
渡
御
。
新

源
三
位
、
有
言
朝
臣
等
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚔
年

⚙
月
23
日

51
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚔
年

⚙
月
24
日

51
月
次
御
会

内
裏
鶉
、
秋
霜
、
思

冷
泉
前
大
納
言

〔
為
章
卿
〕

雅
久
朝
臣
〔
飛

鳥
井
少
将
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
鶉
：
夜
を
寒
み
秋
も
末
野
ゝ
か
た
鶉
露
ふ
か
草

に
わ
び
つ
ゝ
や
鳴
、
秋
霜
：
咲
菊
の
花
に
か
さ
ね
て
長
月
の
ま
が

き
ふ
る
さ
ぬ
霜
の
白
妙
、
思
：
思
ひ
か
は
み
づ
の
う
た
か
た
な
か

な
か
に
消
は
て
も
せ
で
う
さ
の
み
ぞ
そ
ふ
」

文
政
⚔
年

⚙
月
28
日

51
和
歌
当
座
御

会
仙
洞
組
題
20
首
（
⚒
字
題
）

光
格
：
梅
雨

雲
の
浪
た
つ
も
八
重
ぶ
き
芦
の

屋
の
こ
や
い
つ
迄
ぞ
さ
み
だ

る
ゝ
空

雅
久
朝
臣
〔
飛

鳥
井
少
将
〕

冷
泉
前
新
大
納

言
〔
為
則
卿
〕

国
会
本
仙
洞

有
栖
川
宮
本
「
和
歌
当
座
御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
⚔
年

10
月
10
日

51
仙洞

玄
猪
の
儀

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚔
年

10
月
16
日

51
仙洞

壽
山
亭
で
獲
稻
を
御
覧

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚔
年

10
月
17
日

51
仙洞

頭
瘡
を
病
み
、
俄
か
に
浮
腫
を

発
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚔
年

10
月
24
日

51
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚓
～
⚔

字
題
）
仁
孝
：
折
梅
花
、

瀧
上
蝉
、
窓
落
葉

雅
久
朝
臣
〔
飛

鳥
井
少
将
〕

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
少
将
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
折
梅
花
：
咲
匂
ふ
み
ち
の
行
て
の
梅
の
は
な
い

ざ
家
づ
と
に
折
て
か
へ
ら
む
、
瀧
上
蝉
：
落
瀧
つ
た
ぎ
つ
い
は
波

声
そ
へ
て
こ
ず
ゑ
に
た
か
く
蝉
ぞ
鳴
な
る
、
窓
落
葉
：
よ
す
が
ら

に
風
の
し
ぐ
れ
の
窓
う
つ
と
き
ゝ
し
は
木
々
の
落
葉
な
り
け
り
」。

有
栖
川
宮
本
に
は
、
仁
孝
天
皇
御
製
の
三
首
と
も
に
「
後
日
被
出
。

十
一
月
廿
九
日
御
到
来
」
と
注
が
あ
り
、
⚑
か
月
以
上
後
に
提
出

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る

文
政
⚔
年

10
月
26
日

51
仙洞

夜
、
別
殿
（
呉
服
所
）
に
渡
御
。

男
女
を
召
さ
ず

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚔
年

11
月
22
日

51
仙洞

霊
鑑
寺
宮
宗
恭
女
王
、
薨
去
。

こ
の
日
よ
り
三
日
間
、
御
慎
、

物
音
を
停
む

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚔
年

11
月
2 8
日

51
月
次
御
会

内
裏
雪
上
月
、
千
鳥
、
松
色

久
冷
泉
前
新
大
納

言
〔
為
則
卿
〕

右
衛
門
督
〔
万

里
小
路
建
房

卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
雪
上
月
：
す
む
月
も
降
つ
む
雪
も
さ
や
け
さ
の

ひ
か
り
を
み
が
く
玉
し
き
の
庭
、
千
鳥
：
鳴
わ
た
る
こ
ゑ
も
寒
け

し
小
夜
千
鳥
霜
み
つ
空
に
友
さ
そ
ひ
つ
ゝ
、
松
色
久
：
う
ご
き
な

き
苔
の
い
は
ほ
に
立
そ
ひ
て
み
ど
り
の
松
の
千
世
ち
ぎ
る
か
げ
」

文
政
⚔
年

12
月
1 1
日

51
仙洞

夜
、
別
殿
（
呉
服
所
）
に
渡
御
。

男
女
を
召
さ
ず

光
格
天
皇
実
録
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文
政
⚔
年

12
月
24
日

51
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚓
～
⚕

字
題
）
仁
孝
：
名
所
雁
、

名
所
炭
竃
、
名
所
竹

左
衛
門
督
〔
飛

鳥
井
雅
光
卿
〕

左
衛
門
督
〔
飛

鳥
井
雅
光
卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
名
所
雁
：
難
波
江
や
あ
し
べ
の
友
に
声
か
は
し

空
飛
か
り
の
な
び
く
浦
か
ぜ
、
名
所
炭
竃
：
大
原
や
を
し
ほ
の
山

の
朝
ぐ
も
り
賎
が
炭
や
く
煙
成
ら
ん
、
名
所
竹
：
茂
り
あ
ふ
竹
の

緑
も
降
う
づ
む
雪
に
ふ
し
み
の
里
の
朝
戸
出
」

文
政
⚔
年

12
月
27
日

51
仙洞

頭
瘡
、
日
を
お
っ
て
順
快
に
つ

き
、
年
内
に
御
祝
儀
を
行
う

が
、
そ
の
費
用
に
関
し
て
御
付

武
士
か
ら
申
達
あ
り

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

⚑
月
⚑
日

52
仙洞

四
方
拝
に
は
出
御
せ
ず
、
御
歯

固
の
事
あ
り

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

⚑
月
⚓
日

52
仙洞

吉
書
御
覧
。
朝
餉
に
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

⚑
月
⚗
日

52
仙洞

千
秋
万
歳
・
白
馬
御
覧
の
た
め

出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

⚑
月
11
日

52
仙洞

諸
礼
を
行
う
。
賜
謁
の
儀
な
し

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

⚑
月
13
日

52
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

修
理
権
大
夫
、
通
岑
等
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

⚑
月
14
日

52
仙洞

太
元
帥
法
・
後
七
日
御
修
法
結

願
の
た
め
両
法
阿
闍
梨
参
院
。

賜
謁
の
儀
な
し
。

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

⚑
月
15
日

52
仙洞

御
吉
書
・
三
毬
打
の
た
め
小
御

所
に
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

⚑
月
18
日

52
和
歌
御
会
始

仙
洞
子
日
契

手
に
み
て
る
千
年
の
み
ど
り
二

葉
に
も
こ
め
し
子
日
の
こ
ま
つ

ば
ら
か
な

冷
泉
前
新
大
納

言
〔
為
則
卿
〕

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
少
将
〕

読
師
：
徳
大
寺
大
納
言

〔
実
堅
卿
〕、
講
師
：
隆

光
〔
柳
原
弁
〕、
発
声
：

権
中
納
言
〔
庭
田
重
能

卿
〕

国
会
本
仙
洞

有
栖
川
宮
本

准
后
御
方
・
女
官
達
：
准
后
御
方
、
大
す
け
、
新
大
納
言
、
あ
や

め
の
小
路
、
中
将
内
侍
、
小
少
将
、
小
侍
従
、
命
婦
伊
豫
、
命
婦

伯
耆
、
紀
伊
（
巻
末
）。
「
和
歌
御
会
始
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
、
御
製

ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実
録
）

文
政
⚕
年

⚑
月
27
日

52
御
会
始

内
裏
禁
中
春

霞
た
つ
大
内
や
ま
は
う
ち
日
さ

す
み
や
こ
の
春
の
初
し
ほ
の
か

げ
〔
院
御
製
〕

左
衛
門
督

坊
城
中
納
言

〔
俊
明
卿
〕

読
師
：
鷲
尾
大
納
言

〔
隆
純
卿
〕、
講
師
：
為

全
朝
臣
〔
冷
泉
少
将
〕、

発
声
：
左
衛
門
督
〔
飛

鳥
井
雅
光
卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
（
巻
頭
）、
光
格
上
皇
御
製
の
順
に
掲
載
。
仁
孝

天
皇
御
製
「
折
に
あ
ふ
あ
け
む
ら
さ
き
の
袖
は
へ
て
ゆ
た
か
に
く

む
や
春
の
さ
か
づ
き
」（
巻
頭
）。
准
后
・
女
官
達
：
准
后
、
大
典

侍
、
宰
相
典
侍
、
督
典
侍
、
新
大
納
言
、
中
将
内
侍
、
侍
従
内
侍
、

命
婦
伊
豫
、
命
婦
伯
耆
（
巻
末
）

文
政
⚕
年

後
⚑
月
15

日

52
内裏

禁
裏
に
御
幸
始

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

後
⚑
月
15

日

52
仙洞

石
清
水
社
法
楽
和
歌
御
会
を
行

う
光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

後
⚑
月
24

日

52
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚒
～
⚓

字
題
）
仁
孝
：
春
神
祇
、

夏
風
、
秋
花

冷
泉
前
新
大
納

言
〔
為
則
卿
〕

雅
久
朝
臣
〔
飛

鳥
井
少
将
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
春
神
祇
：
春
日
山
そ
の
二
月
の
神
祭
や
ゝ
ち
か

し
と
て
い
は
ふ
宮
人
、
夏
風
：
六
月
の
照
日
の
影
も
や
ゝ
く
れ
て

す
ゞ
し
く
か
よ
ふ
軒
の
夕
風
、
秋
花
：
野
べ
は
今
秋
に
紐
と
く
萩

薄
は
な
の
千
種
の
錦
を
ぞ
お
る
」

文
政
⚕
年

後
⚑
月
26

日

52
賜
大
樹
五
十

賀
内
裏
松
延
齢

左
衛
門
督
〔
飛

鳥
井
雅
光
卿
〕

冷
泉
前
新
大
納

言
〔
為
則
卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
み
ど
り
そ
ふ
五
十
の
春
を
は
じ
め
に
て
尽
ぬ
よ

は
ひ
は
ま
つ
の
い
く
千
世
」

年
月
日

年
齢

御
会
名

場
所

歌
題

光
格
天
皇
御
製
お
よ
び
事
項

題
者

奉
行

そ
の
他
の
諸
役

出
典

備
考

文
政
⚕
年

後
⚑
月
26

日

52
仙洞

別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。
花

山
院
大
納
言
、
重
徳
朝
臣
等
を

召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

⚒
月
⚒
日

52
仙洞

将
軍
徳
川
家
齋
の
五
十
歳
に
つ

き
、
無
異
安
穏
の
為
、
内
侍
所

千
度
祓
を
仰
せ
つ
く

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

⚒
月
13
日

52
石
清
水
社
法

楽
仙洞

毎
夜
契
恋

冷
泉
前
新
大
納

言
光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

⚒
月
22
日

52
水
無
瀬
宮
御

法
楽

内
裏
組
題
20
首
（
⚓
～
⚔
字

題
）
仁
孝
：
春
雪
散
風

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
少
将
〕

権
中
納
言
〔
庭

田
重
能
卿
〕

顕
孝
〔
葉
室
弁
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
春
雪
散
風
：
花
は
い
ま
だ
匂
は
ぬ
庭
の
朝
風
に

お
も
影
ち
ら
す
春
の
あ
わ
雪
」

文
政
⚕
年

⚒
月
22
日

52
水
無
瀬
宮
御

法
楽

仙
洞
組
題
20
首
（
⚓
字
題
）

光
格
：
花
映
日

桜
花
朝
日
う
ら
ゝ
に
か
ゞ
や
き

て
枝
に
も
餘
る
光
り
を
ぞ
思
ふ

雅
久
朝
臣
〔
飛

鳥
井
少
将
〕

左
衛
門
督
〔
飛

鳥
井
雅
光
卿
〕

講
師
：
基
茂
朝
臣
〔
園

頭
中
将
〕

国
会
本
仙
洞

有
栖
川
宮
本
「
小
御
所
ニ
於
テ
水
無
瀬
宮
御
法
楽
和
歌
ノ
披
講
ア
リ
」（
光
格
天

皇
実
録
）

文
政
⚕
年

⚒
月
23
日

52
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

⚒
月
24
日

52
月
次
御
会

内
裏
花
洛
春
月
、
帰
雁
遠
、

寄
埋
木
恋

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
少
将
〕

左
衛
門
督
〔
飛

鳥
井
雅
光
卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
花
洛
春
月
：
名
に
し
あ
ふ
花
の
都
の
春
の
月
か

す
む
も
あ
か
ぬ
お
ぼ
ろ
夜
の
影
、
帰
雁
遠
：
霞
し
く
雲
路
は
る
か

に
帰
る
雁
行
へ
や
い
づ
こ
遠
ざ
か
る
こ
ゑ
、
寄
埋
木
恋
：
な
と
り

川
名
は
む
も
れ
木
の
い
つ
迠
ぞ
逢
こ
と
浪
に
く
ち
も
は
て
な
で
」

文
政
⚕
年

⚒
月
25
日

52
聖
廟
御
法
楽

内
裏
組
題
50
首
（
⚒
～
⚓
字

題
）
仁
孝
：
待
花

雅
久
朝
臣
〔
飛

鳥
井
少
将
〕

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
少
将
〕

光
成
朝
臣
〔
廣
橋
頭

弁
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
待
花
：
ち
は
や
ぶ
る
北
野
ゝ
も
り
の
桜
花
神
も

心
に
咲
を
ま
つ
ら
ん
」

文
政
⚕
年

⚒
月
25
日

52
聖
廟
御
法
楽

仙
洞
組
題
50
首
（
⚑
字
題
）

光
格
：
霞

春
き
て
の
日
数
も
し
る
く
朝
霞

し
の
に
衣
を
織
は
へ
て
た
つ

左
衛
門
督
〔
飛

鳥
井
雅
光
卿
〕

冷
泉
前
新
大
納

言
〔
為
則
卿
〕

講
師
：
雅
久
朝
臣
〔
飛

鳥
井
少
将
〕

国
会
本
仙
洞

有
栖
川
宮
本
「
小
御
所
ニ
於
テ
聖
廟
御
法
楽
和
歌
ノ
披
講
ア
リ
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
⚕
年

⚒
月
30
日

52
和
歌
当
座
御

会
内
裏
組
題
30
首
（
⚑
～
⚓
字

題
）
光
格
：
帰
雁

な
ど
て
か
く
名
残
や
を
し
き
春

毎
に
帰
る
は
雁
の
な
ら
ひ
と
思

へ
ど
〔
院
御
製
〕

左
衛
門
督
〔
飛

鳥
井
雅
光
卿
〕

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
少
将
〕

雅
久
朝
臣
〔
飛
鳥
井
少

将
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
若
菜
：
あ
わ
雪
は
散
と
も
よ
し
や
打
む
れ
て
い

ざ
春
の
野
ゝ
若
な
つ
ま
ゝ
し
」（
巻
頭
）

文
政
⚕
年

⚒
月
30
日

52
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

⚓
月
⚒
日

52
当
座
御
会

仙
洞
組
題
30
首
（
⚒
～
⚔
字

題
）
光
格
：
霞
満
山

佐
保
姫
の
お
る
や
霞
の
幾
千
機

春
の
山
べ
に
立
わ
た
り
つ
ゝ

冷
泉
前
新
大
納

言
〔
為
則
卿
〕

雅
久
朝
臣
〔
飛

鳥
井
少
将
〕

為
全
朝
臣
〔
冷
泉
少

将
〕

国
会
本
仙
洞

有
栖
川
宮
本
「
和
歌
当
座
御
会
始
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇

実
録
）

文
政
⚕
年

⚓
月
10
日

52
仙洞

別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。
堀

川
三
位
、
通
修
等
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

⚓
月
11
日

52
当
座
御
会

内
裏
組
題
20
首
（
⚓
字
題
）

光
格
：
簾
外
燕

吹
入
る
花
の
雪
吹
の
春
風
に
こ

す
の
戸
近
く
な
び
く
つ
ば
く
ら

〔
院
御
製
〕

冷
泉
前
新
大
納

言
〔
為
則
卿
〕

右
衛
門
督
〔
万

里
小
路
建
房

卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
八
重
桜
：
え
な
ら
ず
よ
雲
と
ま
が
ひ
て
陰
高
く

さ
き
か
さ
な
れ
る
八
重
桜
か
な
」（
巻
頭
）

文
政
⚕
年

⚓
月
18
日

52
神
影
供

仙
洞
春
曙
月

明
ぼ
の
と
な
が
め
な
が
め
し
春

の
色
を
猶
い
く
し
ほ
に
月
し
ら

む
そ
ら

雅
久
朝
臣

左
衛
門
督
〔
飛

鳥
井
雅
光
卿
〕

読
師
：
源
一
位
〔
庭
田

重
嗣
卿
〕、
講
師
：
雅

久
朝
臣
〔
飛
鳥
井
少

将
〕、
発
声
：
持
明
院

三
位
〔
基
延
卿
〕

国
会
本
仙
洞

有
栖
川
宮
本
「
柿
本
神
影
供
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実
録
）

文
政
⚕
年

⚓
月
20
日

52
内裏

御
楽
始
の
た
め
禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

⚓
月
2 4
日

52
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚒
～
⚔

字
題
）
仁
孝
：
折
款
冬
、

見
恋
、
寄
橋
雑

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
少
将
〕

権
中
納
言
〔
庭

田
重
能
卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
折
款
冬
：
を
し
と
だ
に
い
は
ぬ
色
な
る
山
吹
は

折
ば
や
花
の
主
も
と
が
め
じ
、
見
恋
：
ほ
の
み
つ
る
人
の
面
影
わ

す
ら
れ
ず
起
ふ
し
わ
か
で
身
に
そ
ふ
も
う
し
、
寄
橋
雑
：
世
を
渡

る
身
の
ほ
ど
ほ
ど
に
あ
や
ふ
さ
も
か
け
て
わ
す
る
な
木
曽
の
か
け

橋
」。
有
栖
川
宮
本
に
よ
れ
ば
、
仁
孝
天
皇
御
製
に
は
、
す
べ
て

「
後
日
被
出
」
と
注
が
あ
り
、
後
日
に
提
出
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か

る
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文
政
⚔
年

12
月
24
日

51
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚓
～
⚕

字
題
）
仁
孝
：
名
所
雁
、

名
所
炭
竃
、
名
所
竹

左
衛
門
督
〔
飛

鳥
井
雅
光
卿
〕

左
衛
門
督
〔
飛

鳥
井
雅
光
卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
名
所
雁
：
難
波
江
や
あ
し
べ
の
友
に
声
か
は
し

空
飛
か
り
の
な
び
く
浦
か
ぜ
、
名
所
炭
竃
：
大
原
や
を
し
ほ
の
山

の
朝
ぐ
も
り
賎
が
炭
や
く
煙
成
ら
ん
、
名
所
竹
：
茂
り
あ
ふ
竹
の

緑
も
降
う
づ
む
雪
に
ふ
し
み
の
里
の
朝
戸
出
」

文
政
⚔
年

12
月
27
日

51
仙洞

頭
瘡
、
日
を
お
っ
て
順
快
に
つ

き
、
年
内
に
御
祝
儀
を
行
う

が
、
そ
の
費
用
に
関
し
て
御
付

武
士
か
ら
申
達
あ
り

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

⚑
月
⚑
日

52
仙洞

四
方
拝
に
は
出
御
せ
ず
、
御
歯

固
の
事
あ
り

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

⚑
月
⚓
日

52
仙洞

吉
書
御
覧
。
朝
餉
に
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

⚑
月
⚗
日

52
仙洞

千
秋
万
歳
・
白
馬
御
覧
の
た
め

出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

⚑
月
11
日

52
仙洞

諸
礼
を
行
う
。
賜
謁
の
儀
な
し

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

⚑
月
13
日

52
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

修
理
権
大
夫
、
通
岑
等
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

⚑
月
14
日

52
仙洞

太
元
帥
法
・
後
七
日
御
修
法
結

願
の
た
め
両
法
阿
闍
梨
参
院
。

賜
謁
の
儀
な
し
。

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

⚑
月
15
日

52
仙洞

御
吉
書
・
三
毬
打
の
た
め
小
御

所
に
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

⚑
月
18
日

52
和
歌
御
会
始

仙
洞
子
日
契

手
に
み
て
る
千
年
の
み
ど
り
二

葉
に
も
こ
め
し
子
日
の
こ
ま
つ

ば
ら
か
な

冷
泉
前
新
大
納

言
〔
為
則
卿
〕

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
少
将
〕

読
師
：
徳
大
寺
大
納
言

〔
実
堅
卿
〕、
講
師
：
隆

光
〔
柳
原
弁
〕、
発
声
：

権
中
納
言
〔
庭
田
重
能

卿
〕

国
会
本
仙
洞

有
栖
川
宮
本

准
后
御
方
・
女
官
達
：
准
后
御
方
、
大
す
け
、
新
大
納
言
、
あ
や

め
の
小
路
、
中
将
内
侍
、
小
少
将
、
小
侍
従
、
命
婦
伊
豫
、
命
婦

伯
耆
、
紀
伊
（
巻
末
）。
「
和
歌
御
会
始
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
、
御
製

ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実
録
）

文
政
⚕
年

⚑
月
27
日

52
御
会
始

内
裏
禁
中
春

霞
た
つ
大
内
や
ま
は
う
ち
日
さ

す
み
や
こ
の
春
の
初
し
ほ
の
か

げ
〔
院
御
製
〕

左
衛
門
督

坊
城
中
納
言

〔
俊
明
卿
〕

読
師
：
鷲
尾
大
納
言

〔
隆
純
卿
〕、
講
師
：
為

全
朝
臣
〔
冷
泉
少
将
〕、

発
声
：
左
衛
門
督
〔
飛

鳥
井
雅
光
卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
（
巻
頭
）、
光
格
上
皇
御
製
の
順
に
掲
載
。
仁
孝

天
皇
御
製
「
折
に
あ
ふ
あ
け
む
ら
さ
き
の
袖
は
へ
て
ゆ
た
か
に
く

む
や
春
の
さ
か
づ
き
」（
巻
頭
）。
准
后
・
女
官
達
：
准
后
、
大
典

侍
、
宰
相
典
侍
、
督
典
侍
、
新
大
納
言
、
中
将
内
侍
、
侍
従
内
侍
、

命
婦
伊
豫
、
命
婦
伯
耆
（
巻
末
）

文
政
⚕
年

後
⚑
月
15

日

52
内裏

禁
裏
に
御
幸
始

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

後
⚑
月
15

日

52
仙洞

石
清
水
社
法
楽
和
歌
御
会
を
行

う
光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

後
⚑
月
24

日

52
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚒
～
⚓

字
題
）
仁
孝
：
春
神
祇
、

夏
風
、
秋
花

冷
泉
前
新
大
納

言
〔
為
則
卿
〕

雅
久
朝
臣
〔
飛

鳥
井
少
将
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
春
神
祇
：
春
日
山
そ
の
二
月
の
神
祭
や
ゝ
ち
か

し
と
て
い
は
ふ
宮
人
、
夏
風
：
六
月
の
照
日
の
影
も
や
ゝ
く
れ
て

す
ゞ
し
く
か
よ
ふ
軒
の
夕
風
、
秋
花
：
野
べ
は
今
秋
に
紐
と
く
萩

薄
は
な
の
千
種
の
錦
を
ぞ
お
る
」

文
政
⚕
年

後
⚑
月
26

日

52
賜
大
樹
五
十

賀
内
裏
松
延
齢

左
衛
門
督
〔
飛

鳥
井
雅
光
卿
〕

冷
泉
前
新
大
納

言
〔
為
則
卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
み
ど
り
そ
ふ
五
十
の
春
を
は
じ
め
に
て
尽
ぬ
よ

は
ひ
は
ま
つ
の
い
く
千
世
」

文
政
⚕
年

後
⚑
月
26

日

52
仙洞

別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。
花

山
院
大
納
言
、
重
徳
朝
臣
等
を

召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

⚒
月
⚒
日

52
仙洞

将
軍
徳
川
家
齋
の
五
十
歳
に
つ

き
、
無
異
安
穏
の
為
、
内
侍
所

千
度
祓
を
仰
せ
つ
く

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

⚒
月
13
日

52
石
清
水
社
法

楽
仙洞

毎
夜
契
恋

冷
泉
前
新
大
納

言
光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

⚒
月
22
日

52
水
無
瀬
宮
御

法
楽

内
裏
組
題
20
首
（
⚓
～
⚔
字

題
）
仁
孝
：
春
雪
散
風

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
少
将
〕

権
中
納
言
〔
庭

田
重
能
卿
〕

顕
孝
〔
葉
室
弁
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
春
雪
散
風
：
花
は
い
ま
だ
匂
は
ぬ
庭
の
朝
風
に

お
も
影
ち
ら
す
春
の
あ
わ
雪
」

文
政
⚕
年

⚒
月
22
日

52
水
無
瀬
宮
御

法
楽

仙
洞
組
題
20
首
（
⚓
字
題
）

光
格
：
花
映
日

桜
花
朝
日
う
ら
ゝ
に
か
ゞ
や
き

て
枝
に
も
餘
る
光
り
を
ぞ
思
ふ

雅
久
朝
臣
〔
飛

鳥
井
少
将
〕

左
衛
門
督
〔
飛

鳥
井
雅
光
卿
〕

講
師
：
基
茂
朝
臣
〔
園

頭
中
将
〕

国
会
本
仙
洞

有
栖
川
宮
本
「
小
御
所
ニ
於
テ
水
無
瀬
宮
御
法
楽
和
歌
ノ
披
講
ア
リ
」（
光
格
天

皇
実
録
）

文
政
⚕
年

⚒
月
23
日

52
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

⚒
月
24
日

52
月
次
御
会

内
裏
花
洛
春
月
、
帰
雁
遠
、

寄
埋
木
恋

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
少
将
〕

左
衛
門
督
〔
飛

鳥
井
雅
光
卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
花
洛
春
月
：
名
に
し
あ
ふ
花
の
都
の
春
の
月
か

す
む
も
あ
か
ぬ
お
ぼ
ろ
夜
の
影
、
帰
雁
遠
：
霞
し
く
雲
路
は
る
か

に
帰
る
雁
行
へ
や
い
づ
こ
遠
ざ
か
る
こ
ゑ
、
寄
埋
木
恋
：
な
と
り

川
名
は
む
も
れ
木
の
い
つ
迠
ぞ
逢
こ
と
浪
に
く
ち
も
は
て
な
で
」

文
政
⚕
年

⚒
月
25
日

52
聖
廟
御
法
楽

内
裏
組
題
50
首
（
⚒
～
⚓
字

題
）
仁
孝
：
待
花

雅
久
朝
臣
〔
飛

鳥
井
少
将
〕

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
少
将
〕

光
成
朝
臣
〔
廣
橋
頭

弁
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
待
花
：
ち
は
や
ぶ
る
北
野
ゝ
も
り
の
桜
花
神
も

心
に
咲
を
ま
つ
ら
ん
」

文
政
⚕
年

⚒
月
25
日

52
聖
廟
御
法
楽

仙
洞
組
題
50
首
（
⚑
字
題
）

光
格
：
霞

春
き
て
の
日
数
も
し
る
く
朝
霞

し
の
に
衣
を
織
は
へ
て
た
つ

左
衛
門
督
〔
飛

鳥
井
雅
光
卿
〕

冷
泉
前
新
大
納

言
〔
為
則
卿
〕

講
師
：
雅
久
朝
臣
〔
飛

鳥
井
少
将
〕

国
会
本
仙
洞

有
栖
川
宮
本
「
小
御
所
ニ
於
テ
聖
廟
御
法
楽
和
歌
ノ
披
講
ア
リ
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
⚕
年

⚒
月
30
日

52
和
歌
当
座
御

会
内
裏
組
題
30
首
（
⚑
～
⚓
字

題
）
光
格
：
帰
雁

な
ど
て
か
く
名
残
や
を
し
き
春

毎
に
帰
る
は
雁
の
な
ら
ひ
と
思

へ
ど
〔
院
御
製
〕

左
衛
門
督
〔
飛

鳥
井
雅
光
卿
〕

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
少
将
〕

雅
久
朝
臣
〔
飛
鳥
井
少

将
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
若
菜
：
あ
わ
雪
は
散
と
も
よ
し
や
打
む
れ
て
い

ざ
春
の
野
ゝ
若
な
つ
ま
ゝ
し
」（
巻
頭
）

文
政
⚕
年

⚒
月
30
日

52
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

⚓
月
⚒
日

52
当
座
御
会

仙
洞
組
題
30
首
（
⚒
～
⚔
字

題
）
光
格
：
霞
満
山

佐
保
姫
の
お
る
や
霞
の
幾
千
機

春
の
山
べ
に
立
わ
た
り
つ
ゝ

冷
泉
前
新
大
納

言
〔
為
則
卿
〕

雅
久
朝
臣
〔
飛

鳥
井
少
将
〕

為
全
朝
臣
〔
冷
泉
少

将
〕

国
会
本
仙
洞

有
栖
川
宮
本
「
和
歌
当
座
御
会
始
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇

実
録
）

文
政
⚕
年

⚓
月
10
日

52
仙洞

別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。
堀

川
三
位
、
通
修
等
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

⚓
月
11
日

52
当
座
御
会

内
裏
組
題
20
首
（
⚓
字
題
）

光
格
：
簾
外
燕

吹
入
る
花
の
雪
吹
の
春
風
に
こ

す
の
戸
近
く
な
び
く
つ
ば
く
ら

〔
院
御
製
〕

冷
泉
前
新
大
納

言
〔
為
則
卿
〕

右
衛
門
督
〔
万

里
小
路
建
房

卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
八
重
桜
：
え
な
ら
ず
よ
雲
と
ま
が
ひ
て
陰
高
く

さ
き
か
さ
な
れ
る
八
重
桜
か
な
」（
巻
頭
）

文
政
⚕
年

⚓
月
18
日

52
神
影
供

仙
洞
春
曙
月

明
ぼ
の
と
な
が
め
な
が
め
し
春

の
色
を
猶
い
く
し
ほ
に
月
し
ら

む
そ
ら

雅
久
朝
臣

左
衛
門
督
〔
飛

鳥
井
雅
光
卿
〕

読
師
：
源
一
位
〔
庭
田

重
嗣
卿
〕、
講
師
：
雅

久
朝
臣
〔
飛
鳥
井
少

将
〕、
発
声
：
持
明
院

三
位
〔
基
延
卿
〕

国
会
本
仙
洞

有
栖
川
宮
本
「
柿
本
神
影
供
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実
録
）

文
政
⚕
年

⚓
月
20
日

52
内裏

御
楽
始
の
た
め
禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

⚓
月
2 4
日

52
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚒
～
⚔

字
題
）
仁
孝
：
折
款
冬
、

見
恋
、
寄
橋
雑

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
少
将
〕

権
中
納
言
〔
庭

田
重
能
卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
折
款
冬
：
を
し
と
だ
に
い
は
ぬ
色
な
る
山
吹
は

折
ば
や
花
の
主
も
と
が
め
じ
、
見
恋
：
ほ
の
み
つ
る
人
の
面
影
わ

す
ら
れ
ず
起
ふ
し
わ
か
で
身
に
そ
ふ
も
う
し
、
寄
橋
雑
：
世
を
渡

る
身
の
ほ
ど
ほ
ど
に
あ
や
ふ
さ
も
か
け
て
わ
す
る
な
木
曽
の
か
け

橋
」。
有
栖
川
宮
本
に
よ
れ
ば
、
仁
孝
天
皇
御
製
に
は
、
す
べ
て

「
後
日
被
出
」
と
注
が
あ
り
、
後
日
に
提
出
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か

る
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文
政
⚕
年

⚓
月
24
日

52
聖
廟
御
法
楽

仙洞
菫
菜

二
十
四
日
・
二
十
五
日
、
聖
廟

法
楽
和
歌
を
行
う

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

⚓
月
28
日

52
当
座
御
会

仙
洞
組
題
20
首
（
⚒
～
⚔
字

題
）
光
格
：
春
朝

鶯
の
鳴
ね
の
み
か
は
春
は
た
ゞ

花
を
思
ひ
に
朝
い
せ
ら
れ
ず

上
皇
御
題

右
衛
門
督
〔
万

里
小
路
建
房

卿
〕

国
会
本
仙
洞

有
栖
川
宮
本
「
和
歌
当
座
御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
⚕
年

⚔
月
⚔
日

52
仙洞

仁
孝
天
皇
へ
の
三
部
抄
御
伝
受

の
た
め
、
四
月
十
五
日
よ
り
伊

勢
神
宮
に
、
四
月
十
日
よ
り
玉

津
島
・
住
吉
両
社
に
祈
祷
を
仰

せ
つ
く

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

⚔
月
⚕
日

52
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

⚔
月
13
日

52
仙洞

仁
孝
天
皇
へ
の
三
部
抄
御
伝
受

の
た
め
、
十
四
日
よ
り
七
日

間
、
上
御
霊
・
下
御
霊
・
北
野

の
三
社
に
祈
祷
を
仰
せ
つ
く

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

⚔
月
18
日

52
仙洞

小
御
所
に
お
い
て
管
弦
の
御
遊

を
行
う
た
め
出
御
、
筝
の
御
所

作

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

⚔
月
22
日

52
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

⚔
月
22
日

52
内裏

禁
裏
に
御
幸
し
、
仁
孝
天
皇
へ

和
歌
三
部
抄
伝
受
を
相
伝

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

⚔
月
24
日

52
月
次
御
会

内
裏
葵
、
恋
、
鶴

左
衛
門
督
〔
飛

鳥
井
雅
光
卿
〕

権
中
納
言
〔
庭

田
重
能
卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
葵
：
千
早
振
か
も
の
み
あ
れ
に
あ
ふ
ひ
草
万
代

か
け
て
い
は
ふ
も
ろ
人
、
恋
：
年
月
に
猶
ま
さ
り
ゆ
く
思
ひ
と
も

し
ら
で
や
人
の
つ
れ
な
か
る
ら
む
、
鶴
：
わ
か
の
浦
や
さ
か
ゆ
る

松
に
千
世
し
め
て
伴
ふ
鶴
の
声
ぞ
ゆ
た
け
き
」

文
政
⚕
年

⚔
月
24
日

52
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

綾
小
路
三
位
、
隆
起
朝
臣
を
召

す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

⚔
月
25
日

52
仙洞

将
軍
徳
川
家
齋
・
家
慶
が
任
叙

の
御
礼
と
し
て
侍
従
松
平
頼
恕

等
を
遣
わ
し
物
を
献
ず
る
の

に
、
弘
御
所
に
出
御
し
謁
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

⚔
月
26
日

52
仙洞

鎮
守
本
社
・
北
小
社
の
仮
殿
遷

座
を
行
う

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

⚔
月
28
日

52
当
座
御
会

内
裏
組
題
30
首
（
⚒
字
題
）

光
格
：
別
恋

い
か
に
し
た
ひ
い
か
に
か
こ
た

む
衣
々
の
名
残
有
明
の
月
も
し

ら
み
て
〔
院
御
製
〕

雅
久
朝
臣
〔
飛

鳥
井
少
将
〕

坊
城
中
納
言

〔
俊
明
卿
〕

講
師
：
光
成
朝
臣
〔
廣

橋
頭
弁
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
初
春
：
日
の
影
も
今
朝
は
う
ら
ら
に
神
路
山
も

も
枝
の
松
の
か
す
む
初
春
」（
巻
頭
）

文
政
⚕
年

⚔
月
2 8
日

52
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

⚕
月
⚒
日

52
仙洞

内
々
に
能
御
覧

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

⚕
月
⚗
日

52
当
座
御
会

仙
洞
組
題
30
首
（
⚒
字
題
）

光
格
：
子
日

小
松
ひ
き
祝
ふ
言
葉
の
子
日
こ

そ
ち
よ
を
手
に
と
る
春
の
初
入

左
衛
門
督
〔
飛

鳥
井
雅
光
卿
〕

雅
久
朝
臣
〔
飛

鳥
井
少
将
〕

顕
孝
〔
葉
室
弁
〕

国
会
本
仙
洞

有
栖
川
宮
本
「
和
歌
当
座
御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実

録
）

年
月
日

年
齢

御
会
名

場
所

歌
題

光
格
天
皇
御
製
お
よ
び
事
項

題
者

奉
行

そ
の
他
の
諸
役

出
典

備
考

文
政
⚕
年

⚕
月
16
日

52
仙洞

壽
山
亭
で
挿
秧
を
御
覧

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

⚕
月
17
日

52
仙洞

養
生
の
た
め
に
年
に
二
三
度
、

修
学
院
に
御
幸
す
る
た
め
、
御

茶
屋
・
御
庭
園
の
修
理
を
治
定

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

⚕
月
18
日

52
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

⚕
月
24
日

52
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
首
（
⚒
字
題
）

仁
孝
：
早
苗
、
梅
雨
、

旅
行

雅
久
朝
臣
〔
飛

鳥
井
少
将
〕

坊
城
中
納
言

〔
俊
明
卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
早
苗
：
千
町
田
に
う
ゑ
し
早
苗
の
若
緑
秋
の
た

の
み
も
見
え
て
涼
し
き
、
梅
雨
：
日
を
へ
つ
ゝ
を
や
み
も
や
ら
ず

五
月
雨
に
色
づ
く
梅
は
落
つ
く
し
て
も
、
旅
行
：
た
び
衣
す
そ
野

を
遠
み
分
き
つ
ゝ
袂
も
ぬ
る
ゝ
道
し
ば
の
露
」

文
政
⚕
年

⚖
月
⚗
日

52
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

大
原
三
位
、
久
雄
朝
臣
等
を
召

す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

⚖
月
16
日

52
仙洞

嘉
祥
の
儀
に
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

⚖
月
24
日

52
月
次
御
会

内
裏
瞿
麦
、
夕
顔
、
緑
竹

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
少
将
〕

冷
泉
前
大
納
言

〔
為
則
卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
瞿
麦
：
さ
ま
ざ
ま
に
庭
の
ま
が
き
を
朝
な
夕
な

い
ろ
ど
る
花
は
大
和
な
で
し
こ
、
夕
顔
：
た
そ
が
れ
の
し
づ
が
垣

ほ
に
咲
か
け
て
露
も
す
ゞ
し
く
に
ほ
ふ
夕
顔
、
緑
竹
：
生
そ
は
む

す
ゑ
も
は
る
か
に
わ
か
緑
千
尋
あ
る
か
げ
の
茂
る
く
れ
竹
」

文
政
⚕
年

⚖
月
25
日

52
聖
廟
御
法
楽

内
裏
組
題
50
首
（
か
な
題
）

仁
孝
：
ゆ
ふ
だ
ち

左
衛
門
督
〔
飛

鳥
井
雅
光
卿
〕

雅
久
朝
臣
〔
飛

鳥
井
少
将
〕

基
茂
朝
臣
〔
園
頭
中

将
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
ゆ
ふ
だ
ち
：
雲
風
の
た
ゞ
時
の
ま
に
き
ほ
ひ

つ
ゝ
ふ
る
か
と
み
れ
ば
す
ぐ
る
夕
立
」

文
政
⚕
年

⚖
月
25
日

52
聖
廟
御
法
楽

仙
洞
組
題
50
首
（
⚒
字
題
）

光
格
：
夕
顔

咲
て
こ
そ
あ
や
し
き
し
づ
が
垣

ね
さ
へ
ひ
と
に
と
は
る
れ
花
の

夕
が
ほ

雅
久
朝
臣
〔
飛

鳥
井
少
将
〕

坊
城
中
納
言

〔
俊
明
卿
〕

共
福
〔
清
閑
寺
弁
〕

国
会
本
仙
洞

有
栖
川
宮
本
「
小
御
所
ニ
於
テ
聖
廟
御
法
楽
和
歌
ノ
披
講
ア
リ
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
⚕
年

⚖
月
26
日

52
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

⚖
月
30
日

52
仙洞

六
月
祓
を
行
う
。
茅
輪
の
事
あ

り
光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

⚗
月
⚒
日

52
仙洞

鎮
守
社
に
参
拝

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

⚗
月
⚕
日

52
仙洞

皇
女
治
宮
、
薨
去
。
こ
の
日
よ

り
三
日
間
、
物
音
を
停
む

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

⚗
月
14
日

52
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

⚗
月
20
日

52
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

左
京
権
大
夫
、
実
孚
等
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

⚗
月
24
日

52
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚑
字
題
）

仁
孝
：
薄
、
雲
、
鏡

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
少
将
〕

右
兵
衛
督
〔
藤

谷
為
脩
卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
薄
：
穂
に
出
て
何
ま
ね
く
ら
む
糸
す
ゝ
き
く
る

人
も
な
き
秋
の
野
原
に
、
雲
：
在
明
の
月
か
げ
し
ら
む
山
端
に
ひ

と
す
ぢ
か
ゝ
る
横
雲
の
空
、
鏡
：
み
が
け
猶
光
く
も
ら
ず
朝
な
朝

な
心
も
す
み
て
む
か
ふ
鏡
は
」

文
政
⚕
年

⚘
月
⚗
日

52
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

⚘
月
2 0
日

52
仙洞

露
賀
茂
社
法
楽
和
歌
御
会
を
行
う

右
兵
衛
督

光
格
天
皇
実
録
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文
政
⚕
年

⚓
月
24
日

52
聖
廟
御
法
楽

仙洞
菫
菜

二
十
四
日
・
二
十
五
日
、
聖
廟

法
楽
和
歌
を
行
う

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

⚓
月
28
日

52
当
座
御
会

仙
洞
組
題
20
首
（
⚒
～
⚔
字

題
）
光
格
：
春
朝

鶯
の
鳴
ね
の
み
か
は
春
は
た
ゞ

花
を
思
ひ
に
朝
い
せ
ら
れ
ず

上
皇
御
題

右
衛
門
督
〔
万

里
小
路
建
房

卿
〕

国
会
本
仙
洞

有
栖
川
宮
本
「
和
歌
当
座
御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
⚕
年

⚔
月
⚔
日

52
仙洞

仁
孝
天
皇
へ
の
三
部
抄
御
伝
受

の
た
め
、
四
月
十
五
日
よ
り
伊

勢
神
宮
に
、
四
月
十
日
よ
り
玉

津
島
・
住
吉
両
社
に
祈
祷
を
仰

せ
つ
く

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

⚔
月
⚕
日

52
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

⚔
月
13
日

52
仙洞

仁
孝
天
皇
へ
の
三
部
抄
御
伝
受

の
た
め
、
十
四
日
よ
り
七
日

間
、
上
御
霊
・
下
御
霊
・
北
野

の
三
社
に
祈
祷
を
仰
せ
つ
く

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

⚔
月
18
日

52
仙洞

小
御
所
に
お
い
て
管
弦
の
御
遊

を
行
う
た
め
出
御
、
筝
の
御
所

作

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

⚔
月
22
日

52
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

⚔
月
22
日

52
内裏

禁
裏
に
御
幸
し
、
仁
孝
天
皇
へ

和
歌
三
部
抄
伝
受
を
相
伝

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

⚔
月
24
日

52
月
次
御
会

内
裏
葵
、
恋
、
鶴

左
衛
門
督
〔
飛

鳥
井
雅
光
卿
〕

権
中
納
言
〔
庭

田
重
能
卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
葵
：
千
早
振
か
も
の
み
あ
れ
に
あ
ふ
ひ
草
万
代

か
け
て
い
は
ふ
も
ろ
人
、
恋
：
年
月
に
猶
ま
さ
り
ゆ
く
思
ひ
と
も

し
ら
で
や
人
の
つ
れ
な
か
る
ら
む
、
鶴
：
わ
か
の
浦
や
さ
か
ゆ
る

松
に
千
世
し
め
て
伴
ふ
鶴
の
声
ぞ
ゆ
た
け
き
」

文
政
⚕
年

⚔
月
24
日

52
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

綾
小
路
三
位
、
隆
起
朝
臣
を
召

す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

⚔
月
25
日

52
仙洞

将
軍
徳
川
家
齋
・
家
慶
が
任
叙

の
御
礼
と
し
て
侍
従
松
平
頼
恕

等
を
遣
わ
し
物
を
献
ず
る
の

に
、
弘
御
所
に
出
御
し
謁
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

⚔
月
26
日

52
仙洞

鎮
守
本
社
・
北
小
社
の
仮
殿
遷

座
を
行
う

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

⚔
月
28
日

52
当
座
御
会

内
裏
組
題
30
首
（
⚒
字
題
）

光
格
：
別
恋

い
か
に
し
た
ひ
い
か
に
か
こ
た

む
衣
々
の
名
残
有
明
の
月
も
し

ら
み
て
〔
院
御
製
〕

雅
久
朝
臣
〔
飛

鳥
井
少
将
〕

坊
城
中
納
言

〔
俊
明
卿
〕

講
師
：
光
成
朝
臣
〔
廣

橋
頭
弁
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
初
春
：
日
の
影
も
今
朝
は
う
ら
ら
に
神
路
山
も

も
枝
の
松
の
か
す
む
初
春
」（
巻
頭
）

文
政
⚕
年

⚔
月
2 8
日

52
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

⚕
月
⚒
日

52
仙洞

内
々
に
能
御
覧

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

⚕
月
⚗
日

52
当
座
御
会

仙
洞
組
題
30
首
（
⚒
字
題
）

光
格
：
子
日

小
松
ひ
き
祝
ふ
言
葉
の
子
日
こ

そ
ち
よ
を
手
に
と
る
春
の
初
入

左
衛
門
督
〔
飛

鳥
井
雅
光
卿
〕

雅
久
朝
臣
〔
飛

鳥
井
少
将
〕

顕
孝
〔
葉
室
弁
〕

国
会
本
仙
洞

有
栖
川
宮
本
「
和
歌
当
座
御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
⚕
年

⚕
月
16
日

52
仙洞

壽
山
亭
で
挿
秧
を
御
覧

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

⚕
月
17
日

52
仙洞

養
生
の
た
め
に
年
に
二
三
度
、

修
学
院
に
御
幸
す
る
た
め
、
御

茶
屋
・
御
庭
園
の
修
理
を
治
定

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

⚕
月
18
日

52
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

⚕
月
24
日

52
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
首
（
⚒
字
題
）

仁
孝
：
早
苗
、
梅
雨
、

旅
行

雅
久
朝
臣
〔
飛

鳥
井
少
将
〕

坊
城
中
納
言

〔
俊
明
卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
早
苗
：
千
町
田
に
う
ゑ
し
早
苗
の
若
緑
秋
の
た

の
み
も
見
え
て
涼
し
き
、
梅
雨
：
日
を
へ
つ
ゝ
を
や
み
も
や
ら
ず

五
月
雨
に
色
づ
く
梅
は
落
つ
く
し
て
も
、
旅
行
：
た
び
衣
す
そ
野

を
遠
み
分
き
つ
ゝ
袂
も
ぬ
る
ゝ
道
し
ば
の
露
」

文
政
⚕
年

⚖
月
⚗
日

52
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

大
原
三
位
、
久
雄
朝
臣
等
を
召

す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

⚖
月
16
日

52
仙洞

嘉
祥
の
儀
に
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

⚖
月
24
日

52
月
次
御
会

内
裏
瞿
麦
、
夕
顔
、
緑
竹

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
少
将
〕

冷
泉
前
大
納
言

〔
為
則
卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
瞿
麦
：
さ
ま
ざ
ま
に
庭
の
ま
が
き
を
朝
な
夕
な

い
ろ
ど
る
花
は
大
和
な
で
し
こ
、
夕
顔
：
た
そ
が
れ
の
し
づ
が
垣

ほ
に
咲
か
け
て
露
も
す
ゞ
し
く
に
ほ
ふ
夕
顔
、
緑
竹
：
生
そ
は
む

す
ゑ
も
は
る
か
に
わ
か
緑
千
尋
あ
る
か
げ
の
茂
る
く
れ
竹
」

文
政
⚕
年

⚖
月
25
日

52
聖
廟
御
法
楽

内
裏
組
題
50
首
（
か
な
題
）

仁
孝
：
ゆ
ふ
だ
ち

左
衛
門
督
〔
飛

鳥
井
雅
光
卿
〕

雅
久
朝
臣
〔
飛

鳥
井
少
将
〕

基
茂
朝
臣
〔
園
頭
中

将
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
ゆ
ふ
だ
ち
：
雲
風
の
た
ゞ
時
の
ま
に
き
ほ
ひ

つ
ゝ
ふ
る
か
と
み
れ
ば
す
ぐ
る
夕
立
」

文
政
⚕
年

⚖
月
25
日

52
聖
廟
御
法
楽

仙
洞
組
題
50
首
（
⚒
字
題
）

光
格
：
夕
顔

咲
て
こ
そ
あ
や
し
き
し
づ
が
垣

ね
さ
へ
ひ
と
に
と
は
る
れ
花
の

夕
が
ほ

雅
久
朝
臣
〔
飛

鳥
井
少
将
〕

坊
城
中
納
言

〔
俊
明
卿
〕

共
福
〔
清
閑
寺
弁
〕

国
会
本
仙
洞

有
栖
川
宮
本
「
小
御
所
ニ
於
テ
聖
廟
御
法
楽
和
歌
ノ
披
講
ア
リ
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
⚕
年

⚖
月
26
日

52
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

⚖
月
30
日

52
仙洞

六
月
祓
を
行
う
。
茅
輪
の
事
あ

り
光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

⚗
月
⚒
日

52
仙洞

鎮
守
社
に
参
拝

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

⚗
月
⚕
日

52
仙洞

皇
女
治
宮
、
薨
去
。
こ
の
日
よ

り
三
日
間
、
物
音
を
停
む

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

⚗
月
14
日

52
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

⚗
月
20
日

52
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

左
京
権
大
夫
、
実
孚
等
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

⚗
月
24
日

52
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚑
字
題
）

仁
孝
：
薄
、
雲
、
鏡

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
少
将
〕

右
兵
衛
督
〔
藤

谷
為
脩
卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
薄
：
穂
に
出
て
何
ま
ね
く
ら
む
糸
す
ゝ
き
く
る

人
も
な
き
秋
の
野
原
に
、
雲
：
在
明
の
月
か
げ
し
ら
む
山
端
に
ひ

と
す
ぢ
か
ゝ
る
横
雲
の
空
、
鏡
：
み
が
け
猶
光
く
も
ら
ず
朝
な
朝

な
心
も
す
み
て
む
か
ふ
鏡
は
」

文
政
⚕
年

⚘
月
⚗
日

52
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

⚘
月
2 0
日

52
仙洞

露
賀
茂
社
法
楽
和
歌
御
会
を
行
う

右
兵
衛
督

光
格
天
皇
実
録
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文
政
⚕
年

⚘
月
24
日

52
月
次
御
会

内
裏
嵯
峨
野
虫
、
須
磨
浦

月
、
葛
城
山
雲

左
衛
門
督
〔
飛

鳥
井
雅
光
卿
〕

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
少
将
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
嵯
峨
野
虫
：
所
が
ら
わ
き
て
あ
や
お
る
む
し
の

ね
や
さ
が
野
の
原
の
花
の
千
種
に
、
須
磨
浦
月
：
す
ま
の
浦
や
せ

き
吹
こ
ゆ
る
秋
風
に
波
路
を
ひ
ろ
み
す
め
る
月
影
、
葛
城
山
雲
：

か
づ
ら
き
や
た
か
ま
の
山
の
あ
き
の
色
に
か
ゝ
る
も
さ
む
し
嶺
の

し
ら
雲
」

文
政
⚕
年

⚘
月
24
日

52
仙洞

一
乗
院
尊
誠
親
王
、
薨
去
。
こ

の
日
よ
り
三
日
間
、
物
音
を
停

む

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

⚘
月
27
日

52
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

⚙
月
⚑
日

52
仙洞

鎮
守
本
社
正
遷
宮
を
行
う

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

⚙
月
⚒
日

52
仙洞

鎮
守
北
小
社
正
遷
宮
を
行
う

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

⚙
月
⚔
日

52
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

刑
部
卿
、
為
全
朝
臣
等
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

⚙
月
⚙
日

52
重
陽
御
会

内
裏
菊
添
佳
色

雅
久
朝
臣
〔
飛

鳥
井
少
将
〕

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
少
将
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
な
が
月
に
も
て
は
や
さ
れ
て
花
の
色
の
な
ほ
い

く
し
ほ
か
ま
さ
る
む
ら
菊
」。
准
后
御
方
・
女
房
達
：
准
后
御
方
、

宰
相
典
侍
、
督
典
侍
、
中
将
内
侍
、
侍
従
内
侍
、
命
婦
伊
豫
、
命

婦
大
御
乳
（
巻
末
）

文
政
⚕
年

⚙
月
11
日

52
仙洞

鎮
守
社
・
柿
本
社
に
参
拝

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

⚙
月
13
日

52
当
座
御
会

内
裏
組
題
30
首
（
⚒
字
題
）

光
格
：
池
月

秋
い
く
世
君
が
御
池
に
く
も
る

な
よ
み
づ
の
心
も
月
の
光
り
と

〔
院
御
製
〕

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
少
将
〕

権
中
納
言
〔
庭

田
重
能
卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
橋
月
：
あ
や
ふ
さ
も
影
に
忘
れ
て
渡
る
ら
む
月

こ
そ
し
る
べ
木
曽
の
か
け
橋
」

文
政
⚕
年

⚙
月
20
日

52
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

⚙
月
24
日

52
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚒
字
題
）

仁
孝
：
秋
浦
、
秋
木
、

秋
島

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
少
将
〕

雅
久
朝
臣
〔
飛

鳥
井
少
将
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
秋
浦
：
い
そ
づ
た
ひ
行
か
ふ
舟
も
紅
葉
ゞ
の
色

に
こ
が
る
ゝ
秋
の
う
ら
う
ら
、
秋
木
：
は
え
あ
れ
や
錦
染
な
す
も

み
ぢ
葉
に
ま
じ
る
み
ど
り
の
松
の
む
ら
立
、
秋
島
：
う
ら
が
る
ゝ

野
べ
の
ま
く
ず
の
秋
風
に
夜
寒
を
わ
び
て
鶉
な
く
ら
し
」

文
政
⚕
年

⚙
月
24
日

52
和
歌
当
座
御

会
仙
洞
組
題
30
首
（
⚒
～
⚔
字

題
）
光
格
：
朝
菊

露
霜
に
朝
毎
色
の
ま
さ
り
草
む

べ
万
代
も
長
月
の
花

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
少
将
〕

右
兵
衛
督
〔
藤

谷
為
脩
卿
〕

国
会
本
仙
洞

有
栖
川
宮
本
「
和
歌
当
座
御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
⚕
年

10
月
⚗
日

52
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

10
月
10
日

52
仙洞

玄
猪
の
儀

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

10
月
13
日

52
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

修
理
大
夫
、
恭
光
等
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

10
月
2 0
日

52
仙洞

壽
山
亭
で
獲
稲
を
ご
覧

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

10
月
2 1
日

52
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

年
月
日

年
齢

御
会
名

場
所

歌
題

光
格
天
皇
御
製
お
よ
び
事
項

題
者

奉
行

そ
の
他
の
諸
役

出
典

備
考

文
政
⚕
年

10
月
24
日

52
月
次
御
会

内
裏
松
上
霜
、
湖
千
鳥
、
寄

舟
恋

冷
泉
前
大
納
言

〔
為
則
卿
〕

右
衛
門
督
〔
万

里
小
路
建
房

卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
松
上
霜
：
ふ
か
み
ど
り
常
盤
の
松
も
し
ろ
妙
に

冬
を
わ
き
つ
ゝ
置
る
あ
さ
し
も
、
湖
千
鳥
：
鳰
の
海
や
比
良
山
か

ぜ
に
友
千
鳥
と
も
ま
ど
は
し
て
立
さ
わ
ぐ
こ
ゑ
、
寄
舟
恋
：
い
つ

ま
で
か
つ
れ
な
き
人
を
ま
つ
ら
舟
よ
る
べ
も
な
み
に
こ
が
れ
わ
び

つ
ゝ
」

文
政
⚕
年

10
月
27
日

52
和
歌
当
座
御

会
内
裏
組
題
30
首
（
⚑
～
⚒
字

題
）
光
格
：
千
鳥

む
ら
千
鳥
声
打
む
れ
て
群
く
る

は
沖
の
小
島
に
浪
立
ら
し
も

〔
院
御
製
〕

左
衛
門
督
〔
飛

鳥
井
雅
光
卿
〕

右
兵
衛
督
〔
藤

谷
為
脩
卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
霜
：
お
と
た
て
し
軒
ば
の
荻
も
枯
ふ
し
て
霜
の

み
ふ
か
き
庭
の
寒
け
さ
」

文
政
⚕
年

11
月
13
日

52
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

11
月
24
日

52
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚑
～
⚔

字
題
）
仁
孝
：
霰
、
不

逢
恋
、
山
家

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
少
将
〕

雅
久
朝
臣
〔
飛

鳥
井
少
将
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
霰
：
閨
寒
み
小
夜
更
ぬ
ら
し
さ
ゝ
の
葉
に
あ
ら

れ
み
だ
る
ゝ
お
と
も
身
に
し
む
、
不
逢
恋
：
こ
が
れ
わ
び
あ
は
で

袖
の
み
し
ほ
た
る
ゝ
浦
の
塩
や
く
海
人
な
ら
ね
ど
も
、
山
家
：
月

花
の
み
や
こ
を
よ
そ
に
す
み
し
む
る
み
や
ま
の
お
く
の
い
ほ
ぞ
し

づ
け
き
」

文
政
⚕
年

11
月
26
日

52
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

三
位
中
将
、
久
雄
朝
臣
等
を
召

す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

12
月
⚔
日

52
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

12
月
21
日

52
仙洞

紅
葉

賀
茂
社
法
楽
和
歌
御
会
を
行
う

坊
城
中
納
言

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

12
月
24
日

52
月
次
御
会

内
裏
連
日
雪
、
年
内
鴬
、
巌

頭
苔

雅
久
朝
臣
〔
飛

鳥
井
少
将
〕

雅
久
朝
臣
〔
飛

鳥
井
少
将
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
連
日
雪
：
け
ぬ
が
う
へ
に
猶
降
そ
ひ
て
庭
の
面

は
た
ゞ
し
ろ
妙
の
雪
の
此
ご
ろ
、
年
内
鴬
：
か
つ
咲
し
梅
の
に
ほ

ひ
や
さ
そ
ひ
け
む
年
の
こ
な
た
に
う
ぐ
ひ
す
の
な
く
、
巌
頭
苔
：

天
つ
袖
な
づ
る
や
い
く
世
う
ご
き
な
き
い
は
ほ
に
か
ゝ
る
苔
の
こ

ろ
も
は
」

文
政
⚕
年

12
月
25
日

52
仙洞

夜
、
別
殿
（
呉
服
所
）
に
渡
御
。

大
原
三
位
、
実
久
、
実
孚
等
を

召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

⚑
月
⚑
日

53
仙洞

四
方
拝
に
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

⚑
月
⚒
日

53
仙洞

御
歯
固
、
拝
礼
あ
り
。
諸
臣
に

謁
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

⚑
月
⚓
日

53
仙洞

吉
書
御
覧
の
た
め
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

⚑
月
⚔
日

53
内裏

禁
裏
に
御
幸
始

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

⚑
月
⚗
日

53
仙洞

千
秋
万
歳
・
白
馬
御
覧

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

⚑
月
⚘
日

53
仙洞

大
和
万
歳
・
臨
時
万
歳
御
覧

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

⚑
月
1 3
日

53
仙洞

諸
礼
を
行
う
。
弘
御
所
・
小
御

所
に
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

⚑
月
1 4
日

53
仙洞

太
元
帥
法
・
後
七
日
御
修
法
結

願
の
た
め
両
法
阿
闍
梨
参
院
。

弘
御
所
に
出
御
し
謁
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

⚑
月
1 5
日

53
仙洞

御
吉
書
・
三
毬
打
の
た
め
小
御

所
に
出
御

光
格
天
皇
実
録
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文
政
⚕
年

⚘
月
24
日

52
月
次
御
会

内
裏
嵯
峨
野
虫
、
須
磨
浦

月
、
葛
城
山
雲

左
衛
門
督
〔
飛

鳥
井
雅
光
卿
〕

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
少
将
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
嵯
峨
野
虫
：
所
が
ら
わ
き
て
あ
や
お
る
む
し
の

ね
や
さ
が
野
の
原
の
花
の
千
種
に
、
須
磨
浦
月
：
す
ま
の
浦
や
せ

き
吹
こ
ゆ
る
秋
風
に
波
路
を
ひ
ろ
み
す
め
る
月
影
、
葛
城
山
雲
：

か
づ
ら
き
や
た
か
ま
の
山
の
あ
き
の
色
に
か
ゝ
る
も
さ
む
し
嶺
の

し
ら
雲
」

文
政
⚕
年

⚘
月
24
日

52
仙洞

一
乗
院
尊
誠
親
王
、
薨
去
。
こ

の
日
よ
り
三
日
間
、
物
音
を
停

む

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

⚘
月
27
日

52
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

⚙
月
⚑
日

52
仙洞

鎮
守
本
社
正
遷
宮
を
行
う

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

⚙
月
⚒
日

52
仙洞

鎮
守
北
小
社
正
遷
宮
を
行
う

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

⚙
月
⚔
日

52
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

刑
部
卿
、
為
全
朝
臣
等
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

⚙
月
⚙
日

52
重
陽
御
会

内
裏
菊
添
佳
色

雅
久
朝
臣
〔
飛

鳥
井
少
将
〕

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
少
将
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
な
が
月
に
も
て
は
や
さ
れ
て
花
の
色
の
な
ほ
い

く
し
ほ
か
ま
さ
る
む
ら
菊
」。
准
后
御
方
・
女
房
達
：
准
后
御
方
、

宰
相
典
侍
、
督
典
侍
、
中
将
内
侍
、
侍
従
内
侍
、
命
婦
伊
豫
、
命

婦
大
御
乳
（
巻
末
）

文
政
⚕
年

⚙
月
11
日

52
仙洞

鎮
守
社
・
柿
本
社
に
参
拝

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

⚙
月
13
日

52
当
座
御
会

内
裏
組
題
30
首
（
⚒
字
題
）

光
格
：
池
月

秋
い
く
世
君
が
御
池
に
く
も
る

な
よ
み
づ
の
心
も
月
の
光
り
と

〔
院
御
製
〕

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
少
将
〕

権
中
納
言
〔
庭

田
重
能
卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
橋
月
：
あ
や
ふ
さ
も
影
に
忘
れ
て
渡
る
ら
む
月

こ
そ
し
る
べ
木
曽
の
か
け
橋
」

文
政
⚕
年

⚙
月
20
日

52
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

⚙
月
24
日

52
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚒
字
題
）

仁
孝
：
秋
浦
、
秋
木
、

秋
島

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
少
将
〕

雅
久
朝
臣
〔
飛

鳥
井
少
将
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
秋
浦
：
い
そ
づ
た
ひ
行
か
ふ
舟
も
紅
葉
ゞ
の
色

に
こ
が
る
ゝ
秋
の
う
ら
う
ら
、
秋
木
：
は
え
あ
れ
や
錦
染
な
す
も

み
ぢ
葉
に
ま
じ
る
み
ど
り
の
松
の
む
ら
立
、
秋
島
：
う
ら
が
る
ゝ

野
べ
の
ま
く
ず
の
秋
風
に
夜
寒
を
わ
び
て
鶉
な
く
ら
し
」

文
政
⚕
年

⚙
月
24
日

52
和
歌
当
座
御

会
仙
洞
組
題
30
首
（
⚒
～
⚔
字

題
）
光
格
：
朝
菊

露
霜
に
朝
毎
色
の
ま
さ
り
草
む

べ
万
代
も
長
月
の
花

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
少
将
〕

右
兵
衛
督
〔
藤

谷
為
脩
卿
〕

国
会
本
仙
洞

有
栖
川
宮
本
「
和
歌
当
座
御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
⚕
年

10
月
⚗
日

52
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

10
月
10
日

52
仙洞

玄
猪
の
儀

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

10
月
13
日

52
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

修
理
大
夫
、
恭
光
等
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

10
月
2 0
日

52
仙洞

壽
山
亭
で
獲
稲
を
ご
覧

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

10
月
2 1
日

52
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

10
月
24
日

52
月
次
御
会

内
裏
松
上
霜
、
湖
千
鳥
、
寄

舟
恋

冷
泉
前
大
納
言

〔
為
則
卿
〕

右
衛
門
督
〔
万

里
小
路
建
房

卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
松
上
霜
：
ふ
か
み
ど
り
常
盤
の
松
も
し
ろ
妙
に

冬
を
わ
き
つ
ゝ
置
る
あ
さ
し
も
、
湖
千
鳥
：
鳰
の
海
や
比
良
山
か

ぜ
に
友
千
鳥
と
も
ま
ど
は
し
て
立
さ
わ
ぐ
こ
ゑ
、
寄
舟
恋
：
い
つ

ま
で
か
つ
れ
な
き
人
を
ま
つ
ら
舟
よ
る
べ
も
な
み
に
こ
が
れ
わ
び

つ
ゝ
」

文
政
⚕
年

10
月
27
日

52
和
歌
当
座
御

会
内
裏
組
題
30
首
（
⚑
～
⚒
字

題
）
光
格
：
千
鳥

む
ら
千
鳥
声
打
む
れ
て
群
く
る

は
沖
の
小
島
に
浪
立
ら
し
も

〔
院
御
製
〕

左
衛
門
督
〔
飛

鳥
井
雅
光
卿
〕

右
兵
衛
督
〔
藤

谷
為
脩
卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
霜
：
お
と
た
て
し
軒
ば
の
荻
も
枯
ふ
し
て
霜
の

み
ふ
か
き
庭
の
寒
け
さ
」

文
政
⚕
年

11
月
13
日

52
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

11
月
24
日

52
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚑
～
⚔

字
題
）
仁
孝
：
霰
、
不

逢
恋
、
山
家

為
全
朝
臣
〔
冷

泉
少
将
〕

雅
久
朝
臣
〔
飛

鳥
井
少
将
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
霰
：
閨
寒
み
小
夜
更
ぬ
ら
し
さ
ゝ
の
葉
に
あ
ら

れ
み
だ
る
ゝ
お
と
も
身
に
し
む
、
不
逢
恋
：
こ
が
れ
わ
び
あ
は
で

袖
の
み
し
ほ
た
る
ゝ
浦
の
塩
や
く
海
人
な
ら
ね
ど
も
、
山
家
：
月

花
の
み
や
こ
を
よ
そ
に
す
み
し
む
る
み
や
ま
の
お
く
の
い
ほ
ぞ
し

づ
け
き
」

文
政
⚕
年

11
月
26
日

52
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

三
位
中
将
、
久
雄
朝
臣
等
を
召

す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

12
月
⚔
日

52
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

12
月
21
日

52
仙洞

紅
葉

賀
茂
社
法
楽
和
歌
御
会
を
行
う

坊
城
中
納
言

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚕
年

12
月
24
日

52
月
次
御
会

内
裏
連
日
雪
、
年
内
鴬
、
巌

頭
苔

雅
久
朝
臣
〔
飛

鳥
井
少
将
〕

雅
久
朝
臣
〔
飛

鳥
井
少
将
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
連
日
雪
：
け
ぬ
が
う
へ
に
猶
降
そ
ひ
て
庭
の
面

は
た
ゞ
し
ろ
妙
の
雪
の
此
ご
ろ
、
年
内
鴬
：
か
つ
咲
し
梅
の
に
ほ

ひ
や
さ
そ
ひ
け
む
年
の
こ
な
た
に
う
ぐ
ひ
す
の
な
く
、
巌
頭
苔
：

天
つ
袖
な
づ
る
や
い
く
世
う
ご
き
な
き
い
は
ほ
に
か
ゝ
る
苔
の
こ

ろ
も
は
」

文
政
⚕
年

12
月
25
日

52
仙洞

夜
、
別
殿
（
呉
服
所
）
に
渡
御
。

大
原
三
位
、
実
久
、
実
孚
等
を

召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

⚑
月
⚑
日

53
仙洞

四
方
拝
に
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

⚑
月
⚒
日

53
仙洞

御
歯
固
、
拝
礼
あ
り
。
諸
臣
に

謁
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

⚑
月
⚓
日

53
仙洞

吉
書
御
覧
の
た
め
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

⚑
月
⚔
日

53
内裏

禁
裏
に
御
幸
始

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

⚑
月
⚗
日

53
仙洞

千
秋
万
歳
・
白
馬
御
覧

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

⚑
月
⚘
日

53
仙洞

大
和
万
歳
・
臨
時
万
歳
御
覧

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

⚑
月
1 3
日

53
仙洞

諸
礼
を
行
う
。
弘
御
所
・
小
御

所
に
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

⚑
月
1 4
日

53
仙洞

太
元
帥
法
・
後
七
日
御
修
法
結

願
の
た
め
両
法
阿
闍
梨
参
院
。

弘
御
所
に
出
御
し
謁
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

⚑
月
1 5
日

53
仙洞

御
吉
書
・
三
毬
打
の
た
め
小
御

所
に
出
御

光
格
天
皇
実
録
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文
政
⚖
年

⚑
月
18
日

53
御
会
始

仙
洞
水
樹
多
佳
趣

氷
と
け
み
づ
ぬ
る
む
江
の
な
み

の
あ
や
お
る
や
つ
ゝ
み
の
青
柳

の
い
と

左
衛
門
督

雅
久

読
師
：
鷲
尾
大
納
言
、

講
師
：
共
福
、
発
声
：

左
衛
門
督

有
栖
川
宮
本

准
后
御
方
・
女
房
達
：
准
后
御
方
、
大
す
け
、
新
大
納
言
、
菖
蒲

小
路
、
中
将
の
な
い
し
、
小
少
将
、
小
侍
従
、
命
婦
伊
与
、
命
婦

は
う
き
、
紀
伊
（
巻
末
）。
「
和
歌
御
会
始
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
、
御

製
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実
録
）

文
政
⚖
年

⚑
月
30
日

53
仙洞

小
御
所
に
お
い
て
管
弦
の
御
遊

を
行
う
。
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

⚒
月
⚒
日

53
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

⚒
月
⚘
日

53
仙洞

夜
、
別
殿
（
呉
服
所
）
に
渡
御
。

男
女
、
召
さ
ず

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

⚒
月
22
日

53
水
無
瀬
宮
御

法
楽

仙
洞
組
題
20
首
（
⚓
～
⚔
字

題
）
光
格
：
霞
知
春

山
た
か
み
雪
も
さ
な
が
ら
う
づ

も
れ
て
は
る
を
水
無
瀬
に
立
霞

か
な

為
全
朝
臣

俊
明

講
師
：
光
成
朝
臣

有
栖
川
宮
本
「
小
御
所
ニ
於
テ
水
無
瀬
宮
御
法
楽
和
歌
ノ
披
講
ア
リ
」（
光
格
天

皇
実
録
）

文
政
⚖
年

⚒
月
25
日

53
聖
廟
御
法
楽

仙
洞
組
題
50
首
（
⚒
字
題
）

光
格
：
梅
香

萬
木
の
花
て
ふ
花
の
花
の
香
も

む
め
の
に
ほ
ひ
に
何
及
ぶ
べ
き

雅
久
朝
臣

建
房

隆
光

有
栖
川
宮
本
「
小
御
所
ニ
於
テ
聖
廟
御
法
楽
和
歌
ノ
読
上
ア
リ
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
⚖
年

⚓
月
⚗
日

53
御
会
始

内
裏
霞
満
山

佐
ほ
姫
の
春
の
こ
ろ
も
の
お
り

は
へ
て
か
す
み
か
ゝ
ら
ぬ
山
は

あ
ら
じ
な
〔
院
御
製
〕

雅
久
朝
臣
〔
右

少
将
〕

左
衛
門
督
〔
雅

光
卿
〕

読
師
：
花
山
院
大
納
言

〔
家
厚
卿
〕、
講
師
：
基

茂
朝
臣
〔
頭
右
中
将
〕、

発
声
：
権
中
納
言
〔
重

能
卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
、
光
格
上
皇
御
製
の
順
に
掲
載
。
仁
孝
天
皇
御
製

「
は
る
霞
み
ね
に
も
尾
に
も
棚
引
て
ひ
と
つ
み
ど
り
の
や
ま
の
色

か
な
」（
巻
頭
）。
准
后
御
方
・
女
房
達
：
准
后
、
大
典
侍
、
宰
相

典
侍
、
督
典
侍
、
新
大
納
言
、
中
将
内
侍
、
侍
従
内
侍
、
命
婦
伊

豫
、
命
婦
伯
耆
、
命
婦
大
御
乳
（
巻
末
）

文
政
⚖
年

⚓
月
⚘
日

53
仙洞

小
御
所
に
お
い
て
管
弦
の
御
遊

を
行
う
。
出
御
、
筝
の
御
所
作

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

⚓
月
10
日

53
当
座
御
会

内
裏
組
題
30
首
（
⚒
字
題
）

光
格
：
江
鷺

あ
ら
ふ
江
に
波
よ
り
し
ろ
く
た

つ
鷺
や
桜
柳
の
春
の
に
し
き
を

冷
泉
前
大
納
言

〔
為
則
卿
〕

右
衛
門
督
〔
建

房
卿
〕

共
福
〔
蔵
人
権
右
中

弁
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
朝
霞
：
い
づ
る
日
の
影
も
の
ど
か
に
山
と
り
の

尾
上
を
か
け
て
立
か
す
む
空
」（
巻
頭
）

文
政
⚖
年

⚓
月
10
日

53
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

⚓
月
18
日

53
神
影
供

仙
洞
花
色
春
久

年
ご
と
に
物
お
も
ひ
な
き
花
を

見
て
こ
ゝ
ろ
の
ど
け
き
は
る
に

も
あ
る
哉

為
全
朝
臣

雅
久

読
師
：
花
山
院
大
納

言
、
講
師
：
為
全
朝
臣
、

発
声
：
権
中
納
言

有
栖
川
宮
本
「
柿
本
神
影
供
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実
録
）

文
政
⚖
年

⚓
月
19
日

53
仙洞

夜
、
別
殿
（
呉
服
所
）
に
渡
御
。

刑
部
卿
、
恭
光
等
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

⚓
月
21
日

53
仙洞

鎮
守
社
に
参
拝

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

⚓
月
22
日

53
水
無
瀬
宮
御

法
楽
〔
去
月

分
〕

内
裏
組
題
20
首
（
⚓
～
⚔
字

題
）
仁
孝
：
水
郷
霞

雅
久
朝
臣
〔
右

少
将
〕

権
中
納
言
〔
重

能
卿
〕

講
師
：
雅
久
朝
臣
〔
右

少
将
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
水
郷
霞
：
水
無
瀬
河
波
も
の
ど
か
に
霞
み
つ
ゝ

み
ど
り
に
む
か
ふ
山
本
の
は
る
」

文
政
⚖
年

⚓
月
24
日

53
月
次
御
会

内
裏
組
題
⚕
首
（
⚑
～
⚒
字

題
）
仁
孝
：
花
、
月
、
雪

左
衛
門
督
〔
雅

光
卿
〕

為
全
朝
臣
〔
左

少
将
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
花
：
此
ご
ろ
は
い
づ
く
も
花
の
咲
み
ち
て
い
ろ

か
に
匂
ふ
春
風
の
そ
ら
、
月
：
秋
風
の
更
行
ま
ゝ
に
雲
は
れ
て
か

げ
す
み
渡
る
中
空
の
月
、
雪
：
し
ば
し
猶
は
ら
は
で
み
ば
や
雪
に

今
朝
な
び
く
も
あ
か
ぬ
庭
の
く
れ
竹
」

文
政
⚖
年

⚓
月
2 6
日

53
仙洞

内
々
、
猿
楽
御
覧

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

⚓
月
3 0
日

53
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

年
月
日

年
齢

御
会
名

場
所

歌
題

光
格
天
皇
御
製
お
よ
び
事
項

題
者

奉
行

そ
の
他
の
諸
役

出
典

備
考

文
政
⚖
年

⚔
月
⚒
日

53
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

⚔
月
⚓
日

53
仙洞

仁
孝
天
皇
の
皇
女
な
ら
び
に
准

后
藤
原
繁
子
（
27
）、
薨
去
。

こ
の
日
よ
り
五
日
間
、
物
音
を

停
む

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

⚔
月
11
日

53
新
皇
嘉
門
院
（
藤
原
繁
子
）
入

棺
の
儀
。
こ
の
日
よ
り
天
下
觸

穢

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

⚕
月
⚗
日

53
新
皇
嘉
門
院
の
た
め
に
般
舟
三

昧
院
に
お
い
て
御
法
会
を
行
う

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

⚕
月
14
日

53
新
皇
嘉
門
院
の
た
め
に
泉
涌
寺

に
お
い
て
法
用
弥
陀
三
昧
を
行

う

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

⚕
月
21
日

53
仙洞

新
皇
嘉
門
院
尽
七
日
忌
に
よ

り
、
代
参
と
し
て
正
三
位
東
久

世
通
岑
を
般
舟
三
昧
院
な
ら
び

に
泉
涌
寺
に
遣
わ
す
。
ま
た
民

部
卿
冷
泉
為
訓
を
も
っ
て
法
華

経
一
部
を
泉
涌
寺
に
納
め
、
御

香
奠
を
備
え
さ
せ
る

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

⚕
月
22
日

53
仙洞

新
皇
嘉
門
院
の
た
め
に
承
真
親

王
に
仙
洞
に
お
い
て
御
法
会
を

行
わ
せ
る

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

⚖
月
⚓
日

53
仙洞

觸
穢
竟
清
祓
あ
り

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

⚖
月
⚗
日

53
仙洞

壽
山
亭
で
挿
秧
を
御
覧

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

⚖
月
14
日

53
仙洞

石
清
水
社
法
楽
和
歌
御
会
を
行

う
右
兵
衛
督

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

⚖
月
16
日

53
聖
廟
御
法
楽

〔
去
二
月
分
〕

内
裏
組
題
50
首
（
⚒
～
⚓
字

題
）
仁
孝
：
立
春

為
全
朝
臣
〔
左

少
将
〕

雅
久
朝
臣
〔
右

少
将
〕

講
師
：
為
全
朝
臣
〔
左

少
将
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
立
春
：
松
梅
も
か
す
み
あ
ひ
つ
ゝ
春
は
は
や
き

た
野
ゝ
も
り
に
立
は
じ
む
ら
し
」（
巻
頭
）

文
政
⚖
年

⚖
月
16
日

53
仙洞

嘉
祚
の
儀
の
た
め
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

⚖
月
17
日

53
仙洞

夜
、
別
殿
（
呉
服
所
）
に
渡
御
。

大
原
三
位
、
通
修
等
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

⚖
月
23
日

53
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

⚖
月
24
日

53
月
次
御
会

内
裏
風
前
夏
草
、
瀧
辺
蝉

声
、
名
所
眺
望

雅
久
朝
臣
〔
右

少
将
〕

為
全
朝
臣
〔
左

少
将
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
風
前
夏
草
：
吹
風
の
い
ろ
も
す
ゞ
し
く
し
ら
露

の
玉
を
ち
ら
せ
る
庭
の
な
つ
草
、
瀧
辺
蝉
声
：
た
き
の
い
と
の

か
ゝ
る
い
は
ね
の
木
間
よ
り
涼
し
く
ひ
び
く
せ
み
の
も
ろ
ご
ゑ
、

名
所
眺
望
：
わ
た
の
原
見
わ
た
す
ま
ゝ
に
は
る
ば
る
と
八
十
島
か

け
て
晴
る
ゆ
ふ
な
ぎ
」

文
政
⚖
年

⚖
月
2 4
日

53
賀
茂
社
御
法

楽
仙洞

組
題
50
首

小
御
所
に
お
い
て
賀
茂
社
法
楽

和
歌
御
会
を
行
う

冷
泉
前
大
納
言

右
兵
衛
督

講
師
：
為
全
朝
臣

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

⚖
月
2 5
日

53
聖
廟
御
法
楽

内
裏
組
題
50
首
（
⚒
～
⚔
字

題
）
仁
孝
：
瞿
麦
露

雅
久
朝
臣
〔
右

少
将
〕

権
中
納
言
〔
重

能
卿
〕

講
師
：
基
茂
朝
臣
〔
頭

右
中
将
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
瞿
麦
露
：
白
露
は
か
ざ
し
の
玉
と
置
そ
へ
て
こ

と
に
色
ま
す
な
で
し
こ
の
花
」
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文
政
⚖
年

⚑
月
18
日

53
御
会
始

仙
洞
水
樹
多
佳
趣

氷
と
け
み
づ
ぬ
る
む
江
の
な
み

の
あ
や
お
る
や
つ
ゝ
み
の
青
柳

の
い
と

左
衛
門
督

雅
久

読
師
：
鷲
尾
大
納
言
、

講
師
：
共
福
、
発
声
：

左
衛
門
督

有
栖
川
宮
本

准
后
御
方
・
女
房
達
：
准
后
御
方
、
大
す
け
、
新
大
納
言
、
菖
蒲

小
路
、
中
将
の
な
い
し
、
小
少
将
、
小
侍
従
、
命
婦
伊
与
、
命
婦

は
う
き
、
紀
伊
（
巻
末
）。
「
和
歌
御
会
始
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
、
御

製
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実
録
）

文
政
⚖
年

⚑
月
30
日

53
仙洞

小
御
所
に
お
い
て
管
弦
の
御
遊

を
行
う
。
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

⚒
月
⚒
日

53
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

⚒
月
⚘
日

53
仙洞

夜
、
別
殿
（
呉
服
所
）
に
渡
御
。

男
女
、
召
さ
ず

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

⚒
月
22
日

53
水
無
瀬
宮
御

法
楽

仙
洞
組
題
20
首
（
⚓
～
⚔
字

題
）
光
格
：
霞
知
春

山
た
か
み
雪
も
さ
な
が
ら
う
づ

も
れ
て
は
る
を
水
無
瀬
に
立
霞

か
な

為
全
朝
臣

俊
明

講
師
：
光
成
朝
臣

有
栖
川
宮
本
「
小
御
所
ニ
於
テ
水
無
瀬
宮
御
法
楽
和
歌
ノ
披
講
ア
リ
」（
光
格
天

皇
実
録
）

文
政
⚖
年

⚒
月
25
日

53
聖
廟
御
法
楽

仙
洞
組
題
50
首
（
⚒
字
題
）

光
格
：
梅
香

萬
木
の
花
て
ふ
花
の
花
の
香
も

む
め
の
に
ほ
ひ
に
何
及
ぶ
べ
き

雅
久
朝
臣

建
房

隆
光

有
栖
川
宮
本
「
小
御
所
ニ
於
テ
聖
廟
御
法
楽
和
歌
ノ
読
上
ア
リ
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
⚖
年

⚓
月
⚗
日

53
御
会
始

内
裏
霞
満
山

佐
ほ
姫
の
春
の
こ
ろ
も
の
お
り

は
へ
て
か
す
み
か
ゝ
ら
ぬ
山
は

あ
ら
じ
な
〔
院
御
製
〕

雅
久
朝
臣
〔
右

少
将
〕

左
衛
門
督
〔
雅

光
卿
〕

読
師
：
花
山
院
大
納
言

〔
家
厚
卿
〕、
講
師
：
基

茂
朝
臣
〔
頭
右
中
将
〕、

発
声
：
権
中
納
言
〔
重

能
卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
、
光
格
上
皇
御
製
の
順
に
掲
載
。
仁
孝
天
皇
御
製

「
は
る
霞
み
ね
に
も
尾
に
も
棚
引
て
ひ
と
つ
み
ど
り
の
や
ま
の
色

か
な
」（
巻
頭
）。
准
后
御
方
・
女
房
達
：
准
后
、
大
典
侍
、
宰
相

典
侍
、
督
典
侍
、
新
大
納
言
、
中
将
内
侍
、
侍
従
内
侍
、
命
婦
伊

豫
、
命
婦
伯
耆
、
命
婦
大
御
乳
（
巻
末
）

文
政
⚖
年

⚓
月
⚘
日

53
仙洞

小
御
所
に
お
い
て
管
弦
の
御
遊

を
行
う
。
出
御
、
筝
の
御
所
作

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

⚓
月
10
日

53
当
座
御
会

内
裏
組
題
30
首
（
⚒
字
題
）

光
格
：
江
鷺

あ
ら
ふ
江
に
波
よ
り
し
ろ
く
た

つ
鷺
や
桜
柳
の
春
の
に
し
き
を

冷
泉
前
大
納
言

〔
為
則
卿
〕

右
衛
門
督
〔
建

房
卿
〕

共
福
〔
蔵
人
権
右
中

弁
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
朝
霞
：
い
づ
る
日
の
影
も
の
ど
か
に
山
と
り
の

尾
上
を
か
け
て
立
か
す
む
空
」（
巻
頭
）

文
政
⚖
年

⚓
月
10
日

53
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

⚓
月
18
日

53
神
影
供

仙
洞
花
色
春
久

年
ご
と
に
物
お
も
ひ
な
き
花
を

見
て
こ
ゝ
ろ
の
ど
け
き
は
る
に

も
あ
る
哉

為
全
朝
臣

雅
久

読
師
：
花
山
院
大
納

言
、
講
師
：
為
全
朝
臣
、

発
声
：
権
中
納
言

有
栖
川
宮
本
「
柿
本
神
影
供
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実
録
）

文
政
⚖
年

⚓
月
19
日

53
仙洞

夜
、
別
殿
（
呉
服
所
）
に
渡
御
。

刑
部
卿
、
恭
光
等
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

⚓
月
21
日

53
仙洞

鎮
守
社
に
参
拝

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

⚓
月
22
日

53
水
無
瀬
宮
御

法
楽
〔
去
月

分
〕

内
裏
組
題
20
首
（
⚓
～
⚔
字

題
）
仁
孝
：
水
郷
霞

雅
久
朝
臣
〔
右

少
将
〕

権
中
納
言
〔
重

能
卿
〕

講
師
：
雅
久
朝
臣
〔
右

少
将
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
水
郷
霞
：
水
無
瀬
河
波
も
の
ど
か
に
霞
み
つ
ゝ

み
ど
り
に
む
か
ふ
山
本
の
は
る
」

文
政
⚖
年

⚓
月
24
日

53
月
次
御
会

内
裏
組
題
⚕
首
（
⚑
～
⚒
字

題
）
仁
孝
：
花
、
月
、
雪

左
衛
門
督
〔
雅

光
卿
〕

為
全
朝
臣
〔
左

少
将
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
花
：
此
ご
ろ
は
い
づ
く
も
花
の
咲
み
ち
て
い
ろ

か
に
匂
ふ
春
風
の
そ
ら
、
月
：
秋
風
の
更
行
ま
ゝ
に
雲
は
れ
て
か

げ
す
み
渡
る
中
空
の
月
、
雪
：
し
ば
し
猶
は
ら
は
で
み
ば
や
雪
に

今
朝
な
び
く
も
あ
か
ぬ
庭
の
く
れ
竹
」

文
政
⚖
年

⚓
月
2 6
日

53
仙洞

内
々
、
猿
楽
御
覧

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

⚓
月
3 0
日

53
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

⚔
月
⚒
日

53
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

⚔
月
⚓
日

53
仙洞

仁
孝
天
皇
の
皇
女
な
ら
び
に
准

后
藤
原
繁
子
（
27
）、
薨
去
。

こ
の
日
よ
り
五
日
間
、
物
音
を

停
む

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

⚔
月
11
日

53
新
皇
嘉
門
院
（
藤
原
繁
子
）
入

棺
の
儀
。
こ
の
日
よ
り
天
下
觸

穢

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

⚕
月
⚗
日

53
新
皇
嘉
門
院
の
た
め
に
般
舟
三

昧
院
に
お
い
て
御
法
会
を
行
う

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

⚕
月
14
日

53
新
皇
嘉
門
院
の
た
め
に
泉
涌
寺

に
お
い
て
法
用
弥
陀
三
昧
を
行

う

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

⚕
月
21
日

53
仙洞

新
皇
嘉
門
院
尽
七
日
忌
に
よ

り
、
代
参
と
し
て
正
三
位
東
久

世
通
岑
を
般
舟
三
昧
院
な
ら
び

に
泉
涌
寺
に
遣
わ
す
。
ま
た
民

部
卿
冷
泉
為
訓
を
も
っ
て
法
華

経
一
部
を
泉
涌
寺
に
納
め
、
御

香
奠
を
備
え
さ
せ
る

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

⚕
月
22
日

53
仙洞

新
皇
嘉
門
院
の
た
め
に
承
真
親

王
に
仙
洞
に
お
い
て
御
法
会
を

行
わ
せ
る

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

⚖
月
⚓
日

53
仙洞

觸
穢
竟
清
祓
あ
り

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

⚖
月
⚗
日

53
仙洞

壽
山
亭
で
挿
秧
を
御
覧

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

⚖
月
14
日

53
仙洞

石
清
水
社
法
楽
和
歌
御
会
を
行

う
右
兵
衛
督

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

⚖
月
16
日

53
聖
廟
御
法
楽

〔
去
二
月
分
〕

内
裏
組
題
50
首
（
⚒
～
⚓
字

題
）
仁
孝
：
立
春

為
全
朝
臣
〔
左

少
将
〕

雅
久
朝
臣
〔
右

少
将
〕

講
師
：
為
全
朝
臣
〔
左

少
将
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
立
春
：
松
梅
も
か
す
み
あ
ひ
つ
ゝ
春
は
は
や
き

た
野
ゝ
も
り
に
立
は
じ
む
ら
し
」（
巻
頭
）

文
政
⚖
年

⚖
月
16
日

53
仙洞

嘉
祚
の
儀
の
た
め
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

⚖
月
17
日

53
仙洞

夜
、
別
殿
（
呉
服
所
）
に
渡
御
。

大
原
三
位
、
通
修
等
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

⚖
月
23
日

53
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

⚖
月
24
日

53
月
次
御
会

内
裏
風
前
夏
草
、
瀧
辺
蝉

声
、
名
所
眺
望

雅
久
朝
臣
〔
右

少
将
〕

為
全
朝
臣
〔
左

少
将
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
風
前
夏
草
：
吹
風
の
い
ろ
も
す
ゞ
し
く
し
ら
露

の
玉
を
ち
ら
せ
る
庭
の
な
つ
草
、
瀧
辺
蝉
声
：
た
き
の
い
と
の

か
ゝ
る
い
は
ね
の
木
間
よ
り
涼
し
く
ひ
び
く
せ
み
の
も
ろ
ご
ゑ
、

名
所
眺
望
：
わ
た
の
原
見
わ
た
す
ま
ゝ
に
は
る
ば
る
と
八
十
島
か

け
て
晴
る
ゆ
ふ
な
ぎ
」

文
政
⚖
年

⚖
月
2 4
日

53
賀
茂
社
御
法

楽
仙洞

組
題
50
首

小
御
所
に
お
い
て
賀
茂
社
法
楽

和
歌
御
会
を
行
う

冷
泉
前
大
納
言

右
兵
衛
督

講
師
：
為
全
朝
臣

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

⚖
月
2 5
日

53
聖
廟
御
法
楽

内
裏
組
題
50
首
（
⚒
～
⚔
字

題
）
仁
孝
：
瞿
麦
露

雅
久
朝
臣
〔
右

少
将
〕

権
中
納
言
〔
重

能
卿
〕

講
師
：
基
茂
朝
臣
〔
頭

右
中
将
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
瞿
麦
露
：
白
露
は
か
ざ
し
の
玉
と
置
そ
へ
て
こ

と
に
色
ま
す
な
で
し
こ
の
花
」
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文
政
⚖
年

⚖
月
25
日

53
聖
廟
御
法
楽

仙
洞
組
題
50
首
（
⚒
字
題
）

光
格
：
夏
日

い
く
重
と
も
あ
や
し
き
峯
を

た
ゝ
む
雲
に
照
日
か
ゞ
や
く
水

無
月
の
空

冷
泉
前
大
納
言

為
脩

講
師
：
基
茂
朝
臣

有
栖
川
宮
本
「
小
御
所
ニ
於
テ
聖
廟
御
法
楽
和
歌
ノ
披
講
ア
リ
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
⚖
年

⚖
月
29
日

53
仙洞

六
月
祓
の
た
め
出
御
。
茅
輪
の

事
あ
り

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

⚗
月
⚗
日

53
七
夕
御
会

内
裏
七
夕
天

す
ゞ
し
さ
は
あ
ま
の
河
お
と
き

く
ば
か
り
ほ
し
合
の
影
の
澄
わ

た
る
そ
ら
〔
院
御
製
〕

冷
泉
前
大
納
言

〔
為
則
卿
〕

雅
久
朝
臣
〔
右

少
将
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
、
光
格
上
皇
御
製
、
大
宮
御
歌
の
順
に
掲
載
。
仁

孝
天
皇
御
製
「
久
か
た
の
天
の
か
は
な
み
こ
よ
ひ
こ
そ
星
の
逢
瀬

と
晴
わ
た
る
ら
め
」（
巻
頭
）。
大
宮
御
歌
「
ま
づ
む
か
ふ
こ
ゝ
ろ

も
と
も
に
す
ゞ
し
き
は
天
つ
ほ
し
合
の
そ
ら
に
ぞ
有
け
る
」。
女

房
達
：
大
典
侍
、
宰
相
典
侍
、
督
典
侍
、
新
大
納
言
、
中
将
内
侍
、

侍
従
内
侍
、
命
婦
伊
豫
、
命
婦
伯
耆
、
命
婦
大
御
乳
（
巻
末
）

文
政
⚖
年

⚗
月
12
日

53
桃
園
天
皇
の
聖
忌
・
新
皇
嘉
門

院
の
百
箇
日
の
た
め
泉
涌
寺
に

お
い
て
御
法
事

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

⚗
月
13
日

53
仙洞

新
皇
嘉
門
院
の
百
箇
日
忌
の
た

め
御
代
参
と
し
て
権
中
納
言
四

辻
公
説
を
般
舟
三
昧
院
・
泉
涌

寺
に
遣
わ
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

⚗
月
14
日

53
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

⚗
月
18
日

53
仙洞

下
御
霊
社
神
輿
を
御
拝

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

⚗
月
24
日

53
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚒
～
⚓

字
題
）
仁
孝
：
萩
盛
、

寄
風
恋
、
旅
泊

為
全
朝
臣
〔
左

少
将
〕

坊
城
中
納
言

〔
俊
明
卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
萩
盛
：
え
な
ら
ず
よ
こ
き
紫
に
咲
み
ち
て
露
も

色
そ
ふ
野
辺
の
秋
萩
、
寄
風
恋
：
思
ふ
方
の
た
よ
り
を
い
つ
と
ま

つ
の
戸
に
ふ
く
は
う
ら
め
し
軒
の
秋
風
、
旅
泊
：
い
く
夜
半
か
月

を
枕
に
し
き
た
へ
の
う
き
ね
に
な
れ
し
波
の
友
舟
」

文
政
⚖
年

⚗
月
28
日

53
仙洞

夜
、
別
殿
（
呉
服
所
）
に
渡
御
。

修
理
権
大
夫
、
実
孚
等
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

⚘
月
⚑
日

53
仙洞

八
朔
の
儀
あ
り

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

⚘
月
16
日

53
和
歌
当
座
御

会
内
裏
組
題
⚕
首
（
⚔
字
題
）

光
格
：
月
契
多
秋

月
と
ゝ
も
に
明
ら
け
き
影
を
た

め
し
に
て
ち
と
せ
も
み
が
け
君

が
代
の
秋
〔
院
御
製
〕

左
衛
門
督
〔
雅

光
卿
〕

冷
泉
前
大
納
言

〔
為
則
卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
不
知
夜
月
：
さ
や
け
さ
は
昨
日
の
秋
に
お
と
ら

め
や
名
に
お
ふ
月
の
い
ざ
よ
ひ
の
影
」（
巻
頭
）

文
政
⚖
年

⚘
月
18
日

53
仙洞

下
御
霊
社
神
輿
を
御
拝

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

⚘
月
23
日

53
当
座
御
会

仙
洞
組
題
30
首
（
⚒
字
題
）

光
格
：
若
菜

氷
と
け
春
立
沢
の
わ
か
水
を
く

む
手
も
ゆ
ら
に
根
ぜ
り
つ
ま
ゝ

し

雅
久

雅
久

講
師
：
為
全
朝
臣

有
栖
川
宮
本
「
和
歌
当
座
御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
⚖
年

⚘
月
24
日

53
月
次
御
会

内
裏
月
為
終
夜
友
、
鶉
鳴
草

花
中
、
稀
逢
不
絶
恋

左
衛
門
督
〔
雅

光
卿
〕

右
兵
衛
督
〔
為

脩
卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
月
為
終
夜
友
：
秋
の
夜
の
な
が
き
も
さ
ら
に
お

も
ほ
え
ず
見
つ
ゝ
な
ぐ
さ
む
月
を
友
と
て
、
鶉
鳴
草
花
中
：
は
ぎ

す
ゝ
き
花
の
に
し
き
の
床
し
め
て
な
く
や
う
づ
ら
の
声
も
え
な
ら

ず
、
稀
逢
不
絶
恋
：
わ
り
な
し
や
絶
は
て
も
せ
で
い
つ
ま
で
か
ま

れ
な
る
中
に
か
ゝ
る
ち
ぎ
り
は
」

文
政
⚖
年

⚘
月
2 6
日

53
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

年
月
日

年
齢

御
会
名

場
所

歌
題

光
格
天
皇
御
製
お
よ
び
事
項

題
者

奉
行

そ
の
他
の
諸
役

出
典

備
考

文
政
⚖
年

⚙
月
⚙
日

53
重
陽
御
会

内
裏
九
月
九
日
菊

為
全
朝
臣
〔
左

少
将
〕

冷
泉
前
大
納
言

〔
為
則
卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
名
に
し
お
ふ
な
が
月
の
け
ふ
月
も
日
も
こ
ゝ
の

が
さ
ね
に
匂
ふ
し
ら
ぎ
く
」。
女
房
達
：
大
典
侍
、
督
典
侍
、
中

将
内
侍
、
侍
従
内
侍
、
命
婦
伊
豫
、
命
婦
伯
耆
、
命
婦
大
御
乳
（
巻

末
）

文
政
⚖
年

⚙
月
10
日

53
仙洞

夜
、
別
殿
（
呉
服
所
）
に
渡
御
。

高
松
三
位
、
久
雄
朝
臣
等
を
召

す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

⚙
月
16
日

53
仙洞

前
右
大
臣
三
條
実
起
薨
去
。
こ

の
日
よ
り
三
日
間
、
物
音
を
停

む

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

⚙
月
21
日

53
仙洞

鎮
守
社
・
柿
本
社
に
参
拝

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

⚙
月
23
日

53
仙洞

修
学
院
御
茶
屋
御
幸
の
費
用
に

つ
い
て
、
御
附
衆
よ
り
両
役
に

申
達

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

⚙
月
24
日

53
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚒
～
⚔

字
題
）
仁
孝
：
山
路
菊
、

紅
葉
映
日
、
寄
絵
恋

雅
久
朝
臣
〔
右

少
将
〕

右
衛
門
督
〔
建

房
卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
山
路
菊
：
を
る
袖
に
こ
ぼ
る
ゝ
色
も
千
世
に
ほ

ふ
山
路
の
菊
の
花
の
し
ら
露
、
紅
葉
映
日
：
露
し
ぐ
れ
染
し
紅
葉

の
い
く
千
入
い
ま
一
し
ほ
と
照
す
日
の
影
、
寄
絵
恋
：
あ
だ
な
れ

や
す
が
た
こ
そ
み
れ
写
し
絵
は
思
ひ
の
か
ず
を
い
ふ
べ
く
も
な

し
」。
有
栖
川
宮
本
に
よ
れ
ば
、
仁
孝
天
皇
御
製
に
は
、
す
べ
て

「
後
日
被
出
」
と
注
が
あ
り
、
後
日
に
提
出
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か

る

文
政
⚖
年

⚙
月
27
日

53
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

10
月
⚒
日

53
当
座
御
会

仙
洞
組
題
20
首
（
⚓
字
題
）

光
格
：
篠
上
霰

冬
さ
れ
ば
霰
み
だ
れ
て
篠
の
葉

の
み
や
ま
も
さ
ら
に
嵐
ふ
く
な

り

為
全

為
則

有
栖
川
宮
本
「
和
歌
当
座
御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
⚖
年

10
月
⚔
日

53
仙洞

玄
猪
の
儀

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

10
月
⚗
日

53
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

10
月
15
日

53
仙洞

壽
山
亭
で
獲
稻
を
御
覧

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

10
月
18
日

53
内裏

猿
楽
御
覧
の
た
め
禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

10
月
22
日

53
仙洞

管
弦
の
御
遊
の
た
め
出
御
。
和

琴
の
御
所
作

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

10
月
23
日

53
仙洞

夜
、
別
殿
（
呉
服
所
）
に
渡
御
。

綾
小
路
三
位
、
重
徳
朝
臣
等
を

召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

10
月
24
日

53
当
座
御
会

内
裏
組
題
20
首
（
⚓
～
⚔
字

題
）
仁
孝
：
寄
鶴
祝

雅
久
朝
臣
〔
右

少
将
〕

為
全
朝
臣
〔
左

少
将
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
寄
鶴
祝
：
い
く
千
と
せ
つ
き
ぬ
齢
を
契
り
つ
ゝ

九
重
の
庭
に
な
る
ゝ
友
鶴
」

文
政
⚖
年

10
月
2 4
日

53
月
次
御
会

内
裏
待
初
雪
、
河
千
鳥
、
旅

行
暁

為
全
朝
臣
〔
左

少
将
〕

左
衛
門
督
〔
雅

光
卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
待
初
雪
：
神
無
月
ま
だ
冬
浅
き
毎
朝
毎
朝
待

る
ゝ
も
の
は
峯
の
は
つ
雪
、
河
千
鳥
：
友
千
鳥
と
も
よ
び
か
は
し

か
も
河
や
瀬
々
に
し
ば
鳴
こ
ゑ
も
寒
け
し
、
旅
行
暁
：
あ
ふ
さ
か

の
関
路
よ
ふ
か
く
こ
え
ゆ
け
ば
は
や
東
雲
の
鳥
の
こ
ゑ
ご
ゑ
」
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文
政
⚖
年

⚖
月
25
日

53
聖
廟
御
法
楽

仙
洞
組
題
50
首
（
⚒
字
題
）

光
格
：
夏
日

い
く
重
と
も
あ
や
し
き
峯
を

た
ゝ
む
雲
に
照
日
か
ゞ
や
く
水

無
月
の
空

冷
泉
前
大
納
言

為
脩

講
師
：
基
茂
朝
臣

有
栖
川
宮
本
「
小
御
所
ニ
於
テ
聖
廟
御
法
楽
和
歌
ノ
披
講
ア
リ
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
⚖
年

⚖
月
29
日

53
仙洞

六
月
祓
の
た
め
出
御
。
茅
輪
の

事
あ
り

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

⚗
月
⚗
日

53
七
夕
御
会

内
裏
七
夕
天

す
ゞ
し
さ
は
あ
ま
の
河
お
と
き

く
ば
か
り
ほ
し
合
の
影
の
澄
わ

た
る
そ
ら
〔
院
御
製
〕

冷
泉
前
大
納
言

〔
為
則
卿
〕

雅
久
朝
臣
〔
右

少
将
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
、
光
格
上
皇
御
製
、
大
宮
御
歌
の
順
に
掲
載
。
仁

孝
天
皇
御
製
「
久
か
た
の
天
の
か
は
な
み
こ
よ
ひ
こ
そ
星
の
逢
瀬

と
晴
わ
た
る
ら
め
」（
巻
頭
）。
大
宮
御
歌
「
ま
づ
む
か
ふ
こ
ゝ
ろ

も
と
も
に
す
ゞ
し
き
は
天
つ
ほ
し
合
の
そ
ら
に
ぞ
有
け
る
」。
女

房
達
：
大
典
侍
、
宰
相
典
侍
、
督
典
侍
、
新
大
納
言
、
中
将
内
侍
、

侍
従
内
侍
、
命
婦
伊
豫
、
命
婦
伯
耆
、
命
婦
大
御
乳
（
巻
末
）

文
政
⚖
年

⚗
月
12
日

53
桃
園
天
皇
の
聖
忌
・
新
皇
嘉
門

院
の
百
箇
日
の
た
め
泉
涌
寺
に

お
い
て
御
法
事

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

⚗
月
13
日

53
仙洞

新
皇
嘉
門
院
の
百
箇
日
忌
の
た

め
御
代
参
と
し
て
権
中
納
言
四

辻
公
説
を
般
舟
三
昧
院
・
泉
涌

寺
に
遣
わ
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

⚗
月
14
日

53
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

⚗
月
18
日

53
仙洞

下
御
霊
社
神
輿
を
御
拝

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

⚗
月
24
日

53
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚒
～
⚓

字
題
）
仁
孝
：
萩
盛
、

寄
風
恋
、
旅
泊

為
全
朝
臣
〔
左

少
将
〕

坊
城
中
納
言

〔
俊
明
卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
萩
盛
：
え
な
ら
ず
よ
こ
き
紫
に
咲
み
ち
て
露
も

色
そ
ふ
野
辺
の
秋
萩
、
寄
風
恋
：
思
ふ
方
の
た
よ
り
を
い
つ
と
ま

つ
の
戸
に
ふ
く
は
う
ら
め
し
軒
の
秋
風
、
旅
泊
：
い
く
夜
半
か
月

を
枕
に
し
き
た
へ
の
う
き
ね
に
な
れ
し
波
の
友
舟
」

文
政
⚖
年

⚗
月
28
日

53
仙洞

夜
、
別
殿
（
呉
服
所
）
に
渡
御
。

修
理
権
大
夫
、
実
孚
等
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

⚘
月
⚑
日

53
仙洞

八
朔
の
儀
あ
り

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

⚘
月
16
日

53
和
歌
当
座
御

会
内
裏
組
題
⚕
首
（
⚔
字
題
）

光
格
：
月
契
多
秋

月
と
ゝ
も
に
明
ら
け
き
影
を
た

め
し
に
て
ち
と
せ
も
み
が
け
君

が
代
の
秋
〔
院
御
製
〕

左
衛
門
督
〔
雅

光
卿
〕

冷
泉
前
大
納
言

〔
為
則
卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
不
知
夜
月
：
さ
や
け
さ
は
昨
日
の
秋
に
お
と
ら

め
や
名
に
お
ふ
月
の
い
ざ
よ
ひ
の
影
」（
巻
頭
）

文
政
⚖
年

⚘
月
18
日

53
仙洞

下
御
霊
社
神
輿
を
御
拝

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

⚘
月
23
日

53
当
座
御
会

仙
洞
組
題
30
首
（
⚒
字
題
）

光
格
：
若
菜

氷
と
け
春
立
沢
の
わ
か
水
を
く

む
手
も
ゆ
ら
に
根
ぜ
り
つ
ま
ゝ

し

雅
久

雅
久

講
師
：
為
全
朝
臣

有
栖
川
宮
本
「
和
歌
当
座
御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
⚖
年

⚘
月
24
日

53
月
次
御
会

内
裏
月
為
終
夜
友
、
鶉
鳴
草

花
中
、
稀
逢
不
絶
恋

左
衛
門
督
〔
雅

光
卿
〕

右
兵
衛
督
〔
為

脩
卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
月
為
終
夜
友
：
秋
の
夜
の
な
が
き
も
さ
ら
に
お

も
ほ
え
ず
見
つ
ゝ
な
ぐ
さ
む
月
を
友
と
て
、
鶉
鳴
草
花
中
：
は
ぎ

す
ゝ
き
花
の
に
し
き
の
床
し
め
て
な
く
や
う
づ
ら
の
声
も
え
な
ら

ず
、
稀
逢
不
絶
恋
：
わ
り
な
し
や
絶
は
て
も
せ
で
い
つ
ま
で
か
ま

れ
な
る
中
に
か
ゝ
る
ち
ぎ
り
は
」

文
政
⚖
年

⚘
月
2 6
日

53
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

⚙
月
⚙
日

53
重
陽
御
会

内
裏
九
月
九
日
菊

為
全
朝
臣
〔
左

少
将
〕

冷
泉
前
大
納
言

〔
為
則
卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
名
に
し
お
ふ
な
が
月
の
け
ふ
月
も
日
も
こ
ゝ
の

が
さ
ね
に
匂
ふ
し
ら
ぎ
く
」。
女
房
達
：
大
典
侍
、
督
典
侍
、
中

将
内
侍
、
侍
従
内
侍
、
命
婦
伊
豫
、
命
婦
伯
耆
、
命
婦
大
御
乳
（
巻

末
）

文
政
⚖
年

⚙
月
10
日

53
仙洞

夜
、
別
殿
（
呉
服
所
）
に
渡
御
。

高
松
三
位
、
久
雄
朝
臣
等
を
召

す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

⚙
月
16
日

53
仙洞

前
右
大
臣
三
條
実
起
薨
去
。
こ

の
日
よ
り
三
日
間
、
物
音
を
停

む

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

⚙
月
21
日

53
仙洞

鎮
守
社
・
柿
本
社
に
参
拝

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

⚙
月
23
日

53
仙洞

修
学
院
御
茶
屋
御
幸
の
費
用
に

つ
い
て
、
御
附
衆
よ
り
両
役
に

申
達

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

⚙
月
24
日

53
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚒
～
⚔

字
題
）
仁
孝
：
山
路
菊
、

紅
葉
映
日
、
寄
絵
恋

雅
久
朝
臣
〔
右

少
将
〕

右
衛
門
督
〔
建

房
卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
山
路
菊
：
を
る
袖
に
こ
ぼ
る
ゝ
色
も
千
世
に
ほ

ふ
山
路
の
菊
の
花
の
し
ら
露
、
紅
葉
映
日
：
露
し
ぐ
れ
染
し
紅
葉

の
い
く
千
入
い
ま
一
し
ほ
と
照
す
日
の
影
、
寄
絵
恋
：
あ
だ
な
れ

や
す
が
た
こ
そ
み
れ
写
し
絵
は
思
ひ
の
か
ず
を
い
ふ
べ
く
も
な

し
」。
有
栖
川
宮
本
に
よ
れ
ば
、
仁
孝
天
皇
御
製
に
は
、
す
べ
て

「
後
日
被
出
」
と
注
が
あ
り
、
後
日
に
提
出
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か

る

文
政
⚖
年

⚙
月
27
日

53
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

10
月
⚒
日

53
当
座
御
会

仙
洞
組
題
20
首
（
⚓
字
題
）

光
格
：
篠
上
霰

冬
さ
れ
ば
霰
み
だ
れ
て
篠
の
葉

の
み
や
ま
も
さ
ら
に
嵐
ふ
く
な

り

為
全

為
則

有
栖
川
宮
本
「
和
歌
当
座
御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
⚖
年

10
月
⚔
日

53
仙洞

玄
猪
の
儀

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

10
月
⚗
日

53
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

10
月
15
日

53
仙洞

壽
山
亭
で
獲
稻
を
御
覧

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

10
月
18
日

53
内裏

猿
楽
御
覧
の
た
め
禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

10
月
22
日

53
仙洞

管
弦
の
御
遊
の
た
め
出
御
。
和

琴
の
御
所
作

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

10
月
23
日

53
仙洞

夜
、
別
殿
（
呉
服
所
）
に
渡
御
。

綾
小
路
三
位
、
重
徳
朝
臣
等
を

召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

10
月
24
日

53
当
座
御
会

内
裏
組
題
20
首
（
⚓
～
⚔
字

題
）
仁
孝
：
寄
鶴
祝

雅
久
朝
臣
〔
右

少
将
〕

為
全
朝
臣
〔
左

少
将
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
寄
鶴
祝
：
い
く
千
と
せ
つ
き
ぬ
齢
を
契
り
つ
ゝ

九
重
の
庭
に
な
る
ゝ
友
鶴
」

文
政
⚖
年

10
月
2 4
日

53
月
次
御
会

内
裏
待
初
雪
、
河
千
鳥
、
旅

行
暁

為
全
朝
臣
〔
左

少
将
〕

左
衛
門
督
〔
雅

光
卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
待
初
雪
：
神
無
月
ま
だ
冬
浅
き
毎
朝
毎
朝
待

る
ゝ
も
の
は
峯
の
は
つ
雪
、
河
千
鳥
：
友
千
鳥
と
も
よ
び
か
は
し

か
も
河
や
瀬
々
に
し
ば
鳴
こ
ゑ
も
寒
け
し
、
旅
行
暁
：
あ
ふ
さ
か

の
関
路
よ
ふ
か
く
こ
え
ゆ
け
ば
は
や
東
雲
の
鳥
の
こ
ゑ
ご
ゑ
」
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文
政
⚖
年

11
月
⚙
日

53
仙洞

桃
園
天
皇
の
聖
忌
の
た
め
泉
涌

寺
に
お
い
て
御
法
事
。
御
代
参

と
し
て
参
議
左
兵
衛
督
高
倉
永

雅
を
般
舟
三
昧
院
・
泉
涌
寺
に

遣
わ
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

11
月
16
日

53
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

11
月
24
日

53
当
座
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
か
な
題
）

仁
孝
：
冬
の
田
、
人
を

ま
つ
、
ほ
し

左
衛
門
督
〔
雅

光
卿
〕

右
兵
衛
督
〔
為

脩
卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
冬
の
田
：
も
り
す
て
し
人
め
か
れ
行
冬
の
田
に

残
る
も
さ
び
し
し
づ
が
ゝ
り
い
ほ
、
人
を
ま
つ
：
待
に
猶
よ
が
れ

が
ち
な
る
あ
だ
人
を
い
つ
ま
で
と
て
か
何
た
の
む
ら
ん
、
ほ
し
：

む
ら
雲
の
晴
行
ま
ゝ
に
天
の
は
ら
ほ
し
の
は
や
し
ぞ
光
か
ず
そ

ふ
」

文
政
⚖
年

11
月
25
日

53
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

12
月
⚕
日

53
仙洞

夜
、
別
殿
（
呉
服
所
）
に
渡
御
。

高
松
三
位
、
通
修
等
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

12
月
11
日

53
当
座
御
会

仙
洞
組
題
20
首
（
⚓
～
⚔
字

題
）
光
格
：
関
路
雪
満

行
か
ひ
の
し
げ
き
を
よ
べ
に
逢

坂
の
せ
き
路
降
う
づ
む
朝
毎
の

雪

冷
泉
前
大
納
言

為
脩

有
栖
川
宮
本
「
和
歌
当
座
御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
⚖
年

12
月
24
日

53
月
次
御
会

内
裏
早
春
薫
風
、
海
辺
冬

鶴
、
寄
山
契
恋

雅
久
朝
臣
〔
右

少
将
〕

坊
城
中
納
言

〔
俊
明
卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
早
春
薫
風
：
雪
ち
ら
す
風
に
い
く
た
び
さ
そ
は

れ
て
春
ま
ち
が
ほ
の
庭
の
む
め
が
香
、
海
辺
冬
鶴
：
年
と
ゝ
も
に

雪
も
つ
も
り
の
う
ら
寒
み
た
て
る
や
ま
が
ふ
鶴
の
毛
ご
ろ
も
、
寄

山
契
恋
：
も
ろ
と
も
に
す
ゑ
の
ま
つ
山
波
か
け
て
絶
じ
と
契
る
中

は
か
は
ら
じ
」

文
政
⚖
年

12
月
28
日

53
仙洞

謡
曲
ヲ
行
う

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

⚑
月
⚑
日

54
仙洞

四
方
拝
に
出
御
、
拝
礼
。
弘
御

所
に
出
御
、
諸
臣
に
謁
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

⚑
月
⚒
日

54
仙洞

御
歯
固

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

⚑
月
⚓
日

54
仙洞

吉
書
御
覧
の
た
め
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

⚑
月
⚔
日

54
内裏

禁
裏
に
御
幸
始

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

⚑
月
⚖
日

54
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

大
原
三
位
、
久
雄
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

⚑
月
⚗
日

54
仙洞

白
馬
御
覧
の
た
め
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

⚑
月
11
日

54
仙洞

千
秋
万
歳
御
覧
の
た
め
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

⚑
月
1 3
日

54
仙洞

諸
礼
を
行
う
。
弘
御
所
・
小
御

所
に
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

⚑
月
1 4
日

54
仙洞

太
元
帥
法
・
後
七
日
御
修
法
結

願
の
た
め
両
法
阿
闍
梨
参
院
。

弘
御
所
に
出
御
し
謁
す

光
格
天
皇
実
録

年
月
日

年
齢

御
会
名

場
所

歌
題

光
格
天
皇
御
製
お
よ
び
事
項

題
者

奉
行

そ
の
他
の
諸
役

出
典

備
考

文
政
⚗
年

⚑
月
15
日

54
仙洞

御
吉
書
・
三
毬
打
の
た
め
小
御

所
に
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

⚑
月
18
日

54
御
会
始

仙
洞
松
嵐
声

洞
し
め
て
す
む
や
ま
び
と
や
山

松
の
千
と
せ
の
か
ぜ
の
こ
ゑ
は

し
る
ら
む

為
全
朝
臣

雅
光

読
師
：
源
大
納
言
、
講

師
：
基
茂
朝
臣
、
発

声
：
綾
小
路
三
位

有
栖
川
宮
本

女
房
達
：
大
す
け
、
新
大
納
言
、
権
中
納
言
、
あ
や
め
の
小
路
、

中
将
内
侍
、
小
少
将
、
小
侍
従
、
命
婦
伊
豫
、
命
婦
伯
耆
、
紀
伊

（
巻
末
）。
「
和
歌
御
会
始
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
、
御
製

ア
リ
」（
光
格
天
皇
実
録
）

文
政
⚗
年

⚑
月
24
日

54
御
会
始

内
裏
子
日
鴬

子
日
し
て
曳
や
こ
ま
つ
の
ね
も

ゆ
ら
に
さ
そ
は
れ
き
鳴
の
べ
の

う
ぐ
ひ
す
〔
院
御
製
〕

冷
泉
前
大
納
言

重
能

読
師
：
甘
露
寺
前
大
納

言
、
講
師
：
光
成
朝
臣
、

発
声
：
左
衛
門
督

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
、
光
格
上
皇
御
製
の
順
に
掲
載
。
大
宮
御
歌
な

し
。
仁
孝
天
皇
御
製
「
松
と
ゝ
も
に
千
年
の
は
る
を
契
る
ら
し
子

日
す
る
野
の
鴬
の
こ
ゑ
」（
巻
頭
）。
女
房
達
：
大
典
侍
、
宰
相
典

侍
、
督
典
侍
、
新
大
納
言
、
権
中
納
言
、
中
将
内
侍
、
侍
従
内
侍
、

命
婦
伊
豫
、
命
婦
伯
耆
、
命
婦
大
御
乳
（
巻
末
）

文
政
⚗
年

⚑
月
28
日

54
当
座
御
会

内
裏
組
題
30
首
（
⚒
～
⚓
字

題
）
光
格
：
山
花

消
が
て
の
雪
よ
り
雲
に
面
影
を

あ
く
が
れ
し
花
の
匂
ふ
山
ま
ゆ

〔
院
御
製
〕

為
全
朝
臣

雅
光

講
師
：
顕
孝

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
霞
知
春
：
鴬
も
ま
だ
告
そ
め
ぬ
朝
ぼ
ら
け
ま
づ

春
み
せ
て
た
つ
霞
か
な
」（
巻
頭
）

文
政
⚗
年

⚒
月
⚗
日

54
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

⚒
月
10
日

54
仙洞

式
部
卿
孝
仁
親
王
、
薨
去
。
こ

の
日
よ
り
三
日
間
、
物
音
を
停

む

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

⚒
月
16
日

54
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

花
山
院
大
納
言
、
有
言
朝
臣
等

を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

⚒
月
22
日

54
水
無
瀬
宮
御

法
楽

内
裏
組
題
20
首
（
⚒
～
⚓
字

題
）
仁
孝
：
梅
薫
風

為
全
朝
臣

雅
光

講
師
：
為
知

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
梅
薫
風
：
た
え
ず
猶
さ
そ
ふ
や
軒
の
春
風
に
梅

が
香
ふ
か
き
窓
の
明
く
れ
」

文
政
⚗
年

⚒
月
22
日

54
水
無
瀬
宮
御

法
楽

仙
洞
組
題
20
首
（
⚓
～
⚔
字

題
）
光
格
：
春
月
朧

な
が
め
こ
し
い
く
よ
の
春
の
哀

を
か
影
に
こ
め
出
る
朧
夜
の
月

雅
久

雅
久

講
師
：
為
全
朝
臣

有
栖
川
宮
本

文
政
⚗
年

⚒
月
24
日

54
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚑
～
⚔

字
題
）
仁
孝
：
立
春
、

泉
、
初
逢
恋

左
衛
門
督

雅
久

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
立
春
：
梓
弓
い
る
さ
の
山
に
け
さ
こ
そ
は
は
る

立
ぬ
ら
め
か
す
み
棚
引
、
泉
：
ま
だ
き
よ
り
秋
も
や
こ
も
る
谷
か

げ
の
岩
も
る
清
水
夏
を
へ
だ
て
ゝ
、
初
逢
恋
：
年
月
の
う
さ
も
つ

ら
さ
も
新
ま
く
ら
か
は
す
こ
よ
ひ
に
忘
れ
は
て
ぬ
る
」

文
政
⚗
年

⚒
月
24
日

54
当
座
御
会

内
裏
組
題
20
首
（
⚒
字
題
）

光
格
：
野
遊

さ
ほ
姫
の
春
の
心
も
く
み
し
る

は
か
す
み
に
あ
か
ぬ
野
べ
の
日

暮
し
〔
院
御
製
〕

冷
泉
前
大
納
言

雅
久

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
早
鴬
：
春
は
け
ふ
た
ち
ぬ
と
思
ふ
明
け
ぼ
の
ゝ

か
す
み
と
ゝ
も
に
告
る
鴬
」（
巻
頭
）

文
政
⚗
年

⚒
月
25
日

54
聖
廟
御
法
楽

内
裏
組
題
50
首
（
⚒
～
⚔
字

題
）
仁
孝
：
尋
梅

雅
久
朝
臣

為
全

基
茂
朝
臣

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
尋
梅
：
尋
ね
ば
や
い
づ
く
は
あ
り
と
も
陰
た
か

き
こ
の
神
垣
の
梅
の
色
か
を
」

文
政
⚗
年

⚒
月
26
日

54
当
座
御
会

仙
洞
組
題
30
首
（
⚒
字
題
）

光
格
：
山
霞

は
な
か
つ
ま
に
ほ
ひ
も
か
け
て

乙
女
子
が
袖
振
山
に
霞
み
棚
引

左
衛
門
督

為
全

講
師
：
為
知

有
栖
川
宮
本
「
和
歌
当
座
御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
⚗
年

⚒
月
26
日

54
仙洞

修
学
院
離
宮
御
茶
屋
造
立
の
木

作
始
地
曳
を
行
う

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

⚓
月
11
日

54
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

⚓
月
1 4
日

54
仙洞

管
弦
の
御
遊
を
行
う
。
琵
琶
の

御
所
作

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

⚓
月
1 8
日

54
神
影
供

仙
洞
社
頭
鴬

神
ご
ゝ
ろ
あ
か
ず
と
や
き
く
み

づ
が
き
の
し
め
ゆ
ふ
花
に
き
な

く
う
ぐ
ひ
す

冷
泉
前
大
納
言

為
脩

読
師
：
冷
泉
前
大
納

言
、
講
師
：
雅
久
朝
臣
、

発
声
：
左
衛
門
督

有
栖
川
宮
本
「
柿
本
社
御
神
影
供
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇

実
録
）
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文
政
⚖
年

11
月
⚙
日

53
仙洞

桃
園
天
皇
の
聖
忌
の
た
め
泉
涌

寺
に
お
い
て
御
法
事
。
御
代
参

と
し
て
参
議
左
兵
衛
督
高
倉
永

雅
を
般
舟
三
昧
院
・
泉
涌
寺
に

遣
わ
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

11
月
16
日

53
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

11
月
24
日

53
当
座
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
か
な
題
）

仁
孝
：
冬
の
田
、
人
を

ま
つ
、
ほ
し

左
衛
門
督
〔
雅

光
卿
〕

右
兵
衛
督
〔
為

脩
卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
冬
の
田
：
も
り
す
て
し
人
め
か
れ
行
冬
の
田
に

残
る
も
さ
び
し
し
づ
が
ゝ
り
い
ほ
、
人
を
ま
つ
：
待
に
猶
よ
が
れ

が
ち
な
る
あ
だ
人
を
い
つ
ま
で
と
て
か
何
た
の
む
ら
ん
、
ほ
し
：

む
ら
雲
の
晴
行
ま
ゝ
に
天
の
は
ら
ほ
し
の
は
や
し
ぞ
光
か
ず
そ

ふ
」

文
政
⚖
年

11
月
25
日

53
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

12
月
⚕
日

53
仙洞

夜
、
別
殿
（
呉
服
所
）
に
渡
御
。

高
松
三
位
、
通
修
等
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚖
年

12
月
11
日

53
当
座
御
会

仙
洞
組
題
20
首
（
⚓
～
⚔
字

題
）
光
格
：
関
路
雪
満

行
か
ひ
の
し
げ
き
を
よ
べ
に
逢

坂
の
せ
き
路
降
う
づ
む
朝
毎
の

雪

冷
泉
前
大
納
言

為
脩

有
栖
川
宮
本
「
和
歌
当
座
御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
⚖
年

12
月
24
日

53
月
次
御
会

内
裏
早
春
薫
風
、
海
辺
冬

鶴
、
寄
山
契
恋

雅
久
朝
臣
〔
右

少
将
〕

坊
城
中
納
言

〔
俊
明
卿
〕

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
早
春
薫
風
：
雪
ち
ら
す
風
に
い
く
た
び
さ
そ
は

れ
て
春
ま
ち
が
ほ
の
庭
の
む
め
が
香
、
海
辺
冬
鶴
：
年
と
ゝ
も
に

雪
も
つ
も
り
の
う
ら
寒
み
た
て
る
や
ま
が
ふ
鶴
の
毛
ご
ろ
も
、
寄

山
契
恋
：
も
ろ
と
も
に
す
ゑ
の
ま
つ
山
波
か
け
て
絶
じ
と
契
る
中

は
か
は
ら
じ
」

文
政
⚖
年

12
月
28
日

53
仙洞

謡
曲
ヲ
行
う

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

⚑
月
⚑
日

54
仙洞

四
方
拝
に
出
御
、
拝
礼
。
弘
御

所
に
出
御
、
諸
臣
に
謁
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

⚑
月
⚒
日

54
仙洞

御
歯
固

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

⚑
月
⚓
日

54
仙洞

吉
書
御
覧
の
た
め
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

⚑
月
⚔
日

54
内裏

禁
裏
に
御
幸
始

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

⚑
月
⚖
日

54
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

大
原
三
位
、
久
雄
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

⚑
月
⚗
日

54
仙洞

白
馬
御
覧
の
た
め
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

⚑
月
11
日

54
仙洞

千
秋
万
歳
御
覧
の
た
め
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

⚑
月
1 3
日

54
仙洞

諸
礼
を
行
う
。
弘
御
所
・
小
御

所
に
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

⚑
月
1 4
日

54
仙洞

太
元
帥
法
・
後
七
日
御
修
法
結

願
の
た
め
両
法
阿
闍
梨
参
院
。

弘
御
所
に
出
御
し
謁
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

⚑
月
15
日

54
仙洞

御
吉
書
・
三
毬
打
の
た
め
小
御

所
に
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

⚑
月
18
日

54
御
会
始

仙
洞
松
嵐
声

洞
し
め
て
す
む
や
ま
び
と
や
山

松
の
千
と
せ
の
か
ぜ
の
こ
ゑ
は

し
る
ら
む

為
全
朝
臣

雅
光

読
師
：
源
大
納
言
、
講

師
：
基
茂
朝
臣
、
発

声
：
綾
小
路
三
位

有
栖
川
宮
本

女
房
達
：
大
す
け
、
新
大
納
言
、
権
中
納
言
、
あ
や
め
の
小
路
、

中
将
内
侍
、
小
少
将
、
小
侍
従
、
命
婦
伊
豫
、
命
婦
伯
耆
、
紀
伊

（
巻
末
）。
「
和
歌
御
会
始
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
、
御
製

ア
リ
」（
光
格
天
皇
実
録
）

文
政
⚗
年

⚑
月
24
日

54
御
会
始

内
裏
子
日
鴬

子
日
し
て
曳
や
こ
ま
つ
の
ね
も

ゆ
ら
に
さ
そ
は
れ
き
鳴
の
べ
の

う
ぐ
ひ
す
〔
院
御
製
〕

冷
泉
前
大
納
言

重
能

読
師
：
甘
露
寺
前
大
納

言
、
講
師
：
光
成
朝
臣
、

発
声
：
左
衛
門
督

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
、
光
格
上
皇
御
製
の
順
に
掲
載
。
大
宮
御
歌
な

し
。
仁
孝
天
皇
御
製
「
松
と
ゝ
も
に
千
年
の
は
る
を
契
る
ら
し
子

日
す
る
野
の
鴬
の
こ
ゑ
」（
巻
頭
）。
女
房
達
：
大
典
侍
、
宰
相
典

侍
、
督
典
侍
、
新
大
納
言
、
権
中
納
言
、
中
将
内
侍
、
侍
従
内
侍
、

命
婦
伊
豫
、
命
婦
伯
耆
、
命
婦
大
御
乳
（
巻
末
）

文
政
⚗
年

⚑
月
28
日

54
当
座
御
会

内
裏
組
題
30
首
（
⚒
～
⚓
字

題
）
光
格
：
山
花

消
が
て
の
雪
よ
り
雲
に
面
影
を

あ
く
が
れ
し
花
の
匂
ふ
山
ま
ゆ

〔
院
御
製
〕

為
全
朝
臣

雅
光

講
師
：
顕
孝

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
霞
知
春
：
鴬
も
ま
だ
告
そ
め
ぬ
朝
ぼ
ら
け
ま
づ

春
み
せ
て
た
つ
霞
か
な
」（
巻
頭
）

文
政
⚗
年

⚒
月
⚗
日

54
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

⚒
月
10
日

54
仙洞

式
部
卿
孝
仁
親
王
、
薨
去
。
こ

の
日
よ
り
三
日
間
、
物
音
を
停

む

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

⚒
月
16
日

54
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

花
山
院
大
納
言
、
有
言
朝
臣
等

を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

⚒
月
22
日

54
水
無
瀬
宮
御

法
楽

内
裏
組
題
20
首
（
⚒
～
⚓
字

題
）
仁
孝
：
梅
薫
風

為
全
朝
臣

雅
光

講
師
：
為
知

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
梅
薫
風
：
た
え
ず
猶
さ
そ
ふ
や
軒
の
春
風
に
梅

が
香
ふ
か
き
窓
の
明
く
れ
」

文
政
⚗
年

⚒
月
22
日

54
水
無
瀬
宮
御

法
楽

仙
洞
組
題
20
首
（
⚓
～
⚔
字

題
）
光
格
：
春
月
朧

な
が
め
こ
し
い
く
よ
の
春
の
哀

を
か
影
に
こ
め
出
る
朧
夜
の
月

雅
久

雅
久

講
師
：
為
全
朝
臣

有
栖
川
宮
本

文
政
⚗
年

⚒
月
24
日

54
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚑
～
⚔

字
題
）
仁
孝
：
立
春
、

泉
、
初
逢
恋

左
衛
門
督

雅
久

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
立
春
：
梓
弓
い
る
さ
の
山
に
け
さ
こ
そ
は
は
る

立
ぬ
ら
め
か
す
み
棚
引
、
泉
：
ま
だ
き
よ
り
秋
も
や
こ
も
る
谷
か

げ
の
岩
も
る
清
水
夏
を
へ
だ
て
ゝ
、
初
逢
恋
：
年
月
の
う
さ
も
つ

ら
さ
も
新
ま
く
ら
か
は
す
こ
よ
ひ
に
忘
れ
は
て
ぬ
る
」

文
政
⚗
年

⚒
月
24
日

54
当
座
御
会

内
裏
組
題
20
首
（
⚒
字
題
）

光
格
：
野
遊

さ
ほ
姫
の
春
の
心
も
く
み
し
る

は
か
す
み
に
あ
か
ぬ
野
べ
の
日

暮
し
〔
院
御
製
〕

冷
泉
前
大
納
言

雅
久

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
早
鴬
：
春
は
け
ふ
た
ち
ぬ
と
思
ふ
明
け
ぼ
の
ゝ

か
す
み
と
ゝ
も
に
告
る
鴬
」（
巻
頭
）

文
政
⚗
年

⚒
月
25
日

54
聖
廟
御
法
楽

内
裏
組
題
50
首
（
⚒
～
⚔
字

題
）
仁
孝
：
尋
梅

雅
久
朝
臣

為
全

基
茂
朝
臣

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
尋
梅
：
尋
ね
ば
や
い
づ
く
は
あ
り
と
も
陰
た
か

き
こ
の
神
垣
の
梅
の
色
か
を
」

文
政
⚗
年

⚒
月
26
日

54
当
座
御
会

仙
洞
組
題
30
首
（
⚒
字
題
）

光
格
：
山
霞

は
な
か
つ
ま
に
ほ
ひ
も
か
け
て

乙
女
子
が
袖
振
山
に
霞
み
棚
引

左
衛
門
督

為
全

講
師
：
為
知

有
栖
川
宮
本
「
和
歌
当
座
御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
⚗
年

⚒
月
26
日

54
仙洞

修
学
院
離
宮
御
茶
屋
造
立
の
木

作
始
地
曳
を
行
う

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

⚓
月
11
日

54
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

⚓
月
1 4
日

54
仙洞

管
弦
の
御
遊
を
行
う
。
琵
琶
の

御
所
作

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

⚓
月
1 8
日

54
神
影
供

仙
洞
社
頭
鴬

神
ご
ゝ
ろ
あ
か
ず
と
や
き
く
み

づ
が
き
の
し
め
ゆ
ふ
花
に
き
な

く
う
ぐ
ひ
す

冷
泉
前
大
納
言

為
脩

読
師
：
冷
泉
前
大
納

言
、
講
師
：
雅
久
朝
臣
、

発
声
：
左
衛
門
督

有
栖
川
宮
本
「
柿
本
社
御
神
影
供
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇

実
録
）
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文
政
⚗
年

⚓
月
24
日

54
月
次
御
会

内
裏
糸
桜
、
燕
、
恋
風

為
全

為
全

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
糸
桜
：
糸
桜
い
と
な
が
き
日
に
く
り
か
へ
し
花

の
千
筋
を
あ
か
ず
こ
そ
み
れ
、
燕
：
は
な
の
香
を
吹
い
る
ゝ
風
に

さ
そ
は
れ
て
こ
す
の
外
ち
か
く
燕
な
く
こ
ゑ
、
恋
風
：
お
と
づ
れ

に
あ
ら
ぬ
物
か
ら
ま
つ
の
と
の
風
は
さ
す
が
に
た
の
ま
れ
ぞ
す

る
」。
国
会
本
内
裏
に
「
六
月
八
日
正
房
取
替
御
到
来
」
と
注
あ

り

文
政
⚗
年

⚔
月
⚑
日

54
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

男
方
、
召
さ
ず

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

⚔
月
⚓
日

54
新
皇
嘉
門
院
の
一
周
忌
に
よ
り

泉
涌
寺
に
お
い
て
法
用
法
華
三

昧
を
行
う

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

⚔
月
18
日

54
修
学
院
離
宮
御
茶
屋
礎
立
柱
を

行
う

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

⚔
月
24
日

54
月
次
御
会

内
裏
組
題
20
首
（
⚑
～
⚓
字

題
）
仁
孝
：
新
樹
、
郭

公
、
夏
月

冷
泉
前
大
納
言

重
能

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
新
樹
：
か
げ
な
れ
し
花
は
い
つ
し
か
散
は
て
ゝ

若
葉
に
し
げ
る
木
々
も
え
な
ら
ず
、
郭
公
：
子
規
は
や
な
か
な
ん

と
待
わ
び
て
ぬ
る
ま
を
さ
へ
も
を
し
む
此
比
、
夏
月
：
う
た
ゝ
ね

の
枕
涼
し
く
さ
す
影
に
打
お
ど
ろ
け
ば
明
る
よ
の
月
」

文
政
⚗
年

⚔
月
28
日

54
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

⚕
月
⚕
日

54
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

⚕
月
10
日

54
聖
廟
御
法
楽

〔
去
二
月
廿

五
日
御
延

引
〕

仙
洞
組
題
50
首
（
⚑
～
⚒
字

題
）
光
格
：
春
草

雪
消
し
日
数
も
し
る
く
春
め
き

て
の
な
る
草
葉
ぞ
春
の
わ
た
れ

る

左
衛
門
督

為
脩

為
知

有
栖
川
宮
本
「
小
御
所
ニ
於
テ
聖
廟
御
法
楽
和
歌
ノ
読
上
ア
リ
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
⚗
年

⚕
月
13
日

54
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

三
位
中
将
、
隆
起
朝
臣
等
を
召

す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

⚕
月
15
日

54
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

⚕
月
14
日

54
当
座
御
会

仙
洞
組
題
20
首
（
⚓
字
題
）

光
格
：
夏
月
凉

た
と
へ
け
る
扇
も
し
ら
ぬ
風
を

さ
へ
袖
に
お
ぼ
ゆ
る
月
の
す
ゞ

し
さ

為
全
朝
臣

重
能

有
栖
川
宮
本

文
政
⚗
年

⚕
月
24
日

54
月
次
御
会

内
裏
五
月
郭
公
、
池
朝
菖

蒲
、
山
家
送
年

雅
久
朝
臣

為
脩

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
五
月
郭
公
：
ほ
と
ゝ
ぎ
す
お
の
が
時
と
や
夜
を

か
さ
ね
五
月
の
空
に
こ
ゑ
も
を
し
ま
ぬ
、
池
朝
菖
蒲
：
い
と
ゞ
猶

風
に
か
を
る
は
え
な
ら
ず
よ
朝
露
ち
ら
す
池
の
あ
や
め
は
、
山
家

送
年
：
幾
年
か
あ
ら
し
の
お
と
を
聞
な
れ
て
住
し
め
に
け
る
山
の

下
い
ほ
」

文
政
⚗
年

⚕
月
30
日

54
当
座
御
会

内
裏
組
題
30
首
（
⚑
～
⚓
字

題
）
光
格
：
牡
丹

見
れ
ば
先
笑
を
も
よ
ほ
す
ふ
か

み
草
花
に
心
の
う
つ
る
人
と
て

〔
院
御
製
〕

左
衛
門
督

建
房

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
夏
月
：
水
の
面
に
す
ゞ
し
く
月
の
影
す
み
て
さ

ら
に
夏
と
も
お
も
ほ
え
ぬ
か
な
」

文
政
⚗
年

⚖
月
⚕
日

54
仙洞

壽
山
亭
で
挿
秧
を
御
覧

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

⚖
月
1 6
日

54
仙洞

嘉
祥
の
儀

光
格
天
皇
実
録

年
月
日

年
齢

御
会
名

場
所

歌
題

光
格
天
皇
御
製
お
よ
び
事
項

題
者

奉
行

そ
の
他
の
諸
役

出
典

備
考

文
政
⚗
年

⚖
月
17
日

54
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

⚖
月
24
日

54
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚒
～
⚓

字
題
）
仁
孝
：
夏
朝
、

秋
山
、
冬
鳥

左
衛
門
督

雅
久

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
夏
朝
：
照
し
つ
る
夜
半
の
蛍
は
影
消
て
あ
さ
日

す
ゞ
し
き
露
の
草
む
ら
、
秋
山
：
た
ち
こ
め
し
霧
吹
晴
て
見
渡
せ

ば
秋
風
た
か
き
大
比
え
の
山
、
冬
鳥
：
ち
り
う
か
ぶ
木
葉
と
み
え

て
池
の
面
の
波
の
あ
や
な
す
を
し
の
い
く
む
れ
」

文
政
⚗
年

⚖
月
25
日

54
聖
廟
御
法
楽

内
裏
組
題
50
首
（
⚒
字
題
）

仁
孝
：
夏
草

為
全
朝
臣

重
能

講
師
：
雅
久
朝
臣

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
夏
草
：
は
え
あ
れ
や
さ
ゆ
り
な
で
し
こ
色
わ
き

て
草
の
ま
が
き
の
露
に
咲
か
げ
」

文
政
⚗
年

⚕
月
25
日

54
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

高
松
三
位
、
基
逸
朝
臣
等
を
召

す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

⚖
月
25
日

54
聖
廟
御
法
楽

仙
洞
組
題
50
首
（
⚓
～
⚔
字

題
）
光
格
：
水
上
蛍

さ
そ
ふ
水
あ
り
と
や
風
の
浮
草

に
す
が
る
ほ
た
る
の
影
も
な
が

れ
て

為
則

為
則

正
房

有
栖
川
宮
本

文
政
⚗
年

⚖
月
29
日

54
仙洞

六
月
祓
・
茅
輪
の
事
あ
り

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

⚗
月
⚔
日

54
仙洞

九
月
中
下
旬
に
修
学
院
山
荘
に

御
幸
の
旨
を
仰
せ
出
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

⚗
月
⚗
日

54
七
夕
御
会

内
裏
星
夕
言
志

花
さ
か
ぬ
こ
と
の
葉
な
が
ら
七

種
に
そ
ふ
る
た
む
け
と
ほ
し
は

う
け
南
〔
院
御
製
〕

雅
久
朝
臣

建
房

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
、
光
格
上
皇
御
製
の
順
に
掲
載
。
大
宮
御
歌
な

し
。
仁
孝
天
皇
御
製
「
棚
機
も
ね
が
ひ
の
い
と
の
す
ゑ
絶
ず
か
け

し
ち
ぎ
り
や
幾
千
々
の
あ
き
」。
女
房
達
：
大
典
侍
、
宰
相
典
侍
、

督
典
侍
、
新
大
納
言
、
権
中
納
言
、
中
将
内
侍
、
侍
従
内
侍
、
命

婦
伊
豫
、
命
婦
伯
耆
、
命
婦
大
御
乳
（
巻
末
）

文
政
⚗
年

⚗
月
14
日

54
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

⚗
月
24
日

54
月
次
御
会

内
裏
萩
花
、
女
郎
花
、
尾
花

民
部
卿

雅
光

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
萩
花
：
こ
む
ら
さ
き
草
の
ま
が
き
の
し
ら
露
に

ほ
こ
ろ
ぶ
萩
の
花
ぞ
え
な
ら
ぬ
、
女
郎
花
：
を
み
な
へ
し
あ
だ
な

る
花
と
み
な
が
ら
も
色
め
く
野
べ
は
過
が
て
に
す
る
、
尾
花
：
秋

き
ぬ
と
は
や
ほ
に
い
で
ゝ
ま
ね
く
な
り
尾
花
が
袖
の
露
の
夕
か

ぜ
」

文
政
⚗
年

⚗
月
27
日

54
修
学
院
離
宮
御
茶
屋
の
上
棟
を

行
う

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

⚘
月
⚑
日

54
仙洞

八
朔
の
儀

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

⚘
月
10
日

54
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

武
者
小
路
三
位
、
恭
光
等
を
召

す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

⚘
月
18
日

54
仙洞

鎮
守
社
・
柿
本
社
等
に
参
拝

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

⚘
月
24
日

54
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚒
～
⚕

字
題
）
仁
孝
：
月
前
風
、

浦
月
、
月
前
鈴
虫

為
全
朝
臣

雅
久

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
月
前
風
：
お
ぎ
の
葉
の
そ
よ
ぐ
夕
の
秋
風
に
軒

ば
く
も
ら
ず
月
ぞ
さ
し
入
、
浦
月
：
塩
竃
の
煙
も
空
に
立
き
え
て

み
る
め
さ
や
け
き
月
の
浦
浪
、
月
前
鈴
虫
：
澄
月
の
影
を
や
あ
か

ず
鈴
虫
の
ふ
り
出
て
鳴
声
も
さ
や
け
し
」

文
政
⚗
年

⚘
月
3 0
日

54
当
座
御
会

仙
洞
組
題
20
首
（
⚓
字
題
）

光
格
：
秋
園
月

夜
光
る
玉
か
と
見
え
し
白
露
に

つ
き
も
影
し
く
秋
の
花
園

飛
鳥
井
三
位

建
房

有
栖
川
宮
本
「
和
歌
当
座
御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
⚗
年

後
⚘
月
⚔

日

54
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録
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文
政
⚗
年

⚓
月
24
日

54
月
次
御
会

内
裏
糸
桜
、
燕
、
恋
風

為
全

為
全

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
糸
桜
：
糸
桜
い
と
な
が
き
日
に
く
り
か
へ
し
花

の
千
筋
を
あ
か
ず
こ
そ
み
れ
、
燕
：
は
な
の
香
を
吹
い
る
ゝ
風
に

さ
そ
は
れ
て
こ
す
の
外
ち
か
く
燕
な
く
こ
ゑ
、
恋
風
：
お
と
づ
れ

に
あ
ら
ぬ
物
か
ら
ま
つ
の
と
の
風
は
さ
す
が
に
た
の
ま
れ
ぞ
す

る
」。
国
会
本
内
裏
に
「
六
月
八
日
正
房
取
替
御
到
来
」
と
注
あ

り

文
政
⚗
年

⚔
月
⚑
日

54
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

男
方
、
召
さ
ず

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

⚔
月
⚓
日

54
新
皇
嘉
門
院
の
一
周
忌
に
よ
り

泉
涌
寺
に
お
い
て
法
用
法
華
三

昧
を
行
う

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

⚔
月
18
日

54
修
学
院
離
宮
御
茶
屋
礎
立
柱
を

行
う

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

⚔
月
24
日

54
月
次
御
会

内
裏
組
題
20
首
（
⚑
～
⚓
字

題
）
仁
孝
：
新
樹
、
郭

公
、
夏
月

冷
泉
前
大
納
言

重
能

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
新
樹
：
か
げ
な
れ
し
花
は
い
つ
し
か
散
は
て
ゝ

若
葉
に
し
げ
る
木
々
も
え
な
ら
ず
、
郭
公
：
子
規
は
や
な
か
な
ん

と
待
わ
び
て
ぬ
る
ま
を
さ
へ
も
を
し
む
此
比
、
夏
月
：
う
た
ゝ
ね

の
枕
涼
し
く
さ
す
影
に
打
お
ど
ろ
け
ば
明
る
よ
の
月
」

文
政
⚗
年

⚔
月
28
日

54
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

⚕
月
⚕
日

54
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

⚕
月
10
日

54
聖
廟
御
法
楽

〔
去
二
月
廿

五
日
御
延

引
〕

仙
洞
組
題
50
首
（
⚑
～
⚒
字

題
）
光
格
：
春
草

雪
消
し
日
数
も
し
る
く
春
め
き

て
の
な
る
草
葉
ぞ
春
の
わ
た
れ

る

左
衛
門
督

為
脩

為
知

有
栖
川
宮
本
「
小
御
所
ニ
於
テ
聖
廟
御
法
楽
和
歌
ノ
読
上
ア
リ
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
⚗
年

⚕
月
13
日

54
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

三
位
中
将
、
隆
起
朝
臣
等
を
召

す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

⚕
月
15
日

54
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

⚕
月
14
日

54
当
座
御
会

仙
洞
組
題
20
首
（
⚓
字
題
）

光
格
：
夏
月
凉

た
と
へ
け
る
扇
も
し
ら
ぬ
風
を

さ
へ
袖
に
お
ぼ
ゆ
る
月
の
す
ゞ

し
さ

為
全
朝
臣

重
能

有
栖
川
宮
本

文
政
⚗
年

⚕
月
24
日

54
月
次
御
会

内
裏
五
月
郭
公
、
池
朝
菖

蒲
、
山
家
送
年

雅
久
朝
臣

為
脩

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
五
月
郭
公
：
ほ
と
ゝ
ぎ
す
お
の
が
時
と
や
夜
を

か
さ
ね
五
月
の
空
に
こ
ゑ
も
を
し
ま
ぬ
、
池
朝
菖
蒲
：
い
と
ゞ
猶

風
に
か
を
る
は
え
な
ら
ず
よ
朝
露
ち
ら
す
池
の
あ
や
め
は
、
山
家

送
年
：
幾
年
か
あ
ら
し
の
お
と
を
聞
な
れ
て
住
し
め
に
け
る
山
の

下
い
ほ
」

文
政
⚗
年

⚕
月
30
日

54
当
座
御
会

内
裏
組
題
30
首
（
⚑
～
⚓
字

題
）
光
格
：
牡
丹

見
れ
ば
先
笑
を
も
よ
ほ
す
ふ
か

み
草
花
に
心
の
う
つ
る
人
と
て

〔
院
御
製
〕

左
衛
門
督

建
房

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
夏
月
：
水
の
面
に
す
ゞ
し
く
月
の
影
す
み
て
さ

ら
に
夏
と
も
お
も
ほ
え
ぬ
か
な
」

文
政
⚗
年

⚖
月
⚕
日

54
仙洞

壽
山
亭
で
挿
秧
を
御
覧

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

⚖
月
1 6
日

54
仙洞

嘉
祥
の
儀

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

⚖
月
17
日

54
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

⚖
月
24
日

54
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚒
～
⚓

字
題
）
仁
孝
：
夏
朝
、

秋
山
、
冬
鳥

左
衛
門
督

雅
久

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
夏
朝
：
照
し
つ
る
夜
半
の
蛍
は
影
消
て
あ
さ
日

す
ゞ
し
き
露
の
草
む
ら
、
秋
山
：
た
ち
こ
め
し
霧
吹
晴
て
見
渡
せ

ば
秋
風
た
か
き
大
比
え
の
山
、
冬
鳥
：
ち
り
う
か
ぶ
木
葉
と
み
え

て
池
の
面
の
波
の
あ
や
な
す
を
し
の
い
く
む
れ
」

文
政
⚗
年

⚖
月
25
日

54
聖
廟
御
法
楽

内
裏
組
題
50
首
（
⚒
字
題
）

仁
孝
：
夏
草

為
全
朝
臣

重
能

講
師
：
雅
久
朝
臣

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
夏
草
：
は
え
あ
れ
や
さ
ゆ
り
な
で
し
こ
色
わ
き

て
草
の
ま
が
き
の
露
に
咲
か
げ
」

文
政
⚗
年

⚕
月
25
日

54
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

高
松
三
位
、
基
逸
朝
臣
等
を
召

す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

⚖
月
25
日

54
聖
廟
御
法
楽

仙
洞
組
題
50
首
（
⚓
～
⚔
字

題
）
光
格
：
水
上
蛍

さ
そ
ふ
水
あ
り
と
や
風
の
浮
草

に
す
が
る
ほ
た
る
の
影
も
な
が

れ
て

為
則

為
則

正
房

有
栖
川
宮
本

文
政
⚗
年

⚖
月
29
日

54
仙洞

六
月
祓
・
茅
輪
の
事
あ
り

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

⚗
月
⚔
日

54
仙洞

九
月
中
下
旬
に
修
学
院
山
荘
に

御
幸
の
旨
を
仰
せ
出
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

⚗
月
⚗
日

54
七
夕
御
会

内
裏
星
夕
言
志

花
さ
か
ぬ
こ
と
の
葉
な
が
ら
七

種
に
そ
ふ
る
た
む
け
と
ほ
し
は

う
け
南
〔
院
御
製
〕

雅
久
朝
臣

建
房

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
、
光
格
上
皇
御
製
の
順
に
掲
載
。
大
宮
御
歌
な

し
。
仁
孝
天
皇
御
製
「
棚
機
も
ね
が
ひ
の
い
と
の
す
ゑ
絶
ず
か
け

し
ち
ぎ
り
や
幾
千
々
の
あ
き
」。
女
房
達
：
大
典
侍
、
宰
相
典
侍
、

督
典
侍
、
新
大
納
言
、
権
中
納
言
、
中
将
内
侍
、
侍
従
内
侍
、
命

婦
伊
豫
、
命
婦
伯
耆
、
命
婦
大
御
乳
（
巻
末
）

文
政
⚗
年

⚗
月
14
日

54
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

⚗
月
24
日

54
月
次
御
会

内
裏
萩
花
、
女
郎
花
、
尾
花

民
部
卿

雅
光

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
萩
花
：
こ
む
ら
さ
き
草
の
ま
が
き
の
し
ら
露
に

ほ
こ
ろ
ぶ
萩
の
花
ぞ
え
な
ら
ぬ
、
女
郎
花
：
を
み
な
へ
し
あ
だ
な

る
花
と
み
な
が
ら
も
色
め
く
野
べ
は
過
が
て
に
す
る
、
尾
花
：
秋

き
ぬ
と
は
や
ほ
に
い
で
ゝ
ま
ね
く
な
り
尾
花
が
袖
の
露
の
夕
か

ぜ
」

文
政
⚗
年

⚗
月
27
日

54
修
学
院
離
宮
御
茶
屋
の
上
棟
を

行
う

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

⚘
月
⚑
日

54
仙洞

八
朔
の
儀

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

⚘
月
10
日

54
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

武
者
小
路
三
位
、
恭
光
等
を
召

す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

⚘
月
18
日

54
仙洞

鎮
守
社
・
柿
本
社
等
に
参
拝

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

⚘
月
24
日

54
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚒
～
⚕

字
題
）
仁
孝
：
月
前
風
、

浦
月
、
月
前
鈴
虫

為
全
朝
臣

雅
久

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
月
前
風
：
お
ぎ
の
葉
の
そ
よ
ぐ
夕
の
秋
風
に
軒

ば
く
も
ら
ず
月
ぞ
さ
し
入
、
浦
月
：
塩
竃
の
煙
も
空
に
立
き
え
て

み
る
め
さ
や
け
き
月
の
浦
浪
、
月
前
鈴
虫
：
澄
月
の
影
を
や
あ
か

ず
鈴
虫
の
ふ
り
出
て
鳴
声
も
さ
や
け
し
」

文
政
⚗
年

⚘
月
3 0
日

54
当
座
御
会

仙
洞
組
題
20
首
（
⚓
字
題
）

光
格
：
秋
園
月

夜
光
る
玉
か
と
見
え
し
白
露
に

つ
き
も
影
し
く
秋
の
花
園

飛
鳥
井
三
位

建
房

有
栖
川
宮
本
「
和
歌
当
座
御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
⚗
年

後
⚘
月
⚔

日

54
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録
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文
政
⚗
年

後
⚘
月
10

日

54
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

新
源
三
位
、
重
徳
朝
臣
等
を
召

す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

後
⚘
月
23

日

54
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

後
⚘
月
24

日

54
月
次
御
会

内
裏
雁
、
碪
、
契

左
衛
門
督

建
房

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
雁
：
花
の
春
み
や
こ
の
空
を
み
捨
し
も
月
の
秋

に
は
な
び
く
か
り
が
ね
、
碪
：
身
を
さ
へ
も
ふ
け
行
秋
の
小
夜
ぎ

ぬ
た
う
ら
み
か
さ
ね
て
衣
う
つ
ら
む
、
契
：
底
ひ
な
く
猶
ゆ
く
末

も
い
も
せ
川
絶
ぬ
な
が
れ
を
契
り
か
は
し
て
」

文
政
⚗
年

後
⚘
月
27

日

54
仙洞

小
御
所
に
お
い
て
管
絃
の
御

遊
。
筝
の
御
所
作

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

後
⚘
月
29

日

54
仙洞

九
月
二
十
一
日
卯
刻
に
修
学
院

山
荘
に
御
幸
の
事
、
治
定

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

⚙
月
⚙
日

54
重
陽
御
会

内
裏
菊
花
宴
久

民
部
卿

雅
久

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
い
く
め
ぐ
り
つ
き
ぬ
言
葉
を
ち
ぎ
り
つ
ゝ
千
年

も
く
ま
む
き
く
の
さ
か
づ
き
」。
女
房
達
：
大
典
侍
、
宰
相
典
侍
、

督
典
侍
、
命
婦
伊
豫
、
命
婦
伯
耆
、
命
婦
大
御
乳
（
巻
末
）

文
政
⚗
年

⚙
月
13
日

54
当
座
御
会

内
裏
組
題
20
首
（
⚒
～
⚔
字

題
）
光
格
：
月
前
紅
葉

空
に
て
る
月
の
桂
の
下
紅
葉
影

よ
り
露
も
落
て
染
ら
し
〔
院
御

製
〕

左
衛
門
督

重
能

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
月
前
風
：
さ
ら
で
し
も
雲
は
か
ゝ
ら
ぬ
月
影
を

猶
み
が
く
と
や
秋
風
の
ふ
く
」

文
政
⚗
年

⚙
月
15
日

54
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

⚙
月
21
日

54
修
学
院
御
幸

御
会

修
学

院
紅
葉
色
添

染
つ
く
す
こ
の
山
陰
の
千
入
に

ぞ
め
で
こ
し
世
々
の
秋
も
し
ら

る
ゝ

為
則

為
則

有
栖
川
宮
本
「
修
学
院
離
宮
ニ
御
幸
ア
ラ
セ
ラ
ル
、
窮
邃
軒
ニ
於
テ
和
歌
御
会

ヲ
行
ハ
ル
、
又
、
当
座
御
会
ア
リ
、
次
ニ
管
絃
ノ
御
遊
ア
リ
、
笛
、

笙
、
筝
、
琵
琶
ノ
御
所
作
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実
録
）

文
政
⚗
年

⚙
月
21
日

54
於
修
学
院
御

当
座

修
学

院
水
樹
多
佳
趣

樹
々
の
こ
け
う
つ
る
気
色
も
岩

つ
た
ふ
た
き
の
ひ
ゞ
き
も
澄
る

池
水

上
皇
御
題

為
則

有
栖
川
宮
本
「
修
学
院
離
宮
ニ
御
幸
ア
ラ
セ
ラ
ル
、
窮
邃
軒
ニ
於
テ
和
歌
御
会

ヲ
行
ハ
ル
、
又
、
当
座
御
会
ア
リ
、
次
ニ
管
絃
ノ
御
遊
ア
リ
、
笛
、

笙
、
筝
、
琵
琶
ノ
御
所
作
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実
録
）

文
政
⚗
年

⚙
月
24
日

54
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚓
～
⚔

字
題
）
仁
孝
：
初
紅
葉
、

夕
紅
葉
、
名
所
紅
葉

飛
鳥
井
三
位

為
脩

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
初
紅
葉
：
村
し
ぐ
れ
ま
だ
下
染
の
は
つ
紅
葉
こ

れ
も
え
な
ら
ぬ
色
と
こ
そ
見
れ
、
夕
紅
葉
：
夕
日
影
い
ま
一
し
ほ

と
そ
め
つ
ら
し
い
と
ゞ
色
ま
す
庭
の
紅
葉
ゞ
、
名
所
紅
葉
：
い
く

千
入
名
に
も
立
田
の
山
ふ
か
く
麓
を
か
け
て
そ
め
し
紅
葉
ゞ
」。

文
政
⚗
年

⚙
月
28
日

54
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

10
月
⚔
日

54
仙洞

玄
猪
の
儀

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

10
月
⚕
日

54
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

大
原
三
位
、
基
逸
朝
臣
等
を
召

す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

10
月
1 0
日

54
当
座
御
会

内
裏
組
題
30
首
（
⚒
～
⚓
字

題
）
仁
孝
：
海
路

冷
泉
新
三
位

為
脩

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
海
路
：
お
き
つ
風
い
た
く
な
吹
そ
さ
ら
で
し
も

渡
り
あ
や
ふ
き
波
の
友
舟
」

文
政
⚗
年

10
月
1 5
日

54
仙洞

壽
山
亭
で
穫
稻
を
御
覧

光
格
天
皇
実
録

年
月
日

年
齢

御
会
名

場
所

歌
題

光
格
天
皇
御
製
お
よ
び
事
項

題
者

奉
行

そ
の
他
の
諸
役

出
典

備
考

文
政
⚗
年

10
月
18
日

54
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

10
月
21
日

54
当
座
御
会

仙
洞
組
題
20
首
（
和
歌
の

句
）
光
格
：
雪
ふ
り
し

き
て

さ
ら
に
又
人
こ
そ
と
は
ね
山
ざ

と
は
雪
ふ
り
し
き
て
道
も
わ
か

れ
ず

民
部
卿

為
脩

有
栖
川
宮
本
「
和
歌
当
座
御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
⚗
年

10
月
22
日

54
仙洞

小
御
所
に
お
い
て
管
絃
の
御

遊
。
笛
、
琵
琶
の
御
所
作

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

10
月
24
日

54
月
次
御
会

内
裏
落
葉
交
雨
、
残
菊
猶

匂
、
海
路
浪
遥

民
部
卿

為
全

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
落
葉
交
雨
：
た
て
ぬ
き
に
木
葉
と
ゝ
も
に
ふ
り

い
で
ゝ
錦
こ
き
み
だ
る
村
し
ぐ
れ
か
な
、
残
菊
猶
匂
：
に
ほ
は
ず

ば
し
ら
れ
ざ
ら
ま
し
お
く
し
も
に
う
づ
も
れ
残
る
庭
の
白
ぎ
く
、

海
路
浪
遥
：
わ
た
の
原
漕
行
す
ゑ
も
し
ら
浪
を
は
る
ば
る
わ
た
る

沖
の
と
も
舟
」

文
政
⚗
年

11
月
18
日

54
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

左
衛
門
督
、
為
知
等
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

11
月
24
日

54
月
次
御
会

内
裏
組
題
20
首
（
⚒
～
⚔
字

題
）
仁
孝
：
夕
雪
、
浦

辺
雪
、
寄
雪
祝
言

為
全

為
則

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
夕
雪
：
夕
ぐ
れ
の
道
た
ど
た
ど
し
降
つ
も
る
ひ

か
り
ぞ
し
る
べ
野
辺
の
白
雪
、
浦
辺
雪
：
明
石
潟
浦
風
さ
む
み
見

渡
せ
ば
ゆ
き
に
こ
ぎ
行
海
人
の
釣
舟
、
寄
雪
祝
言
：
九
重
に
山
つ

く
り
け
る
し
ら
雪
は
げ
に
豊
年
の
し
る
し
成
ら
し
」

文
政
⚗
年

12
月
10
日

54
当
座
御
会

仙
洞
組
題
30
首
（
⚒
字
題
）

光
格
：
夜
衾

あ
つ
ぶ
す
ま
重
ね
わ
ぶ
よ
に
賎

が
や
を
思
へ
ば
思
へ
ば
さ
こ
そ

□
ら
め

左
衛
門
督

雅
久

有
栖
川
宮
本
「
和
歌
当
座
御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
⚗
年

12
月
15
日

54
当
座
御
会

内
裏
組
題
30
首
（
⚔
字
題
）

仁
孝
：
歳
暮
述
懐

民
部
卿

為
脩

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
歳
暮
述
懐
：
ま
な
ぶ
書
も
し
ら
ぶ
る
絃
も
そ
こ

は
か
と
あ
ら
で
ぞ
年
の
暮
行
は
を
し
」

文
政
⚗
年

12
月
17
日

54
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

新
源
三
位
、
重
徳
朝
臣
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

12
月
21
日

54
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

12
月
23
日

54
仙洞

御
有
卦
明
の
御
宴
の
た
め
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

12
月
24
日

54
月
次
御
会

内
裏
梅
告
春
近
、
名
所
炭

竃
、
契
行
末
恋

左
衛
門
督

俊
明

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
梅
告
春
近
：
春
ち
か
く
な
り
に
け
ら
し
な
白
雪

の
降
つ
も
る
枝
に
匂
ふ
梅
が
ゝ
、
名
所
炭
竃
：
名
に
高
き
大
原
や

ま
の
冬
さ
れ
ば
絶
ず
ぞ
け
ぶ
る
峯
の
す
み
が
ま
、
契
行
末
恋
：
諸

共
に
行
す
ゑ
た
え
ず
あ
だ
浪
は
か
け
じ
と
契
る
恋
の
中
河
」

文
政
⚘
年

⚑
月
⚑
日

55
仙洞

四
方
拝
に
出
御
、
諸
臣
に
謁
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚘
年

⚑
月
⚓
日

55
仙洞

吉
書
御
覧
の
た
め
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚘
年

⚑
月
⚗
日

55
仙洞

千
秋
万
歳
・
白
馬
御
覧
の
た
め

出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚘
年

⚑
月
11
日

55
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚘
年

⚑
月
1 3
日

55
仙洞

諸
礼
を
行
う
。
弘
御
所
・
小
御

所
に
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚘
年

⚑
月
1 4
日

55
仙洞

太
元
帥
法
・
後
七
日
御
修
法
結

願
の
た
め
両
法
阿
闍
梨
参
院
。

弘
御
所
に
出
御
し
謁
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚘
年

⚑
月
1 7
日

55
仙洞

御
吉
書
・
三
毬
打
の
た
め
小
御

所
に
出
御

光
格
天
皇
実
録
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文
政
⚗
年

後
⚘
月
10

日

54
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

新
源
三
位
、
重
徳
朝
臣
等
を
召

す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

後
⚘
月
23

日

54
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

後
⚘
月
24

日

54
月
次
御
会

内
裏
雁
、
碪
、
契

左
衛
門
督

建
房

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
雁
：
花
の
春
み
や
こ
の
空
を
み
捨
し
も
月
の
秋

に
は
な
び
く
か
り
が
ね
、
碪
：
身
を
さ
へ
も
ふ
け
行
秋
の
小
夜
ぎ

ぬ
た
う
ら
み
か
さ
ね
て
衣
う
つ
ら
む
、
契
：
底
ひ
な
く
猶
ゆ
く
末

も
い
も
せ
川
絶
ぬ
な
が
れ
を
契
り
か
は
し
て
」

文
政
⚗
年

後
⚘
月
27

日

54
仙洞

小
御
所
に
お
い
て
管
絃
の
御

遊
。
筝
の
御
所
作

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

後
⚘
月
29

日

54
仙洞

九
月
二
十
一
日
卯
刻
に
修
学
院

山
荘
に
御
幸
の
事
、
治
定

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

⚙
月
⚙
日

54
重
陽
御
会

内
裏
菊
花
宴
久

民
部
卿

雅
久

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
い
く
め
ぐ
り
つ
き
ぬ
言
葉
を
ち
ぎ
り
つ
ゝ
千
年

も
く
ま
む
き
く
の
さ
か
づ
き
」。
女
房
達
：
大
典
侍
、
宰
相
典
侍
、

督
典
侍
、
命
婦
伊
豫
、
命
婦
伯
耆
、
命
婦
大
御
乳
（
巻
末
）

文
政
⚗
年

⚙
月
13
日

54
当
座
御
会

内
裏
組
題
20
首
（
⚒
～
⚔
字

題
）
光
格
：
月
前
紅
葉

空
に
て
る
月
の
桂
の
下
紅
葉
影

よ
り
露
も
落
て
染
ら
し
〔
院
御

製
〕

左
衛
門
督

重
能

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
月
前
風
：
さ
ら
で
し
も
雲
は
か
ゝ
ら
ぬ
月
影
を

猶
み
が
く
と
や
秋
風
の
ふ
く
」

文
政
⚗
年

⚙
月
15
日

54
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

⚙
月
21
日

54
修
学
院
御
幸

御
会

修
学

院
紅
葉
色
添

染
つ
く
す
こ
の
山
陰
の
千
入
に

ぞ
め
で
こ
し
世
々
の
秋
も
し
ら

る
ゝ

為
則

為
則

有
栖
川
宮
本
「
修
学
院
離
宮
ニ
御
幸
ア
ラ
セ
ラ
ル
、
窮
邃
軒
ニ
於
テ
和
歌
御
会

ヲ
行
ハ
ル
、
又
、
当
座
御
会
ア
リ
、
次
ニ
管
絃
ノ
御
遊
ア
リ
、
笛
、

笙
、
筝
、
琵
琶
ノ
御
所
作
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実
録
）

文
政
⚗
年

⚙
月
21
日

54
於
修
学
院
御

当
座

修
学

院
水
樹
多
佳
趣

樹
々
の
こ
け
う
つ
る
気
色
も
岩

つ
た
ふ
た
き
の
ひ
ゞ
き
も
澄
る

池
水

上
皇
御
題

為
則

有
栖
川
宮
本
「
修
学
院
離
宮
ニ
御
幸
ア
ラ
セ
ラ
ル
、
窮
邃
軒
ニ
於
テ
和
歌
御
会

ヲ
行
ハ
ル
、
又
、
当
座
御
会
ア
リ
、
次
ニ
管
絃
ノ
御
遊
ア
リ
、
笛
、

笙
、
筝
、
琵
琶
ノ
御
所
作
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実
録
）

文
政
⚗
年

⚙
月
24
日

54
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚓
～
⚔

字
題
）
仁
孝
：
初
紅
葉
、

夕
紅
葉
、
名
所
紅
葉

飛
鳥
井
三
位

為
脩

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
初
紅
葉
：
村
し
ぐ
れ
ま
だ
下
染
の
は
つ
紅
葉
こ

れ
も
え
な
ら
ぬ
色
と
こ
そ
見
れ
、
夕
紅
葉
：
夕
日
影
い
ま
一
し
ほ

と
そ
め
つ
ら
し
い
と
ゞ
色
ま
す
庭
の
紅
葉
ゞ
、
名
所
紅
葉
：
い
く

千
入
名
に
も
立
田
の
山
ふ
か
く
麓
を
か
け
て
そ
め
し
紅
葉
ゞ
」。

文
政
⚗
年

⚙
月
28
日

54
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

10
月
⚔
日

54
仙洞

玄
猪
の
儀

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

10
月
⚕
日

54
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

大
原
三
位
、
基
逸
朝
臣
等
を
召

す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

10
月
1 0
日

54
当
座
御
会

内
裏
組
題
30
首
（
⚒
～
⚓
字

題
）
仁
孝
：
海
路

冷
泉
新
三
位

為
脩

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
海
路
：
お
き
つ
風
い
た
く
な
吹
そ
さ
ら
で
し
も

渡
り
あ
や
ふ
き
波
の
友
舟
」

文
政
⚗
年

10
月
1 5
日

54
仙洞

壽
山
亭
で
穫
稻
を
御
覧

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

10
月
18
日

54
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

10
月
21
日

54
当
座
御
会

仙
洞
組
題
20
首
（
和
歌
の

句
）
光
格
：
雪
ふ
り
し

き
て

さ
ら
に
又
人
こ
そ
と
は
ね
山
ざ

と
は
雪
ふ
り
し
き
て
道
も
わ
か

れ
ず

民
部
卿

為
脩

有
栖
川
宮
本
「
和
歌
当
座
御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
⚗
年

10
月
22
日

54
仙洞

小
御
所
に
お
い
て
管
絃
の
御

遊
。
笛
、
琵
琶
の
御
所
作

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

10
月
24
日

54
月
次
御
会

内
裏
落
葉
交
雨
、
残
菊
猶

匂
、
海
路
浪
遥

民
部
卿

為
全

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
落
葉
交
雨
：
た
て
ぬ
き
に
木
葉
と
ゝ
も
に
ふ
り

い
で
ゝ
錦
こ
き
み
だ
る
村
し
ぐ
れ
か
な
、
残
菊
猶
匂
：
に
ほ
は
ず

ば
し
ら
れ
ざ
ら
ま
し
お
く
し
も
に
う
づ
も
れ
残
る
庭
の
白
ぎ
く
、

海
路
浪
遥
：
わ
た
の
原
漕
行
す
ゑ
も
し
ら
浪
を
は
る
ば
る
わ
た
る

沖
の
と
も
舟
」

文
政
⚗
年

11
月
18
日

54
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

左
衛
門
督
、
為
知
等
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

11
月
24
日

54
月
次
御
会

内
裏
組
題
20
首
（
⚒
～
⚔
字

題
）
仁
孝
：
夕
雪
、
浦

辺
雪
、
寄
雪
祝
言

為
全

為
則

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
夕
雪
：
夕
ぐ
れ
の
道
た
ど
た
ど
し
降
つ
も
る
ひ

か
り
ぞ
し
る
べ
野
辺
の
白
雪
、
浦
辺
雪
：
明
石
潟
浦
風
さ
む
み
見

渡
せ
ば
ゆ
き
に
こ
ぎ
行
海
人
の
釣
舟
、
寄
雪
祝
言
：
九
重
に
山
つ

く
り
け
る
し
ら
雪
は
げ
に
豊
年
の
し
る
し
成
ら
し
」

文
政
⚗
年

12
月
10
日

54
当
座
御
会

仙
洞
組
題
30
首
（
⚒
字
題
）

光
格
：
夜
衾

あ
つ
ぶ
す
ま
重
ね
わ
ぶ
よ
に
賎

が
や
を
思
へ
ば
思
へ
ば
さ
こ
そ

□
ら
め

左
衛
門
督

雅
久

有
栖
川
宮
本
「
和
歌
当
座
御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
⚗
年

12
月
15
日

54
当
座
御
会

内
裏
組
題
30
首
（
⚔
字
題
）

仁
孝
：
歳
暮
述
懐

民
部
卿

為
脩

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
歳
暮
述
懐
：
ま
な
ぶ
書
も
し
ら
ぶ
る
絃
も
そ
こ

は
か
と
あ
ら
で
ぞ
年
の
暮
行
は
を
し
」

文
政
⚗
年

12
月
17
日

54
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

新
源
三
位
、
重
徳
朝
臣
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

12
月
21
日

54
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

12
月
23
日

54
仙洞

御
有
卦
明
の
御
宴
の
た
め
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚗
年

12
月
24
日

54
月
次
御
会

内
裏
梅
告
春
近
、
名
所
炭

竃
、
契
行
末
恋

左
衛
門
督

俊
明

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
梅
告
春
近
：
春
ち
か
く
な
り
に
け
ら
し
な
白
雪

の
降
つ
も
る
枝
に
匂
ふ
梅
が
ゝ
、
名
所
炭
竃
：
名
に
高
き
大
原
や

ま
の
冬
さ
れ
ば
絶
ず
ぞ
け
ぶ
る
峯
の
す
み
が
ま
、
契
行
末
恋
：
諸

共
に
行
す
ゑ
た
え
ず
あ
だ
浪
は
か
け
じ
と
契
る
恋
の
中
河
」

文
政
⚘
年

⚑
月
⚑
日

55
仙洞

四
方
拝
に
出
御
、
諸
臣
に
謁
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚘
年

⚑
月
⚓
日

55
仙洞

吉
書
御
覧
の
た
め
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚘
年

⚑
月
⚗
日

55
仙洞

千
秋
万
歳
・
白
馬
御
覧
の
た
め

出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚘
年

⚑
月
11
日

55
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚘
年

⚑
月
1 3
日

55
仙洞

諸
礼
を
行
う
。
弘
御
所
・
小
御

所
に
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚘
年

⚑
月
1 4
日

55
仙洞

太
元
帥
法
・
後
七
日
御
修
法
結

願
の
た
め
両
法
阿
闍
梨
参
院
。

弘
御
所
に
出
御
し
謁
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚘
年

⚑
月
1 7
日

55
仙洞

御
吉
書
・
三
毬
打
の
た
め
小
御

所
に
出
御

光
格
天
皇
実
録
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文
政
⚘
年

⚑
月
18
日

55
和
歌
御
会
始

仙
洞
鴬
声
和
琴

春
に
な
る
あ
づ
ま
の
こ
と
の
菅

搔
に
み
ど
り
の
と
り
も
し
ら
べ

あ
ふ
こ
ゑ

飛
鳥
井
三
位

為
脩

読
師
：
皇
太
后
宮
権
大

夫
、
講
師
：
顕
孝
朝
臣
、

発
声
：
冷
泉
新
三
位

有
栖
川
宮
本

大
宮
御
歌
な
し
。
女
房
達
：
大
す
け
、
新
大
納
言
、
菖
蒲
小
路
、

勾
当
内
侍
、
小
少
将
、
小
侍
従
、
命
婦
伊
よ
、
命
婦
は
う
き
、
紀

伊
（
巻
末
）。
「
和
歌
御
会
始
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
、
御

製
ア
リ
」（
光
格
天
皇
実
録
）

文
政
⚘
年

⚑
月
27
日

55
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

大
蔵
卿
、
保
右
朝
臣
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚘
年

⚑
月
28
日

55
和
歌
御
会
始

内
裏
春
竹
添
色

此
君
と
あ
ふ
ぐ
に
つ
け
て
春
毎

の
め
ぐ
み
の
色
も
千
尋
そ
へ
て

よ
〔
院
御
製
〕

為
全

為
則

読
師
：
新
源
大
納
言
、

講
師
：
共
福
朝
臣
、
発

声
：
持
明
院
三
位

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
、
光
格
上
皇
御
製
の
順
に
掲
載
。
大
宮
御
歌
な

し
。
仁
孝
天
皇
御
製
「
千
尋
あ
る
か
げ
も
ひ
と
し
ほ
色
そ
ひ
て
げ

に
は
る
し
る
き
庭
の
く
れ
た
け
」（
巻
頭
）。
女
房
達
：
大
典
侍
、

宰
相
典
侍
、
督
典
侍
、
新
大
納
言
、
勾
当
内
侍
、
侍
従
内
侍
、
命

婦
伊
予
、
命
婦
伯
耆
、
命
婦
大
御
乳
（
巻
末
）

文
政
⚘
年

⚒
月
⚔
日

55
当
座
御
会

内
裏
組
題
30
首
（
⚓
～
⚔
字

題
）：
光
格
院
：
春
草

漸
滋

雪
間
の
み
草
の
は
つ
か
と
見
し

色
の
は
る
の
日
毎
に
青
み
わ
た

れ
り
〔
院
御
製
〕

左
兵
衛
督

為
則

講
師
：
顕
孝
朝
臣

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
嶺
樹
帯
霞
：
立
な
ら
ぶ
松
の
み
ど
り
の
色
そ
へ

て
た
か
ね
長
閑
に
霞
棚
引
」（
巻
頭
）

文
政
⚘
年

⚒
月
⚔
日

55
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚘
年

⚒
月
16
日

55
当
座
御
会

仙
洞
組
題
30
首
（
⚒
～
⚓
字

題
）：
光
格
院
：
都
早

春

う
ち
ひ
さ
す
都
よ
り
ま
づ
立
そ

め
て
千
里
の
春
を
し
く
霞
か
な

左
衛
門
督

俊
明

隆
光

有
栖
川
宮
本
「
和
歌
当
座
御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
⚘
年

⚒
月
22
日

55
水
無
瀬
宮
御

法
楽

内
裏
組
題
20
首
（
⚓
～
⚔
字

題
）
仁
孝
：
待
花
日
暮

左
兵
衛
督

建
房

正
房

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
待
花
日
暮
：
桜
花
は
や
さ
か
な
ん
と
ま
た
れ

つ
ゝ
幾
日
こ
ず
ゑ
を
な
が
め
く
ら
し
つ
」

文
政
⚘
年

⚒
月
22
日

55
水
無
瀬
宮
御

法
楽

仙
洞
組
題
20
首
（
⚓
字
題
）：

光
格
院
：
子
日
松

い
く
千
世
と
祝
ふ
に
あ
か
ぬ
初

子
日
手
ご
と
に
野
べ
の
小
松
曳

つ
ゝ

民
部
卿

為
全

共
福
朝
臣

有
栖
川
宮
本
「
小
御
所
ニ
於
テ
水
無
瀬
宮
御
法
楽
和
歌
ノ
披
講
ア
リ
」（
光
格
天

皇
実
録
）

文
政
⚘
年

⚒
月
24
日

55
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚓
～
⚔

字
題
）
仁
孝
：
早
春
霞
、

朝
郭
公
、
里
落
葉

民
部
卿

雅
久

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
早
春
霞
：
山
端
の
雪
も
さ
な
が
ら
立
こ
め
て
は

る
の
色
し
る
朝
が
す
み
か
な
、
朝
郭
公
：
天
の
戸
の
あ
く
る
あ
し

た
に
ほ
と
ゝ
ぎ
す
ま
た
れ
し
夜
半
の
声
な
の
る
ら
む
、
里
落
葉
：

冬
さ
れ
ば
時
雨
と
と
も
に
ふ
り
そ
ひ
て
こ
の
葉
ぞ
ふ
か
き
山
陰
の

里
」

文
政
⚘
年

⚒
月
25
日

55
聖
廟
御
法
楽

内
裏
組
題
50
首
（
⚑
～
⚒
字

題
）
仁
孝
：
早
春

左
兵
衛
督

為
脩

講
師
：
為
知

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
早
春
：
神
垣
の
霞
と
ゝ
も
に
ほ
こ
ろ
び
て
ま
づ

春
み
す
る
梅
の
初
花
」

文
政
⚘
年

⚒
月
25
日

55
聖
廟
御
法
楽

仙
洞
組
題
25
首
（
⚓
～
⚔
字

題
）
光
格
：
社
頭
立
春

か
げ
た
か
き
松
の
一
夜
に
立
か

へ
る
春
を
み
ど
り
の
霞
む
神
が

き

左
衛
門
督

俊
明

講
師
：
顕
孝
朝
臣

有
栖
川
宮
本
「
小
御
所
ニ
於
テ
聖
廟
御
法
楽
和
歌
ノ
披
講
ア
リ
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
⚘
年

⚓
月
⚗
日

55
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚘
年

⚓
月
⚘
日

55
当
座
御
会

内
裏
組
題
20
首
（
⚑
～
⚒
字

題
）
光
格
：
桃

陰
と
へ
と
い
は
で
も
花
の
紅
に

ゆ
き
ゝ
ぞ
し
げ
き
桃
の
下
み
ち

〔
院
御
製
〕

飛
鳥
井
中
納
言

建
房

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
春
月
：
え
な
ら
ず
よ
尾
上
の
花
の
雲
間
よ
り
か

す
み
て
匂
ふ
春
の
よ
の
月
」（
巻
頭
）

文
政
⚘
年

⚓
月
⚘
日

55
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

大
蔵
卿
、
隆
起
朝
臣
等
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚘
年

⚓
月
1 8
日

55
神
影
供

仙
洞
風
静
花
芳

か
ほ
り
つ
ゝ
散
こ
と
し
ら
ぬ
花

と
の
み
い
ふ
ば
か
り
に
も
か
す

む
は
る
風

左
兵
衛
督

俊
明

読
師
：
按
察
大
納
言
、

講
師
：
光
輝
、
発
声
：

左
兵
衛
督

有
栖
川
宮
本
「
柿
本
社
神
影
供
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
⚘
年

⚓
月
2 3
日

55
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

年
月
日

年
齢

御
会
名

場
所

歌
題

光
格
天
皇
御
製
お
よ
び
事
項

題
者

奉
行

そ
の
他
の
諸
役

出
典

備
考

文
政
⚘
年

⚓
月
24
日

55
月
次
御
会

内
裏
躑
躅
江
、
款
冬
盛
、
寄

藤
恋

左
兵
衛
督

重
能

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
躑
躅
江
：
幾
し
ほ
も
ゆ
ふ
く
れ
な
ゐ
の
色
そ
ひ

ぬ
岡
辺
の
つ
ゝ
じ
照
す
日
影
に
、
款
冬
盛
：
さ
と
の
子
も
心
や
そ

め
む
も
の
い
は
ぬ
色
に
さ
か
り
の
井
で
の
山
吹
、
寄
藤
恋
：
思
ふ

そ
の
契
り
に
か
ゝ
れ
藤
か
づ
ら
ふ
か
む
ら
さ
き
の
色
を
ゆ
か
り

と
」

文
政
⚘
年

⚔
月
22
日

55
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

男
女
を
召
さ
ず

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚘
年

⚔
月
24
日

55
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚒
～
⚕

字
題
）
仁
孝
：
岸
卯
花
、

夕
待
郭
公
、
夏
笛

左
兵
衛
督

俊
明

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
岸
卯
花
：
し
づ
が
さ
ら
す
布
と
も
み
え
て
玉
河

や
岸
ね
つ
ゞ
き
に
咲
る
卯
花
、
夕
待
郭
公
：
夕
月
の
ほ
の
め
く
影

を
み
て
も
猶
鳴
ね
ま
た
る
ゝ
山
ほ
と
ゝ
ぎ
す
、
夏
笛
：
あ
げ
ま
き

が
か
よ
ふ
す
さ
び
か
草
深
き
夏
の
ゝ
原
の
笛
竹
の
声
」

文
政
⚘
年

⚕
月
13
日

55
仙洞

壽
山
亭
で
挿
秧
を
御
覧

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚘
年

⚕
月
24
日

55
月
次
御
会

内
裏
郭
公
、
樗
花
、
眺
望

飛
鳥
井
中
納
言

俊
明

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
郭
公
：
時
き
ぬ
と
し
の
だ
の
杜
の
梢
よ
り
千
枝

に
ふ
り
出
て
鳴
ほ
と
ゝ
ぎ
す
、
樗
花
：
な
つ
か
し
き
藤
の
ゆ
か
り

の
色
み
せ
て
咲
や
あ
ふ
ち
の
花
も
え
な
ら
ず
、
眺
望
：
さ
み
だ
れ

の
は
る
ゝ
夕
辺
に
見
渡
せ
ば
高
ね
す
ゞ
し
く
入
日
さ
す
か
げ
」

文
政
⚘
年

⚖
月
⚕
日

55
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

男
女
を
召
さ
ず

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚘
年

⚖
月
10
日

55
当
座
御
会

内
裏
組
題
20
首
（
⚒
字
題
）

仁
孝
：
夏
雨

左
衛
門
督

雅
光

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
夏
雨
：
水
無
月
の
た
へ
ぬ
あ
つ
さ
も
降
ほ
ど
は

は
ら
ひ
て
す
ゞ
し
風
の
む
ら
雨
」

文
政
⚘
年

⚖
月
16
日

55
仙洞

嘉
祥
の
儀
あ
り

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚘
年

⚖
月
24
日

55
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
首
（
⚑
～
⚒
字

題
）
仁
孝
：
地
儀
、
鳥
、

神
祇

飛
鳥
井
中
納
言

為
全

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
地
儀
：
月
に
猶
み
が
く
す
が
た
の
凉
し
き
は
な

つ
の
外
な
る
雪
の
ふ
じ
の
ね
、
鳥
：
こ
ゝ
か
し
こ
魚
の
よ
る
瀬
か

河
水
に
み
の
毛
も
ぬ
れ
て
あ
さ
る
白
さ
ぎ
、
神
祇
：
天
て
ら
す
神

の
め
ぐ
み
に
幾
よ
ゝ
も
わ
が
あ
し
原
の
国
は
う
ご
か
じ
」

文
政
⚘
年

⚖
月
25
日

55
聖
廟
御
法
楽

内
裏
組
題
50
首
（
⚑
字
題
）

仁
孝
：
扇

勅
題
（
仁
孝
天

皇
）

建
房

講
師
：
正
房

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
扇
：
夏
は
た
ゞ
な
ら
す
扇
よ
あ
つ
さ
を
も
よ
そ

に
吹
や
る
風
の
す
ゞ
し
さ
」

文
政
⚘
年

⚖
月
25
日

55
聖
廟
御
法
楽

仙
洞
組
題
50
首
（
⚑
～
⚒
字

題
）
光
格
：
夏
浦

浦
風
の
い
そ
べ
の
松
の
陰
す
ゞ

し
く
る
れ
ば
月
の
夜
し
ほ
さ
し

き
て

勅
題
（
光
格
上

皇
）

重
能

講
師
：
光
輝

有
栖
川
宮
本
「
小
御
所
ニ
於
テ
聖
廟
御
法
楽
和
歌
ノ
披
講
ア
リ
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
⚘
年

⚖
月
29
日

55
仙洞

六
月
祓
・
茅
輪
の
た
め
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚘
年

⚗
月
⚗
日

55
七
夕
御
会

内
裏
七
夕
鳥

天
河
ほ
し
の
舟
出
も
い
そ
ぐ
と

や
こ
ゑ
を
ほ
に
あ
げ
て
か
り
の

き
つ
ら
む
〔
院
御
製
〕

飛
鳥
井
中
納
言

俊
明

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
（
巻
頭
）、
光
格
上
皇
御
製
の
順
に
掲
載
。
仁
孝

天
皇
御
製
「
鳥
の
ね
も
こ
の
あ
か
つ
き
は
心
せ
よ
と
し
に
ひ
と
夜

の
ほ
し
あ
ひ
の
そ
ら
」。
女
房
達
：
大
典
侍
、
宰
相
典
侍
、
督
典

侍
、
新
大
納
言
、
勾
当
内
侍
、
侍
従
内
侍
、
命
婦
伊
豫
、
命
婦
伯

耆
、
命
婦
大
御
乳
（
巻
末
）

文
政
⚘
年

⚗
月
14
日

55
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚘
年

⚗
月
18
日

55
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

武
者
小
路
三
位
、
隆
起
朝
臣
等

を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚘
年

⚗
月
2 4
日

55
月
次
御
会

内
裏
秋
植
物
、
秋
動
物
、
恋

雑
物

雅
久

雅
光

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
秋
植
物
：
庭
の
面
に
花
の
千
種
を
う
ゑ
て
こ
そ

野
も
せ
の
秋
の
錦
を
も
み
れ
、
秋
動
物
：
初
秋
も
お
の
が
心
は
よ

や
さ
む
き
ま
だ
き
に
来
な
く
衣
か
り
が
ね
、
恋
雑
物
：
思
ひ
を
ば

な
み
だ
と
と
も
に
か
き
こ
め
て
け
さ
や
る
書
は
哀
と
も
見
よ
」
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文
政
⚘
年

⚑
月
18
日

55
和
歌
御
会
始

仙
洞
鴬
声
和
琴

春
に
な
る
あ
づ
ま
の
こ
と
の
菅

搔
に
み
ど
り
の
と
り
も
し
ら
べ

あ
ふ
こ
ゑ

飛
鳥
井
三
位

為
脩

読
師
：
皇
太
后
宮
権
大

夫
、
講
師
：
顕
孝
朝
臣
、

発
声
：
冷
泉
新
三
位

有
栖
川
宮
本

大
宮
御
歌
な
し
。
女
房
達
：
大
す
け
、
新
大
納
言
、
菖
蒲
小
路
、

勾
当
内
侍
、
小
少
将
、
小
侍
従
、
命
婦
伊
よ
、
命
婦
は
う
き
、
紀

伊
（
巻
末
）。
「
和
歌
御
会
始
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
、
御

製
ア
リ
」（
光
格
天
皇
実
録
）

文
政
⚘
年

⚑
月
27
日

55
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

大
蔵
卿
、
保
右
朝
臣
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚘
年

⚑
月
28
日

55
和
歌
御
会
始

内
裏
春
竹
添
色

此
君
と
あ
ふ
ぐ
に
つ
け
て
春
毎

の
め
ぐ
み
の
色
も
千
尋
そ
へ
て

よ
〔
院
御
製
〕

為
全

為
則

読
師
：
新
源
大
納
言
、

講
師
：
共
福
朝
臣
、
発

声
：
持
明
院
三
位

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
、
光
格
上
皇
御
製
の
順
に
掲
載
。
大
宮
御
歌
な

し
。
仁
孝
天
皇
御
製
「
千
尋
あ
る
か
げ
も
ひ
と
し
ほ
色
そ
ひ
て
げ

に
は
る
し
る
き
庭
の
く
れ
た
け
」（
巻
頭
）。
女
房
達
：
大
典
侍
、

宰
相
典
侍
、
督
典
侍
、
新
大
納
言
、
勾
当
内
侍
、
侍
従
内
侍
、
命

婦
伊
予
、
命
婦
伯
耆
、
命
婦
大
御
乳
（
巻
末
）

文
政
⚘
年

⚒
月
⚔
日

55
当
座
御
会

内
裏
組
題
30
首
（
⚓
～
⚔
字

題
）：
光
格
院
：
春
草

漸
滋

雪
間
の
み
草
の
は
つ
か
と
見
し

色
の
は
る
の
日
毎
に
青
み
わ
た

れ
り
〔
院
御
製
〕

左
兵
衛
督

為
則

講
師
：
顕
孝
朝
臣

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
嶺
樹
帯
霞
：
立
な
ら
ぶ
松
の
み
ど
り
の
色
そ
へ

て
た
か
ね
長
閑
に
霞
棚
引
」（
巻
頭
）

文
政
⚘
年

⚒
月
⚔
日

55
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚘
年

⚒
月
16
日

55
当
座
御
会

仙
洞
組
題
30
首
（
⚒
～
⚓
字

題
）：
光
格
院
：
都
早

春

う
ち
ひ
さ
す
都
よ
り
ま
づ
立
そ

め
て
千
里
の
春
を
し
く
霞
か
な

左
衛
門
督

俊
明

隆
光

有
栖
川
宮
本
「
和
歌
当
座
御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
⚘
年

⚒
月
22
日

55
水
無
瀬
宮
御

法
楽

内
裏
組
題
20
首
（
⚓
～
⚔
字

題
）
仁
孝
：
待
花
日
暮

左
兵
衛
督

建
房

正
房

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
待
花
日
暮
：
桜
花
は
や
さ
か
な
ん
と
ま
た
れ

つ
ゝ
幾
日
こ
ず
ゑ
を
な
が
め
く
ら
し
つ
」

文
政
⚘
年

⚒
月
22
日

55
水
無
瀬
宮
御

法
楽

仙
洞
組
題
20
首
（
⚓
字
題
）：

光
格
院
：
子
日
松

い
く
千
世
と
祝
ふ
に
あ
か
ぬ
初

子
日
手
ご
と
に
野
べ
の
小
松
曳

つ
ゝ

民
部
卿

為
全

共
福
朝
臣

有
栖
川
宮
本
「
小
御
所
ニ
於
テ
水
無
瀬
宮
御
法
楽
和
歌
ノ
披
講
ア
リ
」（
光
格
天

皇
実
録
）

文
政
⚘
年

⚒
月
24
日

55
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚓
～
⚔

字
題
）
仁
孝
：
早
春
霞
、

朝
郭
公
、
里
落
葉

民
部
卿

雅
久

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
早
春
霞
：
山
端
の
雪
も
さ
な
が
ら
立
こ
め
て
は

る
の
色
し
る
朝
が
す
み
か
な
、
朝
郭
公
：
天
の
戸
の
あ
く
る
あ
し

た
に
ほ
と
ゝ
ぎ
す
ま
た
れ
し
夜
半
の
声
な
の
る
ら
む
、
里
落
葉
：

冬
さ
れ
ば
時
雨
と
と
も
に
ふ
り
そ
ひ
て
こ
の
葉
ぞ
ふ
か
き
山
陰
の

里
」

文
政
⚘
年

⚒
月
25
日

55
聖
廟
御
法
楽

内
裏
組
題
50
首
（
⚑
～
⚒
字

題
）
仁
孝
：
早
春

左
兵
衛
督

為
脩

講
師
：
為
知

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
早
春
：
神
垣
の
霞
と
ゝ
も
に
ほ
こ
ろ
び
て
ま
づ

春
み
す
る
梅
の
初
花
」

文
政
⚘
年

⚒
月
25
日

55
聖
廟
御
法
楽

仙
洞
組
題
25
首
（
⚓
～
⚔
字

題
）
光
格
：
社
頭
立
春

か
げ
た
か
き
松
の
一
夜
に
立
か

へ
る
春
を
み
ど
り
の
霞
む
神
が

き

左
衛
門
督

俊
明

講
師
：
顕
孝
朝
臣

有
栖
川
宮
本
「
小
御
所
ニ
於
テ
聖
廟
御
法
楽
和
歌
ノ
披
講
ア
リ
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
⚘
年

⚓
月
⚗
日

55
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚘
年

⚓
月
⚘
日

55
当
座
御
会

内
裏
組
題
20
首
（
⚑
～
⚒
字

題
）
光
格
：
桃

陰
と
へ
と
い
は
で
も
花
の
紅
に

ゆ
き
ゝ
ぞ
し
げ
き
桃
の
下
み
ち

〔
院
御
製
〕

飛
鳥
井
中
納
言

建
房

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
春
月
：
え
な
ら
ず
よ
尾
上
の
花
の
雲
間
よ
り
か

す
み
て
匂
ふ
春
の
よ
の
月
」（
巻
頭
）

文
政
⚘
年

⚓
月
⚘
日

55
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

大
蔵
卿
、
隆
起
朝
臣
等
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚘
年

⚓
月
1 8
日

55
神
影
供

仙
洞
風
静
花
芳

か
ほ
り
つ
ゝ
散
こ
と
し
ら
ぬ
花

と
の
み
い
ふ
ば
か
り
に
も
か
す

む
は
る
風

左
兵
衛
督

俊
明

読
師
：
按
察
大
納
言
、

講
師
：
光
輝
、
発
声
：

左
兵
衛
督

有
栖
川
宮
本
「
柿
本
社
神
影
供
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
⚘
年

⚓
月
2 3
日

55
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚘
年

⚓
月
24
日

55
月
次
御
会

内
裏
躑
躅
江
、
款
冬
盛
、
寄

藤
恋

左
兵
衛
督

重
能

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
躑
躅
江
：
幾
し
ほ
も
ゆ
ふ
く
れ
な
ゐ
の
色
そ
ひ

ぬ
岡
辺
の
つ
ゝ
じ
照
す
日
影
に
、
款
冬
盛
：
さ
と
の
子
も
心
や
そ

め
む
も
の
い
は
ぬ
色
に
さ
か
り
の
井
で
の
山
吹
、
寄
藤
恋
：
思
ふ

そ
の
契
り
に
か
ゝ
れ
藤
か
づ
ら
ふ
か
む
ら
さ
き
の
色
を
ゆ
か
り

と
」

文
政
⚘
年

⚔
月
22
日

55
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

男
女
を
召
さ
ず

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚘
年

⚔
月
24
日

55
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚒
～
⚕

字
題
）
仁
孝
：
岸
卯
花
、

夕
待
郭
公
、
夏
笛

左
兵
衛
督

俊
明

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
岸
卯
花
：
し
づ
が
さ
ら
す
布
と
も
み
え
て
玉
河

や
岸
ね
つ
ゞ
き
に
咲
る
卯
花
、
夕
待
郭
公
：
夕
月
の
ほ
の
め
く
影

を
み
て
も
猶
鳴
ね
ま
た
る
ゝ
山
ほ
と
ゝ
ぎ
す
、
夏
笛
：
あ
げ
ま
き

が
か
よ
ふ
す
さ
び
か
草
深
き
夏
の
ゝ
原
の
笛
竹
の
声
」

文
政
⚘
年

⚕
月
13
日

55
仙洞

壽
山
亭
で
挿
秧
を
御
覧

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚘
年

⚕
月
24
日

55
月
次
御
会

内
裏
郭
公
、
樗
花
、
眺
望

飛
鳥
井
中
納
言

俊
明

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
郭
公
：
時
き
ぬ
と
し
の
だ
の
杜
の
梢
よ
り
千
枝

に
ふ
り
出
て
鳴
ほ
と
ゝ
ぎ
す
、
樗
花
：
な
つ
か
し
き
藤
の
ゆ
か
り

の
色
み
せ
て
咲
や
あ
ふ
ち
の
花
も
え
な
ら
ず
、
眺
望
：
さ
み
だ
れ

の
は
る
ゝ
夕
辺
に
見
渡
せ
ば
高
ね
す
ゞ
し
く
入
日
さ
す
か
げ
」

文
政
⚘
年

⚖
月
⚕
日

55
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

男
女
を
召
さ
ず

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚘
年

⚖
月
10
日

55
当
座
御
会

内
裏
組
題
20
首
（
⚒
字
題
）

仁
孝
：
夏
雨

左
衛
門
督

雅
光

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
夏
雨
：
水
無
月
の
た
へ
ぬ
あ
つ
さ
も
降
ほ
ど
は

は
ら
ひ
て
す
ゞ
し
風
の
む
ら
雨
」

文
政
⚘
年

⚖
月
16
日

55
仙洞

嘉
祥
の
儀
あ
り

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚘
年

⚖
月
24
日

55
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
首
（
⚑
～
⚒
字

題
）
仁
孝
：
地
儀
、
鳥
、

神
祇

飛
鳥
井
中
納
言

為
全

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
地
儀
：
月
に
猶
み
が
く
す
が
た
の
凉
し
き
は
な

つ
の
外
な
る
雪
の
ふ
じ
の
ね
、
鳥
：
こ
ゝ
か
し
こ
魚
の
よ
る
瀬
か

河
水
に
み
の
毛
も
ぬ
れ
て
あ
さ
る
白
さ
ぎ
、
神
祇
：
天
て
ら
す
神

の
め
ぐ
み
に
幾
よ
ゝ
も
わ
が
あ
し
原
の
国
は
う
ご
か
じ
」

文
政
⚘
年

⚖
月
25
日

55
聖
廟
御
法
楽

内
裏
組
題
50
首
（
⚑
字
題
）

仁
孝
：
扇

勅
題
（
仁
孝
天

皇
）

建
房

講
師
：
正
房

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
扇
：
夏
は
た
ゞ
な
ら
す
扇
よ
あ
つ
さ
を
も
よ
そ

に
吹
や
る
風
の
す
ゞ
し
さ
」

文
政
⚘
年

⚖
月
25
日

55
聖
廟
御
法
楽

仙
洞
組
題
50
首
（
⚑
～
⚒
字

題
）
光
格
：
夏
浦

浦
風
の
い
そ
べ
の
松
の
陰
す
ゞ

し
く
る
れ
ば
月
の
夜
し
ほ
さ
し

き
て

勅
題
（
光
格
上

皇
）

重
能

講
師
：
光
輝

有
栖
川
宮
本
「
小
御
所
ニ
於
テ
聖
廟
御
法
楽
和
歌
ノ
披
講
ア
リ
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
⚘
年

⚖
月
29
日

55
仙洞

六
月
祓
・
茅
輪
の
た
め
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚘
年

⚗
月
⚗
日

55
七
夕
御
会

内
裏
七
夕
鳥

天
河
ほ
し
の
舟
出
も
い
そ
ぐ
と

や
こ
ゑ
を
ほ
に
あ
げ
て
か
り
の

き
つ
ら
む
〔
院
御
製
〕

飛
鳥
井
中
納
言

俊
明

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
（
巻
頭
）、
光
格
上
皇
御
製
の
順
に
掲
載
。
仁
孝

天
皇
御
製
「
鳥
の
ね
も
こ
の
あ
か
つ
き
は
心
せ
よ
と
し
に
ひ
と
夜

の
ほ
し
あ
ひ
の
そ
ら
」。
女
房
達
：
大
典
侍
、
宰
相
典
侍
、
督
典

侍
、
新
大
納
言
、
勾
当
内
侍
、
侍
従
内
侍
、
命
婦
伊
豫
、
命
婦
伯

耆
、
命
婦
大
御
乳
（
巻
末
）

文
政
⚘
年

⚗
月
14
日

55
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚘
年

⚗
月
18
日

55
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

武
者
小
路
三
位
、
隆
起
朝
臣
等

を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚘
年

⚗
月
2 4
日

55
月
次
御
会

内
裏
秋
植
物
、
秋
動
物
、
恋

雑
物

雅
久

雅
光

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
秋
植
物
：
庭
の
面
に
花
の
千
種
を
う
ゑ
て
こ
そ

野
も
せ
の
秋
の
錦
を
も
み
れ
、
秋
動
物
：
初
秋
も
お
の
が
心
は
よ

や
さ
む
き
ま
だ
き
に
来
な
く
衣
か
り
が
ね
、
恋
雑
物
：
思
ひ
を
ば

な
み
だ
と
と
も
に
か
き
こ
め
て
け
さ
や
る
書
は
哀
と
も
見
よ
」
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文
政
⚘
年

⚘
月
⚑
日

55
仙洞

八
朔
の
儀
あ
り

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚘
年

⚘
月
⚕
日

55
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚘
年

⚘
月
10
日

55
仙洞

御
有
卦
入
に
よ
り
賜
宴
あ
り
。

出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚘
年

⚘
月
16
日

55
当
座
御
会

内
裏
組
題
30
首
（
⚓
～
⚔
字

題
）
光
格
：
月
前
猪

月
に
な
る
臥
猪
の
床
は
白
妙
に

つ
ゆ
か
ゞ
や
く
を
何
と
わ
ぶ
ら

ん
〔
院
御
製
〕

民
部
卿

雅
久

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
月
前
鹿
：
つ
ま
ご
ひ
の
よ
る
の
お
も
ひ
も
い
か

な
ら
ん
晴
わ
た
る
月
に
を
じ
か
鳴
声
」

文
政
⚘
年

⚘
月
21
日

55
仙洞

前
関
白
一
條
忠
良
へ
の
古
今
伝

受
の
た
め
、
石
見
国
高
角
山
眞

福
寺
に
九
月
十
五
日
よ
り
十
七

日
間
、
祈
祷
を
仰
せ
つ
く

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚘
年

⚘
月
23
日

55
仙洞

女
御
藤
原
祺
子
の
入
内
に
よ

り
、
禁
裏
、
大
宮
、
女
御
等
と

御
祝
儀
の
贈
答
あ
り

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚘
年

⚘
月
24
日

55
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚒
～
⚔

字
題
）
仁
孝
：
峯
月
照

松
、
寄
雁
恋
、
秋
浦

左
衛
門
督

雅
久

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
峯
月
照
松
：
影
は
れ
て
照
せ
る
月
の
峯
高
み
た

ち
な
ら
ぶ
松
の
数
も
み
る
べ
く
、
寄
雁
恋
：
物
思
ふ
わ
が
た
ぐ
ひ

か
も
秋
風
に
な
き
て
ぞ
き
つ
る
衣
か
り
が
ね
、
秋
浦
：
も
し
ほ
や

く
海
人
の
い
そ
や
は
い
ぶ
せ
き
に
猶
立
ま
よ
ふ
浦
の
秋
ぎ
り
」

文
政
⚘
年

⚘
月
26
日

55
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚘
年

⚘
月
28
日

55
仙洞

御
有
卦
入
の
御
賀
に
よ
り
、

内
々
、
仕
舞
囃
子
能
を
御
覧

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚘
年

⚙
月
⚑
日

55
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

綾
小
路
三
位
、
基
逸
朝
臣
等
を

召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚘
年

⚙
月
⚕
日

55
仙洞

前
関
白
一
條
忠
良
へ
の
古
今
伝

受
の
た
め
、
住
吉
・
玉
津
島
の

両
社
お
よ
び
明
石
月
照
寺
に
九

月
十
三
日
よ
り
十
七
日
間
、
祈

祷
を
仰
せ
つ
く

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚘
年

⚙
月
⚗
日

55
仙洞

前
関
白
一
條
忠
良
へ
の
古
今
伝

受
の
た
め
、
伊
勢
神
宮
・
多
賀

社
に
九
月
十
三
日
よ
り
祈
祷
を

仰
せ
つ
く

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚘
年

⚙
月
⚙
日

55
重
陽
御
会

内
裏
菊
有
長
生
種

左
兵
衛
督

重
能

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
秋
ご
と
に
つ
き
ぬ
こ
と
葉
の
種
な
れ
ば
さ
か
り

も
い
く
世
白
ぎ
く
の
は
な
」。
女
房
達
：
宰
相
典
侍
、
勾
当
内
侍
、

侍
従
内
侍
、
命
婦
伊
豫
、
命
婦
大
御
乳
（
巻
末
）

文
政
⚘
年

⚙
月
1 0
日

55
仙洞

前
関
白
一
條
忠
良
へ
の
古
今
伝

受
の
た
め
、
下
御
霊
・
上
御

霊
・
下
鴨
・
上
賀
茂
・
八
幡
の

五
社
お
よ
び
南
都
大
宮
社
・
若

宮
社
に
、
九
月
十
三
日
よ
り
十

七
日
間
、
祈
祷
を
仰
せ
つ
く

光
格
天
皇
実
録

年
月
日

年
齢

御
会
名

場
所

歌
題

光
格
天
皇
御
製
お
よ
び
事
項

題
者

奉
行

そ
の
他
の
諸
役

出
典

備
考

文
政
⚘
年

⚙
月
13
日

55
仙洞

前
関
白
一
條
忠
良
へ
の
古
今
伝

受
の
た
め
、
松
尾
・
稲
荷
・
平

野
・
北
野
の
四
社
に
、
九
月
十

五
日
よ
り
十
七
日
間
、
祈
祷
を

仰
せ
つ
く

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚘
年

⚙
月
21
日

55
仙洞

前
関
白
一
條
忠
良
へ
古
今
伝
受

を
相
伝

光
格
天
皇
実
録、

宮
内
庁
書
陵

部
『
古
今
和

歌
集
伝
授
』

（
21
0-
69
4）

文
政
⚘
年

⚙
月
23
日

55
仙洞

小
御
所
に
お
い
て
管
絃
の
御
遊

あ
り
。
出
御
。
筝
の
御
所
作

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚘
年

⚙
月
24
日

55
月
次
御
会

内
裏
月
契
多
秋
、
紅
葉
下

菊
、
名
所
浦
鶴

飛
鳥
井
中
納
言

雅
久

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
月
契
多
秋
：
名
に
お
ふ
も
げ
に
長
月
の
ひ
か
り

ぞ
と
ち
ぎ
り
尽
せ
ぬ
い
く
千
世
の
秋
、
紅
葉
下
菊
：
え
な
ら
ず
よ

秋
の
に
し
き
の
色
々
は
も
み
ぢ
の
か
げ
に
匂
ふ
む
ら
ぎ
く
、
名
所

浦
鶴
：
幾
千
と
せ
さ
か
え
む
み
ち
を
ま
な
づ
る
も
ゆ
た
か
に
あ
そ

ぶ
和
歌
の
う
ら
波
」

文
政
⚘
年

⚙
月
24
日

55
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚘
年

10
月
⚒
日

55
仙洞

後
桜
町
天
皇
の
十
三
回
忌
を
引

き
上
げ
、
小
御
所
に
お
い
て
御

法
会
を
行
う

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚘
年

10
月
⚓
日

55
仙洞

後
桜
町
天
皇
の
十
三
回
忌
を
引

き
上
げ
、
小
御
所
に
お
い
て
御

法
会
を
行
う
。
御
懺
法
講
当
日

に
よ
り
出
御
。
筝
の
御
所
作

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚘
年

10
月
10
日

55
仙洞

玄
猪
の
儀

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚘
年

10
月
13
日

55
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

武
者
小
路
三
位
、
隆
起
朝
臣
等

を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚘
年

10
月
15
日

55
仙洞

壽
山
亭
で
穫
稻
を
御
覧

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚘
年

10
月
18
日

55
和
歌
当
座
御

会
仙
洞
松
霜
、
浦
浪

松
霜
：
霜
に
猶
言
葉
の
さ
か
え

あ
ら
は
れ
て
冬
枯
し
ら
ぬ
松
の

陰
か
な
、
浦
浪
：
か
き
あ
つ
む

も
く
ず
も
玉
の
か
ひ
あ
れ
ば
光

を
よ
す
る
和
歌
の
う
ら
浪

民
部
卿

為
全

読
師
：
権
大
納
言
、
講

師
：
隆
光

有
栖
川
宮
本
「
和
歌
当
座
御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
レ
、
御
製
ア
リ
」

（
光
格
天
皇
実
録
）

文
政
⚘
年

10
月
19
日

55
仙洞

御
幸
供
奉
召
具
衣
体
人
数
等
を

定
む

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚘
年

10
月
20
日

55
仙洞

小
御
所
に
お
い
て
管
絃
の
御
遊

あ
り
。
出
御
。
筝
の
御
所
作

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚘
年

10
月
2 3
日

55
於
修
学
院
御

当
座

修
学

院
組
題
⚖
首
（
⚒
字
題
）

光
格
：
冬
山
、
冬
田

冬
山
：
散
紅
葉
落
る
こ
の
は
を

か
つ
ひ
ろ
ひ
か
つ
分
の
ぼ
る
冬

の
山
み
ち
、
冬
田
：
か
り
衣
思

ひ
た
ゝ
ず
ば
朝
ま
だ
き
冬
田
の

面
の
霜
は
見
ま
し
や

為
則

為
則

有
栖
川
宮
本
「
修
学
院
離
宮
ニ
御
幸
ア
ラ
セ
ラ
ル
、
先
ヅ
壽
月
観
ニ
渡
御
、
次

ニ
窮
邃
軒
ニ
於
テ
和
歌
当
座
御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
尋
イ
デ
壽
月
観
ニ

還
御
、
管
絃
ノ
御
遊
ア
リ
、
鞨
鼓
、
笛
、
琵
琶
ノ
御
所
作
ア
ラ
セ

ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実
録
）
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文
政
⚘
年

⚘
月
⚑
日

55
仙洞

八
朔
の
儀
あ
り

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚘
年

⚘
月
⚕
日

55
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚘
年

⚘
月
10
日

55
仙洞

御
有
卦
入
に
よ
り
賜
宴
あ
り
。

出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚘
年

⚘
月
16
日

55
当
座
御
会

内
裏
組
題
30
首
（
⚓
～
⚔
字

題
）
光
格
：
月
前
猪

月
に
な
る
臥
猪
の
床
は
白
妙
に

つ
ゆ
か
ゞ
や
く
を
何
と
わ
ぶ
ら

ん
〔
院
御
製
〕

民
部
卿

雅
久

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
月
前
鹿
：
つ
ま
ご
ひ
の
よ
る
の
お
も
ひ
も
い
か

な
ら
ん
晴
わ
た
る
月
に
を
じ
か
鳴
声
」

文
政
⚘
年

⚘
月
21
日

55
仙洞

前
関
白
一
條
忠
良
へ
の
古
今
伝

受
の
た
め
、
石
見
国
高
角
山
眞

福
寺
に
九
月
十
五
日
よ
り
十
七

日
間
、
祈
祷
を
仰
せ
つ
く

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚘
年

⚘
月
23
日

55
仙洞

女
御
藤
原
祺
子
の
入
内
に
よ

り
、
禁
裏
、
大
宮
、
女
御
等
と

御
祝
儀
の
贈
答
あ
り

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚘
年

⚘
月
24
日

55
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚒
～
⚔

字
題
）
仁
孝
：
峯
月
照

松
、
寄
雁
恋
、
秋
浦

左
衛
門
督

雅
久

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
峯
月
照
松
：
影
は
れ
て
照
せ
る
月
の
峯
高
み
た

ち
な
ら
ぶ
松
の
数
も
み
る
べ
く
、
寄
雁
恋
：
物
思
ふ
わ
が
た
ぐ
ひ

か
も
秋
風
に
な
き
て
ぞ
き
つ
る
衣
か
り
が
ね
、
秋
浦
：
も
し
ほ
や

く
海
人
の
い
そ
や
は
い
ぶ
せ
き
に
猶
立
ま
よ
ふ
浦
の
秋
ぎ
り
」

文
政
⚘
年

⚘
月
26
日

55
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚘
年

⚘
月
28
日

55
仙洞

御
有
卦
入
の
御
賀
に
よ
り
、

内
々
、
仕
舞
囃
子
能
を
御
覧

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚘
年

⚙
月
⚑
日

55
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

綾
小
路
三
位
、
基
逸
朝
臣
等
を

召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚘
年

⚙
月
⚕
日

55
仙洞

前
関
白
一
條
忠
良
へ
の
古
今
伝

受
の
た
め
、
住
吉
・
玉
津
島
の

両
社
お
よ
び
明
石
月
照
寺
に
九

月
十
三
日
よ
り
十
七
日
間
、
祈

祷
を
仰
せ
つ
く

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚘
年

⚙
月
⚗
日

55
仙洞

前
関
白
一
條
忠
良
へ
の
古
今
伝

受
の
た
め
、
伊
勢
神
宮
・
多
賀

社
に
九
月
十
三
日
よ
り
祈
祷
を

仰
せ
つ
く

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚘
年

⚙
月
⚙
日

55
重
陽
御
会

内
裏
菊
有
長
生
種

左
兵
衛
督

重
能

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
秋
ご
と
に
つ
き
ぬ
こ
と
葉
の
種
な
れ
ば
さ
か
り

も
い
く
世
白
ぎ
く
の
は
な
」。
女
房
達
：
宰
相
典
侍
、
勾
当
内
侍
、

侍
従
内
侍
、
命
婦
伊
豫
、
命
婦
大
御
乳
（
巻
末
）

文
政
⚘
年

⚙
月
1 0
日

55
仙洞

前
関
白
一
條
忠
良
へ
の
古
今
伝

受
の
た
め
、
下
御
霊
・
上
御

霊
・
下
鴨
・
上
賀
茂
・
八
幡
の

五
社
お
よ
び
南
都
大
宮
社
・
若

宮
社
に
、
九
月
十
三
日
よ
り
十

七
日
間
、
祈
祷
を
仰
せ
つ
く

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚘
年

⚙
月
13
日

55
仙洞

前
関
白
一
條
忠
良
へ
の
古
今
伝

受
の
た
め
、
松
尾
・
稲
荷
・
平

野
・
北
野
の
四
社
に
、
九
月
十

五
日
よ
り
十
七
日
間
、
祈
祷
を

仰
せ
つ
く

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚘
年

⚙
月
21
日

55
仙洞

前
関
白
一
條
忠
良
へ
古
今
伝
受

を
相
伝

光
格
天
皇
実
録、

宮
内
庁
書
陵

部
『
古
今
和

歌
集
伝
授
』

（
21
0-
69
4）

文
政
⚘
年

⚙
月
23
日

55
仙洞

小
御
所
に
お
い
て
管
絃
の
御
遊

あ
り
。
出
御
。
筝
の
御
所
作

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚘
年

⚙
月
24
日

55
月
次
御
会

内
裏
月
契
多
秋
、
紅
葉
下

菊
、
名
所
浦
鶴

飛
鳥
井
中
納
言

雅
久

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
月
契
多
秋
：
名
に
お
ふ
も
げ
に
長
月
の
ひ
か
り

ぞ
と
ち
ぎ
り
尽
せ
ぬ
い
く
千
世
の
秋
、
紅
葉
下
菊
：
え
な
ら
ず
よ

秋
の
に
し
き
の
色
々
は
も
み
ぢ
の
か
げ
に
匂
ふ
む
ら
ぎ
く
、
名
所

浦
鶴
：
幾
千
と
せ
さ
か
え
む
み
ち
を
ま
な
づ
る
も
ゆ
た
か
に
あ
そ

ぶ
和
歌
の
う
ら
波
」

文
政
⚘
年

⚙
月
24
日

55
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚘
年

10
月
⚒
日

55
仙洞

後
桜
町
天
皇
の
十
三
回
忌
を
引

き
上
げ
、
小
御
所
に
お
い
て
御

法
会
を
行
う

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚘
年

10
月
⚓
日

55
仙洞

後
桜
町
天
皇
の
十
三
回
忌
を
引

き
上
げ
、
小
御
所
に
お
い
て
御

法
会
を
行
う
。
御
懺
法
講
当
日

に
よ
り
出
御
。
筝
の
御
所
作

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚘
年

10
月
10
日

55
仙洞

玄
猪
の
儀

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚘
年

10
月
13
日

55
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

武
者
小
路
三
位
、
隆
起
朝
臣
等

を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚘
年

10
月
15
日

55
仙洞

壽
山
亭
で
穫
稻
を
御
覧

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚘
年

10
月
18
日

55
和
歌
当
座
御

会
仙
洞
松
霜
、
浦
浪

松
霜
：
霜
に
猶
言
葉
の
さ
か
え

あ
ら
は
れ
て
冬
枯
し
ら
ぬ
松
の

陰
か
な
、
浦
浪
：
か
き
あ
つ
む

も
く
ず
も
玉
の
か
ひ
あ
れ
ば
光

を
よ
す
る
和
歌
の
う
ら
浪

民
部
卿

為
全

読
師
：
権
大
納
言
、
講

師
：
隆
光

有
栖
川
宮
本
「
和
歌
当
座
御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
レ
、
御
製
ア
リ
」

（
光
格
天
皇
実
録
）

文
政
⚘
年

10
月
19
日

55
仙洞

御
幸
供
奉
召
具
衣
体
人
数
等
を

定
む

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚘
年

10
月
20
日

55
仙洞

小
御
所
に
お
い
て
管
絃
の
御
遊

あ
り
。
出
御
。
筝
の
御
所
作

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚘
年

10
月
2 3
日

55
於
修
学
院
御

当
座

修
学

院
組
題
⚖
首
（
⚒
字
題
）

光
格
：
冬
山
、
冬
田

冬
山
：
散
紅
葉
落
る
こ
の
は
を

か
つ
ひ
ろ
ひ
か
つ
分
の
ぼ
る
冬

の
山
み
ち
、
冬
田
：
か
り
衣
思

ひ
た
ゝ
ず
ば
朝
ま
だ
き
冬
田
の

面
の
霜
は
見
ま
し
や

為
則

為
則

有
栖
川
宮
本
「
修
学
院
離
宮
ニ
御
幸
ア
ラ
セ
ラ
ル
、
先
ヅ
壽
月
観
ニ
渡
御
、
次

ニ
窮
邃
軒
ニ
於
テ
和
歌
当
座
御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
尋
イ
デ
壽
月
観
ニ

還
御
、
管
絃
ノ
御
遊
ア
リ
、
鞨
鼓
、
笛
、
琵
琶
ノ
御
所
作
ア
ラ
セ

ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実
録
）
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文
政
⚘
年

10
月
23
日

55
於
修
学
院
御

当
座
後
座

修
学

院
十
月
見
紅
葉
（
各
冒
頭

に
「
か
み
な
づ
き
の
ち

の
み
か
ひ
え
ち
か
き
や

ま
に
の
こ
す
も
み
ぢ
を

も
て
あ
そ
ぶ
」
の
一
字

づ
つ
を
置
く
）
光
格
：

み
十
月
見
紅
葉

み
ね
つ
ゞ
き
比
え
の
ね
か
け
て

冬
枯
は
し
ら
ぬ
山
と
も
見
ゆ
る

紅
葉
ゞ

為
則

為
則

有
栖
川
宮
本
「
修
学
院
離
宮
ニ
御
幸
ア
ラ
セ
ラ
ル
、
先
ヅ
壽
月
観
ニ
渡
御
、
次

ニ
窮
邃
軒
ニ
於
テ
和
歌
当
座
御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
尋
イ
デ
壽
月
観
ニ

還
御
、
管
絃
ノ
御
遊
ア
リ
、
鞨
鼓
、
笛
、
琵
琶
ノ
御
所
作
ア
ラ
セ

ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実
録
）

文
政
⚘
年

10
月
24
日

55
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚒
～
⚔

字
題
）
仁
孝
：
朝
霜
、

雪
中
残
雁
、
庭
早
梅

為
全

為
則

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
朝
霜
：
冴
々
し
有
明
の
か
ね
に
此
朝
け
思
ひ
あ

は
す
る
霜
の
白
妙
、
雪
中
残
雁
：
降
雪
に
道
た
ど
た
ど
し
天
つ
雁

月
に
き
な
か
ば
ま
ど
は
じ
も
の
を
、
庭
早
梅
：
鴬
も
さ
そ
は
れ
つ

べ
し
梅
が
ゝ
の
春
ま
つ
庭
に
ま
だ
き
匂
ひ
て
」

文
政
⚘
年

10
月
27
日

55
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚘
年

11
月
24
日

55
月
次
御
会

内
裏
朝
雪
、
水
鳥
、
祝
言

勅
題
（
仁
孝
天

皇
）

為
全

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
朝
雪
：
松
竹
も
き
ゞ
も
ま
が
き
も
う
づ
も
れ
て

た
ゞ
し
ら
雪
の
朝
戸
出
の
庭
、
水
鳥
：
池
水
の
こ
ほ
り
の
と
こ
に

よ
も
す
が
ら
う
き
ね
わ
び
て
や
を
し
の
鳴
ら
む
、
祝
言
：
武
夫
の

や
し
ま
の
波
も
動
き
な
く
風
ゆ
た
か
な
る
芦
原
の
く
に
」

文
政
⚘
年

11
月
27
日

55
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

源
三
位
、
基
逸
朝
臣
等
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚘
年

11
月
28
日

55
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚘
年

12
月
11
日

55
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚘
年

12
月
17
日

55
和
歌
当
座
御

会
内
裏
組
題
20
首
（
⚓
～
⚔
字

題
）
仁
孝
：
庭
雪
積

左
兵
衛
督

為
全

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
庭
雪
積
：
庭
の
面
は
雪
よ
り
外
の
色
も
な
し
む

べ
九
重
に
降
つ
も
り
つ
ゝ
」

文
政
⚘
年

12
月
24
日

55
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚒
～
⚕

字
題
）
仁
孝
：
暁
天
千

鳥
、
契
久
恋
、
和
琴

左
兵
衛
督

為
全

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
暁
天
千
鳥
：
友
千
ど
り
と
も
よ
ぶ
声
も
寒
け
し

な
霜
夜
の
月
の
有
明
の
空
、
契
久
恋
：
契
り
て
し
そ
の
か
ね
ご
と

も
い
た
づ
ら
に
む
な
し
く
過
る
中
ぞ
ひ
さ
し
き
、
和
琴
：
た
ぐ
ひ

な
き
あ
づ
ま
の
こ
と
の
し
ら
べ
こ
そ
神
代
の
風
を
吹
つ
た
へ
け

れ
」

文
政
⚘
年

12
月
28
日

55
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

東
久
世
三
位
、
保
右
朝
臣
等
を

召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚙
年

⚑
月
⚑
日

56
仙洞

四
方
拝
を
行
う
。
出
御
な
し

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚙
年

⚑
月
⚒
日

56
仙洞

拝
礼
あ
り
。
諸
臣
に
謁
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚙
年

⚑
月
⚓
日

56
仙洞

吉
書
御
覧
の
た
め
出
御
。
小
御

所
に
お
い
て
親
王
以
下
諸
臣
に

謁
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚙
年

⚑
月
⚗
日

56
仙洞

千
秋
万
歳
・
白
馬
御
覧
の
た
め

出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚙
年

⚑
月
1 3
日

56
仙洞

諸
礼
を
行
う

光
格
天
皇
実
録

年
月
日

年
齢

御
会
名

場
所

歌
題

光
格
天
皇
御
製
お
よ
び
事
項

題
者

奉
行

そ
の
他
の
諸
役

出
典

備
考

文
政
⚙
年

⚑
月
14
日

56
仙洞

太
元
帥
法
結
願
・
後
七
日
御
修

法
の
た
め
両
法
阿
闍
梨
参
院
。

謁
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚙
年

⚑
月
17
日

56
仙洞

御
吉
書
・
三
毬
打
の
た
め
小
御

所
に
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚙
年

⚑
月
18
日

56
和
歌
御
会
始

仙
洞
霞
中
春
風

さ
ほ
姫
の
こ
ゝ
ろ
の
花
も
に
ほ

ふ
ら
む
か
す
み
の
そ
で
に
あ
ま

る
は
る
か
ぜ

飛
鳥
井
中
納
言

俊
明

読
師
：
新
源
大
納
言
、

講
師
：
為
和
、
発
声
：

持
明
院
三
位

有
栖
川
宮
本

中
宮
御
歌
な
し
。
女
房
達
：
大
す
け
、
新
大
納
言
、
新
中
納
言
、

菖
蒲
小
路
、
勾
当
内
侍
、
小
少
将
、
小
侍
従
、
命
婦
伊
世
、
紀
伊

（
巻
末
）。
「
和
歌
御
会
始
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
レ
、
御
製

ア
リ
」（
光
格
天
皇
実
録
）

文
政
⚙
年

⚑
月
24
日

56
御
会
始

内
裏
春
天
象

天
の
原
和
ら
ぐ
ひ
か
り
世
に
み

ち
て
や
ぶ
し
わ
か
ぬ
や
日
本
の

春
〔
院
御
製
〕

飛
鳥
井
中
納
言

雅
久

読
師
：
皇
太
后
宮
大

夫
、
講
師
：
顕
孝
朝
臣
、

発
声
：
飛
鳥
井
中
納
言

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
、
光
格
上
皇
御
製
の
順
に
掲
載
。
大
宮
御
歌
な

し
。
仁
孝
天
皇
御
製
「
花
鳥
の
い
ろ
ね
を
こ
め
て
春
の
日
の
ひ
か

り
の
ど
か
に
か
す
む
そ
ら
か
な
」（
巻
頭
）。
女
房
達
：
大
典
侍
、

宰
相
典
侍
、
督
典
侍
、
新
大
納
言
、
権
中
納
言
、
勾
当
内
侍
、
侍

従
内
侍
、
命
婦
伊
世
、
命
婦
大
乳
（
巻
末
）

文
政
⚙
年

⚑
月
27
日

56
当
座
御
会

内
裏
組
題
30
首
（
⚑
～
⚒
字

題
）
光
格
：
竹

た
け
川
や
す
む
て
ふ
亀
の
万
代

も
千
尋
に
ち
ぎ
る
此
君
の
か
げ

〔
院
御
製
〕

飛
鳥
井
中
納
言

為
脩

読
師
：
隆
光

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
立
春
：
山
鳥
の
尾
上
の
ど
か
に
か
す
み
つ
ゝ
け

さ
し
も
春
は
立
か
へ
る
ら
ん
」（
巻
頭
）

文
政
⚙
年

⚒
月
10
日

56
仙洞

夜
、
別
殿
（
呉
服
所
）
に
渡
御
。

源
三
位
、
保
右
朝
臣
等
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚙
年

⚒
月
13
日

56
内裏

禁
裏
に
御
幸
始

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚙
年

⚒
月
22
日

56
水
無
瀬
宮
御

法
楽

内
裏
組
題
20
首
（
⚒
～
⚔
字

題
）
仁
孝
：
早
春
處
々

左
兵
衛
督

俊
明

読
師
：
共
福
朝
臣

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
春
草
處
々
：
雪
消
の
春
を
見
せ
け
り
む
ら
む
ら

に
こ
の
も
か
の
も
の
草
の
み
ど
り
は
」

文
政
⚙
年

⚒
月
22
日

56
水
無
瀬
宮
御

法
楽

仙
洞
組
題
20
首
（
⚓
字
題
）

光
格
：
月
前
桜

一
時
も
□
（
虫
損
）
る
ぞ
を
し

き
花
の
色
の
さ
く
ら
に
か
す
む

春
の
月
影

飛
鳥
井
中
納
言

建
房

読
師
：
顕
孝
朝
臣

有
栖
川
宮
本

文
政
⚙
年

⚒
月
23
日

56
当
座
御
会

仙
洞
組
題
30
首
（
⚓
～
⚔
字

題
）
光
格
：
霞
隔
山
樹

峯
ふ
も
と
松
も
ひ
ば
ら
も
さ
ほ

姫
の
か
す
み
の
衣
か
け
ぬ
日
ぞ

な
き

左
兵
衛
督

光
成

光
暉

有
栖
川
宮
本
「
和
歌
当
座
御
会
始
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇

実
録
）

文
政
⚙
年

⚒
月
24
日

56
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚒
～
⚔

字
題
）
仁
孝
：
山
早
春
、

田
家
鹿
、
増
恋

民
部
卿

為
脩

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
山
早
春
：
う
ち
は
へ
て
の
ど
け
き
風
の
音
羽
山

吹
よ
り
な
び
く
春
霞
か
な
、
田
家
鹿
：
秋
田
も
る
賤
が
夜
寒
の
友

な
ら
ん
か
り
庵
ち
か
く
を
じ
か
鳴
こ
ゑ
、
増
恋
：
つ
れ
な
し
と
思

ひ
す
て
ゝ
も
中
々
に
ま
さ
る
や
何
の
ま
よ
ひ
成
ら
ん
」

文
政
⚙
年

⚒
月
25
日

56
聖
廟
御
法
楽

内
裏
組
題
⚕
首
（
⚓
字
題
）

仁
孝
：
花
間
月

飛
鳥
井
中
納
言

重
能

講
師
：
光
暉

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
花
間
月
：
神
も
さ
ぞ
あ
か
ず
と
や
み
む
木
間
も

る
月
に
か
す
め
る
花
の
盛
を
」

文
政
⚙
年

⚒
月
25
日

56
聖
廟
御
法
楽

仙
洞
組
題
50
首
（
⚒
～
⚓
字

題
）
光
格
：
漸
待
花

雪
消
て
こ
の
め
春
風
吹
な
べ
に

花
の
下
紐
は
や
も
と
け
な
む

左
兵
衛
督

光
成

為
知

有
栖
川
宮
本
「
小
御
所
ニ
於
テ
聖
廟
御
法
楽
和
歌
ノ
披
講
ア
リ
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
⚙
年

⚓
月
18
日

56
神
影
供

仙
洞
高
津
山
霞

ひ
れ
ふ
る
や
か
す
み
の
袖
も
高

角
の
や
ま
か
げ
た
か
き
い
は
み

野
の
は
る

飛
鳥
井
中
納
言

光
成

読
師
：
源
大
納
言
、
講

師
：
正
房
、
発
声
：
源

三
位

有
栖
川
宮
本
「
柿
本
社
神
影
供
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
⚙
年

⚓
月
23
日

56
於
修
学
院
御

当
座

修
学

院
組
題
50
首
（
⚒
字
題
）

光
格
：
苗
代

見
つ
ゝ
行
野
田
に
山
田
に
ひ
く

水
は
し
づ
が
な
は
し
ろ
た
ね
ま

か
す
ら
し

雅
光

雅
光

有
栖
川
宮
本
「
修
学
院
離
宮
ニ
御
幸
ア
ラ
セ
レ
ル
、
窮
邃
軒
ニ
於
テ
当
座
和
歌

御
会
ヲ
行
ハ
レ
、
尋
イ
デ
壽
月
観
ニ
於
テ
管
絃
ノ
御
遊
ア
リ
、
琵

琶
、
笛
ノ
御
所
作
ア
ラ
セ
ラ
ル
、
又
、
林
丘
寺
ニ
御
幸
ア
ラ
セ
ラ

ル
」（
光
格
天
皇
実
録
）

文
政
⚙
年

⚓
月
2 3
日

56
於
修
学
院
御

当
座
後
座

修
学

院
組
題
⚗
首
（
⚔
字
題
）

光
格
：
春
山
成
興

春
た
か
き
山
ふ
と
こ
ろ
に
咲
花

を
わ
け
入
て
み
し
今
日
に
も
あ

る
か
な

雅
光

雅
光

有
栖
川
宮
本
「
修
学
院
離
宮
ニ
御
幸
ア
ラ
セ
レ
ル
、
窮
邃
軒
ニ
於
テ
当
座
和
歌

御
会
ヲ
行
ハ
レ
、
尋
イ
デ
壽
月
観
ニ
於
テ
管
絃
ノ
御
遊
ア
リ
、
琵

琶
、
笛
ノ
御
所
作
ア
ラ
セ
ラ
ル
、
又
、
林
丘
寺
ニ
御
幸
ア
ラ
セ
ラ

ル
」（
光
格
天
皇
実
録
）
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文
政
⚘
年

10
月
23
日

55
於
修
学
院
御

当
座
後
座

修
学

院
十
月
見
紅
葉
（
各
冒
頭

に
「
か
み
な
づ
き
の
ち

の
み
か
ひ
え
ち
か
き
や

ま
に
の
こ
す
も
み
ぢ
を

も
て
あ
そ
ぶ
」
の
一
字

づ
つ
を
置
く
）
光
格
：

み
十
月
見
紅
葉

み
ね
つ
ゞ
き
比
え
の
ね
か
け
て

冬
枯
は
し
ら
ぬ
山
と
も
見
ゆ
る

紅
葉
ゞ

為
則

為
則

有
栖
川
宮
本
「
修
学
院
離
宮
ニ
御
幸
ア
ラ
セ
ラ
ル
、
先
ヅ
壽
月
観
ニ
渡
御
、
次

ニ
窮
邃
軒
ニ
於
テ
和
歌
当
座
御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
尋
イ
デ
壽
月
観
ニ

還
御
、
管
絃
ノ
御
遊
ア
リ
、
鞨
鼓
、
笛
、
琵
琶
ノ
御
所
作
ア
ラ
セ

ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実
録
）

文
政
⚘
年

10
月
24
日

55
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚒
～
⚔

字
題
）
仁
孝
：
朝
霜
、

雪
中
残
雁
、
庭
早
梅

為
全

為
則

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
朝
霜
：
冴
々
し
有
明
の
か
ね
に
此
朝
け
思
ひ
あ

は
す
る
霜
の
白
妙
、
雪
中
残
雁
：
降
雪
に
道
た
ど
た
ど
し
天
つ
雁

月
に
き
な
か
ば
ま
ど
は
じ
も
の
を
、
庭
早
梅
：
鴬
も
さ
そ
は
れ
つ

べ
し
梅
が
ゝ
の
春
ま
つ
庭
に
ま
だ
き
匂
ひ
て
」

文
政
⚘
年

10
月
27
日

55
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚘
年

11
月
24
日

55
月
次
御
会

内
裏
朝
雪
、
水
鳥
、
祝
言

勅
題
（
仁
孝
天

皇
）

為
全

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
朝
雪
：
松
竹
も
き
ゞ
も
ま
が
き
も
う
づ
も
れ
て

た
ゞ
し
ら
雪
の
朝
戸
出
の
庭
、
水
鳥
：
池
水
の
こ
ほ
り
の
と
こ
に

よ
も
す
が
ら
う
き
ね
わ
び
て
や
を
し
の
鳴
ら
む
、
祝
言
：
武
夫
の

や
し
ま
の
波
も
動
き
な
く
風
ゆ
た
か
な
る
芦
原
の
く
に
」

文
政
⚘
年

11
月
27
日

55
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

源
三
位
、
基
逸
朝
臣
等
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚘
年

11
月
28
日

55
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚘
年

12
月
11
日

55
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚘
年

12
月
17
日

55
和
歌
当
座
御

会
内
裏
組
題
20
首
（
⚓
～
⚔
字

題
）
仁
孝
：
庭
雪
積

左
兵
衛
督

為
全

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
庭
雪
積
：
庭
の
面
は
雪
よ
り
外
の
色
も
な
し
む

べ
九
重
に
降
つ
も
り
つ
ゝ
」

文
政
⚘
年

12
月
24
日

55
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚒
～
⚕

字
題
）
仁
孝
：
暁
天
千

鳥
、
契
久
恋
、
和
琴

左
兵
衛
督

為
全

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
暁
天
千
鳥
：
友
千
ど
り
と
も
よ
ぶ
声
も
寒
け
し

な
霜
夜
の
月
の
有
明
の
空
、
契
久
恋
：
契
り
て
し
そ
の
か
ね
ご
と

も
い
た
づ
ら
に
む
な
し
く
過
る
中
ぞ
ひ
さ
し
き
、
和
琴
：
た
ぐ
ひ

な
き
あ
づ
ま
の
こ
と
の
し
ら
べ
こ
そ
神
代
の
風
を
吹
つ
た
へ
け

れ
」

文
政
⚘
年

12
月
28
日

55
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

東
久
世
三
位
、
保
右
朝
臣
等
を

召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚙
年

⚑
月
⚑
日

56
仙洞

四
方
拝
を
行
う
。
出
御
な
し

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚙
年

⚑
月
⚒
日

56
仙洞

拝
礼
あ
り
。
諸
臣
に
謁
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚙
年

⚑
月
⚓
日

56
仙洞

吉
書
御
覧
の
た
め
出
御
。
小
御

所
に
お
い
て
親
王
以
下
諸
臣
に

謁
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚙
年

⚑
月
⚗
日

56
仙洞

千
秋
万
歳
・
白
馬
御
覧
の
た
め

出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚙
年

⚑
月
1 3
日

56
仙洞

諸
礼
を
行
う

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚙
年

⚑
月
14
日

56
仙洞

太
元
帥
法
結
願
・
後
七
日
御
修

法
の
た
め
両
法
阿
闍
梨
参
院
。

謁
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚙
年

⚑
月
17
日

56
仙洞

御
吉
書
・
三
毬
打
の
た
め
小
御

所
に
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚙
年

⚑
月
18
日

56
和
歌
御
会
始

仙
洞
霞
中
春
風

さ
ほ
姫
の
こ
ゝ
ろ
の
花
も
に
ほ

ふ
ら
む
か
す
み
の
そ
で
に
あ
ま

る
は
る
か
ぜ

飛
鳥
井
中
納
言

俊
明

読
師
：
新
源
大
納
言
、

講
師
：
為
和
、
発
声
：

持
明
院
三
位

有
栖
川
宮
本

中
宮
御
歌
な
し
。
女
房
達
：
大
す
け
、
新
大
納
言
、
新
中
納
言
、

菖
蒲
小
路
、
勾
当
内
侍
、
小
少
将
、
小
侍
従
、
命
婦
伊
世
、
紀
伊

（
巻
末
）。
「
和
歌
御
会
始
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
レ
、
御
製

ア
リ
」（
光
格
天
皇
実
録
）

文
政
⚙
年

⚑
月
24
日

56
御
会
始

内
裏
春
天
象

天
の
原
和
ら
ぐ
ひ
か
り
世
に
み

ち
て
や
ぶ
し
わ
か
ぬ
や
日
本
の

春
〔
院
御
製
〕

飛
鳥
井
中
納
言

雅
久

読
師
：
皇
太
后
宮
大

夫
、
講
師
：
顕
孝
朝
臣
、

発
声
：
飛
鳥
井
中
納
言

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
、
光
格
上
皇
御
製
の
順
に
掲
載
。
大
宮
御
歌
な

し
。
仁
孝
天
皇
御
製
「
花
鳥
の
い
ろ
ね
を
こ
め
て
春
の
日
の
ひ
か

り
の
ど
か
に
か
す
む
そ
ら
か
な
」（
巻
頭
）。
女
房
達
：
大
典
侍
、

宰
相
典
侍
、
督
典
侍
、
新
大
納
言
、
権
中
納
言
、
勾
当
内
侍
、
侍

従
内
侍
、
命
婦
伊
世
、
命
婦
大
乳
（
巻
末
）

文
政
⚙
年

⚑
月
27
日

56
当
座
御
会

内
裏
組
題
30
首
（
⚑
～
⚒
字

題
）
光
格
：
竹

た
け
川
や
す
む
て
ふ
亀
の
万
代

も
千
尋
に
ち
ぎ
る
此
君
の
か
げ

〔
院
御
製
〕

飛
鳥
井
中
納
言

為
脩

読
師
：
隆
光

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
立
春
：
山
鳥
の
尾
上
の
ど
か
に
か
す
み
つ
ゝ
け

さ
し
も
春
は
立
か
へ
る
ら
ん
」（
巻
頭
）

文
政
⚙
年

⚒
月
10
日

56
仙洞

夜
、
別
殿
（
呉
服
所
）
に
渡
御
。

源
三
位
、
保
右
朝
臣
等
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚙
年

⚒
月
13
日

56
内裏

禁
裏
に
御
幸
始

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚙
年

⚒
月
22
日

56
水
無
瀬
宮
御

法
楽

内
裏
組
題
20
首
（
⚒
～
⚔
字

題
）
仁
孝
：
早
春
處
々

左
兵
衛
督

俊
明

読
師
：
共
福
朝
臣

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
春
草
處
々
：
雪
消
の
春
を
見
せ
け
り
む
ら
む
ら

に
こ
の
も
か
の
も
の
草
の
み
ど
り
は
」

文
政
⚙
年

⚒
月
22
日

56
水
無
瀬
宮
御

法
楽

仙
洞
組
題
20
首
（
⚓
字
題
）

光
格
：
月
前
桜

一
時
も
□
（
虫
損
）
る
ぞ
を
し

き
花
の
色
の
さ
く
ら
に
か
す
む

春
の
月
影

飛
鳥
井
中
納
言

建
房

読
師
：
顕
孝
朝
臣

有
栖
川
宮
本

文
政
⚙
年

⚒
月
23
日

56
当
座
御
会

仙
洞
組
題
30
首
（
⚓
～
⚔
字

題
）
光
格
：
霞
隔
山
樹

峯
ふ
も
と
松
も
ひ
ば
ら
も
さ
ほ

姫
の
か
す
み
の
衣
か
け
ぬ
日
ぞ

な
き

左
兵
衛
督

光
成

光
暉

有
栖
川
宮
本
「
和
歌
当
座
御
会
始
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇

実
録
）

文
政
⚙
年

⚒
月
24
日

56
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚒
～
⚔

字
題
）
仁
孝
：
山
早
春
、

田
家
鹿
、
増
恋

民
部
卿

為
脩

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
山
早
春
：
う
ち
は
へ
て
の
ど
け
き
風
の
音
羽
山

吹
よ
り
な
び
く
春
霞
か
な
、
田
家
鹿
：
秋
田
も
る
賤
が
夜
寒
の
友

な
ら
ん
か
り
庵
ち
か
く
を
じ
か
鳴
こ
ゑ
、
増
恋
：
つ
れ
な
し
と
思

ひ
す
て
ゝ
も
中
々
に
ま
さ
る
や
何
の
ま
よ
ひ
成
ら
ん
」

文
政
⚙
年

⚒
月
25
日

56
聖
廟
御
法
楽

内
裏
組
題
⚕
首
（
⚓
字
題
）

仁
孝
：
花
間
月

飛
鳥
井
中
納
言

重
能

講
師
：
光
暉

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
花
間
月
：
神
も
さ
ぞ
あ
か
ず
と
や
み
む
木
間
も

る
月
に
か
す
め
る
花
の
盛
を
」

文
政
⚙
年

⚒
月
25
日

56
聖
廟
御
法
楽

仙
洞
組
題
50
首
（
⚒
～
⚓
字

題
）
光
格
：
漸
待
花

雪
消
て
こ
の
め
春
風
吹
な
べ
に

花
の
下
紐
は
や
も
と
け
な
む

左
兵
衛
督

光
成

為
知

有
栖
川
宮
本
「
小
御
所
ニ
於
テ
聖
廟
御
法
楽
和
歌
ノ
披
講
ア
リ
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
⚙
年

⚓
月
18
日

56
神
影
供

仙
洞
高
津
山
霞

ひ
れ
ふ
る
や
か
す
み
の
袖
も
高

角
の
や
ま
か
げ
た
か
き
い
は
み

野
の
は
る

飛
鳥
井
中
納
言

光
成

読
師
：
源
大
納
言
、
講

師
：
正
房
、
発
声
：
源

三
位

有
栖
川
宮
本
「
柿
本
社
神
影
供
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
⚙
年

⚓
月
23
日

56
於
修
学
院
御

当
座

修
学

院
組
題
50
首
（
⚒
字
題
）

光
格
：
苗
代

見
つ
ゝ
行
野
田
に
山
田
に
ひ
く

水
は
し
づ
が
な
は
し
ろ
た
ね
ま

か
す
ら
し

雅
光

雅
光

有
栖
川
宮
本
「
修
学
院
離
宮
ニ
御
幸
ア
ラ
セ
レ
ル
、
窮
邃
軒
ニ
於
テ
当
座
和
歌

御
会
ヲ
行
ハ
レ
、
尋
イ
デ
壽
月
観
ニ
於
テ
管
絃
ノ
御
遊
ア
リ
、
琵

琶
、
笛
ノ
御
所
作
ア
ラ
セ
ラ
ル
、
又
、
林
丘
寺
ニ
御
幸
ア
ラ
セ
ラ

ル
」（
光
格
天
皇
実
録
）

文
政
⚙
年

⚓
月
2 3
日

56
於
修
学
院
御

当
座
後
座

修
学

院
組
題
⚗
首
（
⚔
字
題
）

光
格
：
春
山
成
興

春
た
か
き
山
ふ
と
こ
ろ
に
咲
花

を
わ
け
入
て
み
し
今
日
に
も
あ

る
か
な

雅
光

雅
光

有
栖
川
宮
本
「
修
学
院
離
宮
ニ
御
幸
ア
ラ
セ
レ
ル
、
窮
邃
軒
ニ
於
テ
当
座
和
歌

御
会
ヲ
行
ハ
レ
、
尋
イ
デ
壽
月
観
ニ
於
テ
管
絃
ノ
御
遊
ア
リ
、
琵

琶
、
笛
ノ
御
所
作
ア
ラ
セ
ラ
ル
、
又
、
林
丘
寺
ニ
御
幸
ア
ラ
セ
ラ

ル
」（
光
格
天
皇
実
録
）
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文
政
⚙
年

⚓
月
24
日

56
月
次
御
会

内
裏
春
曙
花
、
苗
代
蛙
、
羇

旅
野

雅
久

雅
久

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
春
曙
花
：
横
雲
の
か
す
む
に
ほ
ひ
に
え
な
ら
ず

も
た
か
ね
の
花
の
し
ら
む
明
ぼ
の
、
苗
代
蛙
：
け
ふ
し
も
や
水
ま

か
せ
つ
る
苗
代
に
小
田
の
か
は
づ
の
所
え
て
な
く
、
羇
旅
野
：
の

る
こ
ま
の
声
も
の
ど
か
に
は
る
ば
る
と
霞
を
わ
く
る
武
蔵
野
ゝ
は

ら
」

文
政
⚙
年

⚓
月
24
日

55
仙洞

夜
、
別
殿
（
呉
服
所
）
に
渡
御
。

刑
部
卿
、
永
胤
等
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚙
年

⚓
月
26
日

55
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚙
年

⚔
月
24
日

56
月
次
御
会

内
裏
組
題
20
首
（
⚑
～
⚒
字

題
）
仁
孝
：
若
竹
、
橋
、

夏
月

雅
光

雅
光

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
若
竹
：
こ
と
し
生
の
か
げ
涼
し
く
も
浅
み
ど
り

小
枝
に
む
す
ぶ
露
の
わ
か
竹
、
橘
：
今
年
よ
り
千
世
の
五
月
も
匂

は
な
む
う
ゑ
し
南
の
庭
の
立
花
、
夏
月
：
か
さ
ゝ
ぎ
の
わ
た
せ
る

橋
の
白
妙
に
影
み
る
ほ
ど
も
夏
の
よ
の
月
」

文
政
⚙
年

⚔
月
30
日

56
当
座
御
会

内
裏
組
題
20
首
（
⚒
字
題
）

仁
孝
：
朝
霞

左
衛
門
督

重
能

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
朝
霞
：
山
端
の
明
る
あ
し
た
の
浅
み
ど
り
は
る

し
る
色
に
霞
そ
め
つ
ゝ
」

文
政
⚙
年

⚕
月
⚗
日

56
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚙
年

⚕
月
⚘
日

56
仙洞

夜
、
別
殿
（
呉
服
所
）
に
渡
御
。

源
三
位
、
恭
光
等
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚙
年

⚕
月
14
日

56
仙洞

柿
本
社
外
遷
座
を
行
う

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚙
年

⚕
月
17
日

56
当
座
御
会

内
裏
組
題
30
首
（
⚓
～
⚔
字

題
）
仁
孝
：
名
所
旅

民
部
卿

雅
久

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
名
所
旅
：
う
つ
の
山
越
る
や
う
つ
ゝ
故
郷
を
夢

に
も
偲
ぶ
つ
た
の
細
道
」

文
政
⚙
年

⚕
月
24
日

56
月
次
御
会

内
裏
山
郭
公
、
浦
郭
公
、
里

郭
公

左
兵
衛
督

為
全

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
山
郭
公
：
尋
ね
こ
し
か
ひ
あ
り
け
り
な
あ
し
曳

の
山
ほ
と
ゝ
ぎ
す
鳴
わ
た
る
こ
ゑ
、
浦
郭
公
：
す
ま
明
石
浦
づ
た

ふ
声
は
す
ゞ
し
さ
の
月
に
あ
く
が
れ
し
ほ
と
ゝ
ぎ
す
か
も
、
里
郭

公
：
時
き
ぬ
と
遠
こ
ち
わ
か
ず
里
な
れ
て
な
く
や
五
月
の
山
ほ

と
ゝ
ぎ
す
」

文
政
⚙
年

⚕
月
24
日

56
仙洞

壽
山
亭
で
挿
秧
を
御
覧

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚙
年

⚖
月
15
日

56
当
座
御
会

内
裏
組
題
20
首
（
⚓
～
⚔
字

題
）
仁
孝
：
朝
納
涼

左
兵
衛
督

建
房

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
朝
納
涼
：
朝
ま
だ
き
衣
手
す
ゞ
し
軒
ば
よ
り
風

も
吹
わ
た
る
庭
の
や
り
水
」

文
政
⚙
年

⚖
月
16
日

56
仙洞

嘉
祥
の
儀
あ
り
。
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚙
年

⚖
月
19
日

56
仙洞

こ
の
日
の
夜
、
柿
本
社
正
遷
宮

を
行
う

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚙
年

⚖
月
21
日

56
仙洞

夜
、
別
殿
（
呉
服
所
）
に
渡
御
。

今
出
川
中
納
言
、
久
雄
朝
臣
等

を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚙
年

⚖
月
2 4
日

56
月
次
御
会

内
裏
組
題
33
首
（
か
な
題
）

仁
孝
：
し
な
で
し

こ
、
ち
お
ち
葉
、
か

あ
か
つ
き

飛
鳥
井
中
納
言

雅
久

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
し
な
で
し
こ
：
白
露
の
置
て
一
し
ほ
色
ぞ
そ

ふ
や
ま
と
な
で
し
こ
花
の
錦
も
、
ち
お
ち
葉
：
ち
り
敷
て
唐
紅

の
か
ら
に
し
き
庭
は
木
葉
に
冬
も
や
つ
さ
ず
、
か
あ
か
つ
き
：

か
ね
の
音
鳥
の
声
よ
り
暁
を
し
る
く
も
み
す
る
明
星
の
か
げ
」

文
政
⚙
年

⚖
月
2 5
日

56
聖
廟
御
法
楽

内
裏
組
題
50
首
（
⚓
～
⚔
字

題
）
仁
孝
：
蘆
間
蛍

民
部
卿

重
能

講
師
：
顕
孝
朝
臣

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
蘆
間
蛍
：
凉
し
く
も
葉
の
ぼ
る
露
と
み
え
て
け

り
あ
し
の
茂
み
に
す
が
る
ほ
た
る
は
」

年
月
日

年
齢

御
会
名

場
所

歌
題

光
格
天
皇
御
製
お
よ
び
事
項

題
者

奉
行

そ
の
他
の
諸
役

出
典

備
考

文
政
⚙
年

⚖
月
25
日

56
聖
廟
御
法
楽

仙
洞
組
題
25
首
（
⚓
～
⚔
字

題
）
光
格
：
社
頭
納
涼

神
が
き
の
松
ふ
く
か
ぜ
は
こ
と

さ
ら
に
し
ら
ぶ
る
声
も
涼
し
か

り
け
り

為
則

為
則

講
師
：
隆
光

有
栖
川
宮
本

文
政
⚙
年

⚖
月
30
日

56
仙洞

六
月
祓
・
茅
輪
の
た
め
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚙
年

⚗
月
⚗
日

56
七
夕
御
会

内
裏
七
夕
述
懐

あ
だ
な
ら
ぬ
ち
ぎ
り
は
か
く
と

い
は
枕
そ
ら
に
か
た
め
し
星
の

い
も
せ
か
〔
院
御
製
〕

民
部
卿

為
全

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
、
光
格
上
皇
御
製
の
順
に
掲
載
。
大
宮
御
歌
な

し
。
仁
孝
天
皇
御
製
「
ほ
し
や
さ
ぞ
こ
ゝ
ろ
涼
し
き
今
夜
ぞ
と
お

も
ひ
も
は
れ
し
天
の
う
き
雲
」（
巻
頭
）。
女
房
達
：
大
典
侍
、
宰

相
典
侍
、
督
典
侍
、
按
察
使
典
侍
、
権
典
侍
、
新
大
納
言
、
権
中

納
言
、
勾
当
内
侍
、
侍
従
内
侍
、
命
婦
伊
豫
、
命
婦
大
御
乳
（
巻

末
）

文
政
⚙
年

⚗
月
14
日

56
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚙
年

⚗
月
24
日

56
月
次
御
会

内
裏
蘭
、
蚕
、
恨

左
兵
衛
督

建
房

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
蘭
：
紫
の
色
な
つ
か
し
み
ほ
こ
ろ
び
て
露
さ
へ

に
ほ
ふ
藤
袴
か
な
、
蚕
：
や
ゝ
さ
む
き
草
葉
の
床
の
露
わ
び
て
枕

と
ひ
よ
る
き
り
ぎ
り
す
か
も
、
恨
：
よ
に
も
う
き
え
に
し
成
ら
ん

あ
ま
衣
う
ら
み
ば
か
り
に
し
ほ
た
る
ゝ
と
は
」

文
政
⚙
年

⚘
月
⚑
日

56
仙洞

八
朔
の
儀
あ
り

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚙
年

⚘
月
⚒
日

56
仙洞

夜
、
別
殿
（
呉
服
所
）
に
渡
御
。

左
衛
門
督
、
永
胤
等
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚙
年

⚘
月
⚗
日

56
仙洞

仁
孝
天
皇
の
皇
女
成
宮
の
薨
去

に
よ
り
三
日
間
、
物
音
を
停
む

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚙
年

⚘
月
16
日

56
当
座
御
会

内
裏
組
題
20
首
（
⚓
字
題
）

仁
孝
：
月
下
薄

飛
鳥
井
中
納
言

為
則

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
月
下
薄
：
い
さ
よ
ひ
の
月
に
み
が
き
て
花
す
ゝ

き
い
と
ゞ
白
妙
の
袖
ぞ
露
け
き
」

文
政
⚙
年

⚘
月
24
日

56
月
次
御
会

内
裏
組
題
20
首
（
⚔
字
題
）

仁
孝
：
名
所
原
月
、
名

所
瀧
月
、
名
所
濱
月

左
兵
衛
督

為
脩

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
名
所
原
月
：
秋
風
の
吹
は
ら
ふ
ま
ゝ
に
波
晴
て

さ
や
け
き
月
の
浮
嶋
が
は
ら
、
名
所
朧
月
：
亀
の
尾
の
た
き
の
し

ら
玉
夜
と
ゝ
も
に
ち
よ
の
数
を
も
み
が
く
月
か
げ
、
名
所
濱
月
：

心
な
き
海
人
の
小
ぶ
ね
も
お
の
づ
か
ら
打
出
の
濱
の
月
の
さ
や
け

さ
」

文
政
⚙
年

⚙
月
⚙
日

56
重
陽
御
会

内
裏
庭
籬
菊

左
衛
門
督

雅
光

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
色
に
香
に
庭
の
ま
が
き
を
よ
そ
ほ
ひ
て
け
ふ
な

が
月
と
に
ほ
ふ
き
く
か
な
」。
光
格
上
皇
御
製
・
中
宮
御
歌
、
な

し
。
女
房
達
：
大
典
侍
、
督
典
侍
、
権
典
侍
、
勾
当
内
侍
、
侍
従

内
侍
、
命
婦
伊
豫
、
命
婦
大
御
乳
（
巻
末
）

文
政
⚙
年

⚙
月
14
日

56
仙洞

夜
、
別
殿
（
呉
服
所
）
に
渡
御
。

刑
部
卿
、
重
徳
朝
臣
等
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚙
年

⚙
月
21
日

56
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚙
年

⚙
月
24
日

56
当
座
御
会

内
裏
組
題
30
首
（
⚓
～
⚔
字

題
）
仁
孝
：
庭
上
菊

左
衛
門
督

雅
光

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
庭
上
菊
：
庭
の
面
や
こ
ゝ
も
か
し
こ
も
う
つ
ろ

は
ず
む
べ
長
月
の
花
の
む
ら
菊
」

文
政
⚙
年

⚙
月
24
日

56
月
次
御
会

内
裏
紅
葉
有
浅
深
、
対
月
惜

秋
、
瀧
音
幽

為
則

為
則

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
紅
葉
有
浅
深
：
露
し
ぐ
れ
そ
め
は
つ
く
さ
ぬ
ほ

ど
み
え
て
薄
き
も
こ
き
も
ま
じ
る
紅
葉
ゞ
、
対
月
惜
秋
：
菊
紅
葉

色
は
ふ
り
つ
ゝ
な
が
月
も
暮
行
か
げ
に
名
残
つ
き
せ
ぬ
、
瀧
音

幽
：
山
ふ
か
み
お
つ
る
岩
ね
を
尋
ね
ま
し
音
か
す
か
に
も
ひ
ゞ
く

瀧
波
」

文
政
⚙
年

⚙
月
2 4
日

56
仙洞

前
関
白
一
條
忠
良
へ
一
事
伝
受

の
た
め
、
二
十
五
日
晩
よ
り
二

十
六
日
午
半
刻
ま
で
御
神
事
を

仰
せ
出
す

光
格
天
皇
実
録
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文
政
⚙
年

⚓
月
24
日

56
月
次
御
会

内
裏
春
曙
花
、
苗
代
蛙
、
羇

旅
野

雅
久

雅
久

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
春
曙
花
：
横
雲
の
か
す
む
に
ほ
ひ
に
え
な
ら
ず

も
た
か
ね
の
花
の
し
ら
む
明
ぼ
の
、
苗
代
蛙
：
け
ふ
し
も
や
水
ま

か
せ
つ
る
苗
代
に
小
田
の
か
は
づ
の
所
え
て
な
く
、
羇
旅
野
：
の

る
こ
ま
の
声
も
の
ど
か
に
は
る
ば
る
と
霞
を
わ
く
る
武
蔵
野
ゝ
は

ら
」

文
政
⚙
年

⚓
月
24
日

55
仙洞

夜
、
別
殿
（
呉
服
所
）
に
渡
御
。

刑
部
卿
、
永
胤
等
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚙
年

⚓
月
26
日

55
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚙
年

⚔
月
24
日

56
月
次
御
会

内
裏
組
題
20
首
（
⚑
～
⚒
字

題
）
仁
孝
：
若
竹
、
橋
、

夏
月

雅
光

雅
光

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
若
竹
：
こ
と
し
生
の
か
げ
涼
し
く
も
浅
み
ど
り

小
枝
に
む
す
ぶ
露
の
わ
か
竹
、
橘
：
今
年
よ
り
千
世
の
五
月
も
匂

は
な
む
う
ゑ
し
南
の
庭
の
立
花
、
夏
月
：
か
さ
ゝ
ぎ
の
わ
た
せ
る

橋
の
白
妙
に
影
み
る
ほ
ど
も
夏
の
よ
の
月
」

文
政
⚙
年

⚔
月
30
日

56
当
座
御
会

内
裏
組
題
20
首
（
⚒
字
題
）

仁
孝
：
朝
霞

左
衛
門
督

重
能

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
朝
霞
：
山
端
の
明
る
あ
し
た
の
浅
み
ど
り
は
る

し
る
色
に
霞
そ
め
つ
ゝ
」

文
政
⚙
年

⚕
月
⚗
日

56
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚙
年

⚕
月
⚘
日

56
仙洞

夜
、
別
殿
（
呉
服
所
）
に
渡
御
。

源
三
位
、
恭
光
等
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚙
年

⚕
月
14
日

56
仙洞

柿
本
社
外
遷
座
を
行
う

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚙
年

⚕
月
17
日

56
当
座
御
会

内
裏
組
題
30
首
（
⚓
～
⚔
字

題
）
仁
孝
：
名
所
旅

民
部
卿

雅
久

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
名
所
旅
：
う
つ
の
山
越
る
や
う
つ
ゝ
故
郷
を
夢

に
も
偲
ぶ
つ
た
の
細
道
」

文
政
⚙
年

⚕
月
24
日

56
月
次
御
会

内
裏
山
郭
公
、
浦
郭
公
、
里

郭
公

左
兵
衛
督

為
全

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
山
郭
公
：
尋
ね
こ
し
か
ひ
あ
り
け
り
な
あ
し
曳

の
山
ほ
と
ゝ
ぎ
す
鳴
わ
た
る
こ
ゑ
、
浦
郭
公
：
す
ま
明
石
浦
づ
た

ふ
声
は
す
ゞ
し
さ
の
月
に
あ
く
が
れ
し
ほ
と
ゝ
ぎ
す
か
も
、
里
郭

公
：
時
き
ぬ
と
遠
こ
ち
わ
か
ず
里
な
れ
て
な
く
や
五
月
の
山
ほ

と
ゝ
ぎ
す
」

文
政
⚙
年

⚕
月
24
日

56
仙洞

壽
山
亭
で
挿
秧
を
御
覧

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚙
年

⚖
月
15
日

56
当
座
御
会

内
裏
組
題
20
首
（
⚓
～
⚔
字

題
）
仁
孝
：
朝
納
涼

左
兵
衛
督

建
房

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
朝
納
涼
：
朝
ま
だ
き
衣
手
す
ゞ
し
軒
ば
よ
り
風

も
吹
わ
た
る
庭
の
や
り
水
」

文
政
⚙
年

⚖
月
16
日

56
仙洞

嘉
祥
の
儀
あ
り
。
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚙
年

⚖
月
19
日

56
仙洞

こ
の
日
の
夜
、
柿
本
社
正
遷
宮

を
行
う

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚙
年

⚖
月
21
日

56
仙洞

夜
、
別
殿
（
呉
服
所
）
に
渡
御
。

今
出
川
中
納
言
、
久
雄
朝
臣
等

を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚙
年

⚖
月
2 4
日

56
月
次
御
会

内
裏
組
題
33
首
（
か
な
題
）

仁
孝
：
し
な
で
し

こ
、
ち
お
ち
葉
、
か

あ
か
つ
き

飛
鳥
井
中
納
言

雅
久

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
し
な
で
し
こ
：
白
露
の
置
て
一
し
ほ
色
ぞ
そ

ふ
や
ま
と
な
で
し
こ
花
の
錦
も
、
ち
お
ち
葉
：
ち
り
敷
て
唐
紅

の
か
ら
に
し
き
庭
は
木
葉
に
冬
も
や
つ
さ
ず
、
か
あ
か
つ
き
：

か
ね
の
音
鳥
の
声
よ
り
暁
を
し
る
く
も
み
す
る
明
星
の
か
げ
」

文
政
⚙
年

⚖
月
2 5
日

56
聖
廟
御
法
楽

内
裏
組
題
50
首
（
⚓
～
⚔
字

題
）
仁
孝
：
蘆
間
蛍

民
部
卿

重
能

講
師
：
顕
孝
朝
臣

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
蘆
間
蛍
：
凉
し
く
も
葉
の
ぼ
る
露
と
み
え
て
け

り
あ
し
の
茂
み
に
す
が
る
ほ
た
る
は
」

文
政
⚙
年

⚖
月
25
日

56
聖
廟
御
法
楽

仙
洞
組
題
25
首
（
⚓
～
⚔
字

題
）
光
格
：
社
頭
納
涼

神
が
き
の
松
ふ
く
か
ぜ
は
こ
と

さ
ら
に
し
ら
ぶ
る
声
も
涼
し
か

り
け
り

為
則

為
則

講
師
：
隆
光

有
栖
川
宮
本

文
政
⚙
年

⚖
月
30
日

56
仙洞

六
月
祓
・
茅
輪
の
た
め
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚙
年

⚗
月
⚗
日

56
七
夕
御
会

内
裏
七
夕
述
懐

あ
だ
な
ら
ぬ
ち
ぎ
り
は
か
く
と

い
は
枕
そ
ら
に
か
た
め
し
星
の

い
も
せ
か
〔
院
御
製
〕

民
部
卿

為
全

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
、
光
格
上
皇
御
製
の
順
に
掲
載
。
大
宮
御
歌
な

し
。
仁
孝
天
皇
御
製
「
ほ
し
や
さ
ぞ
こ
ゝ
ろ
涼
し
き
今
夜
ぞ
と
お

も
ひ
も
は
れ
し
天
の
う
き
雲
」（
巻
頭
）。
女
房
達
：
大
典
侍
、
宰

相
典
侍
、
督
典
侍
、
按
察
使
典
侍
、
権
典
侍
、
新
大
納
言
、
権
中

納
言
、
勾
当
内
侍
、
侍
従
内
侍
、
命
婦
伊
豫
、
命
婦
大
御
乳
（
巻

末
）

文
政
⚙
年

⚗
月
14
日

56
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚙
年

⚗
月
24
日

56
月
次
御
会

内
裏
蘭
、
蚕
、
恨

左
兵
衛
督

建
房

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
蘭
：
紫
の
色
な
つ
か
し
み
ほ
こ
ろ
び
て
露
さ
へ

に
ほ
ふ
藤
袴
か
な
、
蚕
：
や
ゝ
さ
む
き
草
葉
の
床
の
露
わ
び
て
枕

と
ひ
よ
る
き
り
ぎ
り
す
か
も
、
恨
：
よ
に
も
う
き
え
に
し
成
ら
ん

あ
ま
衣
う
ら
み
ば
か
り
に
し
ほ
た
る
ゝ
と
は
」

文
政
⚙
年

⚘
月
⚑
日

56
仙洞

八
朔
の
儀
あ
り

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚙
年

⚘
月
⚒
日

56
仙洞

夜
、
別
殿
（
呉
服
所
）
に
渡
御
。

左
衛
門
督
、
永
胤
等
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚙
年

⚘
月
⚗
日

56
仙洞

仁
孝
天
皇
の
皇
女
成
宮
の
薨
去

に
よ
り
三
日
間
、
物
音
を
停
む

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚙
年

⚘
月
16
日

56
当
座
御
会

内
裏
組
題
20
首
（
⚓
字
題
）

仁
孝
：
月
下
薄

飛
鳥
井
中
納
言

為
則

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
月
下
薄
：
い
さ
よ
ひ
の
月
に
み
が
き
て
花
す
ゝ

き
い
と
ゞ
白
妙
の
袖
ぞ
露
け
き
」

文
政
⚙
年

⚘
月
24
日

56
月
次
御
会

内
裏
組
題
20
首
（
⚔
字
題
）

仁
孝
：
名
所
原
月
、
名

所
瀧
月
、
名
所
濱
月

左
兵
衛
督

為
脩

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
名
所
原
月
：
秋
風
の
吹
は
ら
ふ
ま
ゝ
に
波
晴
て

さ
や
け
き
月
の
浮
嶋
が
は
ら
、
名
所
朧
月
：
亀
の
尾
の
た
き
の
し

ら
玉
夜
と
ゝ
も
に
ち
よ
の
数
を
も
み
が
く
月
か
げ
、
名
所
濱
月
：

心
な
き
海
人
の
小
ぶ
ね
も
お
の
づ
か
ら
打
出
の
濱
の
月
の
さ
や
け

さ
」

文
政
⚙
年

⚙
月
⚙
日

56
重
陽
御
会

内
裏
庭
籬
菊

左
衛
門
督

雅
光

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
色
に
香
に
庭
の
ま
が
き
を
よ
そ
ほ
ひ
て
け
ふ
な

が
月
と
に
ほ
ふ
き
く
か
な
」。
光
格
上
皇
御
製
・
中
宮
御
歌
、
な

し
。
女
房
達
：
大
典
侍
、
督
典
侍
、
権
典
侍
、
勾
当
内
侍
、
侍
従

内
侍
、
命
婦
伊
豫
、
命
婦
大
御
乳
（
巻
末
）

文
政
⚙
年

⚙
月
14
日

56
仙洞

夜
、
別
殿
（
呉
服
所
）
に
渡
御
。

刑
部
卿
、
重
徳
朝
臣
等
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚙
年

⚙
月
21
日

56
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚙
年

⚙
月
24
日

56
当
座
御
会

内
裏
組
題
30
首
（
⚓
～
⚔
字

題
）
仁
孝
：
庭
上
菊

左
衛
門
督

雅
光

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
庭
上
菊
：
庭
の
面
や
こ
ゝ
も
か
し
こ
も
う
つ
ろ

は
ず
む
べ
長
月
の
花
の
む
ら
菊
」

文
政
⚙
年

⚙
月
24
日

56
月
次
御
会

内
裏
紅
葉
有
浅
深
、
対
月
惜

秋
、
瀧
音
幽

為
則

為
則

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
紅
葉
有
浅
深
：
露
し
ぐ
れ
そ
め
は
つ
く
さ
ぬ
ほ

ど
み
え
て
薄
き
も
こ
き
も
ま
じ
る
紅
葉
ゞ
、
対
月
惜
秋
：
菊
紅
葉

色
は
ふ
り
つ
ゝ
な
が
月
も
暮
行
か
げ
に
名
残
つ
き
せ
ぬ
、
瀧
音

幽
：
山
ふ
か
み
お
つ
る
岩
ね
を
尋
ね
ま
し
音
か
す
か
に
も
ひ
ゞ
く

瀧
波
」

文
政
⚙
年

⚙
月
2 4
日

56
仙洞

前
関
白
一
條
忠
良
へ
一
事
伝
受

の
た
め
、
二
十
五
日
晩
よ
り
二

十
六
日
午
半
刻
ま
で
御
神
事
を

仰
せ
出
す

光
格
天
皇
実
録
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文
政
⚙
年

⚙
月
26
日

56
仙洞

前
関
白
一
條
忠
良
へ
和
歌
灌
頂

以
後
の
伝
受
（
一
事
伝
受
）
を

相
伝

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚙
年

⚙
月
28
日

56
当
座
御
会

仙
洞
組
題
30
首
（
⚑
～
⚒
字

題
）
光
格
：
田
家

八
束
穂
に
あ
ま
る
み
の
り
の
稲

む
し
ろ
し
づ
が
門
田
に
敷
は
へ

て
見
ゆ

飛
鳥
井
中
納
言

建
房

有
栖
川
宮
本
「
和
歌
当
座
御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
⚙
年

10
月
⚔
日

56
仙洞

小
御
所
に
お
い
て
聖
徳
太
子
像

を
御
覧

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚙
年

10
月
⚕
日

56
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚙
年

10
月
⚖
日

56
仙洞

前
左
大
臣
二
条
治
孝
、
薨
去
。

こ
の
日
よ
り
三
日
間
、
物
音
を

停
む

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚙
年

10
月
18
日

56
於
修
学
院
御

当
座

修
学

院
組
題
30
首
（
⚓
～
⚔
字

題
）
光
格
：
望
紅
葉

な
も
し
ら
ぬ
木
草
を
し
な
べ
染

つ
く
す
野
山
の
紅
葉
み
れ
ど
あ

か
ぬ
也

為
全

為
全

有
栖
川
宮
本
「
修
学
院
離
宮
ニ
御
幸
ア
ラ
セ
ラ
ル
、
先
ヅ
壽
月
観
ニ
於
テ
和
歌

当
座
御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
尋
イ
デ
隣
雲
亭
ニ
渡
御
、
又
御
庭
、
赤
山

邊
ヲ
御
歴
覧
、
次
ニ
窮
邃
軒
ニ
於
テ
管
絃
ノ
御
遊
ヲ
行
ハ
ル
、
筝
、

笙
ノ
御
所
作
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実
録
）

文
政
⚙
年

10
月
18
日

56
於
修
学
院
御

当
座
後
座

修
学

院
組
題
⚖
首
（
⚓
字
題
）

光
格
：
冬
居
所

わ
が
を
れ
ば
雲
を
隣
の
山
ま
ど

も
冬
さ
び
ず
し
て
袖
つ
た
ふ
也

為
全

為
全

有
栖
川
宮
本
「
修
学
院
離
宮
ニ
御
幸
ア
ラ
セ
ラ
ル
、
先
ヅ
壽
月
観
ニ
於
テ
和
歌

当
座
御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
尋
イ
デ
隣
雲
亭
ニ
渡
御
、
又
御
庭
、
赤
山

邊
ヲ
御
歴
覧
、
次
ニ
窮
邃
軒
ニ
於
テ
管
絃
ノ
御
遊
ヲ
行
ハ
ル
、
筝
、

笙
ノ
御
所
作
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実
録
）

文
政
⚙
年

10
月
24
日

56
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚑
～
⚔

字
題
）
仁
孝
：
鶉
、
寒

松
、
寄
衣
恋

左
衛
門
督

重
能

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
鶉
：
う
ら
枯
の
尾
花
の
床
の
あ
れ
行
を
わ
び
て

や
う
づ
ら
夜
た
ゞ
鳴
声
、
寒
松
：
霜
雪
の
む
す
ぼ
ほ
る
枝
に
音
た

て
ゝ
た
ゝ
く
も
寒
し
庭
の
松
か
ぜ
、
寄
衣
恋
：
夢
だ
に
と
か
へ
す

も
あ
や
な
小
夜
衣
う
ら
み
の
み
な
る
つ
ら
さ
か
さ
ね
て
」

文
政
⚙
年

10
月
26
日

56
内裏

猿
楽
御
覧
の
た
め
禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚙
年

10
月
27
日

56
仙洞

玄
猪
の
儀

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚙
年

10
月
28
日

56
仙洞

夜
、
別
殿
（
呉
服
所
）
に
渡
御
。

男
女
と
も
に
召
さ
ず

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚙
年

11
月
⚔
日

56
仙洞

壽
山
亭
で
獲
稻
を
御
覧

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚙
年

11
月
⚗
日

56
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚙
年

11
月
20
日

56
仙洞

仁
孝
天
皇
に
伊
勢
物
語
伝
受
を

相
伝
す
る
た
め
、
十
一
月
二
十

五
日
よ
り
十
七
日
間
、
住
吉
・

玉
津
島
両
社
お
よ
び
明
石
月
照

寺
に
御
祈
祷
を
仰
せ
つ
く

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚙
年

11
月
2 4
日

56
月
次
御
会

内
裏
名
所
山
雪
、
名
所
野

雪
、
名
所
浦
雪

飛
鳥
井
中
納
言

雅
久

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
名
所
山
雪
：
朝
ゆ
ふ
に
む
か
ふ
大
比
枝
の
山
の

は
も
猶
か
げ
た
か
く
雪
ぞ
降
つ
む
、
名
所
野
雪
：
し
な
が
ど
り
猪

名
野
さ
ゝ
原
そ
よ
い
ま
は
お
と
せ
ぬ
雪
の
つ
も
る
し
づ
け
さ
、
名

所
浦
雪
：
沖
つ
風
ふ
き
さ
そ
ひ
き
て
な
み
ひ
ろ
く
雪
に
な
る
み
の

浦
の
明
ぼ
の
」

年
月
日

年
齢

御
会
名

場
所

歌
題

光
格
天
皇
御
製
お
よ
び
事
項

題
者

奉
行

そ
の
他
の
諸
役

出
典

備
考

文
政
⚙
年

11
月
25
日

56
仙洞

仁
孝
天
皇
に
伊
勢
物
語
伝
受
を

相
伝
す
る
た
め
、
十
二
月
一
日

よ
り
十
七
日
間
、
伊
勢
神
宮
に

御
祈
祷
を
仰
せ
つ
く

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚙
年

11
月
29
日

56
仙洞

仁
孝
天
皇
に
伊
勢
物
語
伝
受
を

相
伝
す
る
た
め
、
十
二
月
一
日

よ
り
七
日
間
、
上
御
霊
・
下
御

霊
・
北
野
社
お
よ
び
賀
茂
太
田

社
に
御
祈
祷
を
仰
せ
つ
く

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚙
年

12
月
⚕
日

56
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚙
年

12
月
10
日

56
仙洞

夜
、
別
殿
（
呉
服
所
）
に
渡
御
。

新
源
三
位
、
為
知
等
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚙
年

12
月
11
日

56
内裏

禁
裏
に
御
幸
し
、
仁
孝
天
皇
に

伊
勢
物
語
伝
受
を
相
伝

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚙
年

12
月
21
日

56
当
座
御
会

内
裏
組
題
30
首
（
⚓
字
題
）

光
格
：
名
所
松

ち
り
う
せ
ず
栄
ゆ
る
か
げ
は
い

や
つ
ぎ
に
津
守
の
浦
の
松
の
言

の
葉
〔
院
御
製
〕

民
部
卿

為
脩

講
師
：
隆
光

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
梅
始
開
：
春
は
い
ま
だ
朝
霜
む
す
ぶ
庭
の
面
に

は
や
く
も
咲
る
梅
の
は
つ
花
」（
巻
頭
）

文
政
⚙
年

12
月
25
日

56
当
座
御
会

仙
洞
組
題
30
首
（
⚒
～
⚓
字

題
）
光
格
：
鴬
告
春

い
ま
よ
り
は
毎
朝
毎
朝
に
き
ゝ

な
れ
む
春
告
そ
め
し
窓
の
鴬

民
部
卿

雅
久

有
栖
川
宮
本
「
是
日
、
和
歌
当
座
御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格

天
皇
実
録
）

文
政
⚙
年

12
月
25
日

56
仙洞

御
髪
上
を
行
う

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚙
年

12
月
24
日

56
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚒
～
⚔

字
題
）
仁
孝
：
庭
冬
月
、

歳
暮
梅
、
冬
鶴

左
兵
衛
督

俊
明

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
庭
冬
月
：
鑓
水
の
な
が
れ
も
氷
る
庭
の
面
の
ま

さ
ご
の
月
の
影
ぞ
寒
け
き
、
歳
暮
梅
：
し
ら
雪
の
つ
も
れ
る
年
も

わ
か
ゞ
へ
る
春
待
あ
へ
ず
匂
ふ
梅
が
え
、
冬
鶴
：
降
つ
も
る
み
ぎ

り
の
雪
に
立
ま
が
ふ
つ
ば
さ
く
も
ら
ぬ
鶴
の
毛
衣
」

文
政
10
年

⚑
月
⚑
日

57
仙洞

四
方
拝
の
た
め
に
出
御
。
常
御

所
に
出
御
し
諸
臣
に
謁
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
10
年

⚑
月
⚒
日

57
仙洞

拝
礼
あ
り

光
格
天
皇
実
録

文
政
10
年

⚑
月
⚓
日

57
仙洞

吉
書
御
覧
の
た
め
出
御
。
ま

た
、
拝
礼
あ
り

光
格
天
皇
実
録

文
政
10
年

⚑
月
⚔
日

57
内裏

禁
裏
に
御
幸
始

光
格
天
皇
実
録

文
政
10
年

⚑
月
⚕
日

57
仙洞

拝
礼
あ
り

光
格
天
皇
実
録

文
政
10
年

⚑
月
⚗
日

57
仙洞

千
秋
万
歳
・
白
馬
御
覧
の
た
め

出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
10
年

⚑
月
10
日

57
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

六
角
前
宰
相
、
為
知
等
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
10
年

⚑
月
13
日

57
仙洞

諸
礼
を
行
う

光
格
天
皇
実
録

文
政
1 0
年

⚑
月
1 4
日

57
仙洞

太
元
帥
法
結
願
・
後
七
日
御
修

法
の
た
め
両
法
阿
闍
梨
、
参
院

光
格
天
皇
実
録

文
政
1 0
年

⚑
月
1 5
日

57
仙洞

御
吉
書
・
三
毬
打
の
た
め
小
御

所
に
出
御

光
格
天
皇
実
録
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文
政
⚙
年

⚙
月
26
日

56
仙洞

前
関
白
一
條
忠
良
へ
和
歌
灌
頂

以
後
の
伝
受
（
一
事
伝
受
）
を

相
伝

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚙
年

⚙
月
28
日

56
当
座
御
会

仙
洞
組
題
30
首
（
⚑
～
⚒
字

題
）
光
格
：
田
家

八
束
穂
に
あ
ま
る
み
の
り
の
稲

む
し
ろ
し
づ
が
門
田
に
敷
は
へ

て
見
ゆ

飛
鳥
井
中
納
言

建
房

有
栖
川
宮
本
「
和
歌
当
座
御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
⚙
年

10
月
⚔
日

56
仙洞

小
御
所
に
お
い
て
聖
徳
太
子
像

を
御
覧

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚙
年

10
月
⚕
日

56
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚙
年

10
月
⚖
日

56
仙洞

前
左
大
臣
二
条
治
孝
、
薨
去
。

こ
の
日
よ
り
三
日
間
、
物
音
を

停
む

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚙
年

10
月
18
日

56
於
修
学
院
御

当
座

修
学

院
組
題
30
首
（
⚓
～
⚔
字

題
）
光
格
：
望
紅
葉

な
も
し
ら
ぬ
木
草
を
し
な
べ
染

つ
く
す
野
山
の
紅
葉
み
れ
ど
あ

か
ぬ
也

為
全

為
全

有
栖
川
宮
本
「
修
学
院
離
宮
ニ
御
幸
ア
ラ
セ
ラ
ル
、
先
ヅ
壽
月
観
ニ
於
テ
和
歌

当
座
御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
尋
イ
デ
隣
雲
亭
ニ
渡
御
、
又
御
庭
、
赤
山

邊
ヲ
御
歴
覧
、
次
ニ
窮
邃
軒
ニ
於
テ
管
絃
ノ
御
遊
ヲ
行
ハ
ル
、
筝
、

笙
ノ
御
所
作
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実
録
）

文
政
⚙
年

10
月
18
日

56
於
修
学
院
御

当
座
後
座

修
学

院
組
題
⚖
首
（
⚓
字
題
）

光
格
：
冬
居
所

わ
が
を
れ
ば
雲
を
隣
の
山
ま
ど

も
冬
さ
び
ず
し
て
袖
つ
た
ふ
也

為
全

為
全

有
栖
川
宮
本
「
修
学
院
離
宮
ニ
御
幸
ア
ラ
セ
ラ
ル
、
先
ヅ
壽
月
観
ニ
於
テ
和
歌

当
座
御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
尋
イ
デ
隣
雲
亭
ニ
渡
御
、
又
御
庭
、
赤
山

邊
ヲ
御
歴
覧
、
次
ニ
窮
邃
軒
ニ
於
テ
管
絃
ノ
御
遊
ヲ
行
ハ
ル
、
筝
、

笙
ノ
御
所
作
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実
録
）

文
政
⚙
年

10
月
24
日

56
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚑
～
⚔

字
題
）
仁
孝
：
鶉
、
寒

松
、
寄
衣
恋

左
衛
門
督

重
能

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
鶉
：
う
ら
枯
の
尾
花
の
床
の
あ
れ
行
を
わ
び
て

や
う
づ
ら
夜
た
ゞ
鳴
声
、
寒
松
：
霜
雪
の
む
す
ぼ
ほ
る
枝
に
音
た

て
ゝ
た
ゝ
く
も
寒
し
庭
の
松
か
ぜ
、
寄
衣
恋
：
夢
だ
に
と
か
へ
す

も
あ
や
な
小
夜
衣
う
ら
み
の
み
な
る
つ
ら
さ
か
さ
ね
て
」

文
政
⚙
年

10
月
26
日

56
内裏

猿
楽
御
覧
の
た
め
禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚙
年

10
月
27
日

56
仙洞

玄
猪
の
儀

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚙
年

10
月
28
日

56
仙洞

夜
、
別
殿
（
呉
服
所
）
に
渡
御
。

男
女
と
も
に
召
さ
ず

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚙
年

11
月
⚔
日

56
仙洞

壽
山
亭
で
獲
稻
を
御
覧

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚙
年

11
月
⚗
日

56
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚙
年

11
月
20
日

56
仙洞

仁
孝
天
皇
に
伊
勢
物
語
伝
受
を

相
伝
す
る
た
め
、
十
一
月
二
十

五
日
よ
り
十
七
日
間
、
住
吉
・

玉
津
島
両
社
お
よ
び
明
石
月
照

寺
に
御
祈
祷
を
仰
せ
つ
く

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚙
年

11
月
2 4
日

56
月
次
御
会

内
裏
名
所
山
雪
、
名
所
野

雪
、
名
所
浦
雪

飛
鳥
井
中
納
言

雅
久

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
名
所
山
雪
：
朝
ゆ
ふ
に
む
か
ふ
大
比
枝
の
山
の

は
も
猶
か
げ
た
か
く
雪
ぞ
降
つ
む
、
名
所
野
雪
：
し
な
が
ど
り
猪

名
野
さ
ゝ
原
そ
よ
い
ま
は
お
と
せ
ぬ
雪
の
つ
も
る
し
づ
け
さ
、
名

所
浦
雪
：
沖
つ
風
ふ
き
さ
そ
ひ
き
て
な
み
ひ
ろ
く
雪
に
な
る
み
の

浦
の
明
ぼ
の
」

文
政
⚙
年

11
月
25
日

56
仙洞

仁
孝
天
皇
に
伊
勢
物
語
伝
受
を

相
伝
す
る
た
め
、
十
二
月
一
日

よ
り
十
七
日
間
、
伊
勢
神
宮
に

御
祈
祷
を
仰
せ
つ
く

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚙
年

11
月
29
日

56
仙洞

仁
孝
天
皇
に
伊
勢
物
語
伝
受
を

相
伝
す
る
た
め
、
十
二
月
一
日

よ
り
七
日
間
、
上
御
霊
・
下
御

霊
・
北
野
社
お
よ
び
賀
茂
太
田

社
に
御
祈
祷
を
仰
せ
つ
く

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚙
年

12
月
⚕
日

56
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚙
年

12
月
10
日

56
仙洞

夜
、
別
殿
（
呉
服
所
）
に
渡
御
。

新
源
三
位
、
為
知
等
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚙
年

12
月
11
日

56
内裏

禁
裏
に
御
幸
し
、
仁
孝
天
皇
に

伊
勢
物
語
伝
受
を
相
伝

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚙
年

12
月
21
日

56
当
座
御
会

内
裏
組
題
30
首
（
⚓
字
題
）

光
格
：
名
所
松

ち
り
う
せ
ず
栄
ゆ
る
か
げ
は
い

や
つ
ぎ
に
津
守
の
浦
の
松
の
言

の
葉
〔
院
御
製
〕

民
部
卿

為
脩

講
師
：
隆
光

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
梅
始
開
：
春
は
い
ま
だ
朝
霜
む
す
ぶ
庭
の
面
に

は
や
く
も
咲
る
梅
の
は
つ
花
」（
巻
頭
）

文
政
⚙
年

12
月
25
日

56
当
座
御
会

仙
洞
組
題
30
首
（
⚒
～
⚓
字

題
）
光
格
：
鴬
告
春

い
ま
よ
り
は
毎
朝
毎
朝
に
き
ゝ

な
れ
む
春
告
そ
め
し
窓
の
鴬

民
部
卿

雅
久

有
栖
川
宮
本
「
是
日
、
和
歌
当
座
御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格

天
皇
実
録
）

文
政
⚙
年

12
月
25
日

56
仙洞

御
髪
上
を
行
う

光
格
天
皇
実
録

文
政
⚙
年

12
月
24
日

56
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚒
～
⚔

字
題
）
仁
孝
：
庭
冬
月
、

歳
暮
梅
、
冬
鶴

左
兵
衛
督

俊
明

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
庭
冬
月
：
鑓
水
の
な
が
れ
も
氷
る
庭
の
面
の
ま

さ
ご
の
月
の
影
ぞ
寒
け
き
、
歳
暮
梅
：
し
ら
雪
の
つ
も
れ
る
年
も

わ
か
ゞ
へ
る
春
待
あ
へ
ず
匂
ふ
梅
が
え
、
冬
鶴
：
降
つ
も
る
み
ぎ

り
の
雪
に
立
ま
が
ふ
つ
ば
さ
く
も
ら
ぬ
鶴
の
毛
衣
」

文
政
10
年

⚑
月
⚑
日

57
仙洞

四
方
拝
の
た
め
に
出
御
。
常
御

所
に
出
御
し
諸
臣
に
謁
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
10
年

⚑
月
⚒
日

57
仙洞

拝
礼
あ
り

光
格
天
皇
実
録

文
政
10
年

⚑
月
⚓
日

57
仙洞

吉
書
御
覧
の
た
め
出
御
。
ま

た
、
拝
礼
あ
り

光
格
天
皇
実
録

文
政
10
年

⚑
月
⚔
日

57
内裏

禁
裏
に
御
幸
始

光
格
天
皇
実
録

文
政
10
年

⚑
月
⚕
日

57
仙洞

拝
礼
あ
り

光
格
天
皇
実
録

文
政
10
年

⚑
月
⚗
日

57
仙洞

千
秋
万
歳
・
白
馬
御
覧
の
た
め

出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
10
年

⚑
月
10
日

57
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

六
角
前
宰
相
、
為
知
等
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
10
年

⚑
月
13
日

57
仙洞

諸
礼
を
行
う

光
格
天
皇
実
録

文
政
1 0
年

⚑
月
1 4
日

57
仙洞

太
元
帥
法
結
願
・
後
七
日
御
修

法
の
た
め
両
法
阿
闍
梨
、
参
院

光
格
天
皇
実
録

文
政
1 0
年

⚑
月
1 5
日

57
仙洞

御
吉
書
・
三
毬
打
の
た
め
小
御

所
に
出
御

光
格
天
皇
実
録
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文
政
10
年

⚑
月
18
日

57
御
会
始

仙
洞
雪
透
霞

山
姫
や
や
な
ぎ
の
き
ぬ
の
織
も

の
を
着
つ
る
は
ゆ
き
の
霞
む
透

か
げ

民
部
卿

雅
久

読
師
：
民
部
卿
、
講

師
：
正
房
、
発
声
：
雅

久

有
栖
川
宮
本

大
宮
御
歌
な
し
。
女
房
達
：
大
典
侍
、
新
大
納
言
、
権
中
納
言
、

菖
蒲
小
路
、
勾
当
内
侍
、
小
少
将
、
小
侍
従
、
命
婦
伊
世
、
命
婦

伯
耆
、
紀
伊
（
巻
末
）。
「
和
歌
御
会
始
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ

ラ
ル
、
御
製
ア
リ
」（
光
格
天
皇
実
録
）

文
政
10
年

⚑
月
28
日

57
和
歌
御
会
始

内
裏
毎
日
有
春
色

毎
朝
毎
朝
き
の
ふ
は
あ
さ
き
春

の
色
と
か
す
み
も
と
も
に
立
ま

さ
り
つ
ゝ
〔
院
御
製
〕

左
兵
衛
督

為
脩

読
師
：
皇
太
后
宮
権
大

夫
、
講
師
：
共
福
朝
臣
、

発
声
：
左
衛
門
督

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
、
光
格
上
皇
御
製
の
準
に
掲
載
。
仁
孝
天
皇
御
製

「
朝
日
影
か
す
み
し
ひ
よ
り
い
く
日
へ
て
四
方
に
あ
ま
ね
き
は
る

の
色
か
な
」（
巻
頭
）。
大
宮
御
歌
な
し
。
女
御
・
女
房
達
：
女
御
、

大
す
け
、
宰
相
の
す
け
、
督
の
す
け
、
あ
ぜ
ち
の
典
侍
、
権
す
け
、

し
む
大
納
言
、
侍
従
の
な
い
し
、
命
婦
い
よ
、
命
婦
は
う
き
、
命

婦
大
御
乳
、
や
ま
と
（
巻
末
）

文
政
10
年

⚒
月
13
日

57
当
座
御
会

内
裏
組
題
30
首
（
⚔
字
題
）

光
格
：
花
満
山
河

峯
の
雲
も
麓
の
河
の
波
か
け
て

つ
ゞ
く
よ
し
の
ゝ
花
の
色
か
な

〔
院
御
製
〕

左
兵
衛
督

光
成

読
師
：
顕
孝
朝
臣

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
霞
裏
聞
鴬
：
立
こ
め
し
霞
を
も
る
ゝ
こ
ゑ
は
な

ほ
の
ど
か
に
ぞ
聞
春
の
鴬
」（
巻
頭
）

文
政
10
年

⚒
月
20
日

57
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

源
三
位
、
重
徳
朝
臣
等
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
10
年

⚒
月
22
日

57
水
無
瀬
宮
御

法
楽

内
裏
組
題
20
首
（
⚒
～
⚓
字

題
）
仁
孝
：
暁
聞
鴬

左
衛
門
督

光
成

読
師
：
為
知

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
春
の
色
を
水
無
瀬
の
山
の
有
明
に
た
む
け
て
つ

ぐ
る
鴬
の
こ
ゑ
」

文
政
10
年

⚒
月
22
日

57
水
無
瀬
宮
御

法
楽

仙
洞
組
題
20
首
（
⚒
～
⚔
字

題
）
光
格
：
霞
添
山
色

あ
さ
な
あ
さ
な
た
て
る
霞
も
色

そ
ひ
て
山
の
す
が
た
ぞ
春
め
き

に
け
る

雅
久

雅
久

読
師
：
共
福
朝
臣

有
栖
川
宮
本
「
小
御
所
ニ
於
テ
水
無
瀬
宮
御
法
楽
和
歌
ノ
披
講
ア
リ
」（
光
格
天

皇
実
録
）

文
政
10
年

⚒
月
23
日

57
当
座
御
会

仙
洞
組
題
30
首
（
⚒
字
題
）

光
格
：
山
霞

月
□
（
虫
損
）
に
み
か
き
し
光

た
ち
か
へ
て
ま
さ
か
き
霞
む
天

の
か
ぐ
山

左
衛
門
督

重
能

読
師
：
為
知

有
栖
川
宮
本
「
和
歌
当
座
御
会
始
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇

実
録
）

文
政
10
年

⚒
月
24
日

57
月
次
御
会

内
裏
組
題
20
首
（
⚒
字
題
）

仁
孝
：
初
花
、
夕
花
、

河
花

飛
鳥
井
中
納
言

重
徳

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
初
花
：
吹
風
の
猶
冴
な
が
ら
春
ぞ
と
て
ひ
も
と

く
今
朝
の
花
は
め
づ
ら
し
、
夕
花
：
長
き
日
も
あ
か
ず
な
が
め
し

色
も
猶
い
ま
一
し
ほ
の
花
の
夕
ば
へ
、
河
花
：
あ
た
ら
色
の
う
つ

ろ
ふ
こ
と
は
早
瀬
河
花
に
か
け
て
よ
水
の
し
が
ら
み
」

文
政
10
年

⚒
月
24
日

57
仙洞

准
大
臣
一
橋
治
濟
薨
奏
あ
り
。

こ
の
日
よ
り
三
日
間
、
物
音
を

停
む

光
格
天
皇
実
録

文
政
10
年

⚓
月
⚒
日

57
聖
廟
御
法
楽

仙
洞
組
題
10
首
（
⚓
字
題
）

光
格
：
霞
中
桜

薄
み
ど
り
う
す
紅
の
か
す
み
よ

り
も
る
ゝ
桜
の
色
ぞ
え
な
ら
ぬ

飛
鳥
井
中
納
言

俊
明

講
師
：
隆
光

有
栖
川
宮
本
「
小
御
所
ニ
於
テ
去
月
分
ノ
聖
廟
御
法
楽
和
歌
ノ
披
講
ア
リ
」（
光

格
天
皇
実
録
）

文
政
10
年

⚓
月
18
日

57
神
影
供

仙
洞
春
日
望
山

花
の
雲
も
か
す
み
の
み
を
に
立

こ
め
て
は
る
ふ
か
き
色
の
や
よ

ひ
山
か
な

左
衛
門
督

重
能

読
師
：
按
察
大
納
言
、

講
師
：
光
暉
、
発
声
：

左
衛
門
督

有
栖
川
宮
本
「
柿
本
社
神
影
供
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
10
年

⚓
月
22
日

57
仙洞

中
務
卿
韶
仁
親
王
へ
三
部
抄
伝

受
の
た
め
、
三
月
二
十
五
日
よ

り
十
七
日
間
、
上
御
霊
・
下
御

霊
・
北
野
の
三
社
に
御
祈
祷
を

仰
せ
つ
く

光
格
天
皇
実
録

文
政
10
年

⚓
月
2 3
日

57
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
1 0
年

⚓
月
2 4
日

57
月
次
御
会

内
裏
簾
外
燕
、
名
所
藤
、
契

別
恋

左
衛
門
督

雅
久

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
簾
外
燕
：
花
の
香
を
吹
入
る
風
に
さ
そ
は
れ
て

こ
す
の
外
ち
か
く
な
る
ゝ
つ
ば
く
ら
、
名
所
藤
：
咲
か
ゝ
る
い
は

ね
の
ふ
ぢ
に
し
ら
い
と
も
春
は
む
ら
さ
き
の
布
引
の
た
き
、
契
別

恋
：
ち
ぎ
り
お
く
そ
の
こ
と
の
葉
に
な
ぐ
さ
め
て
わ
か
れ
ん
と
す

る
も
思
ひ
こ
そ
そ
へ
」

年
月
日

年
齢

御
会
名

場
所

歌
題

光
格
天
皇
御
製
お
よ
び
事
項

題
者

奉
行

そ
の
他
の
諸
役

出
典

備
考

文
政
10
年

⚓
月
25
日

57
聖
廟
御
法
楽

〔
去
月
分
〕

内
裏
組
題
50
首
（
⚒
字
題
）

仁
孝
：
春
朝

民
部
卿

雅
光

講
師
：
正
房

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
松
梅
も
か
す
み
あ
ひ
つ
ゝ
朝
日
か
げ
の
ど
か
に

に
ほ
ふ
神
垣
の
春
」

文
政
10
年

⚓
月
26
日

57
和
歌
当
座
御

会
内
裏
組
題
20
首
（
⚓
字
題
）

仁
孝
：
山
路
桜

飛
鳥
井
中
納
言

為
全

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
あ
く
が
れ
て
こ
の
も
か
の
も
の
桜
が
り
昨
日
も

け
ふ
も
山
路
分
つ
ゝ
」

文
政
10
年

⚓
月
26
日

57
仙洞

中
務
卿
韶
仁
親
王
へ
三
部
抄
伝

受
の
た
め
、
四
月
六
日
晩
よ
り

七
日
未
半
刻
ま
で
御
神
事
を
仰

せ
出
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
10
年

⚔
月
⚕
日

57
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
10
年

⚔
月
⚕
日

57
仙洞

別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。
堀

川
宰
相
、
為
知
朝
臣
等
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
10
年

⚔
月
⚗
日

57
仙洞

中
務
卿
韶
仁
親
王
へ
三
部
抄
伝

受
を
相
伝

光
格
天
皇
実
録

文
政
10
年

⚔
月
17
日

57
仙洞

仁
孝
天
皇
の
皇
子
鎔
宮
の
薨
奏

あ
り
。
こ
の
日
よ
り
三
日
間
、

物
音
を
停
む

光
格
天
皇
実
録

文
政
10
年

⚔
月
24
日

57
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚒
～
⚔

字
題
）
仁
孝
：
卯
月
郭

公
、
枯
野
、
寄
糸
恋

左
兵
衛
督

為
則

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
卯
月
郭
公
：
卯
花
の
か
き
ね
の
月
に
ほ
と
ゝ
ぎ

す
し
の
ぶ
は
つ
音
も
洩
す
夕
ぐ
れ
、
枯
野
：
か
れ
渡
る
野
原
を
み

れ
ば
霜
の
花
に
秋
の
に
し
き
の
色
は
の
こ
ら
ず
、
寄
糸
恋
：
人
は

い
か
に
よ
り
あ
は
ん
と
も
白
糸
の
わ
が
心
の
み
む
す
ぼ
ほ
れ

つ
ゝ
」

文
政
10
年

⚕
月
⚖
日

57
仙洞

皇
女
勝
宮
、
薨
去
。
こ
の
日
よ

り
三
日
間
、
洞
中
の
物
音
を
停

む

光
格
天
皇
実
録

文
政
10
年

⚕
月
15
日

57
仙洞

征
夷
大
将
軍
徳
川
家
齊
、
太
政

大
臣
宣
下
の
御
礼
と
し
て
名
代

左
近
衛
中
将
井
伊
直
亮
・
副
使

左
近
衛
少
将
戸
田
氏
倚
を
遣
わ

し
、
ま
た
、
徳
川
家
慶
、
従
一

位
宣
下
の
御
礼
と
し
て
名
代
侍

従
松
平
定
永
、
副
使
侍
従
宮
原

義
周
を
遣
わ
し
、
物
を
献
ず
。

し
た
が
っ
て
名
代
に
謁
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
10
年

⚕
月
15
日

57
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

源
三
位
、
為
和
等
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
10
年

⚕
月
24
日

57
月
次
御
会

内
裏
夏
月
透
竹
、
水
鶏
、
雨

後
山
水

民
部
卿

為
脩

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
夏
月
透
竹
：
す
ゞ
し
く
も
竹
の
葉
そ
よ
ぎ
吹
風

に
ひ
か
り
み
え
す
く
夏
の
よ
の
月
、
水
鶏
：
い
と
ゞ
猶
夢
む
す
ぶ

ま
も
な
つ
の
よ
や
う
た
て
く
ひ
な
に
お
ど
ろ
か
さ
れ
て
、
雨
後
山

水
：
五
月
雨
の
な
ご
り
か
や
ま
は
雲
ま
よ
ひ
河
は
み
か
さ
の
ま
さ

る
此
ご
ろ
」

文
政
10
年

⚖
月
⚗
日

57
当
座
御
会

内
裏
組
題
24
首
（
⚑
字
題
）

仁
孝
：
蓮

左
兵
衛
督

建
房

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
い
ろ
く
ず
の
ひ
れ
ふ
る
数
も
よ
り
く
る
や
池
の

は
ち
す
の
か
げ
の
す
ゞ
し
さ
」

文
政
1 0
年

⚖
月
1 1
日

57
仙洞

壽
山
亭
で
挿
秧
を
御
覧

光
格
天
皇
実
録

文
政
1 0
年

⚖
月
1 6
日

57
仙洞

嘉
祥
の
儀
あ
り
。
出
御

光
格
天
皇
実
録
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文
政
10
年

⚑
月
18
日

57
御
会
始

仙
洞
雪
透
霞

山
姫
や
や
な
ぎ
の
き
ぬ
の
織
も

の
を
着
つ
る
は
ゆ
き
の
霞
む
透

か
げ

民
部
卿

雅
久

読
師
：
民
部
卿
、
講

師
：
正
房
、
発
声
：
雅

久

有
栖
川
宮
本

大
宮
御
歌
な
し
。
女
房
達
：
大
典
侍
、
新
大
納
言
、
権
中
納
言
、

菖
蒲
小
路
、
勾
当
内
侍
、
小
少
将
、
小
侍
従
、
命
婦
伊
世
、
命
婦

伯
耆
、
紀
伊
（
巻
末
）。
「
和
歌
御
会
始
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ

ラ
ル
、
御
製
ア
リ
」（
光
格
天
皇
実
録
）

文
政
10
年

⚑
月
28
日

57
和
歌
御
会
始

内
裏
毎
日
有
春
色

毎
朝
毎
朝
き
の
ふ
は
あ
さ
き
春

の
色
と
か
す
み
も
と
も
に
立
ま

さ
り
つ
ゝ
〔
院
御
製
〕

左
兵
衛
督

為
脩

読
師
：
皇
太
后
宮
権
大

夫
、
講
師
：
共
福
朝
臣
、

発
声
：
左
衛
門
督

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
、
光
格
上
皇
御
製
の
準
に
掲
載
。
仁
孝
天
皇
御
製

「
朝
日
影
か
す
み
し
ひ
よ
り
い
く
日
へ
て
四
方
に
あ
ま
ね
き
は
る

の
色
か
な
」（
巻
頭
）。
大
宮
御
歌
な
し
。
女
御
・
女
房
達
：
女
御
、

大
す
け
、
宰
相
の
す
け
、
督
の
す
け
、
あ
ぜ
ち
の
典
侍
、
権
す
け
、

し
む
大
納
言
、
侍
従
の
な
い
し
、
命
婦
い
よ
、
命
婦
は
う
き
、
命

婦
大
御
乳
、
や
ま
と
（
巻
末
）

文
政
10
年

⚒
月
13
日

57
当
座
御
会

内
裏
組
題
30
首
（
⚔
字
題
）

光
格
：
花
満
山
河

峯
の
雲
も
麓
の
河
の
波
か
け
て

つ
ゞ
く
よ
し
の
ゝ
花
の
色
か
な

〔
院
御
製
〕

左
兵
衛
督

光
成

読
師
：
顕
孝
朝
臣

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
霞
裏
聞
鴬
：
立
こ
め
し
霞
を
も
る
ゝ
こ
ゑ
は
な

ほ
の
ど
か
に
ぞ
聞
春
の
鴬
」（
巻
頭
）

文
政
10
年

⚒
月
20
日

57
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

源
三
位
、
重
徳
朝
臣
等
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
10
年

⚒
月
22
日

57
水
無
瀬
宮
御

法
楽

内
裏
組
題
20
首
（
⚒
～
⚓
字

題
）
仁
孝
：
暁
聞
鴬

左
衛
門
督

光
成

読
師
：
為
知

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
春
の
色
を
水
無
瀬
の
山
の
有
明
に
た
む
け
て
つ

ぐ
る
鴬
の
こ
ゑ
」

文
政
10
年

⚒
月
22
日

57
水
無
瀬
宮
御

法
楽

仙
洞
組
題
20
首
（
⚒
～
⚔
字

題
）
光
格
：
霞
添
山
色

あ
さ
な
あ
さ
な
た
て
る
霞
も
色

そ
ひ
て
山
の
す
が
た
ぞ
春
め
き

に
け
る

雅
久

雅
久

読
師
：
共
福
朝
臣

有
栖
川
宮
本
「
小
御
所
ニ
於
テ
水
無
瀬
宮
御
法
楽
和
歌
ノ
披
講
ア
リ
」（
光
格
天

皇
実
録
）

文
政
10
年

⚒
月
23
日

57
当
座
御
会

仙
洞
組
題
30
首
（
⚒
字
題
）

光
格
：
山
霞

月
□
（
虫
損
）
に
み
か
き
し
光

た
ち
か
へ
て
ま
さ
か
き
霞
む
天

の
か
ぐ
山

左
衛
門
督

重
能

読
師
：
為
知

有
栖
川
宮
本
「
和
歌
当
座
御
会
始
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇

実
録
）

文
政
10
年

⚒
月
24
日

57
月
次
御
会

内
裏
組
題
20
首
（
⚒
字
題
）

仁
孝
：
初
花
、
夕
花
、

河
花

飛
鳥
井
中
納
言

重
徳

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
初
花
：
吹
風
の
猶
冴
な
が
ら
春
ぞ
と
て
ひ
も
と

く
今
朝
の
花
は
め
づ
ら
し
、
夕
花
：
長
き
日
も
あ
か
ず
な
が
め
し

色
も
猶
い
ま
一
し
ほ
の
花
の
夕
ば
へ
、
河
花
：
あ
た
ら
色
の
う
つ

ろ
ふ
こ
と
は
早
瀬
河
花
に
か
け
て
よ
水
の
し
が
ら
み
」

文
政
10
年

⚒
月
24
日

57
仙洞

准
大
臣
一
橋
治
濟
薨
奏
あ
り
。

こ
の
日
よ
り
三
日
間
、
物
音
を

停
む

光
格
天
皇
実
録

文
政
10
年

⚓
月
⚒
日

57
聖
廟
御
法
楽

仙
洞
組
題
10
首
（
⚓
字
題
）

光
格
：
霞
中
桜

薄
み
ど
り
う
す
紅
の
か
す
み
よ

り
も
る
ゝ
桜
の
色
ぞ
え
な
ら
ぬ

飛
鳥
井
中
納
言

俊
明

講
師
：
隆
光

有
栖
川
宮
本
「
小
御
所
ニ
於
テ
去
月
分
ノ
聖
廟
御
法
楽
和
歌
ノ
披
講
ア
リ
」（
光

格
天
皇
実
録
）

文
政
10
年

⚓
月
18
日

57
神
影
供

仙
洞
春
日
望
山

花
の
雲
も
か
す
み
の
み
を
に
立

こ
め
て
は
る
ふ
か
き
色
の
や
よ

ひ
山
か
な

左
衛
門
督

重
能

読
師
：
按
察
大
納
言
、

講
師
：
光
暉
、
発
声
：

左
衛
門
督

有
栖
川
宮
本
「
柿
本
社
神
影
供
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
10
年

⚓
月
22
日

57
仙洞

中
務
卿
韶
仁
親
王
へ
三
部
抄
伝

受
の
た
め
、
三
月
二
十
五
日
よ

り
十
七
日
間
、
上
御
霊
・
下
御

霊
・
北
野
の
三
社
に
御
祈
祷
を

仰
せ
つ
く

光
格
天
皇
実
録

文
政
10
年

⚓
月
2 3
日

57
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
1 0
年

⚓
月
2 4
日

57
月
次
御
会

内
裏
簾
外
燕
、
名
所
藤
、
契

別
恋

左
衛
門
督

雅
久

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
簾
外
燕
：
花
の
香
を
吹
入
る
風
に
さ
そ
は
れ
て

こ
す
の
外
ち
か
く
な
る
ゝ
つ
ば
く
ら
、
名
所
藤
：
咲
か
ゝ
る
い
は

ね
の
ふ
ぢ
に
し
ら
い
と
も
春
は
む
ら
さ
き
の
布
引
の
た
き
、
契
別

恋
：
ち
ぎ
り
お
く
そ
の
こ
と
の
葉
に
な
ぐ
さ
め
て
わ
か
れ
ん
と
す

る
も
思
ひ
こ
そ
そ
へ
」

文
政
10
年

⚓
月
25
日

57
聖
廟
御
法
楽

〔
去
月
分
〕

内
裏
組
題
50
首
（
⚒
字
題
）

仁
孝
：
春
朝

民
部
卿

雅
光

講
師
：
正
房

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
松
梅
も
か
す
み
あ
ひ
つ
ゝ
朝
日
か
げ
の
ど
か
に

に
ほ
ふ
神
垣
の
春
」

文
政
10
年

⚓
月
26
日

57
和
歌
当
座
御

会
内
裏
組
題
20
首
（
⚓
字
題
）

仁
孝
：
山
路
桜

飛
鳥
井
中
納
言

為
全

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
あ
く
が
れ
て
こ
の
も
か
の
も
の
桜
が
り
昨
日
も

け
ふ
も
山
路
分
つ
ゝ
」

文
政
10
年

⚓
月
26
日

57
仙洞

中
務
卿
韶
仁
親
王
へ
三
部
抄
伝

受
の
た
め
、
四
月
六
日
晩
よ
り

七
日
未
半
刻
ま
で
御
神
事
を
仰

せ
出
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
10
年

⚔
月
⚕
日

57
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
10
年

⚔
月
⚕
日

57
仙洞

別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。
堀

川
宰
相
、
為
知
朝
臣
等
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
10
年

⚔
月
⚗
日

57
仙洞

中
務
卿
韶
仁
親
王
へ
三
部
抄
伝

受
を
相
伝

光
格
天
皇
実
録

文
政
10
年

⚔
月
17
日

57
仙洞

仁
孝
天
皇
の
皇
子
鎔
宮
の
薨
奏

あ
り
。
こ
の
日
よ
り
三
日
間
、

物
音
を
停
む

光
格
天
皇
実
録

文
政
10
年

⚔
月
24
日

57
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚒
～
⚔

字
題
）
仁
孝
：
卯
月
郭

公
、
枯
野
、
寄
糸
恋

左
兵
衛
督

為
則

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
卯
月
郭
公
：
卯
花
の
か
き
ね
の
月
に
ほ
と
ゝ
ぎ

す
し
の
ぶ
は
つ
音
も
洩
す
夕
ぐ
れ
、
枯
野
：
か
れ
渡
る
野
原
を
み

れ
ば
霜
の
花
に
秋
の
に
し
き
の
色
は
の
こ
ら
ず
、
寄
糸
恋
：
人
は

い
か
に
よ
り
あ
は
ん
と
も
白
糸
の
わ
が
心
の
み
む
す
ぼ
ほ
れ

つ
ゝ
」

文
政
10
年

⚕
月
⚖
日

57
仙洞

皇
女
勝
宮
、
薨
去
。
こ
の
日
よ

り
三
日
間
、
洞
中
の
物
音
を
停

む

光
格
天
皇
実
録

文
政
10
年

⚕
月
15
日

57
仙洞

征
夷
大
将
軍
徳
川
家
齊
、
太
政

大
臣
宣
下
の
御
礼
と
し
て
名
代

左
近
衛
中
将
井
伊
直
亮
・
副
使

左
近
衛
少
将
戸
田
氏
倚
を
遣
わ

し
、
ま
た
、
徳
川
家
慶
、
従
一

位
宣
下
の
御
礼
と
し
て
名
代
侍

従
松
平
定
永
、
副
使
侍
従
宮
原

義
周
を
遣
わ
し
、
物
を
献
ず
。

し
た
が
っ
て
名
代
に
謁
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
10
年

⚕
月
15
日

57
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

源
三
位
、
為
和
等
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
10
年

⚕
月
24
日

57
月
次
御
会

内
裏
夏
月
透
竹
、
水
鶏
、
雨

後
山
水

民
部
卿

為
脩

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
夏
月
透
竹
：
す
ゞ
し
く
も
竹
の
葉
そ
よ
ぎ
吹
風

に
ひ
か
り
み
え
す
く
夏
の
よ
の
月
、
水
鶏
：
い
と
ゞ
猶
夢
む
す
ぶ

ま
も
な
つ
の
よ
や
う
た
て
く
ひ
な
に
お
ど
ろ
か
さ
れ
て
、
雨
後
山

水
：
五
月
雨
の
な
ご
り
か
や
ま
は
雲
ま
よ
ひ
河
は
み
か
さ
の
ま
さ

る
此
ご
ろ
」

文
政
10
年

⚖
月
⚗
日

57
当
座
御
会

内
裏
組
題
24
首
（
⚑
字
題
）

仁
孝
：
蓮

左
兵
衛
督

建
房

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
い
ろ
く
ず
の
ひ
れ
ふ
る
数
も
よ
り
く
る
や
池
の

は
ち
す
の
か
げ
の
す
ゞ
し
さ
」

文
政
1 0
年

⚖
月
1 1
日

57
仙洞

壽
山
亭
で
挿
秧
を
御
覧

光
格
天
皇
実
録

文
政
1 0
年

⚖
月
1 6
日

57
仙洞

嘉
祥
の
儀
あ
り
。
出
御

光
格
天
皇
実
録
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文
政
10
年

⚖
月
16
日

57
仙洞

式
部
卿
徳
川
齊
明
の
薨
奏
あ

り
。
こ
の
日
よ
り
三
日
間
、
物

音
を
停
む

光
格
天
皇
実
録

文
政
10
年

⚖
月
24
日

57
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚒
～
⚔

字
題
）
仁
孝
：
春
風
、

鵜
河
蛍
、
原
上
旅
宿

左
衛
門
督

重
能

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
春
風
：
さ
ほ
姫
の
か
す
み
の
袖
も
打
な
び
き
天

つ
空
吹
風
の
の
ど
け
さ
、
鵜
河
蛍
：
河
瀬
こ
ぐ
鵜
舟
の
か
ゞ
り
数

そ
ふ
と
み
え
て
蛍
の
飛
ち
が
ふ
影
、
原
上
旅
宿
：
月
ば
か
り
枕
と

ひ
つ
ゝ
幾
夜
半
か
旅
ね
露
け
き
武
蔵
野
ゝ
原
」

文
政
10
年

⚖
月
25
日

57
聖
廟
御
法
楽

内
裏
組
題
10
首
（
⚒
字
題
）

仁
孝
：
百
合

飛
鳥
井
中
納
言

為
全

講
師
：
隆
光
朝
臣

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
百
合
：
波
と
と
も
に
露
も
涼
し
く
み
だ
れ
ち
る

の
じ
ま
が
さ
き
の
風
の
さ
ゆ
り
葉
」

文
政
10
年

⚖
月
25
日

57
聖
廟
御
法
楽

仙
洞
組
題
50
首
（
⚒
字
題
）

光
格
：
扇
風

露
の
ま
も
お
か
れ
ぬ
物
よ
夏
し

ら
ぬ
風
を
心
に
ま
か
す
扇
は

左
衛
門
督

為
脩

講
師
：
光
暉

有
栖
川
宮
本
「
小
御
所
ニ
於
テ
聖
廟
御
法
楽
和
歌
ノ
披
講
ア
リ
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
10
年

⚖
月
28
日

57
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

大
蔵
卿
、
通
修
朝
臣
等
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
10
年

後
⚖
月
⚑

日

57
仙洞

御
庭
三
社
に
参
拝
。
こ
の
日
、

徳
川
家
齊
、
昇
進
の
御
礼
と
し

て
名
代
篠
山
侍
従
青
山
忠
裕
を

遣
わ
し
物
を
献
上
。
こ
れ
に
謁

す

光
格
天
皇
実
録

文
政
10
年

後
⚖
月
11

日

57
当
座
御
会

内
裏
組
題
20
首
（
⚓
字
題
）

仁
孝
：
冬
雑
物

民
部
卿

俊
明

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
う
づ
み
火
に
よ
り
そ
ひ
て
猶
巻
か
へ
し
ふ
み
見

る
夜
半
は
冬
も
わ
す
れ
つ
」

文
政
10
年

後
⚖
月
24

日

57
月
次
御
会

内
裏
秋
花
夏
開
、
納
涼
水
、

聞
声
忍
恋

左
兵
衛
督

光
成

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
秋
花
夏
開
：
夏
な
が
ら
秋
た
ち
し
と
や
こ
の
ご

ろ
は
ま
だ
き
ひ
も
と
く
花
の
も
ゝ
草
、
納
涼
水
：
す
ゞ
し
さ
は
な

つ
を
ば
よ
そ
に
や
り
水
の
な
が
れ
ま
ぢ
か
く
い
ざ
ま
ど
ゐ
せ
む
、

聞
声
忍
恋
：
近
ど
な
り
声
き
く
た
び
に
し
の
び
つ
ゝ
か
げ
み
む
こ

と
は
か
た
き
中
か
な
」

文
政
10
年

後
⚖
月
29

日

57
仙洞

六
月
祓
・
茅
輪
の
た
め
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
10
年

⚗
月
⚗
日

57
七
夕
御
会

内
裏
天
河

天
河
と
ほ
き
わ
た
り
を
年
毎
に

ま
つ
も
か
は
ら
ぬ
逢
瀬
な
り
け

り
〔
院
御
製
〕

左
衛
門
督

光
成

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
、
光
格
上
皇
御
製
の
順
に
掲
載
。
仁
孝
天
皇
御
製

「
ひ
こ
ぼ
し
の
け
ふ
逢
瀬
と
や
天
河
な
み
の
う
き
ぎ
り
晴
わ
た
る

見
ゆ
」。
女
御
・
女
房
達
：
女
御
、
大
典
侍
、
宰
相
の
す
け
、
督

の
す
け
、
按
察
使
典
侍
、
権
す
け
、
新
大
納
言
、
勾
当
内
侍
、
侍

従
の
な
い
し
、
兵
衛
の
な
い
し
、
命
婦
伊
与
、
命
婦
は
う
き
、
命

婦
大
御
乳
、
や
ま
と
（
巻
末
）

文
政
10
年

⚗
月
13
日

57
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

大
蔵
卿
、
隆
起
朝
臣
等
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
10
年

⚗
月
14
日

57
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
10
年

⚗
月
24
日

57
月
次
御
会

内
裏
組
題
20
首
（
⚑
字
題
）

仁
孝
：
萩
、
松
虫
、
楓

民
部
卿

俊
明

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
萩
：
宮
城
野
ゝ
さ
か
り
は
さ
ぞ
な
九
重
に
え
な

ら
ず
に
ほ
ふ
萩
の
戸
の
は
な
、
松
虫
：
誰
が
と
ふ
と
何
松
虫
の
ゆ

ふ
べ
ゆ
ふ
べ
の
も
せ
を
ひ
ろ
み
鳴
し
き
る
こ
ゑ
、
楓
：
こ
ゝ
か
し

こ
染
し
千
入
の
木
々
の
中
に
楓
の
紅
葉
こ
と
に
こ
そ
み
れ
」

文
政
1 0
年

⚘
月
⚑
日

57
仙洞

八
朔
の
儀
あ
り

光
格
天
皇
実
録

年
月
日

年
齢

御
会
名

場
所

歌
題

光
格
天
皇
御
製
お
よ
び
事
項

題
者

奉
行

そ
の
他
の
諸
役

出
典

備
考

文
政
10
年

⚘
月
16
日

57
当
座
御
会

内
裏
組
題
30
首
（
⚓
～
⚔
字

題
）
光
格
：
松
間
月

峯
に
生
る
松
の
木
間
に
い
さ
よ

ひ
て
心
つ
く
せ
と
出
る
月
か
も

〔
院
御
製
〕

雅
久

雅
光

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
月
前
蚕
：
き
り
ぎ
り
す
露
わ
び
て
な
く
声
ま
で

も
夜
す
が
ら
澄
る
秋
の
月
か
げ
」

文
政
10
年

⚘
月
18
日

57
仙洞

下
御
霊
社
神
輿
を
御
覧

光
格
天
皇
実
録

文
政
10
年

⚘
月
19
日

57
仙洞

仁
孝
天
皇
の
皇
女
見
音
宮
、
薨

去
。
こ
の
日
よ
り
三
日
間
、
物

音
を
停
む

光
格
天
皇
実
録

文
政
10
年

⚘
月
24
日

57
月
次
御
会

内
裏
小
鷹
狩
、
馴
月
、
水
邉

秋
左
兵
衛
督

建
房

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
小
鷹
狩
：
さ
が
の
野
や
花
の
千
種
を
ふ
み
分
て

立
色
鳥
に
い
さ
む
た
か
人
、
馴
月
：
夜
を
か
さ
ね
あ
か
ず
な
れ
行

影
に
猶
月
こ
そ
秋
の
友
と
な
り
ぬ
れ
、
水
邉
秋
：
秋
風
に
き
り
吹

は
れ
て
み
づ
清
み
心
も
す
め
る
河
づ
ら
の
里
」

文
政
10
年

⚘
月
26
日

57
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

権
大
納
言
、
恭
光
等
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
10
年

⚙
月
⚑
日

57
仙洞

鎮
守
社
・
柿
本
社
に
参
拝

光
格
天
皇
実
録

文
政
10
年

⚙
月
⚙
日

57
重
陽
御
会

内
裏
菊
匂
留
袖

飛
鳥
井
中
納
言

俊
明

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
か
ざ
し
に
と
庭
の
し
ら
ぎ
く
折
つ
れ
ば
ふ
か
く

も
そ
で
に
う
つ
る
花
の
香
」。
女
房
達
：
大
典
侍
、
宰
相
典
侍
、

按
察
使
典
侍
、
権
典
侍
、
兵
衛
内
侍
、
命
婦
伯
耆
、
命
婦
大
御
乳

（
巻
末
）

文
政
10
年

⚙
月
13
日

57
仙洞

修
学
院
離
宮
へ
の
御
幸
の
た

め
、
九
月
十
五
日
よ
り
七
日

間
、
愛
宕
社
・
貴
船
社
・
北
野

社
に
御
祈
祷
を
仰
せ
つ
く

光
格
天
皇
実
録

文
政
10
年

⚙
月
15
日

57
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
10
年

⚙
月
21
日

57
於
修
学
院
御

当
座

修
学

院
組
題
30
首
（
⚒
字
題
）

光
格
：
秋
田

つ
ゆ
霜
の
お
く
て
の
稲
葉
刈
上

て
野
田
も
や
ま
田
も
秋
さ
び
に

け
り

雅
久

雅
久

有
栖
川
宮
本
「
修
学
院
離
宮
ニ
御
幸
ア
ラ
セ
ラ
ル
、
先
ヅ
壽
月
観
ニ
於
テ
当
座

和
歌
御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
尋
イ
デ
庭
苑
、
赤
山
邉
ヲ
御
歴
覧
、
林
丘

寺
ニ
入
御
、
壽
月
観
ニ
還
御
ノ
後
、
管
絃
ノ
御
遊
ヲ
行
ハ
ル
、
筝
、

琵
琶
ノ
御
所
作
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実
録
）

文
政
10
年

⚙
月
21
日

57
於
修
学
院
御

当
座
後
座

修
学

院
組
題
⚖
首
（
⚓
～
⚔
字

題
）
光
格
：
山
路
秋
行

山
め
ぐ
る
雲
こ
そ
し
る
べ
峯
ふ

も
と
き
ゞ
の
紅
葉
の
秋
を
わ
け

つ
ゝ

雅
久

雅
久

有
栖
川
宮
本
「
修
学
院
離
宮
ニ
御
幸
ア
ラ
セ
ラ
ル
、
先
ヅ
壽
月
観
ニ
於
テ
当
座

和
歌
御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
尋
イ
デ
庭
苑
、
赤
山
邉
ヲ
御
歴
覧
、
林
丘

寺
ニ
入
御
、
壽
月
観
ニ
還
御
ノ
後
、
管
絃
ノ
御
遊
ヲ
行
ハ
ル
、
筝
、

琵
琶
ノ
御
所
作
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実
録
）

文
政
10
年

⚙
月
24
日

57
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚑
～
⚔

字
題
）
仁
孝
：
春
雨
、

菊
、
後
朝
恋

左
衛
門
督

雅
光

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
春
雨
：
降
ま
ゝ
に
春
の
日
数
の
か
す
み
そ
ひ
は

な
を
も
よ
ほ
す
雨
の
長
閑
さ
、
菊
：
谷
河
の
な
が
れ
も
花
の
光
そ

ひ
え
な
ら
ず
匂
ふ
き
し
の
白
菊
、
後
朝
恋
：
み
お
く
る
も
み
か
へ

る
も
と
も
に
袖
ぬ
れ
て
別
う
か
り
し
今
朝
の
衣
衣
」

文
政
10
年

⚙
月
27
日

57
仙洞

壽
山
亭
で
穫
稻
を
御
覧

光
格
天
皇
実
録

文
政
10
年

⚙
月
28
日

57
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
10
年

10
月
⚓
日

57
仙洞

玄
猪
の
儀

光
格
天
皇
実
録

文
政
1 0
年

10
月
1 0
日

57
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

大
蔵
卿
、
公
恪
等
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
1 0
年

10
月
1 2
日

57
盛
化
門
院
の
正
忌
に
よ
り
、
般

舟
三
昧
院
で
御
法
事

光
格
天
皇
実
録
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文
政
10
年

⚖
月
16
日

57
仙洞

式
部
卿
徳
川
齊
明
の
薨
奏
あ

り
。
こ
の
日
よ
り
三
日
間
、
物

音
を
停
む

光
格
天
皇
実
録

文
政
10
年

⚖
月
24
日

57
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚒
～
⚔

字
題
）
仁
孝
：
春
風
、

鵜
河
蛍
、
原
上
旅
宿

左
衛
門
督

重
能

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
春
風
：
さ
ほ
姫
の
か
す
み
の
袖
も
打
な
び
き
天

つ
空
吹
風
の
の
ど
け
さ
、
鵜
河
蛍
：
河
瀬
こ
ぐ
鵜
舟
の
か
ゞ
り
数

そ
ふ
と
み
え
て
蛍
の
飛
ち
が
ふ
影
、
原
上
旅
宿
：
月
ば
か
り
枕
と

ひ
つ
ゝ
幾
夜
半
か
旅
ね
露
け
き
武
蔵
野
ゝ
原
」

文
政
10
年

⚖
月
25
日

57
聖
廟
御
法
楽

内
裏
組
題
10
首
（
⚒
字
題
）

仁
孝
：
百
合

飛
鳥
井
中
納
言

為
全

講
師
：
隆
光
朝
臣

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
百
合
：
波
と
と
も
に
露
も
涼
し
く
み
だ
れ
ち
る

の
じ
ま
が
さ
き
の
風
の
さ
ゆ
り
葉
」

文
政
10
年

⚖
月
25
日

57
聖
廟
御
法
楽

仙
洞
組
題
50
首
（
⚒
字
題
）

光
格
：
扇
風

露
の
ま
も
お
か
れ
ぬ
物
よ
夏
し

ら
ぬ
風
を
心
に
ま
か
す
扇
は

左
衛
門
督

為
脩

講
師
：
光
暉

有
栖
川
宮
本
「
小
御
所
ニ
於
テ
聖
廟
御
法
楽
和
歌
ノ
披
講
ア
リ
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
10
年

⚖
月
28
日

57
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

大
蔵
卿
、
通
修
朝
臣
等
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
10
年

後
⚖
月
⚑

日

57
仙洞

御
庭
三
社
に
参
拝
。
こ
の
日
、

徳
川
家
齊
、
昇
進
の
御
礼
と
し

て
名
代
篠
山
侍
従
青
山
忠
裕
を

遣
わ
し
物
を
献
上
。
こ
れ
に
謁

す

光
格
天
皇
実
録

文
政
10
年

後
⚖
月
11

日

57
当
座
御
会

内
裏
組
題
20
首
（
⚓
字
題
）

仁
孝
：
冬
雑
物

民
部
卿

俊
明

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
う
づ
み
火
に
よ
り
そ
ひ
て
猶
巻
か
へ
し
ふ
み
見

る
夜
半
は
冬
も
わ
す
れ
つ
」

文
政
10
年

後
⚖
月
24

日

57
月
次
御
会

内
裏
秋
花
夏
開
、
納
涼
水
、

聞
声
忍
恋

左
兵
衛
督

光
成

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
秋
花
夏
開
：
夏
な
が
ら
秋
た
ち
し
と
や
こ
の
ご

ろ
は
ま
だ
き
ひ
も
と
く
花
の
も
ゝ
草
、
納
涼
水
：
す
ゞ
し
さ
は
な

つ
を
ば
よ
そ
に
や
り
水
の
な
が
れ
ま
ぢ
か
く
い
ざ
ま
ど
ゐ
せ
む
、

聞
声
忍
恋
：
近
ど
な
り
声
き
く
た
び
に
し
の
び
つ
ゝ
か
げ
み
む
こ

と
は
か
た
き
中
か
な
」

文
政
10
年

後
⚖
月
29

日

57
仙洞

六
月
祓
・
茅
輪
の
た
め
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
10
年

⚗
月
⚗
日

57
七
夕
御
会

内
裏
天
河

天
河
と
ほ
き
わ
た
り
を
年
毎
に

ま
つ
も
か
は
ら
ぬ
逢
瀬
な
り
け

り
〔
院
御
製
〕

左
衛
門
督

光
成

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
、
光
格
上
皇
御
製
の
順
に
掲
載
。
仁
孝
天
皇
御
製

「
ひ
こ
ぼ
し
の
け
ふ
逢
瀬
と
や
天
河
な
み
の
う
き
ぎ
り
晴
わ
た
る

見
ゆ
」。
女
御
・
女
房
達
：
女
御
、
大
典
侍
、
宰
相
の
す
け
、
督

の
す
け
、
按
察
使
典
侍
、
権
す
け
、
新
大
納
言
、
勾
当
内
侍
、
侍

従
の
な
い
し
、
兵
衛
の
な
い
し
、
命
婦
伊
与
、
命
婦
は
う
き
、
命

婦
大
御
乳
、
や
ま
と
（
巻
末
）

文
政
10
年

⚗
月
13
日

57
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

大
蔵
卿
、
隆
起
朝
臣
等
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
10
年

⚗
月
14
日

57
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
10
年

⚗
月
24
日

57
月
次
御
会

内
裏
組
題
20
首
（
⚑
字
題
）

仁
孝
：
萩
、
松
虫
、
楓

民
部
卿

俊
明

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
萩
：
宮
城
野
ゝ
さ
か
り
は
さ
ぞ
な
九
重
に
え
な

ら
ず
に
ほ
ふ
萩
の
戸
の
は
な
、
松
虫
：
誰
が
と
ふ
と
何
松
虫
の
ゆ

ふ
べ
ゆ
ふ
べ
の
も
せ
を
ひ
ろ
み
鳴
し
き
る
こ
ゑ
、
楓
：
こ
ゝ
か
し

こ
染
し
千
入
の
木
々
の
中
に
楓
の
紅
葉
こ
と
に
こ
そ
み
れ
」

文
政
1 0
年

⚘
月
⚑
日

57
仙洞

八
朔
の
儀
あ
り

光
格
天
皇
実
録

文
政
10
年

⚘
月
16
日

57
当
座
御
会

内
裏
組
題
30
首
（
⚓
～
⚔
字

題
）
光
格
：
松
間
月

峯
に
生
る
松
の
木
間
に
い
さ
よ

ひ
て
心
つ
く
せ
と
出
る
月
か
も

〔
院
御
製
〕

雅
久

雅
光

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
月
前
蚕
：
き
り
ぎ
り
す
露
わ
び
て
な
く
声
ま
で

も
夜
す
が
ら
澄
る
秋
の
月
か
げ
」

文
政
10
年

⚘
月
18
日

57
仙洞

下
御
霊
社
神
輿
を
御
覧

光
格
天
皇
実
録

文
政
10
年

⚘
月
19
日

57
仙洞

仁
孝
天
皇
の
皇
女
見
音
宮
、
薨

去
。
こ
の
日
よ
り
三
日
間
、
物

音
を
停
む

光
格
天
皇
実
録

文
政
10
年

⚘
月
24
日

57
月
次
御
会

内
裏
小
鷹
狩
、
馴
月
、
水
邉

秋
左
兵
衛
督

建
房

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
小
鷹
狩
：
さ
が
の
野
や
花
の
千
種
を
ふ
み
分
て

立
色
鳥
に
い
さ
む
た
か
人
、
馴
月
：
夜
を
か
さ
ね
あ
か
ず
な
れ
行

影
に
猶
月
こ
そ
秋
の
友
と
な
り
ぬ
れ
、
水
邉
秋
：
秋
風
に
き
り
吹

は
れ
て
み
づ
清
み
心
も
す
め
る
河
づ
ら
の
里
」

文
政
10
年

⚘
月
26
日

57
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

権
大
納
言
、
恭
光
等
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
10
年

⚙
月
⚑
日

57
仙洞

鎮
守
社
・
柿
本
社
に
参
拝

光
格
天
皇
実
録

文
政
10
年

⚙
月
⚙
日

57
重
陽
御
会

内
裏
菊
匂
留
袖

飛
鳥
井
中
納
言

俊
明

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
か
ざ
し
に
と
庭
の
し
ら
ぎ
く
折
つ
れ
ば
ふ
か
く

も
そ
で
に
う
つ
る
花
の
香
」。
女
房
達
：
大
典
侍
、
宰
相
典
侍
、

按
察
使
典
侍
、
権
典
侍
、
兵
衛
内
侍
、
命
婦
伯
耆
、
命
婦
大
御
乳

（
巻
末
）

文
政
10
年

⚙
月
13
日

57
仙洞

修
学
院
離
宮
へ
の
御
幸
の
た

め
、
九
月
十
五
日
よ
り
七
日

間
、
愛
宕
社
・
貴
船
社
・
北
野

社
に
御
祈
祷
を
仰
せ
つ
く

光
格
天
皇
実
録

文
政
10
年

⚙
月
15
日

57
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
10
年

⚙
月
21
日

57
於
修
学
院
御

当
座

修
学

院
組
題
30
首
（
⚒
字
題
）

光
格
：
秋
田

つ
ゆ
霜
の
お
く
て
の
稲
葉
刈
上

て
野
田
も
や
ま
田
も
秋
さ
び
に

け
り

雅
久

雅
久

有
栖
川
宮
本
「
修
学
院
離
宮
ニ
御
幸
ア
ラ
セ
ラ
ル
、
先
ヅ
壽
月
観
ニ
於
テ
当
座

和
歌
御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
尋
イ
デ
庭
苑
、
赤
山
邉
ヲ
御
歴
覧
、
林
丘

寺
ニ
入
御
、
壽
月
観
ニ
還
御
ノ
後
、
管
絃
ノ
御
遊
ヲ
行
ハ
ル
、
筝
、

琵
琶
ノ
御
所
作
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実
録
）

文
政
10
年

⚙
月
21
日

57
於
修
学
院
御

当
座
後
座

修
学

院
組
題
⚖
首
（
⚓
～
⚔
字

題
）
光
格
：
山
路
秋
行

山
め
ぐ
る
雲
こ
そ
し
る
べ
峯
ふ

も
と
き
ゞ
の
紅
葉
の
秋
を
わ
け

つ
ゝ

雅
久

雅
久

有
栖
川
宮
本
「
修
学
院
離
宮
ニ
御
幸
ア
ラ
セ
ラ
ル
、
先
ヅ
壽
月
観
ニ
於
テ
当
座

和
歌
御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
尋
イ
デ
庭
苑
、
赤
山
邉
ヲ
御
歴
覧
、
林
丘

寺
ニ
入
御
、
壽
月
観
ニ
還
御
ノ
後
、
管
絃
ノ
御
遊
ヲ
行
ハ
ル
、
筝
、

琵
琶
ノ
御
所
作
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実
録
）

文
政
10
年

⚙
月
24
日

57
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚑
～
⚔

字
題
）
仁
孝
：
春
雨
、

菊
、
後
朝
恋

左
衛
門
督

雅
光

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
春
雨
：
降
ま
ゝ
に
春
の
日
数
の
か
す
み
そ
ひ
は

な
を
も
よ
ほ
す
雨
の
長
閑
さ
、
菊
：
谷
河
の
な
が
れ
も
花
の
光
そ

ひ
え
な
ら
ず
匂
ふ
き
し
の
白
菊
、
後
朝
恋
：
み
お
く
る
も
み
か
へ

る
も
と
も
に
袖
ぬ
れ
て
別
う
か
り
し
今
朝
の
衣
衣
」

文
政
10
年

⚙
月
27
日

57
仙洞

壽
山
亭
で
穫
稻
を
御
覧

光
格
天
皇
実
録

文
政
10
年

⚙
月
28
日

57
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
10
年

10
月
⚓
日

57
仙洞

玄
猪
の
儀

光
格
天
皇
実
録

文
政
1 0
年

10
月
1 0
日

57
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

大
蔵
卿
、
公
恪
等
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
1 0
年

10
月
1 2
日

57
盛
化
門
院
の
正
忌
に
よ
り
、
般

舟
三
昧
院
で
御
法
事

光
格
天
皇
実
録
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文
政
10
年

10
月
15
日

57
仙洞

玄
猪
の
儀

光
格
天
皇
実
録

文
政
10
年

10
月
16
日

57
内裏

猿
楽
御
覧
の
た
め
禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
10
年

10
月
19
日

57
当
座
御
会

内
裏
組
題
10
首
（
⚑
～
⚒
字

題
）
仁
孝
：
忍
恋

飛
鳥
井
中
納
言

重
能

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
と
も
す
れ
ば
涙
の
し
ぐ
れ
ふ
り
そ
ひ
て
忍
ぶ
た

も
と
の
色
や
か
は
ら
む
」

文
政
10
年

10
月
22
日

57
仙洞

小
御
所
に
お
い
て
管
絃
の
御
遊

あ
り
。
出
御
。
筝
の
御
所
作

光
格
天
皇
実
録

文
政
10
年

10
月
24
日

57
月
次
御
会

内
裏
時
雨
、
落
葉
、
恋
風

民
部
卿

光
成

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
時
雨
：
神
無
月
空
の
な
ら
ひ
と
夕
付
日
し
ぐ
れ

の
雲
に
晴
く
も
る
か
げ
、
落
葉
：
こ
が
ら
し
の
梢
を
は
ら
ふ
音
た

て
ゝ
ち
る
や
紅
葉
の
ま
ど
を
う
つ
か
な
、
恋
風
：
物
思
ふ
わ
が

こ
ゝ
ろ
よ
り
ふ
く
風
の
声
も
つ
て
か
と
み
ゝ
に
と
ま
れ
る
」

文
政
10
年

11
月
⚙
日

57
後
桃
園
天
皇
の
聖
忌
に
よ
り
、

般
舟
三
昧
院
で
御
法
事

光
格
天
皇
実
録

文
政
10
年

11
月
10
日

57
仙洞

十
二
月
五
日
、
中
務
卿
韶
仁
親

王
に
入
木
道
御
伝
受
相
伝
の
た

め
、
そ
の
日
時
治
定
を
仰
せ
出

す

光
格
天
皇
実
録

文
政
10
年

11
月
23
日

57
仙洞

内
々
に
能
御
覧

光
格
天
皇
実
録

文
政
10
年

11
月
24
日

57
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚒
～
⚔

字
題
）
仁
孝
：
池
寒
蘆
、

聞
霰
、
寄
帯
恋

左
兵
衛
督

為
全

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
池
寒
蘆
：
霜
さ
ゆ
る
み
ぎ
は
氷
り
て
池
の
面
に

残
る
も
さ
び
し
あ
し
の
冬
が
れ
、
聞
霰
：
小
夜
深
み
閨
の
板
戸
に

音
す
る
は
嵐
の
さ
そ
ふ
霰
な
る
ら
し
、
寄
帯
恋
：
む
す
び
そ
め
思

ひ
み
だ
れ
ず
下
帯
の
猶
打
と
く
る
中
ぞ
し
た
し
き
」

文
政
10
年

11
月
24
日

57
仙洞

十
二
月
五
日
、
中
務
卿
韶
仁
親

王
に
入
木
道
伝
受
相
伝
の
た

め
、
十
一
月
二
十
五
日
か
ら
十

七
日
間
、
北
野
社
に
御
祈
祷
を

仰
せ
つ
く

光
格
天
皇
実
録

文
政
10
年

11
月
25
日

57
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

堀
川
宰
相
、
公
恪
等
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
10
年

11
月
27
日

57
当
座
御
会

内
裏
組
題
30
首
（
⚓
～
⚔
字

題
）
仁
孝
：
筏
上
霜

為
全

為
則

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
大
井
河
く
だ
す
も
寒
き
い
か
だ
し
の
そ
で
の
霜

は
ら
へ
峯
の
朝
か
ぜ
」

文
政
10
年

11
月
28
日

57
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
10
年

11
月
30
日

57
仙洞

恭
礼
門
院
の
三
十
三
回
忌
に
よ

り
、
代
参
と
し
て
正
三
位
高
松

公
祐
を
般
舟
三
昧
院
・
泉
涌
寺

に
遣
わ
し
御
香
奠
を
供
え
る

光
格
天
皇
実
録

文
政
10
年

12
月
⚕
日

57
仙洞

中
務
卿
韶
仁
親
王
に
入
木
道
伝

受
を
相
伝

光
格
天
皇
実
録

文
政
1 0
年

12
月
1 7
日

57
当
座
御
会

内
裏
組
題
30
首
（
⚒
～
⚓
字

題
）
仁
孝
：
惜
秋

民
部
卿

雅
久

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
行
秋
の
名
残
お
も
ふ
は
わ
れ
の
み
か
ま
が
き
の

虫
も
う
ら
み
声
な
る
」

文
政
1 0
年

12
月
1 8
日

57
当
座
御
会

仙
洞
組
題
30
首
（
⚒
字
題
）

光
格
：
橋
雨

降
雨
に
あ
を
ぐ
も
た
か
く
板
橋

を
ひ
ぢ
笠
と
り
て
渡
る
う
ぢ
人

飛
鳥
井
中
納
言

光
成

有
栖
川
宮
本
「
和
歌
当
座
御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実

録
）

年
月
日

年
齢

御
会
名

場
所

歌
題

光
格
天
皇
御
製
お
よ
び
事
項

題
者

奉
行

そ
の
他
の
諸
役

出
典

備
考

文
政
10
年

12
月
20
日

57
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

大
蔵
卿
、
久
雄
朝
臣
等
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
10
年

12
月
22
日

57
仙洞

御
髪
上
を
行
う

光
格
天
皇
実
録

文
政
10
年

12
月
23
日

57
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
10
年

12
月
24
日

57
月
次
御
会

内
裏
千
ど
り
、
う
づ
み
び
、

年
の
く
れ

飛
鳥
井
中
納
言

俊
明

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
千
ど
り
：
か
も
川
や
み
が
け
る
月
の
清
き
瀬
に

猶
声
さ
ゆ
る
小
夜
千
鳥
か
な
、
う
づ
み
び
：
埋
火
に
猶
よ
り
そ
ひ

て
ま
ど
ゐ
す
る
あ
た
り
は
さ
ら
に
冬
な
か
り
け
り
、
年
の
く
れ
：

く
れ
て
行
年
の
な
ご
り
は
尽
せ
ね
ど
心
い
さ
む
や
春
を
ま
つ
と

て
」

文
政
11
年

⚑
月
⚑
日

58
仙洞

四
方
拝
の
た
め
に
出
御
。
朝
餉

間
で
御
歯
固
の
事
あ
り

光
格
天
皇
実
録

文
政
11
年

⚑
月
⚓
日

58
仙洞

吉
書
御
覧
の
た
め
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
11
年

⚑
月
⚔
日

58
内裏

禁
裏
に
御
幸
始

光
格
天
皇
実
録

文
政
11
年

⚑
月
⚗
日

58
仙洞

白
馬
御
覧
の
た
め
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
11
年

⚑
月
⚘
日

58
仙洞

千
秋
万
歳
御
覧
の
た
め
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
11
年

⚑
月
13
日

58
仙洞

諸
礼
の
た
め
弘
御
所
に
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
11
年

⚑
月
14
日

58
仙洞

太
元
帥
法
結
願
・
後
七
日
御
修

法
の
た
め
両
法
阿
闍
梨
、
参

院
。
弘
御
所
に
出
御
し
謁
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
11
年

⚑
月
15
日

58
仙洞

御
吉
書
・
三
毬
打
の
た
め
小
御

所
に
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
11
年

⚑
月
18
日

58
御
会
始

仙
洞
可
憐
春
風
光

風
ゆ
る
く
春
の
ひ
か
り
の
め
ぐ

む
よ
り
花
も
や
な
ぎ
も
ま
ゆ
ひ

ら
け
つ
ゝ

左
衛
門
督

重
能

読
師
：
日
野
前
大
納

言
、
講
師
：
光
暉
、
発

声
：
左
京
大
夫

有
栖
川
宮
本

大
宮
御
歌
な
し
。
女
房
達
：
大
す
け
、
新
大
納
言
、
菖
蒲
小
路
、

勾
当
内
侍
、
小
少
将
、
命
婦
伊
与
、
命
婦
は
う
き
（
巻
末
）。
「
和

歌
御
会
始
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実
録
）

文
政
11
年

⚑
月
24
日

58
和
歌
御
会
始

内
裏
鴬
鳴
梅

は
る
を
し
る
花
は
梅
が
え
と
り

は
わ
れ
と
い
ふ
ば
か
り
な
る
う

ぐ
ひ
す
の
こ
ゑ
〔
院
御
製
〕

民
部
卿

為
全

読
師
：
源
大
納
言
、
講

師
：
隆
光
朝
臣
、
発

声
：
左
兵
衛
督

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
、
光
格
上
皇
御
製
の
順
に
掲
載
。
仁
孝
天
皇
御
製

「
梅
が
え
の
春
し
め
て
鳴
う
ぐ
ひ
す
や
花
の
か
を
り
を
こ
ゑ
の
に

ほ
ひ
と
」（
巻
頭
）。
大
宮
御
歌
な
し
。
女
御
・
女
房
達
：
女
御
、

大
す
け
、
宰
相
の
す
け
、
督
の
す
け
、
按
察
使
典
侍
、
権
す
け
、

新
大
納
言
、
勾
当
内
侍
、
侍
従
の
な
い
し
、
兵
衛
の
な
い
し
、
命

婦
い
よ
、
命
婦
伯
耆
、
命
婦
大
御
乳
、
大
和
（
巻
末
）

文
政
11
年

⚑
月
26
日

58
当
座
御
会

内
裏
組
題
30
首
（
⚓
～
⚔
字

題
）
光
格
：
名
所
鴬

声
の
色
を
花
と
お
も
へ
ば
つ
む

雪
も
よ
し
や
よ
し
野
ゝ
春
の
鴬

〔
院
御
製
〕

左
兵
衛
督

為
脩

講
師
：
正
房

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
霞
始
聳
：
新
玉
の
年
の
ひ
か
り
を
先
み
せ
て
そ

ら
も
の
ど
か
に
立
か
す
み
か
な
」（
巻
頭
）

文
政
11
年

⚒
月
⚑
日

58
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
1 1
年

⚒
月
1 0
日

58
当
座
御
会

仙
洞
組
題
30
首
（
⚔
字
題
）

光
格
：
早
春
朝
霞

春
に
は
や
朝
と
吹
か
す
む
吉
野

川
い
は
と
か
し
は
の
に
ほ
ふ
し

ら
波

民
部
卿

為
脩

講
師
：
為
脩

有
栖
川
宮
本
「
和
歌
当
座
御
会
始
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇

実
録
）

文
政
1 1
年

⚒
月
1 6
日

58
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録
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文
政
10
年

10
月
15
日

57
仙洞

玄
猪
の
儀

光
格
天
皇
実
録

文
政
10
年

10
月
16
日

57
内裏

猿
楽
御
覧
の
た
め
禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
10
年

10
月
19
日

57
当
座
御
会

内
裏
組
題
10
首
（
⚑
～
⚒
字

題
）
仁
孝
：
忍
恋

飛
鳥
井
中
納
言

重
能

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
と
も
す
れ
ば
涙
の
し
ぐ
れ
ふ
り
そ
ひ
て
忍
ぶ
た

も
と
の
色
や
か
は
ら
む
」

文
政
10
年

10
月
22
日

57
仙洞

小
御
所
に
お
い
て
管
絃
の
御
遊

あ
り
。
出
御
。
筝
の
御
所
作

光
格
天
皇
実
録

文
政
10
年

10
月
24
日

57
月
次
御
会

内
裏
時
雨
、
落
葉
、
恋
風

民
部
卿

光
成

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
時
雨
：
神
無
月
空
の
な
ら
ひ
と
夕
付
日
し
ぐ
れ

の
雲
に
晴
く
も
る
か
げ
、
落
葉
：
こ
が
ら
し
の
梢
を
は
ら
ふ
音
た

て
ゝ
ち
る
や
紅
葉
の
ま
ど
を
う
つ
か
な
、
恋
風
：
物
思
ふ
わ
が

こ
ゝ
ろ
よ
り
ふ
く
風
の
声
も
つ
て
か
と
み
ゝ
に
と
ま
れ
る
」

文
政
10
年

11
月
⚙
日

57
後
桃
園
天
皇
の
聖
忌
に
よ
り
、

般
舟
三
昧
院
で
御
法
事

光
格
天
皇
実
録

文
政
10
年

11
月
10
日

57
仙洞

十
二
月
五
日
、
中
務
卿
韶
仁
親

王
に
入
木
道
御
伝
受
相
伝
の
た

め
、
そ
の
日
時
治
定
を
仰
せ
出

す

光
格
天
皇
実
録

文
政
10
年

11
月
23
日

57
仙洞

内
々
に
能
御
覧

光
格
天
皇
実
録

文
政
10
年

11
月
24
日

57
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚒
～
⚔

字
題
）
仁
孝
：
池
寒
蘆
、

聞
霰
、
寄
帯
恋

左
兵
衛
督

為
全

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
池
寒
蘆
：
霜
さ
ゆ
る
み
ぎ
は
氷
り
て
池
の
面
に

残
る
も
さ
び
し
あ
し
の
冬
が
れ
、
聞
霰
：
小
夜
深
み
閨
の
板
戸
に

音
す
る
は
嵐
の
さ
そ
ふ
霰
な
る
ら
し
、
寄
帯
恋
：
む
す
び
そ
め
思

ひ
み
だ
れ
ず
下
帯
の
猶
打
と
く
る
中
ぞ
し
た
し
き
」

文
政
10
年

11
月
24
日

57
仙洞

十
二
月
五
日
、
中
務
卿
韶
仁
親

王
に
入
木
道
伝
受
相
伝
の
た

め
、
十
一
月
二
十
五
日
か
ら
十

七
日
間
、
北
野
社
に
御
祈
祷
を

仰
せ
つ
く

光
格
天
皇
実
録

文
政
10
年

11
月
25
日

57
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

堀
川
宰
相
、
公
恪
等
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
10
年

11
月
27
日

57
当
座
御
会

内
裏
組
題
30
首
（
⚓
～
⚔
字

題
）
仁
孝
：
筏
上
霜

為
全

為
則

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
大
井
河
く
だ
す
も
寒
き
い
か
だ
し
の
そ
で
の
霜

は
ら
へ
峯
の
朝
か
ぜ
」

文
政
10
年

11
月
28
日

57
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
10
年

11
月
30
日

57
仙洞

恭
礼
門
院
の
三
十
三
回
忌
に
よ

り
、
代
参
と
し
て
正
三
位
高
松

公
祐
を
般
舟
三
昧
院
・
泉
涌
寺

に
遣
わ
し
御
香
奠
を
供
え
る

光
格
天
皇
実
録

文
政
10
年

12
月
⚕
日

57
仙洞

中
務
卿
韶
仁
親
王
に
入
木
道
伝

受
を
相
伝

光
格
天
皇
実
録

文
政
1 0
年

12
月
1 7
日

57
当
座
御
会

内
裏
組
題
30
首
（
⚒
～
⚓
字

題
）
仁
孝
：
惜
秋

民
部
卿

雅
久

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
行
秋
の
名
残
お
も
ふ
は
わ
れ
の
み
か
ま
が
き
の

虫
も
う
ら
み
声
な
る
」

文
政
1 0
年

12
月
1 8
日

57
当
座
御
会

仙
洞
組
題
30
首
（
⚒
字
題
）

光
格
：
橋
雨

降
雨
に
あ
を
ぐ
も
た
か
く
板
橋

を
ひ
ぢ
笠
と
り
て
渡
る
う
ぢ
人

飛
鳥
井
中
納
言

光
成

有
栖
川
宮
本
「
和
歌
当
座
御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
10
年

12
月
20
日

57
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

大
蔵
卿
、
久
雄
朝
臣
等
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
10
年

12
月
22
日

57
仙洞

御
髪
上
を
行
う

光
格
天
皇
実
録

文
政
10
年

12
月
23
日

57
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
10
年

12
月
24
日

57
月
次
御
会

内
裏
千
ど
り
、
う
づ
み
び
、

年
の
く
れ

飛
鳥
井
中
納
言

俊
明

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
千
ど
り
：
か
も
川
や
み
が
け
る
月
の
清
き
瀬
に

猶
声
さ
ゆ
る
小
夜
千
鳥
か
な
、
う
づ
み
び
：
埋
火
に
猶
よ
り
そ
ひ

て
ま
ど
ゐ
す
る
あ
た
り
は
さ
ら
に
冬
な
か
り
け
り
、
年
の
く
れ
：

く
れ
て
行
年
の
な
ご
り
は
尽
せ
ね
ど
心
い
さ
む
や
春
を
ま
つ
と

て
」

文
政
11
年

⚑
月
⚑
日

58
仙洞

四
方
拝
の
た
め
に
出
御
。
朝
餉

間
で
御
歯
固
の
事
あ
り

光
格
天
皇
実
録

文
政
11
年

⚑
月
⚓
日

58
仙洞

吉
書
御
覧
の
た
め
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
11
年

⚑
月
⚔
日

58
内裏

禁
裏
に
御
幸
始

光
格
天
皇
実
録

文
政
11
年

⚑
月
⚗
日

58
仙洞

白
馬
御
覧
の
た
め
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
11
年

⚑
月
⚘
日

58
仙洞

千
秋
万
歳
御
覧
の
た
め
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
11
年

⚑
月
13
日

58
仙洞

諸
礼
の
た
め
弘
御
所
に
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
11
年

⚑
月
14
日

58
仙洞

太
元
帥
法
結
願
・
後
七
日
御
修

法
の
た
め
両
法
阿
闍
梨
、
参

院
。
弘
御
所
に
出
御
し
謁
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
11
年

⚑
月
15
日

58
仙洞

御
吉
書
・
三
毬
打
の
た
め
小
御

所
に
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
11
年

⚑
月
18
日

58
御
会
始

仙
洞
可
憐
春
風
光

風
ゆ
る
く
春
の
ひ
か
り
の
め
ぐ

む
よ
り
花
も
や
な
ぎ
も
ま
ゆ
ひ

ら
け
つ
ゝ

左
衛
門
督

重
能

読
師
：
日
野
前
大
納

言
、
講
師
：
光
暉
、
発

声
：
左
京
大
夫

有
栖
川
宮
本

大
宮
御
歌
な
し
。
女
房
達
：
大
す
け
、
新
大
納
言
、
菖
蒲
小
路
、

勾
当
内
侍
、
小
少
将
、
命
婦
伊
与
、
命
婦
は
う
き
（
巻
末
）。
「
和

歌
御
会
始
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実
録
）

文
政
11
年

⚑
月
24
日

58
和
歌
御
会
始

内
裏
鴬
鳴
梅

は
る
を
し
る
花
は
梅
が
え
と
り

は
わ
れ
と
い
ふ
ば
か
り
な
る
う

ぐ
ひ
す
の
こ
ゑ
〔
院
御
製
〕

民
部
卿

為
全

読
師
：
源
大
納
言
、
講

師
：
隆
光
朝
臣
、
発

声
：
左
兵
衛
督

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
、
光
格
上
皇
御
製
の
順
に
掲
載
。
仁
孝
天
皇
御
製

「
梅
が
え
の
春
し
め
て
鳴
う
ぐ
ひ
す
や
花
の
か
を
り
を
こ
ゑ
の
に

ほ
ひ
と
」（
巻
頭
）。
大
宮
御
歌
な
し
。
女
御
・
女
房
達
：
女
御
、

大
す
け
、
宰
相
の
す
け
、
督
の
す
け
、
按
察
使
典
侍
、
権
す
け
、

新
大
納
言
、
勾
当
内
侍
、
侍
従
の
な
い
し
、
兵
衛
の
な
い
し
、
命

婦
い
よ
、
命
婦
伯
耆
、
命
婦
大
御
乳
、
大
和
（
巻
末
）

文
政
11
年

⚑
月
26
日

58
当
座
御
会

内
裏
組
題
30
首
（
⚓
～
⚔
字

題
）
光
格
：
名
所
鴬

声
の
色
を
花
と
お
も
へ
ば
つ
む

雪
も
よ
し
や
よ
し
野
ゝ
春
の
鴬

〔
院
御
製
〕

左
兵
衛
督

為
脩

講
師
：
正
房

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
霞
始
聳
：
新
玉
の
年
の
ひ
か
り
を
先
み
せ
て
そ

ら
も
の
ど
か
に
立
か
す
み
か
な
」（
巻
頭
）

文
政
11
年

⚒
月
⚑
日

58
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
1 1
年

⚒
月
1 0
日

58
当
座
御
会

仙
洞
組
題
30
首
（
⚔
字
題
）

光
格
：
早
春
朝
霞

春
に
は
や
朝
と
吹
か
す
む
吉
野

川
い
は
と
か
し
は
の
に
ほ
ふ
し

ら
波

民
部
卿

為
脩

講
師
：
為
脩

有
栖
川
宮
本
「
和
歌
当
座
御
会
始
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇

実
録
）

文
政
1 1
年

⚒
月
1 6
日

58
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録
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文
政
11
年

⚒
月
22
日

58
水
無
瀬
宮
御

法
楽

仙
洞
組
題
20
首
（
⚒
字
題
）

光
格
：
初
鴬

梅
柳
春
の
色
香
の
ま
だ
し
き
に

ま
づ
鴬
の
声
ぞ
と
け
つ
る

飛
鳥
井
中
納
言

重
能

講
師
：
光
暉

有
栖
川
宮
本
「
小
御
所
ニ
於
テ
水
無
瀬
宮
御
法
楽
和
歌
ノ
披
講
ア
リ
」（
光
格
天

皇
実
録
）

文
政
11
年

⚒
月
23
日

58
当
座
御
会

内
裏
組
題
20
首
（
⚒
字
題
）

仁
孝
：
待
花

飛
鳥
井
中
納
言

光
成

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
く
り
か
へ
し
ま
た
れ
ま
た
れ
て
暮
と
明
と
心
に

か
ゝ
る
花
か
つ
ら
か
な
」

文
政
11
年

⚒
月
24
日

58
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚓
字
題
）

仁
孝
：
立
春
、
女
郎
花
、

田
家
鳥

左
兵
衛
督

光
成

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
立
春
日
：
と
り
が
ね
も
此
暁
は
の
ど
か
に
て
明

れ
ば
春
と
か
す
む
日
の
影
、
女
郎
花
：
女
郎
花
き
り
の
ま
が
ひ
に

ほ
の
み
え
て
お
も
は
ゆ
げ
な
る
色
は
な
つ
か
し
、
田
家
鳥
：
小
山

田
の
い
ほ
り
ま
ぢ
か
く
春
し
め
て
な
く
う
ぐ
ひ
す
は
し
づ
も
た
の

し
む
」

文
政
11
年

⚒
月
25
日

58
聖
廟
御
法
楽

内
裏
組
題
50
首
（
⚑
字
題
）

仁
孝
：
霞

飛
鳥
井
中
納
言

建
房

講
師
：
隆
光
朝
臣

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
さ
ほ
姫
の
か
す
み
の
袖
を
は
な
や
か
に
か
け
て

よ
そ
ほ
ふ
春
の
山
の
は
」

文
政
11
年

⚒
月
25
日

58
聖
廟
御
法
楽

仙
洞
組
題
50
首
（
⚒
～
⚓
字

題
）
光
格
：
早
春

浅
み
ど
り
朝
な
朝
な
に
か
す
み

そ
ひ
か
ぜ
も
や
は
ら
ぐ
花
鳥
の

春

雅
久

雅
久

講
師
：
重
基
朝
臣

有
栖
川
宮
本
「
小
御
所
ニ
於
テ
聖
廟
御
法
楽
和
歌
ノ
披
講
ア
リ
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
11
年

⚓
月
13
日

58
仙洞

小
御
所
に
お
い
て
管
絃
の
御
遊

あ
り
。
出
御
。
琵
琶
の
御
所
作

光
格
天
皇
実
録

文
政
11
年

⚓
月
18
日

58
神
影
供

仙
洞
瑞
籬
花

春
い
く
世
神
の
し
め
ゆ
ふ
み
づ

が
き
は
花
の
さ
か
り
も
ひ
さ
し

か
る
ら
し

民
部
卿

為
全

読
師
：
皇
太
后
宮
権
大

夫
、
講
師
：
光
政
、
発

声
：
前
新
源
大
納
言

有
栖
川
宮
本
「
柿
本
社
神
影
供
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
、
御
製
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格

天
皇
実
録
）

文
政
11
年

⚓
月
22
日

58
水
無
瀬
宮
御

法
楽
〔
去
月

分
〕

内
裏
組
題
20
首
（
⚓
字
題
）

仁
孝
：
花
映
日

雅
光

雅
光

講
師
：
重
基
朝
臣

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
朝
日
か
げ
て
ら
す
み
な
せ
の
山
た
か
み
さ
か
り

の
花
も
雲
と
見
え
つ
ゝ
」

文
政
11
年

⚓
月
23
日

58
於
修
学
院
御

当
座

修
学

院
眺
望
春

か
す
み
つ
ゝ
野
辺
も
山
べ
も
遠

近
も
春
の
な
が
め
に
心
ゆ
く
な

り

為
則

為
則

有
栖
川
宮
本
「
修
学
院
離
宮
ニ
御
幸
ア
ラ
セ
ラ
ル
、
壽
月
観
ニ
於
テ
和
歌
当
座

御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
尋
イ
デ
庭
苑
、
赤
山
邉
ヲ
御
歴
覧
ノ
後
、
林
丘

寺
ニ
臨
御
ア
ラ
セ
ラ
レ
、
壽
月
観
ニ
還
御
、
管
絃
ノ
御
遊
ヲ
行
ハ

ル
、
筝
、
笛
、
琵
琶
ノ
御
所
作
ア
リ
」（
光
格
天
皇
実
録
）

文
政
11
年

⚓
月
23
日

58
於
修
学
院
御

当
座
後
座

修
学

院
組
題
30
首
（
⚓
～
⚔
字

題
）
光
格
：
山
鴬

う
ぐ
ひ
す
の
声
に
ひ
か
れ
て
分

の
ぼ
る
山
路
の
花
の
雪
吹
を
も

み
つ

為
則

為
則

有
栖
川
宮
本
「
修
学
院
離
宮
ニ
御
幸
ア
ラ
セ
ラ
ル
、
壽
月
観
ニ
於
テ
和
歌
当
座

御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
尋
イ
デ
庭
苑
、
赤
山
邉
ヲ
御
歴
覧
ノ
後
、
林
丘

寺
ニ
臨
御
ア
ラ
セ
ラ
レ
、
壽
月
観
ニ
還
御
、
管
絃
ノ
御
遊
ヲ
行
ハ

ル
、
筝
、
笛
、
琵
琶
ノ
御
所
作
ア
リ
」（
光
格
天
皇
実
録
）

文
政
11
年

⚓
月
24
日

58
月
次
御
会

内
裏
遊
糸
、
蛙
、
逢
恋

右
衛
門
督

雅
久

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
遊
糸
：
す
が
の
ね
の
い
と
な
が
き
日
に
い
と
ゆ

ふ
の
糸
く
り
か
へ
し
な
び
く
長
閑
さ
、
蛙
：
水
が
く
れ
て
鳴
や
か

は
づ
の
も
ろ
声
も
の
ど
か
に
ぞ
聞
春
の
小
山
田
、
逢
恋
：
あ
さ
か

ら
ぬ
人
の
こ
と
ば
に
年
月
の
う
ら
み
も
こ
よ
ひ
と
け
し
下
ひ
も
」

文
政
11
年

⚓
月
26
日

58
当
座
御
会

内
裏
組
題
30
首
（
⚓
～
⚔
字

題
）
仁
孝
：
苔
上
落
花

右
衛
門
督

建
房

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
ち
り
し
き
て
上
は
白
妙
下
は
み
ど
り
花
と
苔
と

の
春
の
山
み
ち
」

文
政
11
年

⚓
月
28
日

58
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
11
年

⚔
月
⚖
日

58
仙洞

小
御
所
で
法
隆
寺
所
蔵
の
聖
徳

太
子
御
影
な
ら
び
に
什
宝
を
御

覧

光
格
天
皇
実
録

文
政
1 1
年

⚔
月
1 8
日

58
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
1 1
年

⚔
月
2 1
日

58
仙洞

内
々
に
猿
楽
御
覧

光
格
天
皇
実
録

年
月
日

年
齢

御
会
名

場
所

歌
題

光
格
天
皇
御
製
お
よ
び
事
項

題
者

奉
行

そ
の
他
の
諸
役

出
典

備
考

文
政
11
年

⚔
月
23
日

58
和
歌
当
座
御

会
内
裏
組
題
20
首
（
⚓
～
⚔
字

題
）
仁
孝
：〔
恋
〕
袖

浦

民
部
卿

為
全

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
浦
の
名
の
袖
は
し
ほ
ひ
に
し
ほ
た
れ
て
ほ
す
ひ

ま
も
な
く
こ
ふ
る
と
し
月
」

文
政
11
年

⚔
月
24
日

58
月
次
御
会

内
裏
組
題
31
首
（
⚒
～
⚓
字

題
）
仁
孝
：
牡
丹
、
五

月
雨
、
蛍

民
部
卿

為
全

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
牡
丹
：
朝
な
夕
な
そ
む
る
心
も
ふ
か
み
ぐ
さ
げ

に
た
ぐ
ひ
な
き
花
と
こ
そ
見
れ
、
五
月
雨
：
五
月
雨
は
月
の
み
ふ

ね
も
い
く
よ
は
か
へ
だ
て
ゝ
雲
の
波
ぞ
立
け
る
、
蛍
：
あ
つ
め
ね

ど
蛍
ぞ
て
ら
す
窓
の
う
ち
お
こ
た
る
ふ
み
を
影
に
い
さ
め
て
」

文
政
11
年

⚔
月
27
日

58
仙洞

夜
、
方
違
の
た
め
別
殿
（
小
御

所
）
に
渡
御
。
大
蔵
卿
、
実
久

朝
臣
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
11
年

⚕
月
17
日

58
仙洞

壽
山
亭
で
挿
秧
を
御
覧

光
格
天
皇
実
録

文
政
11
年

⚕
月
18
日

58
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
11
年

⚕
月
21
日

58
当
座
御
会

内
裏
組
題
30
首
（
⚓
～
⚔
字

題
）
仁
孝
：
水
郷
郭
公

左
衛
門
督

俊
明

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
水
無
瀬
河
声
は
い
づ
こ
に
あ
り
て
行
や
ま
も
と

と
ほ
く
鳴
ほ
と
ゝ
ぎ
す
」

文
政
11
年

⚕
月
24
日

58
月
次
御
会

内
裏
早
苗
多
、
五
月
雨
、
海

上
舟

左
衛
門
督

建
房

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
早
苗
多
：
し
づ
は
さ
ぞ
う
れ
し
と
見
つ
ゝ
思
ふ

ら
し
千
町
に
あ
ま
る
水
の
わ
か
な
へ
、
五
月
雨
：
夏
引
の
手
び
き

の
い
と
の
な
が
き
日
に
猶
く
り
返
し
さ
み
だ
る
ゝ
空
、
海
上
舟
：

海
ば
ら
や
波
も
を
さ
ま
る
と
き
つ
風
つ
れ
て
ゆ
た
か
に
か
よ
ふ
友

ぶ
ね
」

文
政
11
年

⚖
月
⚒
日

58
仙洞

徳
川
家
祥
の
任
官
叙
位
の
御
礼

と
し
て
、
将
軍
徳
川
家
齊
の
名

代
の
侍
従
酒
井
忠
実
・
副
使
侍

従
織
田
信
実
、
家
祥
の
名
代
の

侍
従
前
田
長
粲
が
参
院
し
て
物

を
献
上
す
る
の
に
謁
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
11
年

⚖
月
10
日

58
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

左
大
辨
宰
相
、
実
徳
朝
臣
、
公

格
等
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
11
年

⚖
月
16
日

58
仙洞

嘉
祥
の
儀
に
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
11
年

⚖
月
19
日

58
当
座
御
会

内
裏
組
題
20
首
（
⚓
～
⚔
字

題
）
仁
孝
：
紅
梅
遅

左
兵
衛
督

顕
孝

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
紅
の
こ
ぞ
め
の
色
は
春
ふ
か
く
ま
た
れ
て
咲
る

梅
の
い
く
し
ほ
」

文
政
11
年

⚖
月
21
日

58
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
11
年

⚖
月
24
日

58
月
次
御
会

内
裏
組
題
20
首
（
⚑
～
⚖
字

題
）
仁
孝
：
夏
草
、
五

節
、
待
人
恋

民
部
卿

俊
明

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
夏
草
：
夏
草
の
し
げ
る
も
よ
し
や
こ
む
秋
に
い

ろ
い
ろ
の
花
の
さ
く
を
思
へ
ば
、
五
節
：
明
ら
け
き
月
に
い
く
度

え
な
ら
ず
も
か
へ
す
乙
女
の
袖
の
よ
そ
ほ
ひ
、
待
人
恋
：
し
た
ひ

て
も
う
ら
み
て
も
つ
ら
き
あ
だ
人
を
猶
よ
な
よ
な
に
待
が
わ
り
な

さ
」

文
政
11
年

⚖
月
25
日

58
聖
廟
御
法
楽

内
裏
組
題
50
首
（
⚒
字
題
）

仁
孝
：
夏
露

左
衛
門
督

光
成

講
師
：
正
房

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
神
の
め
ぐ
み
夏
し
ら
露
の
か
ゝ
れ
ば
ぞ
い
が
き

の
木
く
さ
こ
と
に
す
ゞ
し
き
」

文
政
1 1
年

⚖
月
2 5
日

58
聖
廟
御
法
楽

仙
洞
組
題
50
首
（
⚒
～
⚓
字

題
）
光
格
：
暁
蛍

飛
蛍
よ
た
ゞ
照
す
も
夜
を
か
さ

ね
は
や
秋
ち
か
き
暁
の
影

民
部
卿

為
脩

講
師
：
為
知

有
栖
川
宮
本
「
小
御
所
ニ
於
テ
聖
廟
御
法
楽
和
歌
ノ
披
講
ア
リ
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
1 1
年

⚖
月
3 0
日

58
仙洞

六
月
祓
・
茅
輪
の
た
め
出
御

光
格
天
皇
実
録
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文
政
11
年

⚒
月
22
日

58
水
無
瀬
宮
御

法
楽

仙
洞
組
題
20
首
（
⚒
字
題
）

光
格
：
初
鴬

梅
柳
春
の
色
香
の
ま
だ
し
き
に

ま
づ
鴬
の
声
ぞ
と
け
つ
る

飛
鳥
井
中
納
言

重
能

講
師
：
光
暉

有
栖
川
宮
本
「
小
御
所
ニ
於
テ
水
無
瀬
宮
御
法
楽
和
歌
ノ
披
講
ア
リ
」（
光
格
天

皇
実
録
）

文
政
11
年

⚒
月
23
日

58
当
座
御
会

内
裏
組
題
20
首
（
⚒
字
題
）

仁
孝
：
待
花

飛
鳥
井
中
納
言

光
成

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
く
り
か
へ
し
ま
た
れ
ま
た
れ
て
暮
と
明
と
心
に

か
ゝ
る
花
か
つ
ら
か
な
」

文
政
11
年

⚒
月
24
日

58
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚓
字
題
）

仁
孝
：
立
春
、
女
郎
花
、

田
家
鳥

左
兵
衛
督

光
成

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
立
春
日
：
と
り
が
ね
も
此
暁
は
の
ど
か
に
て
明

れ
ば
春
と
か
す
む
日
の
影
、
女
郎
花
：
女
郎
花
き
り
の
ま
が
ひ
に

ほ
の
み
え
て
お
も
は
ゆ
げ
な
る
色
は
な
つ
か
し
、
田
家
鳥
：
小
山

田
の
い
ほ
り
ま
ぢ
か
く
春
し
め
て
な
く
う
ぐ
ひ
す
は
し
づ
も
た
の

し
む
」

文
政
11
年

⚒
月
25
日

58
聖
廟
御
法
楽

内
裏
組
題
50
首
（
⚑
字
題
）

仁
孝
：
霞

飛
鳥
井
中
納
言

建
房

講
師
：
隆
光
朝
臣

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
さ
ほ
姫
の
か
す
み
の
袖
を
は
な
や
か
に
か
け
て

よ
そ
ほ
ふ
春
の
山
の
は
」

文
政
11
年

⚒
月
25
日

58
聖
廟
御
法
楽

仙
洞
組
題
50
首
（
⚒
～
⚓
字

題
）
光
格
：
早
春

浅
み
ど
り
朝
な
朝
な
に
か
す
み

そ
ひ
か
ぜ
も
や
は
ら
ぐ
花
鳥
の

春

雅
久

雅
久

講
師
：
重
基
朝
臣

有
栖
川
宮
本
「
小
御
所
ニ
於
テ
聖
廟
御
法
楽
和
歌
ノ
披
講
ア
リ
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
11
年

⚓
月
13
日

58
仙洞

小
御
所
に
お
い
て
管
絃
の
御
遊

あ
り
。
出
御
。
琵
琶
の
御
所
作

光
格
天
皇
実
録

文
政
11
年

⚓
月
18
日

58
神
影
供

仙
洞
瑞
籬
花

春
い
く
世
神
の
し
め
ゆ
ふ
み
づ

が
き
は
花
の
さ
か
り
も
ひ
さ
し

か
る
ら
し

民
部
卿

為
全

読
師
：
皇
太
后
宮
権
大

夫
、
講
師
：
光
政
、
発

声
：
前
新
源
大
納
言

有
栖
川
宮
本
「
柿
本
社
神
影
供
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
、
御
製
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格

天
皇
実
録
）

文
政
11
年

⚓
月
22
日

58
水
無
瀬
宮
御

法
楽
〔
去
月

分
〕

内
裏
組
題
20
首
（
⚓
字
題
）

仁
孝
：
花
映
日

雅
光

雅
光

講
師
：
重
基
朝
臣

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
朝
日
か
げ
て
ら
す
み
な
せ
の
山
た
か
み
さ
か
り

の
花
も
雲
と
見
え
つ
ゝ
」

文
政
11
年

⚓
月
23
日

58
於
修
学
院
御

当
座

修
学

院
眺
望
春

か
す
み
つ
ゝ
野
辺
も
山
べ
も
遠

近
も
春
の
な
が
め
に
心
ゆ
く
な

り

為
則

為
則

有
栖
川
宮
本
「
修
学
院
離
宮
ニ
御
幸
ア
ラ
セ
ラ
ル
、
壽
月
観
ニ
於
テ
和
歌
当
座

御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
尋
イ
デ
庭
苑
、
赤
山
邉
ヲ
御
歴
覧
ノ
後
、
林
丘

寺
ニ
臨
御
ア
ラ
セ
ラ
レ
、
壽
月
観
ニ
還
御
、
管
絃
ノ
御
遊
ヲ
行
ハ

ル
、
筝
、
笛
、
琵
琶
ノ
御
所
作
ア
リ
」（
光
格
天
皇
実
録
）

文
政
11
年

⚓
月
23
日

58
於
修
学
院
御

当
座
後
座

修
学

院
組
題
30
首
（
⚓
～
⚔
字

題
）
光
格
：
山
鴬

う
ぐ
ひ
す
の
声
に
ひ
か
れ
て
分

の
ぼ
る
山
路
の
花
の
雪
吹
を
も

み
つ

為
則

為
則

有
栖
川
宮
本
「
修
学
院
離
宮
ニ
御
幸
ア
ラ
セ
ラ
ル
、
壽
月
観
ニ
於
テ
和
歌
当
座

御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
尋
イ
デ
庭
苑
、
赤
山
邉
ヲ
御
歴
覧
ノ
後
、
林
丘

寺
ニ
臨
御
ア
ラ
セ
ラ
レ
、
壽
月
観
ニ
還
御
、
管
絃
ノ
御
遊
ヲ
行
ハ

ル
、
筝
、
笛
、
琵
琶
ノ
御
所
作
ア
リ
」（
光
格
天
皇
実
録
）

文
政
11
年

⚓
月
24
日

58
月
次
御
会

内
裏
遊
糸
、
蛙
、
逢
恋

右
衛
門
督

雅
久

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
遊
糸
：
す
が
の
ね
の
い
と
な
が
き
日
に
い
と
ゆ

ふ
の
糸
く
り
か
へ
し
な
び
く
長
閑
さ
、
蛙
：
水
が
く
れ
て
鳴
や
か

は
づ
の
も
ろ
声
も
の
ど
か
に
ぞ
聞
春
の
小
山
田
、
逢
恋
：
あ
さ
か

ら
ぬ
人
の
こ
と
ば
に
年
月
の
う
ら
み
も
こ
よ
ひ
と
け
し
下
ひ
も
」

文
政
11
年

⚓
月
26
日

58
当
座
御
会

内
裏
組
題
30
首
（
⚓
～
⚔
字

題
）
仁
孝
：
苔
上
落
花

右
衛
門
督

建
房

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
ち
り
し
き
て
上
は
白
妙
下
は
み
ど
り
花
と
苔
と

の
春
の
山
み
ち
」

文
政
11
年

⚓
月
28
日

58
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
11
年

⚔
月
⚖
日

58
仙洞

小
御
所
で
法
隆
寺
所
蔵
の
聖
徳

太
子
御
影
な
ら
び
に
什
宝
を
御

覧

光
格
天
皇
実
録

文
政
1 1
年

⚔
月
1 8
日

58
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
1 1
年

⚔
月
2 1
日

58
仙洞

内
々
に
猿
楽
御
覧

光
格
天
皇
実
録

文
政
11
年

⚔
月
23
日

58
和
歌
当
座
御

会
内
裏
組
題
20
首
（
⚓
～
⚔
字

題
）
仁
孝
：〔
恋
〕
袖

浦

民
部
卿

為
全

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
浦
の
名
の
袖
は
し
ほ
ひ
に
し
ほ
た
れ
て
ほ
す
ひ

ま
も
な
く
こ
ふ
る
と
し
月
」

文
政
11
年

⚔
月
24
日

58
月
次
御
会

内
裏
組
題
31
首
（
⚒
～
⚓
字

題
）
仁
孝
：
牡
丹
、
五

月
雨
、
蛍

民
部
卿

為
全

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
牡
丹
：
朝
な
夕
な
そ
む
る
心
も
ふ
か
み
ぐ
さ
げ

に
た
ぐ
ひ
な
き
花
と
こ
そ
見
れ
、
五
月
雨
：
五
月
雨
は
月
の
み
ふ

ね
も
い
く
よ
は
か
へ
だ
て
ゝ
雲
の
波
ぞ
立
け
る
、
蛍
：
あ
つ
め
ね

ど
蛍
ぞ
て
ら
す
窓
の
う
ち
お
こ
た
る
ふ
み
を
影
に
い
さ
め
て
」

文
政
11
年

⚔
月
27
日

58
仙洞

夜
、
方
違
の
た
め
別
殿
（
小
御

所
）
に
渡
御
。
大
蔵
卿
、
実
久

朝
臣
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
11
年

⚕
月
17
日

58
仙洞

壽
山
亭
で
挿
秧
を
御
覧

光
格
天
皇
実
録

文
政
11
年

⚕
月
18
日

58
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
11
年

⚕
月
21
日

58
当
座
御
会

内
裏
組
題
30
首
（
⚓
～
⚔
字

題
）
仁
孝
：
水
郷
郭
公

左
衛
門
督

俊
明

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
水
無
瀬
河
声
は
い
づ
こ
に
あ
り
て
行
や
ま
も
と

と
ほ
く
鳴
ほ
と
ゝ
ぎ
す
」

文
政
11
年

⚕
月
24
日

58
月
次
御
会

内
裏
早
苗
多
、
五
月
雨
、
海

上
舟

左
衛
門
督

建
房

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
早
苗
多
：
し
づ
は
さ
ぞ
う
れ
し
と
見
つ
ゝ
思
ふ

ら
し
千
町
に
あ
ま
る
水
の
わ
か
な
へ
、
五
月
雨
：
夏
引
の
手
び
き

の
い
と
の
な
が
き
日
に
猶
く
り
返
し
さ
み
だ
る
ゝ
空
、
海
上
舟
：

海
ば
ら
や
波
も
を
さ
ま
る
と
き
つ
風
つ
れ
て
ゆ
た
か
に
か
よ
ふ
友

ぶ
ね
」

文
政
11
年

⚖
月
⚒
日

58
仙洞

徳
川
家
祥
の
任
官
叙
位
の
御
礼

と
し
て
、
将
軍
徳
川
家
齊
の
名

代
の
侍
従
酒
井
忠
実
・
副
使
侍

従
織
田
信
実
、
家
祥
の
名
代
の

侍
従
前
田
長
粲
が
参
院
し
て
物

を
献
上
す
る
の
に
謁
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
11
年

⚖
月
10
日

58
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

左
大
辨
宰
相
、
実
徳
朝
臣
、
公

格
等
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
11
年

⚖
月
16
日

58
仙洞

嘉
祥
の
儀
に
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
11
年

⚖
月
19
日

58
当
座
御
会

内
裏
組
題
20
首
（
⚓
～
⚔
字

題
）
仁
孝
：
紅
梅
遅

左
兵
衛
督

顕
孝

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
紅
の
こ
ぞ
め
の
色
は
春
ふ
か
く
ま
た
れ
て
咲
る

梅
の
い
く
し
ほ
」

文
政
11
年

⚖
月
21
日

58
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
11
年

⚖
月
24
日

58
月
次
御
会

内
裏
組
題
20
首
（
⚑
～
⚖
字

題
）
仁
孝
：
夏
草
、
五

節
、
待
人
恋

民
部
卿

俊
明

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
夏
草
：
夏
草
の
し
げ
る
も
よ
し
や
こ
む
秋
に
い

ろ
い
ろ
の
花
の
さ
く
を
思
へ
ば
、
五
節
：
明
ら
け
き
月
に
い
く
度

え
な
ら
ず
も
か
へ
す
乙
女
の
袖
の
よ
そ
ほ
ひ
、
待
人
恋
：
し
た
ひ

て
も
う
ら
み
て
も
つ
ら
き
あ
だ
人
を
猶
よ
な
よ
な
に
待
が
わ
り
な

さ
」

文
政
11
年

⚖
月
25
日

58
聖
廟
御
法
楽

内
裏
組
題
50
首
（
⚒
字
題
）

仁
孝
：
夏
露

左
衛
門
督

光
成

講
師
：
正
房

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
神
の
め
ぐ
み
夏
し
ら
露
の
か
ゝ
れ
ば
ぞ
い
が
き

の
木
く
さ
こ
と
に
す
ゞ
し
き
」

文
政
1 1
年

⚖
月
2 5
日

58
聖
廟
御
法
楽

仙
洞
組
題
50
首
（
⚒
～
⚓
字

題
）
光
格
：
暁
蛍

飛
蛍
よ
た
ゞ
照
す
も
夜
を
か
さ

ね
は
や
秋
ち
か
き
暁
の
影

民
部
卿

為
脩

講
師
：
為
知

有
栖
川
宮
本
「
小
御
所
ニ
於
テ
聖
廟
御
法
楽
和
歌
ノ
披
講
ア
リ
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
1 1
年

⚖
月
3 0
日

58
仙洞

六
月
祓
・
茅
輪
の
た
め
出
御

光
格
天
皇
実
録



大手前大学論集 第20号（2019）

― ―

【T：】Edianserver/大手前大学/論集/第20号（2019)/盛田 帝子/// ⚓ 校

318

文
政
11
年

⚗
月
⚗
日

58
和
歌
御
会

内
裏
七
夕
琴

天
河
吹
か
よ
ふ
か
ぜ
の
す
が
掻

は
こ
と
さ
ら
ほ
し
の
し
ら
べ
う

く
ら
し
〔
院
御
製
〕

左
兵
衛
督

光
成

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
、
光
格
上
皇
御
製
の
順
に
掲
載
。
仁
孝
天
皇
御
製

「
た
む
け
に
と
心
の
い
と
も
ひ
く
琴
の
し
ら
べ
を
ほ
し
は
い
か
ゞ

き
く
ら
む
」（
巻
頭
）。
大
宮
御
歌
な
し
。
女
御
・
女
房
達
：
女
御
、

大
す
け
、
宰
相
典
侍
、
督
の
す
け
、
按
察
使
典
侍
、
権
す
け
、
新

大
納
言
、
勾
当
内
侍
、
侍
従
な
い
し
、
兵
衛
内
侍
、
命
婦
い
よ
、

み
や
う
ぶ
伯
耆
、
命
婦
大
乳
、
や
ま
と
（
巻
頭
）。

文
政
11
年

⚗
月
14
日

58
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
11
年

⚗
月
24
日

58
月
次
御
会

内
裏
風
庭
荻
、
尋
虫
、
恋
餘

波
左
兵
衛
督

顕
孝

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
風
底
荻
：
露
か
け
て
吹
く
る
風
の
秋
の
こ
ゑ
は

軒
端
の
荻
の
そ
こ
に
聞
つ
ゝ
、
尋
虫
：
百
草
の
花
野
を
わ
け
て
た

づ
ぬ
れ
ば
な
れ
も
我
を
や
ま
つ
む
し
の
な
く
、
恋
餘
波
：
い
ま
は

と
て
思
ひ
す
て
し
を
い
か
に
猶
な
ご
り
消
や
ら
ぬ
恋
く
さ
の
露
」

文
政
11
年

⚗
月
24
日

58
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

今
出
川
中
納
言
、
実
徳
朝
臣
等

を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
11
年

⚘
月
⚑
日

58
仙洞

八
朔
の
儀
あ
り

光
格
天
皇
実
録

文
政
11
年

⚘
月
⚗
日

58
仙洞

歓
喜
心
院
宮
、
薨
去
。
こ
の
日

よ
り
三
日
間
、
洞
中
、
物
音
を

停
む

光
格
天
皇
実
録

文
政
11
年

⚘
月
20
日

58
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
11
年

⚘
月
24
日

58
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚒
～
⚓

字
題
）
仁
孝
：
春
朝
、

夏
河
、
秋
祝

飛
鳥
井
中
納
言

為
全

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
春
朝
：
山
た
か
み
か
す
み
て
の
ぼ
る
朝
日
か
げ

の
ど
か
に
に
ほ
ふ
花
の
し
ら
雲
、
夏
河
：
波
を
ふ
く
風
に
な
び
き

て
河
の
瀬
に
む
れ
つ
ゝ
あ
ゆ
の
は
し
る
涼
し
さ
、
秋
祝
：
民
の
戸

の
年
あ
る
秋
の
ほ
に
出
て
千
町
の
い
な
ば
な
び
く
豊
け
さ
」

文
政
11
年

⚘
月
25
日

58
当
座
御
会

内
裏
組
題
30
首
（
⚓
～
⚔
字

題
）
仁
孝
：
名
所
桜

飛
鳥
井
中
納
言

雅
久

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
春
は
ま
た
桜
に
も
名
の
立
田
山
ゆ
ふ
日
い
く
し

ほ
霞
み
そ
へ
つ
ゝ
」

文
政
11
年

⚙
月
⚘
日

58
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

東
久
世
三
位
、
実
路
朝
臣
等
を

召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
11
年

⚙
月
⚙
日

58
重
陽
御
会

内
裏
菊
匂
随
風

民
部
卿

雅
光

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
な
が
月
の
け
ふ
咲
き
く
の
花
ざ
か
り
庭
の
あ
き

か
ぜ
香
に
匂
ひ
つ
ゝ
」。
女
御
・
女
房
達
：
女
御
、
督
の
す
け
、

権
す
け
、
勾
当
内
侍
、
侍
従
の
な
い
し
、
命
婦
伯
耆
、
大
和
（
巻

末
）。

文
政
11
年

⚙
月
18
日

58
内裏

猿
楽
御
覧
の
た
め
禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
11
年

⚙
月
24
日

58
月
次
御
会

内
裏
秋
山
朝
、
秋
野
夕
、
秋

浦
夜

雅
久

雅
久

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
秋
山
朝
：
朝
か
ぜ
に
き
り
の
と
ば
り
は
ふ
き
晴

て
紅
葉
の
に
し
き
に
ほ
ふ
山
の
は
、
秋
野
夕
：
あ
き
ふ
か
み
露
ふ

く
風
も
身
に
ぞ
し
む
し
か
の
ね
さ
び
し
野
べ
の
夕
ぐ
れ
、
秋
浦

夜
：
よ
る
波
の
よ
を
長
月
の
影
み
つ
ゝ
さ
ぞ
な
こ
ゝ
ろ
も
す
ま
の

う
ら
人
」

文
政
1 1
年

10
月
⚗
日

58
仙洞

後
桃
園
天
皇
の
五
十
回
聖
忌
を

引
き
上
げ
、
こ
の
日
よ
り
三
日

間
、
洞
中
に
お
い
て
御
法
事

光
格
天
皇
実
録

年
月
日

年
齢

御
会
名

場
所

歌
題

光
格
天
皇
御
製
お
よ
び
事
項

題
者

奉
行

そ
の
他
の
諸
役

出
典

備
考

文
政
11
年

10
月
12
日

58
仙洞

盛
化
門
院
の
御
忌
に
よ
り
、
般

舟
三
昧
院
に
お
い
て
御
法
事
の

た
め
、
般
舟
三
昧
院
な
ら
び
に

泉
涌
寺
に
代
参
を
遣
わ
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
11
年

10
月
20
日

58
仙洞

壽
山
亭
で
穫
稻
を
御
覧

光
格
天
皇
実
録

文
政
11
年

10
月
20
日

58
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

大
原
三
位
、
公
恪
等
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
11
年

10
月
21
日

58
仙洞

玄
猪
の
儀

光
格
天
皇
実
録

文
政
11
年

10
月
24
日

58
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚒
～
⚔

字
題
）
仁
孝
：
霜
夜
月
、

冬
顕
恋
、
冬
竹

左
衛
門
督

顕
孝

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
霜
夜
月
：
澄
月
の
影
も
一
き
は
白
妙
に
み
え
て

霜
見
つ
る
空
の
寒
け
さ
、
冬
顕
恋
：
白
雪
の
ふ
り
か
く
せ
ど
も
い

か
に
し
て
よ
そ
に
し
ら
れ
し
恋
の
通
路
、
冬
竹
：
小
夜
風
の
さ
や

ぐ
も
寒
き
竹
の
葉
の
ま
た
お
と
そ
ふ
や
あ
ら
れ
成
ら
ん
」

文
政
11
年

11
月
⚓
日

58
仙洞

後
桜
町
天
皇
の
聖
忌
に
よ
り
般

舟
三
昧
院
に
お
い
て
御
法
事
。

般
舟
三
昧
院
な
ら
び
に
泉
涌
寺

に
代
参
を
遣
わ
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
11
年

11
月
24
日

58
月
次
御
会

内
裏
月
光
映
氷
、
寒
雁
添

声
、
関
路
行
客

左
兵
衛
督

為
脩

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
月
光
映
氷
：
氷
面
か
ゞ
み
く
も
ら
ぬ
光
猶
そ
ひ

て
月
に
み
が
く
も
寒
き
い
け
水
、
寒
雁
添
声
：
そ
ら
寒
く
雪
を
は

ぶ
き
て
く
る
か
り
に
あ
し
べ
の
友
も
声
か
は
し
つ
ゝ
、
関
路
行

客
：
か
げ
く
も
る
ふ
ゞ
き
い
と
は
で
杉
む
ら
に
旅
人
つ
ど
ふ
あ
ふ

さ
か
の
関
」

文
政
11
年

12
月
⚕
日

58
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

大
原
三
位
、
有
言
朝
臣
等
を
召

す

光
格
天
皇
実
録

文
政
11
年

12
月
21
日

58
仙洞

弘
御
所
前
庭
に
お
い
て
御
髪
上

げ
光
格
天
皇
実
録

文
政
11
年

12
月
24
日

58
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚑
～
⚒

字
題
）
仁
孝
：
柳
、
秋

雨
、
神
楽

飛
鳥
井
中
納
言

雅
久

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
柳
：
風
に
け
づ
り
露
に
よ
そ
ほ
ふ
乱
れ
が
み
い

と
え
ら
な
ら
ず
も
な
び
く
青
柳
、
秋
雨
：
八
千
種
の
ま
が
き
も
こ

め
し
秋
霧
の
は
る
ゝ
と
み
れ
ば
雨
そ
ゝ
ぐ
な
り
、
神
楽
：
霜
ゆ
き

に
猶
し
ら
ゆ
ふ
の
袖
は
へ
て
ま
ふ
も
謡
も
す
め
る
夜
神
楽
」

文
政
12
年

⚑
月
⚑
日

59
仙洞

四
方
拝
を
行
う
が
出
御
せ
ず
。

朝
餉
間
で
御
歯
固
の
事
。
拝
礼

を
行
い
諸
臣
に
謁
す
。
夜
、
小

御
所
に
渡
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
12
年

⚑
月
⚒
日

59
仙洞

拝
礼
あ
り
。
小
御
所
に
出
御
し

諸
臣
に
謁
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
12
年

⚑
月
⚓
日

59
仙洞

吉
書
御
覧
の
た
め
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
12
年

⚑
月
7日

59
仙洞

千
秋
万
歳
・
白
馬
御
覧
の
た
め

出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
12
年

⚑
月
1 3
日

59
仙洞

諸
礼
の
た
め
弘
御
所
に
出
御
。

次
に
小
御
所
に
渡
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
1 2
年

⚑
月
1 4
日

59
仙洞

太
元
帥
法
結
願
・
後
七
日
御
修

法
の
た
め
両
法
阿
闍
梨
、
参

院
。
弘
御
所
に
出
御
し
謁
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
1 2
年

⚑
月
1 5
日

59
仙洞

御
吉
書
・
三
毬
打
の
た
め
小
御

所
に
出
御

光
格
天
皇
実
録
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文
政
11
年

⚗
月
⚗
日

58
和
歌
御
会

内
裏
七
夕
琴

天
河
吹
か
よ
ふ
か
ぜ
の
す
が
掻

は
こ
と
さ
ら
ほ
し
の
し
ら
べ
う

く
ら
し
〔
院
御
製
〕

左
兵
衛
督

光
成

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
、
光
格
上
皇
御
製
の
順
に
掲
載
。
仁
孝
天
皇
御
製

「
た
む
け
に
と
心
の
い
と
も
ひ
く
琴
の
し
ら
べ
を
ほ
し
は
い
か
ゞ

き
く
ら
む
」（
巻
頭
）。
大
宮
御
歌
な
し
。
女
御
・
女
房
達
：
女
御
、

大
す
け
、
宰
相
典
侍
、
督
の
す
け
、
按
察
使
典
侍
、
権
す
け
、
新

大
納
言
、
勾
当
内
侍
、
侍
従
な
い
し
、
兵
衛
内
侍
、
命
婦
い
よ
、

み
や
う
ぶ
伯
耆
、
命
婦
大
乳
、
や
ま
と
（
巻
頭
）。

文
政
11
年

⚗
月
14
日

58
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
11
年

⚗
月
24
日

58
月
次
御
会

内
裏
風
庭
荻
、
尋
虫
、
恋
餘

波
左
兵
衛
督

顕
孝

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
風
底
荻
：
露
か
け
て
吹
く
る
風
の
秋
の
こ
ゑ
は

軒
端
の
荻
の
そ
こ
に
聞
つ
ゝ
、
尋
虫
：
百
草
の
花
野
を
わ
け
て
た

づ
ぬ
れ
ば
な
れ
も
我
を
や
ま
つ
む
し
の
な
く
、
恋
餘
波
：
い
ま
は

と
て
思
ひ
す
て
し
を
い
か
に
猶
な
ご
り
消
や
ら
ぬ
恋
く
さ
の
露
」

文
政
11
年

⚗
月
24
日

58
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

今
出
川
中
納
言
、
実
徳
朝
臣
等

を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
11
年

⚘
月
⚑
日

58
仙洞

八
朔
の
儀
あ
り

光
格
天
皇
実
録

文
政
11
年

⚘
月
⚗
日

58
仙洞

歓
喜
心
院
宮
、
薨
去
。
こ
の
日

よ
り
三
日
間
、
洞
中
、
物
音
を

停
む

光
格
天
皇
実
録

文
政
11
年

⚘
月
20
日

58
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
11
年

⚘
月
24
日

58
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚒
～
⚓

字
題
）
仁
孝
：
春
朝
、

夏
河
、
秋
祝

飛
鳥
井
中
納
言

為
全

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
春
朝
：
山
た
か
み
か
す
み
て
の
ぼ
る
朝
日
か
げ

の
ど
か
に
に
ほ
ふ
花
の
し
ら
雲
、
夏
河
：
波
を
ふ
く
風
に
な
び
き

て
河
の
瀬
に
む
れ
つ
ゝ
あ
ゆ
の
は
し
る
涼
し
さ
、
秋
祝
：
民
の
戸

の
年
あ
る
秋
の
ほ
に
出
て
千
町
の
い
な
ば
な
び
く
豊
け
さ
」

文
政
11
年

⚘
月
25
日

58
当
座
御
会

内
裏
組
題
30
首
（
⚓
～
⚔
字

題
）
仁
孝
：
名
所
桜

飛
鳥
井
中
納
言

雅
久

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
春
は
ま
た
桜
に
も
名
の
立
田
山
ゆ
ふ
日
い
く
し

ほ
霞
み
そ
へ
つ
ゝ
」

文
政
11
年

⚙
月
⚘
日

58
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

東
久
世
三
位
、
実
路
朝
臣
等
を

召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
11
年

⚙
月
⚙
日

58
重
陽
御
会

内
裏
菊
匂
随
風

民
部
卿

雅
光

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
な
が
月
の
け
ふ
咲
き
く
の
花
ざ
か
り
庭
の
あ
き

か
ぜ
香
に
匂
ひ
つ
ゝ
」。
女
御
・
女
房
達
：
女
御
、
督
の
す
け
、

権
す
け
、
勾
当
内
侍
、
侍
従
の
な
い
し
、
命
婦
伯
耆
、
大
和
（
巻

末
）。

文
政
11
年

⚙
月
18
日

58
内裏

猿
楽
御
覧
の
た
め
禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
11
年

⚙
月
24
日

58
月
次
御
会

内
裏
秋
山
朝
、
秋
野
夕
、
秋

浦
夜

雅
久

雅
久

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
秋
山
朝
：
朝
か
ぜ
に
き
り
の
と
ば
り
は
ふ
き
晴

て
紅
葉
の
に
し
き
に
ほ
ふ
山
の
は
、
秋
野
夕
：
あ
き
ふ
か
み
露
ふ

く
風
も
身
に
ぞ
し
む
し
か
の
ね
さ
び
し
野
べ
の
夕
ぐ
れ
、
秋
浦

夜
：
よ
る
波
の
よ
を
長
月
の
影
み
つ
ゝ
さ
ぞ
な
こ
ゝ
ろ
も
す
ま
の

う
ら
人
」

文
政
1 1
年

10
月
⚗
日

58
仙洞

後
桃
園
天
皇
の
五
十
回
聖
忌
を

引
き
上
げ
、
こ
の
日
よ
り
三
日

間
、
洞
中
に
お
い
て
御
法
事

光
格
天
皇
実
録

文
政
11
年

10
月
12
日

58
仙洞

盛
化
門
院
の
御
忌
に
よ
り
、
般

舟
三
昧
院
に
お
い
て
御
法
事
の

た
め
、
般
舟
三
昧
院
な
ら
び
に

泉
涌
寺
に
代
参
を
遣
わ
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
11
年

10
月
20
日

58
仙洞

壽
山
亭
で
穫
稻
を
御
覧

光
格
天
皇
実
録

文
政
11
年

10
月
20
日

58
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

大
原
三
位
、
公
恪
等
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
11
年

10
月
21
日

58
仙洞

玄
猪
の
儀

光
格
天
皇
実
録

文
政
11
年

10
月
24
日

58
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚒
～
⚔

字
題
）
仁
孝
：
霜
夜
月
、

冬
顕
恋
、
冬
竹

左
衛
門
督

顕
孝

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
霜
夜
月
：
澄
月
の
影
も
一
き
は
白
妙
に
み
え
て

霜
見
つ
る
空
の
寒
け
さ
、
冬
顕
恋
：
白
雪
の
ふ
り
か
く
せ
ど
も
い

か
に
し
て
よ
そ
に
し
ら
れ
し
恋
の
通
路
、
冬
竹
：
小
夜
風
の
さ
や

ぐ
も
寒
き
竹
の
葉
の
ま
た
お
と
そ
ふ
や
あ
ら
れ
成
ら
ん
」

文
政
11
年

11
月
⚓
日

58
仙洞

後
桜
町
天
皇
の
聖
忌
に
よ
り
般

舟
三
昧
院
に
お
い
て
御
法
事
。

般
舟
三
昧
院
な
ら
び
に
泉
涌
寺

に
代
参
を
遣
わ
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
11
年

11
月
24
日

58
月
次
御
会

内
裏
月
光
映
氷
、
寒
雁
添

声
、
関
路
行
客

左
兵
衛
督

為
脩

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
月
光
映
氷
：
氷
面
か
ゞ
み
く
も
ら
ぬ
光
猶
そ
ひ

て
月
に
み
が
く
も
寒
き
い
け
水
、
寒
雁
添
声
：
そ
ら
寒
く
雪
を
は

ぶ
き
て
く
る
か
り
に
あ
し
べ
の
友
も
声
か
は
し
つ
ゝ
、
関
路
行

客
：
か
げ
く
も
る
ふ
ゞ
き
い
と
は
で
杉
む
ら
に
旅
人
つ
ど
ふ
あ
ふ

さ
か
の
関
」

文
政
11
年

12
月
⚕
日

58
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

大
原
三
位
、
有
言
朝
臣
等
を
召

す

光
格
天
皇
実
録

文
政
11
年

12
月
21
日

58
仙洞

弘
御
所
前
庭
に
お
い
て
御
髪
上

げ
光
格
天
皇
実
録

文
政
11
年

12
月
24
日

58
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚑
～
⚒

字
題
）
仁
孝
：
柳
、
秋

雨
、
神
楽

飛
鳥
井
中
納
言

雅
久

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
柳
：
風
に
け
づ
り
露
に
よ
そ
ほ
ふ
乱
れ
が
み
い

と
え
ら
な
ら
ず
も
な
び
く
青
柳
、
秋
雨
：
八
千
種
の
ま
が
き
も
こ

め
し
秋
霧
の
は
る
ゝ
と
み
れ
ば
雨
そ
ゝ
ぐ
な
り
、
神
楽
：
霜
ゆ
き

に
猶
し
ら
ゆ
ふ
の
袖
は
へ
て
ま
ふ
も
謡
も
す
め
る
夜
神
楽
」

文
政
12
年

⚑
月
⚑
日

59
仙洞

四
方
拝
を
行
う
が
出
御
せ
ず
。

朝
餉
間
で
御
歯
固
の
事
。
拝
礼

を
行
い
諸
臣
に
謁
す
。
夜
、
小

御
所
に
渡
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
12
年

⚑
月
⚒
日

59
仙洞

拝
礼
あ
り
。
小
御
所
に
出
御
し

諸
臣
に
謁
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
12
年

⚑
月
⚓
日

59
仙洞

吉
書
御
覧
の
た
め
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
12
年

⚑
月
7日

59
仙洞

千
秋
万
歳
・
白
馬
御
覧
の
た
め

出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
12
年

⚑
月
1 3
日

59
仙洞

諸
礼
の
た
め
弘
御
所
に
出
御
。

次
に
小
御
所
に
渡
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
1 2
年

⚑
月
1 4
日

59
仙洞

太
元
帥
法
結
願
・
後
七
日
御
修

法
の
た
め
両
法
阿
闍
梨
、
参

院
。
弘
御
所
に
出
御
し
謁
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
1 2
年

⚑
月
1 5
日

59
仙洞

御
吉
書
・
三
毬
打
の
た
め
小
御

所
に
出
御

光
格
天
皇
実
録
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文
政
12
年

⚑
月
18
日

59
御
会
始

仙
洞
氷
消
雪
残

は
る
を
し
る
い
け
の
こ
ゝ
ろ
よ

消
が
て
の
雪
の
い
は
ね
も
と
く

る
こ
ほ
り
は

左
兵
衛
督

顕
孝

読
師
：
按
察
大
納
言
、

講
師
：
光
政
、
発
声
：

飛
鳥
井
中
納
言

有
栖
川
宮
本

大
宮
御
歌
・
仁
孝
天
皇
御
製
な
し
。
女
房
達
：
大
典
侍
、
新
大
納

言
、
権
中
納
言
、
菖
蒲
小
路
、
常
盤
井
、
勾
当
内
侍
、
命
婦
伊
与
、

命
婦
は
う
き
、
紀
伊
（
巻
末
）。
「
和
歌
御
会
始
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
、

御
製
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実
録
）

文
政
12
年

⚑
月
24
日

59
和
歌
御
会
始

内
裏
浪
澄
鶴
影
浮

春
の
日
の
空
う
ら
ゝ
か
に
ま
ふ

影
も
あ
し
べ
の
田
鶴
も
浮
ぶ
江

の
浪
〔
院
御
製
〕

左
衛
門
督

光
成

読
師
：
民
部
卿
、
講

師
：
重
基
朝
臣
、
発

声
：
源
三
位

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
、
光
格
上
皇
御
製
の
順
に
掲
載
。
仁
孝
天
皇
御
製

「
水
か
ゞ
み
う
つ
る
す
が
た
も
の
ど
け
し
な
春
の
池
べ
の
な
み
の

と
も
づ
る
」（
巻
頭
）。
大
宮
御
歌
な
し
。
女
御
・
女
房
達
：
女
御
、

大
す
け
、
宰
相
典
侍
、
権
す
け
、
新
大
納
言
、
権
中
納
言
、
勾
当

の
な
い
し
、
侍
従
内
侍
、
兵
衛
の
な
い
し
、
命
婦
伊
豫
、
命
婦
伯

耆
、
大
和
（
巻
末
）。

文
政
12
年

⚑
月
26
日

59
当
座
御
会

内
裏
組
題
30
首
（
⚓
字
題
）

光
格
：
朝
見
花

い
ひ
し
ら
ぬ
色
に
も
あ
る
か
朝

露
に
匂
ひ
こ
ぼ
れ
て
咲
る
初
は

な
〔
院
御
製
〕

民
部
卿

雅
光

読
師
：
光
政

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
早
春
水
：
春
き
ぬ
と
氷
な
が
れ
て
浅
み
ど
り
霞

も
に
ほ
ふ
庭
の
や
り
水
」（
巻
頭
）

文
政
12
年

⚒
月
14
日

59
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

男
女
を
召
さ
ず

光
格
天
皇
実
録

文
政
12
年

⚒
月
22
日

59
水
無
瀬
宮
御

法
楽

内
裏
組
題
20
首
（
⚔
字
題
）

仁
孝
：
春
風
解
氷

飛
鳥
井
中
納
言

雅
久

講
師
：
光
政

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
山
本
や
の
ど
か
に
春
の
風
み
え
て
こ
ほ
り
も
な

み
の
水
無
瀬
河
か
な
」

文
政
12
年

⚒
月
24
日

59
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚒
～
⚔

字
題
）
仁
孝
：
待
花
、

水
郷
花
、
花
錦

民
部
卿

顕
孝

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
待
花
：
二
月
や
時
し
き
ぬ
れ
ど
風
さ
え
て
な
ほ

待
遠
の
花
さ
く
ら
か
な
、
水
郷
花
：
大
井
河
花
の
さ
か
り
に
成
に

け
り
い
ろ
か
に
な
び
く
筏
士
の
そ
で
、
花
錦
：
名
に
し
お
ふ
都
の

春
の
ひ
か
り
か
な
い
づ
く
も
花
の
錦
か
さ
ね
て
」

文
政
12
年

⚒
月
25
日

59
聖
廟
御
法
楽

内
裏
組
題
50
首
（
⚒
～
⚔
字

題
）
仁
孝
：
尋
梅

左
兵
衛
督

俊
明

講
師
：
為
知

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
香
を
し
る
べ
こ
の
袖
垣
に
尋
ね
き
て
え
な
ら
ぬ

梅
の
咲
し
を
ぞ
見
る
」

文
政
12
年

⚒
月
30
日

59
当
座
御
会

仙
洞
組
題
30
首
（
⚒
～
⚓
字

題
）
光
格
：
初
春
鴬

鴬
の
鳴
な
る
声
に
山
陰
の
垣
ね

の
春
の
雪
消
を
も
し
る

左
衛
門
督

光
成

読
師
：
隆
光
朝
臣

有
栖
川
宮
本
「
和
歌
当
座
御
会
始
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇

実
録
）

文
政
12
年

⚓
月
⚗
日

59
当
座
御
会

内
裏
組
題
20
首
（
⚒
字
題
）

仁
孝
：
春
日

左
衛
門
督

為
脩

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
の
ど
か
な
る
や
よ
ひ
の
空
の
け
し
き
か
な
照
す

日
か
げ
も
か
す
み
匂
ひ
て
」

文
政
12
年

⚓
月
16
日

59
内裏

禁
裏
に
御
幸
始

光
格
天
皇
実
録

文
政
12
年

⚓
月
17
日

59
仙洞

昨
夜
、
前
右
大
臣
花
山
院
愛

徳
、
薨
去
。
こ
の
日
よ
り
三
日

間
、
物
音
を
停
む

光
格
天
皇
実
録

文
政
12
年

⚓
月
19
日

59
仙洞

修
学
院
離
宮
へ
の
御
幸
の
た

め
、
三
月
二
十
一
日
よ
り
七
日

間
、
下
御
霊
・
北
野
社
・
愛
宕

長
床
坊
に
御
祈
祷
を
仰
せ
つ
く

光
格
天
皇
実
録

文
政
12
年

⚓
月
20
日

59
内裏

猿
楽
御
覧
の
た
め
禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
12
年

⚓
月
22
日

59
水
無
瀬
宮
御

法
楽
〔
去
月

分
〕

仙
洞
組
題
20
首
（
⚒
字
題
）

光
格
：
春
日

一
夜
明
し
み
つ
の
朝
の
か
す
み

よ
り
よ
に
の
ど
か
な
る
春
の
日

の
か
げ

民
部
卿

雅
久

読
師
：
為
知

有
栖
川
宮
本
「
小
御
所
ニ
於
テ
水
無
瀬
宮
御
法
楽
和
歌
ノ
披
講
ア
リ
、
去
月
分

ナ
リ
」（
光
格
天
皇
実
録
）

文
政
1 2
年

⚓
月
2 5
日

59
聖
廟
御
法
楽

〔
去
月
分
〕

仙
洞
組
題
10
首
（
⚔
字
題
）

光
格
：
霞
添
春
色

は
る
の
色
の
毎
朝
毎
朝
に
見
え

行
は
空
う
ら
ゝ
な
る
霞
み
な
り

け
り

飛
鳥
井
中
納
言

建
房

読
師
：
隆
光
朝
臣

有
栖
川
宮
本
「
小
御
所
ニ
於
テ
聖
廟
御
法
楽
和
歌
ノ
披
講
ア
リ
、
去
月
分
ナ
リ
」

（
光
格
天
皇
実
録
）

年
月
日

年
齢

御
会
名

場
所

歌
題

光
格
天
皇
御
製
お
よ
び
事
項

題
者

奉
行

そ
の
他
の
諸
役

出
典

備
考

文
政
12
年

⚓
月
26
日

59
於
修
学
院
御

当
座

修
学

院
春
日
遊
覧

和
良
ら
に
霞
む
光
に
野
べ
山
べ

み
つ
ゝ
心
も
春
の
日
ぐ
ら
し

雅
光

雅
光

有
栖
川
宮
本
「
修
学
院
離
宮
ニ
御
幸
ア
ラ
セ
ラ
ル
、
先
ヅ
壽
月
観
ニ
於
テ
当
座

和
歌
御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
尋
イ
デ
上
離
宮
ニ
渡
御
、
庭
苑
、
赤
山
邉

ヲ
御
歴
覧
、
林
丘
寺
ニ
入
御
、
下
離
宮
ニ
還
御
ノ
後
、
壽
月
観
ニ

於
テ
管
絃
ノ
御
遊
ヲ
行
ハ
ル
、
筝
ノ
御
所
作
ア
ラ
セ
ラ
ル
」 （
光

格
天
皇
実
録
）

文
政
12
年

⚓
月
26
日

59
於
修
学
院
御

当
座
〔
後

座
〕

修
学

院
組
題
30
首
（
⚒
～
⚓
字

題
）
光
格
：
夕
春
草
、

朝
田
家

夕
春
草
：
か
り
衣
小
草
つ
む

野
ゝ
花
に
き
て
胡
蝶
も
な
る
ゝ

袖
の
夕
露
、
朝
田
家
：
朝
け
ぶ

り
か
す
み
と
ゝ
も
に
立
な
び
く

し
づ
が
門
田
の
春
ぞ
長
閑
き

雅
光

雅
光

有
栖
川
宮
本
「
修
学
院
離
宮
ニ
御
幸
ア
ラ
セ
ラ
ル
、
先
ヅ
壽
月
観
ニ
於
テ
当
座

和
歌
御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
尋
イ
デ
上
離
宮
ニ
渡
御
、
庭
苑
、
赤
山
邉

ヲ
御
歴
覧
、
林
丘
寺
ニ
入
御
、
下
離
宮
ニ
還
御
ノ
後
、
壽
月
観
ニ

於
テ
管
絃
ノ
御
遊
ヲ
行
ハ
ル
、
筝
ノ
御
所
作
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光

格
天
皇
実
録
）

文
政
12
年

⚓
月
27
日

59
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

修
理
権
大
夫
、
実
麗
朝
臣
等
を

召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
12
年

⚓
月
28
日

59
月
次
御
会

内
裏
梨
花
、
杜
若
、
躑
躅

為
全

為
全

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
梨
花
：
春
ふ
か
き
山
路
も
雪
の
の
こ
る
か
と
よ

そ
め
に
見
し
は
な
し
の
咲
か
げ
、
杜
若
：
池
水
に
は
る
を
ふ
か
め

て
さ
く
花
は
こ
き
む
ら
さ
き
の
か
き
つ
ば
た
か
な
、
躑
躅
：
夕
日

影
て
ら
す
を
か
べ
の
い
は
つ
ゝ
じ
今
一
し
ほ
の
花
の
く
れ
な
ゐ
」

文
政
12
年

⚔
月
⚓
日

59
仙洞

新
皇
嘉
門
院
の
七
回
忌
に
よ

り
、
代
参
と
し
て
正
三
位
高
松

公
祐
を
般
舟
三
昧
院
な
ら
び
に

泉
涌
寺
に
遣
わ
し
御
香
奠
を
供

え
し
む

光
格
天
皇
実
録

文
政
12
年

⚔
月
11
日

59
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
12
年

⚔
月
18
日

59
神
影
供

仙
洞
首
夏
新
樹

朝
も
よ
ひ
き
の
ふ
の
は
な
の
雲

は
れ
て
山
は
あ
を
葉
に
お
も
か

げ
り
を
り

左
兵
衛
督

顕
孝

読
師
：
按
察
大
納
言
、

講
師
：
為
知
、
発
声
：

源
三
位

有
栖
川
宮
本
「
柿
本
社
神
影
供
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
12
年

⚔
月
24
日

59
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
首
（
⚕
字
題
）

仁
孝
：
梅
花
琴
上
飛
、

水
辺
唯
避
暑
、
遠
近
香

光
満

雅
光

雅
光

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
梅
花
琴
上
飛
：
琴
の
を
の
し
ら
べ
も
花
の
香
を

や
そ
ふ
む
め
散
か
ゝ
る
軒
の
春
風
、
水
辺
唯
避
暑
：
く
め
ば
猶
夏

も
し
ら
な
み
な
が
れ
出
て
ま
と
ゐ
凉
し
き
庭
の
真
清
水
、
遠
近
雪

光
満
：
の
べ
山
べ
道
行
人
や
た
ど
る
ら
ん
遠
近
わ
か
ぬ
雪
の
ひ
か

り
に
」

文
政
12
年

⚔
月
24
日

59
仙洞

故
徳
川
家
濟
に
贈
太
政
大
臣
の

答
礼
使
と
し
て
刑
部
大
輔
今
川

義
用
・
侍
従
本
荘
宗
発
が
同
伴

し
て
参
院
。
将
軍
徳
川
家
齊
よ

り
の
白
銀
三
百
枚
を
献
上
。
弘

御
所
に
出
御
、
謁
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
12
年

⚔
月
28
日

59
仙洞

内
々
に
仕
舞
囃
子
能
を
御
覧

光
格
天
皇
実
録

文
政
12
年

⚕
月
⚘
日

59
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

武
者
小
路
三
位
、
永
胤
朝
臣
等

を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
12
年

⚕
月
1 5
日

59
当
座
御
会

内
裏
組
題
30
首
（
⚒
～
⚔
字

題
）
仁
孝
：
雪
中
興
遊

左
兵
衛
督

光
成

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
思
ふ
ど
ち
袖
打
か
ざ
し
駒
な
べ
て
ゆ
く
ゆ
く
め

づ
る
雪
の
野
山
路
」

文
政
1 2
年

⚕
月
2 0
日

59
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録
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文
政
12
年

⚑
月
18
日

59
御
会
始

仙
洞
氷
消
雪
残

は
る
を
し
る
い
け
の
こ
ゝ
ろ
よ

消
が
て
の
雪
の
い
は
ね
も
と
く

る
こ
ほ
り
は

左
兵
衛
督

顕
孝

読
師
：
按
察
大
納
言
、

講
師
：
光
政
、
発
声
：

飛
鳥
井
中
納
言

有
栖
川
宮
本

大
宮
御
歌
・
仁
孝
天
皇
御
製
な
し
。
女
房
達
：
大
典
侍
、
新
大
納

言
、
権
中
納
言
、
菖
蒲
小
路
、
常
盤
井
、
勾
当
内
侍
、
命
婦
伊
与
、

命
婦
は
う
き
、
紀
伊
（
巻
末
）。
「
和
歌
御
会
始
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
、

御
製
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実
録
）

文
政
12
年

⚑
月
24
日

59
和
歌
御
会
始

内
裏
浪
澄
鶴
影
浮

春
の
日
の
空
う
ら
ゝ
か
に
ま
ふ

影
も
あ
し
べ
の
田
鶴
も
浮
ぶ
江

の
浪
〔
院
御
製
〕

左
衛
門
督

光
成

読
師
：
民
部
卿
、
講

師
：
重
基
朝
臣
、
発

声
：
源
三
位

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
、
光
格
上
皇
御
製
の
順
に
掲
載
。
仁
孝
天
皇
御
製

「
水
か
ゞ
み
う
つ
る
す
が
た
も
の
ど
け
し
な
春
の
池
べ
の
な
み
の

と
も
づ
る
」（
巻
頭
）。
大
宮
御
歌
な
し
。
女
御
・
女
房
達
：
女
御
、

大
す
け
、
宰
相
典
侍
、
権
す
け
、
新
大
納
言
、
権
中
納
言
、
勾
当

の
な
い
し
、
侍
従
内
侍
、
兵
衛
の
な
い
し
、
命
婦
伊
豫
、
命
婦
伯

耆
、
大
和
（
巻
末
）。

文
政
12
年

⚑
月
26
日

59
当
座
御
会

内
裏
組
題
30
首
（
⚓
字
題
）

光
格
：
朝
見
花

い
ひ
し
ら
ぬ
色
に
も
あ
る
か
朝

露
に
匂
ひ
こ
ぼ
れ
て
咲
る
初
は

な
〔
院
御
製
〕

民
部
卿

雅
光

読
師
：
光
政

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
早
春
水
：
春
き
ぬ
と
氷
な
が
れ
て
浅
み
ど
り
霞

も
に
ほ
ふ
庭
の
や
り
水
」（
巻
頭
）

文
政
12
年

⚒
月
14
日

59
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

男
女
を
召
さ
ず

光
格
天
皇
実
録

文
政
12
年

⚒
月
22
日

59
水
無
瀬
宮
御

法
楽

内
裏
組
題
20
首
（
⚔
字
題
）

仁
孝
：
春
風
解
氷

飛
鳥
井
中
納
言

雅
久

講
師
：
光
政

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
山
本
や
の
ど
か
に
春
の
風
み
え
て
こ
ほ
り
も
な

み
の
水
無
瀬
河
か
な
」

文
政
12
年

⚒
月
24
日

59
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚒
～
⚔

字
題
）
仁
孝
：
待
花
、

水
郷
花
、
花
錦

民
部
卿

顕
孝

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
待
花
：
二
月
や
時
し
き
ぬ
れ
ど
風
さ
え
て
な
ほ

待
遠
の
花
さ
く
ら
か
な
、
水
郷
花
：
大
井
河
花
の
さ
か
り
に
成
に

け
り
い
ろ
か
に
な
び
く
筏
士
の
そ
で
、
花
錦
：
名
に
し
お
ふ
都
の

春
の
ひ
か
り
か
な
い
づ
く
も
花
の
錦
か
さ
ね
て
」

文
政
12
年

⚒
月
25
日

59
聖
廟
御
法
楽

内
裏
組
題
50
首
（
⚒
～
⚔
字

題
）
仁
孝
：
尋
梅

左
兵
衛
督

俊
明

講
師
：
為
知

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
香
を
し
る
べ
こ
の
袖
垣
に
尋
ね
き
て
え
な
ら
ぬ

梅
の
咲
し
を
ぞ
見
る
」

文
政
12
年

⚒
月
30
日

59
当
座
御
会

仙
洞
組
題
30
首
（
⚒
～
⚓
字

題
）
光
格
：
初
春
鴬

鴬
の
鳴
な
る
声
に
山
陰
の
垣
ね

の
春
の
雪
消
を
も
し
る

左
衛
門
督

光
成

読
師
：
隆
光
朝
臣

有
栖
川
宮
本
「
和
歌
当
座
御
会
始
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇

実
録
）

文
政
12
年

⚓
月
⚗
日

59
当
座
御
会

内
裏
組
題
20
首
（
⚒
字
題
）

仁
孝
：
春
日

左
衛
門
督

為
脩

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
の
ど
か
な
る
や
よ
ひ
の
空
の
け
し
き
か
な
照
す

日
か
げ
も
か
す
み
匂
ひ
て
」

文
政
12
年

⚓
月
16
日

59
内裏

禁
裏
に
御
幸
始

光
格
天
皇
実
録

文
政
12
年

⚓
月
17
日

59
仙洞

昨
夜
、
前
右
大
臣
花
山
院
愛

徳
、
薨
去
。
こ
の
日
よ
り
三
日

間
、
物
音
を
停
む

光
格
天
皇
実
録

文
政
12
年

⚓
月
19
日

59
仙洞

修
学
院
離
宮
へ
の
御
幸
の
た

め
、
三
月
二
十
一
日
よ
り
七
日

間
、
下
御
霊
・
北
野
社
・
愛
宕

長
床
坊
に
御
祈
祷
を
仰
せ
つ
く

光
格
天
皇
実
録

文
政
12
年

⚓
月
20
日

59
内裏

猿
楽
御
覧
の
た
め
禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
12
年

⚓
月
22
日

59
水
無
瀬
宮
御

法
楽
〔
去
月

分
〕

仙
洞
組
題
20
首
（
⚒
字
題
）

光
格
：
春
日

一
夜
明
し
み
つ
の
朝
の
か
す
み

よ
り
よ
に
の
ど
か
な
る
春
の
日

の
か
げ

民
部
卿

雅
久

読
師
：
為
知

有
栖
川
宮
本
「
小
御
所
ニ
於
テ
水
無
瀬
宮
御
法
楽
和
歌
ノ
披
講
ア
リ
、
去
月
分

ナ
リ
」（
光
格
天
皇
実
録
）

文
政
1 2
年

⚓
月
2 5
日

59
聖
廟
御
法
楽

〔
去
月
分
〕

仙
洞
組
題
10
首
（
⚔
字
題
）

光
格
：
霞
添
春
色

は
る
の
色
の
毎
朝
毎
朝
に
見
え

行
は
空
う
ら
ゝ
な
る
霞
み
な
り

け
り

飛
鳥
井
中
納
言

建
房

読
師
：
隆
光
朝
臣

有
栖
川
宮
本
「
小
御
所
ニ
於
テ
聖
廟
御
法
楽
和
歌
ノ
披
講
ア
リ
、
去
月
分
ナ
リ
」

（
光
格
天
皇
実
録
）

文
政
12
年

⚓
月
26
日

59
於
修
学
院
御

当
座

修
学

院
春
日
遊
覧

和
良
ら
に
霞
む
光
に
野
べ
山
べ

み
つ
ゝ
心
も
春
の
日
ぐ
ら
し

雅
光

雅
光

有
栖
川
宮
本
「
修
学
院
離
宮
ニ
御
幸
ア
ラ
セ
ラ
ル
、
先
ヅ
壽
月
観
ニ
於
テ
当
座

和
歌
御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
尋
イ
デ
上
離
宮
ニ
渡
御
、
庭
苑
、
赤
山
邉

ヲ
御
歴
覧
、
林
丘
寺
ニ
入
御
、
下
離
宮
ニ
還
御
ノ
後
、
壽
月
観
ニ

於
テ
管
絃
ノ
御
遊
ヲ
行
ハ
ル
、
筝
ノ
御
所
作
ア
ラ
セ
ラ
ル
」 （
光

格
天
皇
実
録
）

文
政
12
年

⚓
月
26
日

59
於
修
学
院
御

当
座
〔
後

座
〕

修
学

院
組
題
30
首
（
⚒
～
⚓
字

題
）
光
格
：
夕
春
草
、

朝
田
家

夕
春
草
：
か
り
衣
小
草
つ
む

野
ゝ
花
に
き
て
胡
蝶
も
な
る
ゝ

袖
の
夕
露
、
朝
田
家
：
朝
け
ぶ

り
か
す
み
と
ゝ
も
に
立
な
び
く

し
づ
が
門
田
の
春
ぞ
長
閑
き

雅
光

雅
光

有
栖
川
宮
本
「
修
学
院
離
宮
ニ
御
幸
ア
ラ
セ
ラ
ル
、
先
ヅ
壽
月
観
ニ
於
テ
当
座

和
歌
御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
尋
イ
デ
上
離
宮
ニ
渡
御
、
庭
苑
、
赤
山
邉

ヲ
御
歴
覧
、
林
丘
寺
ニ
入
御
、
下
離
宮
ニ
還
御
ノ
後
、
壽
月
観
ニ

於
テ
管
絃
ノ
御
遊
ヲ
行
ハ
ル
、
筝
ノ
御
所
作
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光

格
天
皇
実
録
）

文
政
12
年

⚓
月
27
日

59
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

修
理
権
大
夫
、
実
麗
朝
臣
等
を

召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
12
年

⚓
月
28
日

59
月
次
御
会

内
裏
梨
花
、
杜
若
、
躑
躅

為
全

為
全

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
梨
花
：
春
ふ
か
き
山
路
も
雪
の
の
こ
る
か
と
よ

そ
め
に
見
し
は
な
し
の
咲
か
げ
、
杜
若
：
池
水
に
は
る
を
ふ
か
め

て
さ
く
花
は
こ
き
む
ら
さ
き
の
か
き
つ
ば
た
か
な
、
躑
躅
：
夕
日

影
て
ら
す
を
か
べ
の
い
は
つ
ゝ
じ
今
一
し
ほ
の
花
の
く
れ
な
ゐ
」

文
政
12
年

⚔
月
⚓
日

59
仙洞

新
皇
嘉
門
院
の
七
回
忌
に
よ

り
、
代
参
と
し
て
正
三
位
高
松

公
祐
を
般
舟
三
昧
院
な
ら
び
に

泉
涌
寺
に
遣
わ
し
御
香
奠
を
供

え
し
む

光
格
天
皇
実
録

文
政
12
年

⚔
月
11
日

59
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
12
年

⚔
月
18
日

59
神
影
供

仙
洞
首
夏
新
樹

朝
も
よ
ひ
き
の
ふ
の
は
な
の
雲

は
れ
て
山
は
あ
を
葉
に
お
も
か

げ
り
を
り

左
兵
衛
督

顕
孝

読
師
：
按
察
大
納
言
、

講
師
：
為
知
、
発
声
：

源
三
位

有
栖
川
宮
本
「
柿
本
社
神
影
供
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
12
年

⚔
月
24
日

59
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
首
（
⚕
字
題
）

仁
孝
：
梅
花
琴
上
飛
、

水
辺
唯
避
暑
、
遠
近
香

光
満

雅
光

雅
光

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
梅
花
琴
上
飛
：
琴
の
を
の
し
ら
べ
も
花
の
香
を

や
そ
ふ
む
め
散
か
ゝ
る
軒
の
春
風
、
水
辺
唯
避
暑
：
く
め
ば
猶
夏

も
し
ら
な
み
な
が
れ
出
て
ま
と
ゐ
凉
し
き
庭
の
真
清
水
、
遠
近
雪

光
満
：
の
べ
山
べ
道
行
人
や
た
ど
る
ら
ん
遠
近
わ
か
ぬ
雪
の
ひ
か

り
に
」

文
政
12
年

⚔
月
24
日

59
仙洞

故
徳
川
家
濟
に
贈
太
政
大
臣
の

答
礼
使
と
し
て
刑
部
大
輔
今
川

義
用
・
侍
従
本
荘
宗
発
が
同
伴

し
て
参
院
。
将
軍
徳
川
家
齊
よ

り
の
白
銀
三
百
枚
を
献
上
。
弘

御
所
に
出
御
、
謁
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
12
年

⚔
月
28
日

59
仙洞

内
々
に
仕
舞
囃
子
能
を
御
覧

光
格
天
皇
実
録

文
政
12
年

⚕
月
⚘
日

59
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

武
者
小
路
三
位
、
永
胤
朝
臣
等

を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
12
年

⚕
月
1 5
日

59
当
座
御
会

内
裏
組
題
30
首
（
⚒
～
⚔
字

題
）
仁
孝
：
雪
中
興
遊

左
兵
衛
督

光
成

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
思
ふ
ど
ち
袖
打
か
ざ
し
駒
な
べ
て
ゆ
く
ゆ
く
め

づ
る
雪
の
野
山
路
」

文
政
1 2
年

⚕
月
2 0
日

59
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録
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文
政
12
年

⚕
月
24
日

59
月
次
御
会

内
裏
夏
草
、
照
射
、
恋
月

民
部
卿

雅
久

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
夏
草
：
夏
の
野
も
さ
ゆ
り
な
で
し
こ
あ
ぢ
さ
ゐ

に
草
の
に
し
き
の
秋
ば
か
り
か
は
、
照
射
：
お
も
ひ
や
れ
こ
れ
も

よ
わ
た
る
わ
ざ
な
れ
ど
と
も
し
に
鹿
の
さ
わ
ぐ
あ
は
れ
を
、
恋

月
：
さ
や
け
さ
も
わ
が
涙
よ
り
く
も
り
け
り
物
思
ふ
袖
に
を
し
き

月
影
」

文
政
12
年

⚖
月
⚔
日

59
仙洞

壽
山
亭
で
挿
秧
を
御
覧

光
格
天
皇
実
録

文
政
12
年

⚖
月
⚘
日

59
当
座
御
会

内
裏
組
題
20
首
（
⚒
字
題
）

仁
孝
：
瞿
麦

飛
鳥
井
中
納
言

建
房

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
咲
し
よ
り
か
ら
紅
の
か
ら
に
し
き
ま
が
き
よ
そ

ほ
ふ
花
の
と
こ
な
つ
」

文
政
12
年

⚖
月
16
日

59
仙洞

嘉
祥
の
儀
あ
り
、
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
12
年

⚖
月
21
日

59
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

源
三
位
、
実
徳
朝
臣
等
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
12
年

⚖
月
24
日

59
月
次
御
会

内
裏
組
題
50
首
（
⚓
～
⚔
字

題
）
仁
孝
：
簷
夕
顔
、

朝
氷
室
、
瀧
辺
蝉

左
兵
衛
督

為
全

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
簷
夕
顔
：
た
そ
が
れ
に
ほ
の
ぼ
の
軒
を
と
ひ
し

よ
り
ち
ぎ
り
ぞ
か
ゝ
る
花
の
夕
が
ほ
、
朝
氷
室
：
入
が
た
の
月
も

残
り
て
ひ
む
ろ
山
い
と
ゞ
す
ゞ
し
き
谷
の
朝
風
、
瀧
辺
蝉
：
す
ゞ

し
く
も
み
だ
れ
あ
ひ
け
り
松
陰
に
瀧
の
し
ら
い
と
蝉
の
も
ろ
声
」

文
政
12
年

⚖
月
25
日

59
聖
廟
御
法
楽

内
裏
組
題
50
首
（
⚓
字
題
）

仁
孝
：
夏
月
明

左
衛
門
督

顕
孝

講
師
：
隆
光
朝
臣

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
て
る
影
に
猶
す
ゞ
し
さ
は
ま
し
水
の
な
が
れ
く

も
ら
ぬ
夏
の
夜
の
月
」

文
政
12
年

⚖
月
25
日

59
聖
廟
御
法
楽

仙
洞
組
題
50
首
（
⚑
字
題
）

光
格
：
泉

暮
ゆ
け
ば
月
も
う
か
び
て
い
は

清
水
よ
す
が
ら
す
ゞ
し
結
び
明

さ
む

左
衛
門
督

光
成

講
師
：
正
房

有
栖
川
宮
本
「
小
御
所
ニ
於
テ
聖
廟
御
法
楽
和
歌
ノ
披
講
ア
リ
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
12
年

⚖
月
30
日

59
仙洞

六
月
祓
・
茅
輪
の
た
め
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
12
年

⚗
月
⚗
日

59
七
夕
御
会

内
裏
乞
巧
奠

君
が
代
の
久
堅
の
あ
き
の
ほ
し

ま
つ
り
ね
が
ひ
の
糸
の
な
が
き

千
筋
も
〔
院
御
製
〕

飛
鳥
井
中
納
言

建
房

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
、
光
格
上
皇
御
製
の
順
に
掲
載
。
仁
孝
天
皇
御
製

「
秋
い
く
世
な
ほ
つ
き
せ
じ
な
今
日
毎
の
ほ
し
の
ち
ぎ
り
も
に
は

の
手
向
も
」（
巻
頭
）。
大
宮
御
歌
な
し
。
女
御
・
女
房
達
：
女
御
、

大
典
侍
、
宰
相
の
す
け
、
按
察
使
典
侍
、
権
す
け
、
新
大
納
言
、

権
中
納
言
、
勾
当
内
侍
、
侍
従
の
な
い
し
、
兵
衛
内
侍
、
命
婦
い

よ
、
命
婦
伯
耆
、
女
蔵
人
相
模
、
女
く
ら
人
越
後
、
や
ま
と
（
巻

末
）。

文
政
12
年

⚗
月
24
日

59
月
次
御
会

内
裏
槿
、
露
、
筏

民
部
卿

俊
明

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
槿
：
空
の
色
に
す
ゞ
し
く
咲
て
お
く
露
は
ほ
し

の
光
の
花
の
朝
が
ほ
、
露
：
百
草
に
お
き
み
だ
れ
つ
ゝ
し
ら
露
の

わ
が
物
が
ほ
の
野
べ
の
夕
ぐ
れ
、
筏
：
杣
木
つ
み
か
よ
ふ
谷
川
の

瀬
を
は
や
み
せ
か
れ
て
も
猶
下
す
い
か
だ
し
」

文
政
12
年

⚘
月
⚑
日

59
仙洞

八
朔
の
儀
あ
り

光
格
天
皇
実
録

文
政
12
年

⚘
月
⚕
日

59
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

新
中
納
言
、
実
徳
朝
臣
等
を
召

す

光
格
天
皇
実
録

文
政
1 2
年

⚘
月
1 9
日

59
仙洞

後
水
尾
天
皇
の
百
五
十
回
聖
忌

に
よ
り
、
代
参
と
し
て
右
兵
衛

督
藤
谷
為
脩
を
般
舟
三
昧
院
な

ら
び
に
泉
涌
寺
に
遣
わ
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
1 2
年

⚘
月
2 2
日

59
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

年
月
日

年
齢

御
会
名

場
所

歌
題

光
格
天
皇
御
製
お
よ
び
事
項

題
者

奉
行

そ
の
他
の
諸
役

出
典

備
考

文
政
12
年

⚘
月
28
日

59
〔
去
廿
四
日

御
延
引
〕
月

次
御
会

内
裏
組
題
50
首
（
⚓
～
⚔
字

題
）
仁
孝
：
有
曙
月
、

田
上
月
、
寄
月
増
恋

仁
孝
天
皇
は
、
題
の
み
で
御
製

な
し
。

左
衛
門
督

光
成

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

文
政
12
年

⚙
月
⚒
日

59
仙洞

伊
勢
皇
大
神
宮
造
替
正
遷
宮
の

儀
を
行
う
に
あ
た
っ
て
、
常
御

所
南
庭
で
御
拝

光
格
天
皇
実
録

文
政
12
年

⚙
月
⚕
日

59
仙洞

豊
受
大
神
宮
造
替
正
遷
宮
の
儀

を
行
う
に
あ
た
っ
て
、
常
御
所

南
庭
で
御
拝
。
こ
の
夜
、
洞
中

の
御
格
子
を
下
さ
ず

光
格
天
皇
実
録

文
政
12
年

⚙
月
⚙
日

59
重
陽
御
会

内
裏
菊
粧
如
錦

右
兵
衛
督

顕
孝

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
ま
せ
の
中
に
と
ば
り
よ
そ
ひ
て
か
ら
錦
お
り
か

く
る
花
は
菊
の
た
ね
ぬ
き
」。
女
房
達
：
大
典
侍
、
宰
相
の
す
け
、

あ
ぜ
ち
の
典
侍
、
女
御
、
勾
当
内
侍
、
侍
従
内
侍
、
兵
衛
内
侍
、

命
婦
い
よ
、
命
婦
伯
耆
、
女
蔵
人
相
模
、
女
く
ら
人
越
後
（
巻
末
）

文
政
12
年

⚙
月
14
日

59
於
修
学
院
御

当
座

修
学

院
山
水
秋
深

い
ろ
づ
け
る
山
の
木
葉
の
か
げ

す
み
て
池
の
心
も
秋
ふ
か
く
見

ゆ

為
全

為
全

有
栖
川
宮
本
「
修
学
院
離
宮
ニ
御
幸
ア
ラ
セ
ラ
ル
、
先
ズ
壽
月
観
ニ
於
テ
当
座

和
歌
御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
尋
イ
デ
上
離
宮
に
渡
御
、
庭
苑
、
赤
山
邉

ヲ
御
歴
覧
ノ
後
、
林
丘
寺
ニ
入
御
、
下
離
宮
ニ
還
御
、
壽
月
観
ニ

於
テ
管
絃
ノ
御
遊
ヲ
行
ハ
ル
、
筝
ノ
御
所
作
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光

格
天
皇
実
録
）

文
政
12
年

⚙
月
14
日

59
於
修
学
院
御

当
座
〔
後

座
〕

修
学

院
組
題
30
首
（
⚓
～
⚔
字

題
）
光
格
：
野
外
虫
、

月
照
瀧

野
外
虫
：
小
夜
ふ
け
て
何
を
ま

つ
虫
こ
ゝ
ら
な
く
秋
寒
き
露
の

野
べ
の
草
べ
に
、
月
照
瀧
：
音

に
き
ゝ
し
音
羽
の
瀧
の
み
ね
晴

て
か
げ
さ
し
照
す
月
を
み
る
か

な

為
全

為
全

有
栖
川
宮
本
「
修
学
院
離
宮
ニ
御
幸
ア
ラ
セ
ラ
ル
、
先
ズ
壽
月
観
ニ
於
テ
当
座

和
歌
御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
尋
イ
デ
上
離
宮
に
渡
御
、
庭
苑
、
赤
山
邉

ヲ
御
歴
覧
ノ
後
、
林
丘
寺
ニ
入
御
、
下
離
宮
ニ
還
御
、
壽
月
観
ニ

於
テ
管
絃
ノ
御
遊
ヲ
行
ハ
ル
、
筝
ノ
御
所
作
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光

格
天
皇
実
録
）

文
政
12
年

⚙
月
16
日

59
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

刑
部
卿
、
通
修
朝
臣
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
12
年

⚙
月
21
日

59
仙洞

昨
夜
、
大
乗
院
門
跡
隆
範
遷
化

に
よ
り
、
こ
の
日
、
物
音
を
停

む

光
格
天
皇
実
録

文
政
12
年

⚙
月
24
日

59
月
次
御
会

内
裏
擣
衣
、
紅
葉
、
逢
恋

飛
鳥
井
中
納
言

為
脩

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
擣
衣
：
う
つ
た
へ
の
声
も
し
き
り
て
小
夜
ぎ
ぬ

た
聞
に
よ
さ
む
の
あ
は
れ
さ
ぞ
そ
ふ
、
紅
葉
：
薄
く
こ
き
紅
葉
の

に
し
き
た
て
ぬ
き
に
お
り
わ
け
染
る
衣
手
の
も
り
、
逢
恋
：
と
し

月
に
う
ら
ま
じ
も
の
を
こ
よ
ひ
し
も
か
く
う
ち
と
く
る
中
と
し
り

な
ば
」

文
政
12
年

⚙
月
24
日

59
仙洞

小
御
所
に
お
い
て
管
絃
の
御
遊

を
行
う
た
め
出
御
。
筝
の
御
所

作

光
格
天
皇
実
録

文
政
12
年

⚙
月
27
日

59
仙洞

権
中
納
言
飛
鳥
井
雅
光
に
三
部

抄
伝
受
を
相
伝

光
格
天
皇
実
録

文
政
12
年

10
月
⚒
日

59
仙洞

後
桜
町
天
皇
の
十
七
回
聖
忌
に

よ
り
、
十
月
二
日
・
三
日
に
仙

洞
に
お
い
て
懺
法
講
を
行
う

光
格
天
皇
実
録

文
政
1 2
年

10
月
⚗
日

59
当
座
御
会

仙
洞
組
題
30
首
（
⚒
～
⚓
字

題
）
光
格
：
松
上
霞

す
み
の
江
の
波
風
ゆ
ら
ぐ
春
の

日
は
松
の
み
ど
り
も
霞
み
そ
ひ

つ
ゝ

民
部
卿

為
脩

有
栖
川
宮
本
「
和
歌
当
座
御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
1 2
年

10
月
1 3
日

59
和
歌
当
座
御

会
内
裏
組
題
20
首
（
⚓
字
題
）

仁
孝
：
朝
時
雨

飛
鳥
井
中
納
言

為
全

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
朝
日
影
ほ
の
め
く
峰
に
む
ら
雲
の
か
ゝ
る
と
み

れ
ば
時
雨
ふ
る
そ
ら
」

文
政
1 2
年

10
月
1 4
日

59
仙洞

玄
猪
の
儀
あ
り

光
格
天
皇
実
録
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文
政
12
年

⚕
月
24
日

59
月
次
御
会

内
裏
夏
草
、
照
射
、
恋
月

民
部
卿

雅
久

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
夏
草
：
夏
の
野
も
さ
ゆ
り
な
で
し
こ
あ
ぢ
さ
ゐ

に
草
の
に
し
き
の
秋
ば
か
り
か
は
、
照
射
：
お
も
ひ
や
れ
こ
れ
も

よ
わ
た
る
わ
ざ
な
れ
ど
と
も
し
に
鹿
の
さ
わ
ぐ
あ
は
れ
を
、
恋

月
：
さ
や
け
さ
も
わ
が
涙
よ
り
く
も
り
け
り
物
思
ふ
袖
に
を
し
き

月
影
」

文
政
12
年

⚖
月
⚔
日

59
仙洞

壽
山
亭
で
挿
秧
を
御
覧

光
格
天
皇
実
録

文
政
12
年

⚖
月
⚘
日

59
当
座
御
会

内
裏
組
題
20
首
（
⚒
字
題
）

仁
孝
：
瞿
麦

飛
鳥
井
中
納
言

建
房

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
咲
し
よ
り
か
ら
紅
の
か
ら
に
し
き
ま
が
き
よ
そ

ほ
ふ
花
の
と
こ
な
つ
」

文
政
12
年

⚖
月
16
日

59
仙洞

嘉
祥
の
儀
あ
り
、
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
12
年

⚖
月
21
日

59
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

源
三
位
、
実
徳
朝
臣
等
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
12
年

⚖
月
24
日

59
月
次
御
会

内
裏
組
題
50
首
（
⚓
～
⚔
字

題
）
仁
孝
：
簷
夕
顔
、

朝
氷
室
、
瀧
辺
蝉

左
兵
衛
督

為
全

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
簷
夕
顔
：
た
そ
が
れ
に
ほ
の
ぼ
の
軒
を
と
ひ
し

よ
り
ち
ぎ
り
ぞ
か
ゝ
る
花
の
夕
が
ほ
、
朝
氷
室
：
入
が
た
の
月
も

残
り
て
ひ
む
ろ
山
い
と
ゞ
す
ゞ
し
き
谷
の
朝
風
、
瀧
辺
蝉
：
す
ゞ

し
く
も
み
だ
れ
あ
ひ
け
り
松
陰
に
瀧
の
し
ら
い
と
蝉
の
も
ろ
声
」

文
政
12
年

⚖
月
25
日

59
聖
廟
御
法
楽

内
裏
組
題
50
首
（
⚓
字
題
）

仁
孝
：
夏
月
明

左
衛
門
督

顕
孝

講
師
：
隆
光
朝
臣

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
て
る
影
に
猶
す
ゞ
し
さ
は
ま
し
水
の
な
が
れ
く

も
ら
ぬ
夏
の
夜
の
月
」

文
政
12
年

⚖
月
25
日

59
聖
廟
御
法
楽

仙
洞
組
題
50
首
（
⚑
字
題
）

光
格
：
泉

暮
ゆ
け
ば
月
も
う
か
び
て
い
は

清
水
よ
す
が
ら
す
ゞ
し
結
び
明

さ
む

左
衛
門
督

光
成

講
師
：
正
房

有
栖
川
宮
本
「
小
御
所
ニ
於
テ
聖
廟
御
法
楽
和
歌
ノ
披
講
ア
リ
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
12
年

⚖
月
30
日

59
仙洞

六
月
祓
・
茅
輪
の
た
め
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
12
年

⚗
月
⚗
日

59
七
夕
御
会

内
裏
乞
巧
奠

君
が
代
の
久
堅
の
あ
き
の
ほ
し

ま
つ
り
ね
が
ひ
の
糸
の
な
が
き

千
筋
も
〔
院
御
製
〕

飛
鳥
井
中
納
言

建
房

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
、
光
格
上
皇
御
製
の
順
に
掲
載
。
仁
孝
天
皇
御
製

「
秋
い
く
世
な
ほ
つ
き
せ
じ
な
今
日
毎
の
ほ
し
の
ち
ぎ
り
も
に
は

の
手
向
も
」（
巻
頭
）。
大
宮
御
歌
な
し
。
女
御
・
女
房
達
：
女
御
、

大
典
侍
、
宰
相
の
す
け
、
按
察
使
典
侍
、
権
す
け
、
新
大
納
言
、

権
中
納
言
、
勾
当
内
侍
、
侍
従
の
な
い
し
、
兵
衛
内
侍
、
命
婦
い

よ
、
命
婦
伯
耆
、
女
蔵
人
相
模
、
女
く
ら
人
越
後
、
や
ま
と
（
巻

末
）。

文
政
12
年

⚗
月
24
日

59
月
次
御
会

内
裏
槿
、
露
、
筏

民
部
卿

俊
明

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
槿
：
空
の
色
に
す
ゞ
し
く
咲
て
お
く
露
は
ほ
し

の
光
の
花
の
朝
が
ほ
、
露
：
百
草
に
お
き
み
だ
れ
つ
ゝ
し
ら
露
の

わ
が
物
が
ほ
の
野
べ
の
夕
ぐ
れ
、
筏
：
杣
木
つ
み
か
よ
ふ
谷
川
の

瀬
を
は
や
み
せ
か
れ
て
も
猶
下
す
い
か
だ
し
」

文
政
12
年

⚘
月
⚑
日

59
仙洞

八
朔
の
儀
あ
り

光
格
天
皇
実
録

文
政
12
年

⚘
月
⚕
日

59
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

新
中
納
言
、
実
徳
朝
臣
等
を
召

す

光
格
天
皇
実
録

文
政
1 2
年

⚘
月
1 9
日

59
仙洞

後
水
尾
天
皇
の
百
五
十
回
聖
忌

に
よ
り
、
代
参
と
し
て
右
兵
衛

督
藤
谷
為
脩
を
般
舟
三
昧
院
な

ら
び
に
泉
涌
寺
に
遣
わ
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
1 2
年

⚘
月
2 2
日

59
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
12
年

⚘
月
28
日

59
〔
去
廿
四
日

御
延
引
〕
月

次
御
会

内
裏
組
題
50
首
（
⚓
～
⚔
字

題
）
仁
孝
：
有
曙
月
、

田
上
月
、
寄
月
増
恋

仁
孝
天
皇
は
、
題
の
み
で
御
製

な
し
。

左
衛
門
督

光
成

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

文
政
12
年

⚙
月
⚒
日

59
仙洞

伊
勢
皇
大
神
宮
造
替
正
遷
宮
の

儀
を
行
う
に
あ
た
っ
て
、
常
御

所
南
庭
で
御
拝

光
格
天
皇
実
録

文
政
12
年

⚙
月
⚕
日

59
仙洞

豊
受
大
神
宮
造
替
正
遷
宮
の
儀

を
行
う
に
あ
た
っ
て
、
常
御
所

南
庭
で
御
拝
。
こ
の
夜
、
洞
中

の
御
格
子
を
下
さ
ず

光
格
天
皇
実
録

文
政
12
年

⚙
月
⚙
日

59
重
陽
御
会

内
裏
菊
粧
如
錦

右
兵
衛
督

顕
孝

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
ま
せ
の
中
に
と
ば
り
よ
そ
ひ
て
か
ら
錦
お
り
か

く
る
花
は
菊
の
た
ね
ぬ
き
」。
女
房
達
：
大
典
侍
、
宰
相
の
す
け
、

あ
ぜ
ち
の
典
侍
、
女
御
、
勾
当
内
侍
、
侍
従
内
侍
、
兵
衛
内
侍
、

命
婦
い
よ
、
命
婦
伯
耆
、
女
蔵
人
相
模
、
女
く
ら
人
越
後
（
巻
末
）

文
政
12
年

⚙
月
14
日

59
於
修
学
院
御

当
座

修
学

院
山
水
秋
深

い
ろ
づ
け
る
山
の
木
葉
の
か
げ

す
み
て
池
の
心
も
秋
ふ
か
く
見

ゆ

為
全

為
全

有
栖
川
宮
本
「
修
学
院
離
宮
ニ
御
幸
ア
ラ
セ
ラ
ル
、
先
ズ
壽
月
観
ニ
於
テ
当
座

和
歌
御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
尋
イ
デ
上
離
宮
に
渡
御
、
庭
苑
、
赤
山
邉

ヲ
御
歴
覧
ノ
後
、
林
丘
寺
ニ
入
御
、
下
離
宮
ニ
還
御
、
壽
月
観
ニ

於
テ
管
絃
ノ
御
遊
ヲ
行
ハ
ル
、
筝
ノ
御
所
作
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光

格
天
皇
実
録
）

文
政
12
年

⚙
月
14
日

59
於
修
学
院
御

当
座
〔
後

座
〕

修
学

院
組
題
30
首
（
⚓
～
⚔
字

題
）
光
格
：
野
外
虫
、

月
照
瀧

野
外
虫
：
小
夜
ふ
け
て
何
を
ま

つ
虫
こ
ゝ
ら
な
く
秋
寒
き
露
の

野
べ
の
草
べ
に
、
月
照
瀧
：
音

に
き
ゝ
し
音
羽
の
瀧
の
み
ね
晴

て
か
げ
さ
し
照
す
月
を
み
る
か

な

為
全

為
全

有
栖
川
宮
本
「
修
学
院
離
宮
ニ
御
幸
ア
ラ
セ
ラ
ル
、
先
ズ
壽
月
観
ニ
於
テ
当
座

和
歌
御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
尋
イ
デ
上
離
宮
に
渡
御
、
庭
苑
、
赤
山
邉

ヲ
御
歴
覧
ノ
後
、
林
丘
寺
ニ
入
御
、
下
離
宮
ニ
還
御
、
壽
月
観
ニ

於
テ
管
絃
ノ
御
遊
ヲ
行
ハ
ル
、
筝
ノ
御
所
作
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光

格
天
皇
実
録
）

文
政
12
年

⚙
月
16
日

59
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

刑
部
卿
、
通
修
朝
臣
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
12
年

⚙
月
21
日

59
仙洞

昨
夜
、
大
乗
院
門
跡
隆
範
遷
化

に
よ
り
、
こ
の
日
、
物
音
を
停

む

光
格
天
皇
実
録

文
政
12
年

⚙
月
24
日

59
月
次
御
会

内
裏
擣
衣
、
紅
葉
、
逢
恋

飛
鳥
井
中
納
言

為
脩

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
擣
衣
：
う
つ
た
へ
の
声
も
し
き
り
て
小
夜
ぎ
ぬ

た
聞
に
よ
さ
む
の
あ
は
れ
さ
ぞ
そ
ふ
、
紅
葉
：
薄
く
こ
き
紅
葉
の

に
し
き
た
て
ぬ
き
に
お
り
わ
け
染
る
衣
手
の
も
り
、
逢
恋
：
と
し

月
に
う
ら
ま
じ
も
の
を
こ
よ
ひ
し
も
か
く
う
ち
と
く
る
中
と
し
り

な
ば
」

文
政
12
年

⚙
月
24
日

59
仙洞

小
御
所
に
お
い
て
管
絃
の
御
遊

を
行
う
た
め
出
御
。
筝
の
御
所

作

光
格
天
皇
実
録

文
政
12
年

⚙
月
27
日

59
仙洞

権
中
納
言
飛
鳥
井
雅
光
に
三
部

抄
伝
受
を
相
伝

光
格
天
皇
実
録

文
政
12
年

10
月
⚒
日

59
仙洞

後
桜
町
天
皇
の
十
七
回
聖
忌
に

よ
り
、
十
月
二
日
・
三
日
に
仙

洞
に
お
い
て
懺
法
講
を
行
う

光
格
天
皇
実
録

文
政
1 2
年

10
月
⚗
日

59
当
座
御
会

仙
洞
組
題
30
首
（
⚒
～
⚓
字

題
）
光
格
：
松
上
霞

す
み
の
江
の
波
風
ゆ
ら
ぐ
春
の

日
は
松
の
み
ど
り
も
霞
み
そ
ひ

つ
ゝ

民
部
卿

為
脩

有
栖
川
宮
本
「
和
歌
当
座
御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
1 2
年

10
月
1 3
日

59
和
歌
当
座
御

会
内
裏
組
題
20
首
（
⚓
字
題
）

仁
孝
：
朝
時
雨

飛
鳥
井
中
納
言

為
全

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
朝
日
影
ほ
の
め
く
峰
に
む
ら
雲
の
か
ゝ
る
と
み

れ
ば
時
雨
ふ
る
そ
ら
」

文
政
1 2
年

10
月
1 4
日

59
仙洞

玄
猪
の
儀
あ
り

光
格
天
皇
実
録
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文
政
12
年

10
月
17
日

59
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
12
年

10
月
19
日

59
仙洞

小
御
所
に
お
い
て
管
絃
の
御
遊

を
行
う
た
め
出
御
。
琵
琶
の
御

所
作

光
格
天
皇
実
録

文
政
12
年

10
月
20
日

59
仙洞

壽
山
亭
で
穫
稻
を
御
覧

光
格
天
皇
実
録

文
政
12
年

10
月
21
日

59
仙洞

青
蓮
院
宮
尊
実
親
王
が
勅
会
伝

法
灌
頂
を
行
う
の
に
、
御
祝
儀

の
た
め
使
を
遣
わ
し
物
を
賜
う

光
格
天
皇
実
録

文
政
12
年

10
月
24
日

59
月
次
御
会

内
裏
組
題
67
首
（
⚑
～
⚔
字

題
）
仁
孝
：
落
葉
、
不

逢
恋
、
旅

民
部
卿

雅
久

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
落
葉
：
白
妙
の
霜
の
真
砂
を
く
れ
な
ゐ
に
ふ
か

く
も
染
め
て
ち
る
木
葉
か
な
、
不
逢
恋
：
せ
め
て
た
ゞ
か
り
そ
め

に
だ
に
逢
よ
し
の
あ
ら
ば
思
ひ
を
い
ひ
も
は
る
け
む
、
旅
：
旅
衣

ひ
な
の
長
路
に
重
ね
き
て
き
の
ふ
も
け
ふ
も
袖
ぞ
し
ぐ
る
ゝ
」

文
政
12
年

10
月
25
日

59
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
12
年

11
月
24
日

59
月
次
御
会

内
裏
浦
伝
千
鳥
、
夜
寒
重

衾
、
雪
中
眺
望

飛
鳥
井
中
納
言

為
全

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
浦
伝
千
鳥
：
す
ま
あ
か
し
霜
夜
の
月
も
影
さ
ゆ

る
波
路
の
千
ど
り
浦
づ
た
ふ
こ
ゑ
、
夜
寒
重
衾
：
う
づ
み
火
の
ひ

か
り
も
あ
れ
ど
さ
ゆ
る
夜
は
ふ
す
ま
を
い
く
重
か
さ
ね
て
ぞ
ぬ

る
、
雪
中
眺
望
：
こ
す
ま
き
て
外
山
を
寒
み
見
渡
せ
ば
雪
に
あ
さ

日
の
か
げ
ぞ
か
ゞ
や
く
」

文
政
12
年

12
月
⚒
日

59
当
座
御
会

内
裏
組
題
30
首
（
⚓
～
⚔
字

題
）
仁
孝
：
名
所
雪

民
部
卿

顕
孝

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
名
に
た
か
き
あ
た
ご
大
ひ
え
を
し
な
べ
て
た
ゞ

白
妙
の
雪
の
山
々
」

文
政
12
年

12
月
11
日

59
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

権
大
納
言
、
重
徳
朝
臣
等
を
召

す

光
格
天
皇
実
録

文
政
12
年

12
月
13
日

59
仙洞

小
御
所
に
お
い
て
管
絃
の
御
遊

を
行
う
た
め
簾
中
に
出
御
。
筝

の
御
所
作

光
格
天
皇
実
録

文
政
12
年

12
月
22
日

59
仙洞

弘
御
所
前
庭
に
お
い
て
御
髪
上

げ
光
格
天
皇
実
録

文
政
12
年

12
月
24
日

59
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚒
～
⚔

字
題
）
仁
孝
：
河
千
鳥
、

竹
雪
、
歳
暮
松

左
衛
門
督

光
成

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
河
千
鳥
：
さ
ほ
河
や
さ
を
の
し
づ
く
も
氷
る
よ

に
舟
と
ふ
千
ど
り
声
の
寒
け
き
、
竹
雪
：
は
ら
へ
ど
も
あ
と
よ
り

つ
も
る
雪
に
け
さ
下
折
お
も
き
庭
の
な
よ
竹
、
歳
暮
松
：
雪
と
と

も
に
年
も
つ
も
り
の
浦
寒
み
い
そ
べ
に
春
を
松
の
一
し
ほ
」

文
政
13
年

⚑
月
1日

60
仙洞

四
方
拝
を
行
う
が
出
御
せ
ず
。

朝
餉
間
に
出
御
し
御
歯
固
の

事
。
拝
礼
を
行
う
。
常
御
所
に

出
御
し
諸
臣
に
謁
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
13
年

⚑
月
⚒
日

60
仙洞

拝
礼
あ
り
。
小
御
所
に
出
御
し

諸
臣
に
謁
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
1 3
年

⚑
月
⚓
日

60
仙洞

吉
書
御
覧
の
た
め
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
1 3
年

⚑
月
⚔
日

60
内裏

禁
裏
に
御
幸
始

光
格
天
皇
実
録

年
月
日

年
齢

御
会
名

場
所

歌
題

光
格
天
皇
御
製
お
よ
び
事
項

題
者

奉
行

そ
の
他
の
諸
役

出
典

備
考

文
政
13
年

⚑
月
⚗
日

60
仙洞

千
秋
万
歳
・
白
馬
御
覧
の
た
め

出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
13
年

⚑
月
11
日

60
仙洞

夜
、
別
殿
（
呉
服
所
）
に
渡
御
。

武
者
小
路
三
位
、
実
麗
朝
臣
等

を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
13
年

⚑
月
13
日

60
仙洞

諸
礼
の
た
め
弘
御
所
に
出
御
。

次
に
小
御
所
に
渡
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
13
年

⚑
月
14
日

60
仙洞

太
元
帥
法
結
願
・
後
七
日
御
修

法
の
た
め
両
法
阿
闍
梨
、
参

院
。
弘
御
所
に
出
御
し
謁
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
13
年

⚑
月
15
日

60
仙洞

御
吉
書
・
三
毬
打
の
た
め
小
御

所
に
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
13
年

⚑
月
18
日

60
御
会
始

仙
洞
庭
樹
多
佳
趣

む
め
柳
い
ろ
香
そ
ひ
け
り
庭
も

せ
は
こ
ゝ
ら
木
の
め
も
は
る
の

ひ
か
り
に

飛
鳥
井
中
納
言

光
成

読
師
：
甘
露
寺
一
位
、

講
師
：
重
基
朝
臣
、
発

声
：
源
三
位

有
栖
川
宮
本

大
宮
御
歌
な
し
。
仁
孝
天
皇
御
製
な
し
。
女
房
達
：
大
す
け
、
新

大
納
言
、
権
中
納
言
、
菖
蒲
小
路
、
常
盤
井
、
勾
当
内
侍
、
命
婦

は
う
き
、
紀
伊
（
巻
末
）。
「
和
歌
御
会
始
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ

セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実
録
）

文
政
13
年

⚑
月
24
日

60
和
歌
御
会
始

内
裏
松
風
調
琴

松
風
の
か
よ
ふ
を
ご
と
は
ひ
き

な
ら
す
ね
に
お
も
ほ
え
ぬ
し
ら

べ
も
ぞ
そ
ふ
〔
院
御
製
〕

左
兵
衛
督

顕
孝

読
師
：
日
野
前
大
納

言
、
講
師
：
正
房
、
発

声
：
左
衛
門
督

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
、
光
格
上
皇
御
製
の
順
に
掲
載
。
仁
孝
天
皇
御
製

「
の
ど
か
な
る
春
の
し
ら
べ
の
声
た
て
ゝ
こ
と
に
ぞ
か
よ
ふ
軒
の

ま
つ
か
ぜ
」（
巻
頭
）。
大
宮
御
歌
な
し
。
女
房
達
：
大
典
侍
、
宰

相
の
す
け
、
按
察
使
典
侍
、
権
す
け
、
新
大
納
言
、
権
中
納
言
、

勾
当
内
侍
、
侍
従
の
な
い
し
、
兵
衛
内
侍
、
命
婦
は
う
き
、
女
く

ら
人
相
模
、
女
蔵
人
ゑ
ち
ご
（
巻
末
）

文
政
13
年

⚑
月
27
日

60
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
13
年

⚒
月
⚔
日

60
当
座
御
会

内
裏
組
題
30
首
（
⚒
字
題
）

光
格
：
神
社

万
代
と
内
外
の
宮
の
宮
ば
し
ら

か
み
ぢ
の
山
に
た
ち
さ
か
え
ま

す
〔
院
御
製
〕

左
衛
門
督

光
成

講
師
：
隆
光
朝
臣

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
余
寒
：
春
霞
い
ま
き
さ
ら
ぎ
の
比
な
が
ら
ま
た

冴
か
へ
る
朝
か
ぜ
の
空
」（
巻
頭
）

文
政
13
年

⚒
月
19
日

60
当
座
御
会

仙
洞
組
題
30
首
（
⚒
～
⚓
字

題
）
光
格
：
早
春
鴬

毎
朝
毎
朝
と
け
行
こ
ゑ
に
春
き

て
の
ひ
か
ず
し
ら
る
ゝ
園
の
鴬

左
兵
衛
督

顕
孝

読
師
：
光
政

有
栖
川
宮
本
「
和
歌
当
座
御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
13
年

⚒
月
22
日

60
水
無
瀬
宮
御

法
楽

内
裏
組
題
20
首
（
⚓
字
題
）

仁
孝
：
氷
始
解

民
部
卿

建
房

講
師
：
光
政

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
山
本
の
雪
は
き
え
ね
ど
水
無
瀬
河
こ
ほ
り
を
波

に
か
へ
す
は
る
風
」

文
政
13
年

⚒
月
22
日

60
水
無
瀬
宮
御

法
楽

仙
洞
組
題
20
首
（
⚒
字
題
）

光
格
：
山
霞

さ
ほ
姫
の
心
と
け
た
る
春
の
色

に
か
す
み
か
ゝ
ら
ぬ
山
端
も
な

し

左
衛
門
督

顕
孝

読
師
：
隆
光
朝
臣

有
栖
川
宮
本
「
小
御
所
ニ
於
テ
水
無
瀬
宮
御
法
楽
和
歌
ノ
読
上
ア
リ
」（
光
格
天

皇
実
録
）

文
政
13
年

⚒
月
23
日

60
内裏

夜
、
別
殿
（
呉
服
所
）
渡
御
。

修
理
権
大
夫
、
重
徳
朝
臣
等
を

召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
13
年

⚒
月
24
日

60
月
次
御
会

内
裏
組
題
50
首
（
⚑
～
⚒
字

題
）
仁
孝
：
霞
、
紅
葉
、

海

飛
鳥
井
中
納
言

為
全

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
霞
：
春
な
れ
や
風
な
ほ
寒
き
朝
戸
出
も
し
か
す

が
霞
む
山
の
は
の
空
、
紅
葉
：
立
田
姫
い
か
に
染
て
か
か
ら
に
し

き
や
ま
と
に
み
す
る
山
の
紅
葉
ゞ
、
海
：
さ
し
の
ぼ
る
日
影
に
み

れ
ば
わ
た
の
原
か
ぎ
り
も
波
の
は
る
ゝ
朝
な
ぎ
」

文
政
13
年

⚒
月
25
日

60
聖
廟
御
法
楽

内
裏
組
題
50
首
（
⚒
～
⚓
字

題
）
仁
孝
：
子
日

左
衛
門
督

光
成

講
師
：
為
知

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
千
早
振
北
野
ゝ
野
べ
に
子
日
し
て
め
ぐ
み
さ
か

ゆ
る
小
松
を
ぞ
ひ
く
」

文
政
1 3
年

⚒
月
2 5
日

60
聖
廟
御
法
楽

仙
洞
組
題
50
首
（
⚒
～
⚔
字

題
）
光
格
：
梅
花
告
春

消
が
て
の
雪
も
匂
ひ
て
梅
が
香

に
は
る
を
告
た
る
枝
の
は
つ
花

雅
久

雅
久

読
師
：
正
房

有
栖
川
宮
本
「
小
御
所
ニ
於
テ
聖
廟
御
法
楽
和
歌
ノ
読
上
ア
リ
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
1 3
年

⚓
月
⚒
日

60
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録



⚓ 校

光格上皇主催御会和歌年表―文政期編

― ―

【T：】Edianserver/大手前大学/論集/第20号（2019)/盛田 帝子/// ⚓ 校

325

文
政
12
年

10
月
17
日

59
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
12
年

10
月
19
日

59
仙洞

小
御
所
に
お
い
て
管
絃
の
御
遊

を
行
う
た
め
出
御
。
琵
琶
の
御

所
作

光
格
天
皇
実
録

文
政
12
年

10
月
20
日

59
仙洞

壽
山
亭
で
穫
稻
を
御
覧

光
格
天
皇
実
録

文
政
12
年

10
月
21
日

59
仙洞

青
蓮
院
宮
尊
実
親
王
が
勅
会
伝

法
灌
頂
を
行
う
の
に
、
御
祝
儀

の
た
め
使
を
遣
わ
し
物
を
賜
う

光
格
天
皇
実
録

文
政
12
年

10
月
24
日

59
月
次
御
会

内
裏
組
題
67
首
（
⚑
～
⚔
字

題
）
仁
孝
：
落
葉
、
不

逢
恋
、
旅

民
部
卿

雅
久

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
落
葉
：
白
妙
の
霜
の
真
砂
を
く
れ
な
ゐ
に
ふ
か

く
も
染
め
て
ち
る
木
葉
か
な
、
不
逢
恋
：
せ
め
て
た
ゞ
か
り
そ
め

に
だ
に
逢
よ
し
の
あ
ら
ば
思
ひ
を
い
ひ
も
は
る
け
む
、
旅
：
旅
衣

ひ
な
の
長
路
に
重
ね
き
て
き
の
ふ
も
け
ふ
も
袖
ぞ
し
ぐ
る
ゝ
」

文
政
12
年

10
月
25
日

59
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
12
年

11
月
24
日

59
月
次
御
会

内
裏
浦
伝
千
鳥
、
夜
寒
重

衾
、
雪
中
眺
望

飛
鳥
井
中
納
言

為
全

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
浦
伝
千
鳥
：
す
ま
あ
か
し
霜
夜
の
月
も
影
さ
ゆ

る
波
路
の
千
ど
り
浦
づ
た
ふ
こ
ゑ
、
夜
寒
重
衾
：
う
づ
み
火
の
ひ

か
り
も
あ
れ
ど
さ
ゆ
る
夜
は
ふ
す
ま
を
い
く
重
か
さ
ね
て
ぞ
ぬ

る
、
雪
中
眺
望
：
こ
す
ま
き
て
外
山
を
寒
み
見
渡
せ
ば
雪
に
あ
さ

日
の
か
げ
ぞ
か
ゞ
や
く
」

文
政
12
年

12
月
⚒
日

59
当
座
御
会

内
裏
組
題
30
首
（
⚓
～
⚔
字

題
）
仁
孝
：
名
所
雪

民
部
卿

顕
孝

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
名
に
た
か
き
あ
た
ご
大
ひ
え
を
し
な
べ
て
た
ゞ

白
妙
の
雪
の
山
々
」

文
政
12
年

12
月
11
日

59
仙洞

夜
、
別
殿
（
小
御
所
）
に
渡
御
。

権
大
納
言
、
重
徳
朝
臣
等
を
召

す

光
格
天
皇
実
録

文
政
12
年

12
月
13
日

59
仙洞

小
御
所
に
お
い
て
管
絃
の
御
遊

を
行
う
た
め
簾
中
に
出
御
。
筝

の
御
所
作

光
格
天
皇
実
録

文
政
12
年

12
月
22
日

59
仙洞

弘
御
所
前
庭
に
お
い
て
御
髪
上

げ
光
格
天
皇
実
録

文
政
12
年

12
月
24
日

59
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚒
～
⚔

字
題
）
仁
孝
：
河
千
鳥
、

竹
雪
、
歳
暮
松

左
衛
門
督

光
成

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
河
千
鳥
：
さ
ほ
河
や
さ
を
の
し
づ
く
も
氷
る
よ

に
舟
と
ふ
千
ど
り
声
の
寒
け
き
、
竹
雪
：
は
ら
へ
ど
も
あ
と
よ
り

つ
も
る
雪
に
け
さ
下
折
お
も
き
庭
の
な
よ
竹
、
歳
暮
松
：
雪
と
と

も
に
年
も
つ
も
り
の
浦
寒
み
い
そ
べ
に
春
を
松
の
一
し
ほ
」

文
政
13
年

⚑
月
1日

60
仙洞

四
方
拝
を
行
う
が
出
御
せ
ず
。

朝
餉
間
に
出
御
し
御
歯
固
の

事
。
拝
礼
を
行
う
。
常
御
所
に

出
御
し
諸
臣
に
謁
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
13
年

⚑
月
⚒
日

60
仙洞

拝
礼
あ
り
。
小
御
所
に
出
御
し

諸
臣
に
謁
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
1 3
年

⚑
月
⚓
日

60
仙洞

吉
書
御
覧
の
た
め
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
1 3
年

⚑
月
⚔
日

60
内裏

禁
裏
に
御
幸
始

光
格
天
皇
実
録

文
政
13
年

⚑
月
⚗
日

60
仙洞

千
秋
万
歳
・
白
馬
御
覧
の
た
め

出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
13
年

⚑
月
11
日

60
仙洞

夜
、
別
殿
（
呉
服
所
）
に
渡
御
。

武
者
小
路
三
位
、
実
麗
朝
臣
等

を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
13
年

⚑
月
13
日

60
仙洞

諸
礼
の
た
め
弘
御
所
に
出
御
。

次
に
小
御
所
に
渡
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
13
年

⚑
月
14
日

60
仙洞

太
元
帥
法
結
願
・
後
七
日
御
修

法
の
た
め
両
法
阿
闍
梨
、
参

院
。
弘
御
所
に
出
御
し
謁
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
13
年

⚑
月
15
日

60
仙洞

御
吉
書
・
三
毬
打
の
た
め
小
御

所
に
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
13
年

⚑
月
18
日

60
御
会
始

仙
洞
庭
樹
多
佳
趣

む
め
柳
い
ろ
香
そ
ひ
け
り
庭
も

せ
は
こ
ゝ
ら
木
の
め
も
は
る
の

ひ
か
り
に

飛
鳥
井
中
納
言

光
成

読
師
：
甘
露
寺
一
位
、

講
師
：
重
基
朝
臣
、
発

声
：
源
三
位

有
栖
川
宮
本

大
宮
御
歌
な
し
。
仁
孝
天
皇
御
製
な
し
。
女
房
達
：
大
す
け
、
新

大
納
言
、
権
中
納
言
、
菖
蒲
小
路
、
常
盤
井
、
勾
当
内
侍
、
命
婦

は
う
き
、
紀
伊
（
巻
末
）。
「
和
歌
御
会
始
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ

セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実
録
）

文
政
13
年

⚑
月
24
日

60
和
歌
御
会
始

内
裏
松
風
調
琴

松
風
の
か
よ
ふ
を
ご
と
は
ひ
き

な
ら
す
ね
に
お
も
ほ
え
ぬ
し
ら

べ
も
ぞ
そ
ふ
〔
院
御
製
〕

左
兵
衛
督

顕
孝

読
師
：
日
野
前
大
納

言
、
講
師
：
正
房
、
発

声
：
左
衛
門
督

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
、
光
格
上
皇
御
製
の
順
に
掲
載
。
仁
孝
天
皇
御
製

「
の
ど
か
な
る
春
の
し
ら
べ
の
声
た
て
ゝ
こ
と
に
ぞ
か
よ
ふ
軒
の

ま
つ
か
ぜ
」（
巻
頭
）。
大
宮
御
歌
な
し
。
女
房
達
：
大
典
侍
、
宰

相
の
す
け
、
按
察
使
典
侍
、
権
す
け
、
新
大
納
言
、
権
中
納
言
、

勾
当
内
侍
、
侍
従
の
な
い
し
、
兵
衛
内
侍
、
命
婦
は
う
き
、
女
く

ら
人
相
模
、
女
蔵
人
ゑ
ち
ご
（
巻
末
）

文
政
13
年

⚑
月
27
日

60
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
13
年

⚒
月
⚔
日

60
当
座
御
会

内
裏
組
題
30
首
（
⚒
字
題
）

光
格
：
神
社

万
代
と
内
外
の
宮
の
宮
ば
し
ら

か
み
ぢ
の
山
に
た
ち
さ
か
え
ま

す
〔
院
御
製
〕

左
衛
門
督

光
成

講
師
：
隆
光
朝
臣

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
余
寒
：
春
霞
い
ま
き
さ
ら
ぎ
の
比
な
が
ら
ま
た

冴
か
へ
る
朝
か
ぜ
の
空
」（
巻
頭
）

文
政
13
年

⚒
月
19
日

60
当
座
御
会

仙
洞
組
題
30
首
（
⚒
～
⚓
字

題
）
光
格
：
早
春
鴬

毎
朝
毎
朝
と
け
行
こ
ゑ
に
春
き

て
の
ひ
か
ず
し
ら
る
ゝ
園
の
鴬

左
兵
衛
督

顕
孝

読
師
：
光
政

有
栖
川
宮
本
「
和
歌
当
座
御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
13
年

⚒
月
22
日

60
水
無
瀬
宮
御

法
楽

内
裏
組
題
20
首
（
⚓
字
題
）

仁
孝
：
氷
始
解

民
部
卿

建
房

講
師
：
光
政

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
山
本
の
雪
は
き
え
ね
ど
水
無
瀬
河
こ
ほ
り
を
波

に
か
へ
す
は
る
風
」

文
政
13
年

⚒
月
22
日

60
水
無
瀬
宮
御

法
楽

仙
洞
組
題
20
首
（
⚒
字
題
）

光
格
：
山
霞

さ
ほ
姫
の
心
と
け
た
る
春
の
色

に
か
す
み
か
ゝ
ら
ぬ
山
端
も
な

し

左
衛
門
督

顕
孝

読
師
：
隆
光
朝
臣

有
栖
川
宮
本
「
小
御
所
ニ
於
テ
水
無
瀬
宮
御
法
楽
和
歌
ノ
読
上
ア
リ
」（
光
格
天

皇
実
録
）

文
政
13
年

⚒
月
23
日

60
内裏

夜
、
別
殿
（
呉
服
所
）
渡
御
。

修
理
権
大
夫
、
重
徳
朝
臣
等
を

召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
13
年

⚒
月
24
日

60
月
次
御
会

内
裏
組
題
50
首
（
⚑
～
⚒
字

題
）
仁
孝
：
霞
、
紅
葉
、

海

飛
鳥
井
中
納
言

為
全

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
霞
：
春
な
れ
や
風
な
ほ
寒
き
朝
戸
出
も
し
か
す

が
霞
む
山
の
は
の
空
、
紅
葉
：
立
田
姫
い
か
に
染
て
か
か
ら
に
し

き
や
ま
と
に
み
す
る
山
の
紅
葉
ゞ
、
海
：
さ
し
の
ぼ
る
日
影
に
み

れ
ば
わ
た
の
原
か
ぎ
り
も
波
の
は
る
ゝ
朝
な
ぎ
」

文
政
13
年

⚒
月
25
日

60
聖
廟
御
法
楽

内
裏
組
題
50
首
（
⚒
～
⚓
字

題
）
仁
孝
：
子
日

左
衛
門
督

光
成

講
師
：
為
知

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
千
早
振
北
野
ゝ
野
べ
に
子
日
し
て
め
ぐ
み
さ
か

ゆ
る
小
松
を
ぞ
ひ
く
」

文
政
1 3
年

⚒
月
2 5
日

60
聖
廟
御
法
楽

仙
洞
組
題
50
首
（
⚒
～
⚔
字

題
）
光
格
：
梅
花
告
春

消
が
て
の
雪
も
匂
ひ
て
梅
が
香

に
は
る
を
告
た
る
枝
の
は
つ
花

雅
久

雅
久

読
師
：
正
房

有
栖
川
宮
本
「
小
御
所
ニ
於
テ
聖
廟
御
法
楽
和
歌
ノ
読
上
ア
リ
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
1 3
年

⚓
月
⚒
日

60
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録
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文
政
13
年

⚓
月
⚗
日

60
当
座
御
会

内
裏
組
題
20
首
（
⚓
字
題
）

仁
孝
：
春
夕
月
（
有
栖

川
宮
本
で
は
題
は
「
春

草
滋
」）

雅
久

雅
久

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
ひ
ば
り
鳴
春
の
野
は
ら
を
見
わ
た
せ
ば
花
の
小

草
の
錦
か
す
め
り
」

文
政
13
年

⚓
月
18
日

60
神
影
供

内
裏
花
間
春
月

春
の
夜
の
木
間
も
る
つ
き
の
影

は
花
は
な
は
か
げ
に
ぞ
か
す
み

あ
ひ
ぬ
る

飛
鳥
井
中
納
言

雅
久

読
師
：
鷲
尾
前
大
納

言
、
講
師
：
為
知
、
発

声
：
左
京
大
夫

有
栖
川
宮
本
「
柿
本
社
神
影
供
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
13
年

⚓
月
24
日

60
月
次
御
会

内
裏
花
霞
、
田
蛙
、
風
帆

民
部
卿

雅
久

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
花
霞
：
立
こ
め
し
か
す
み
が
く
れ
は
ひ
と
し
ほ

に
猶
し
の
ば
る
ゝ
花
の
お
も
か
げ
、
田
蛙
：
し
づ
の
み
か
苗
代
み

づ
は
わ
れ
も
も
る
と
蛙
の
声
の
す
だ
く
小
山
田
、
風
帆
：
ま
ほ
に

み
え
か
た
ほ
に
み
え
て
浦
波
に
こ
ぎ
つ
る
舟
や
か
ぜ
の
ま
に
ま

に
」

文
政
13
年

⚓
月
28
日

60
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
13
年

後
⚓
月
⚔

日

60
仙洞

夜
、
別
殿
（
呉
服
所
）
渡
御
。

東
久
世
三
位
、
有
容
朝
臣
等
を

召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
13
年

後
⚓
月
⚕

日

60
仙洞

宇
多
天
皇
の
九
百
回
聖
忌
に
よ

り
、
仁
和
寺
金
堂
に
お
い
て
曼

陀
羅
供
養
を
修
す
。
御
誦
経
使

と
し
て
院
別
当
高
松
保
右
を
遣

わ
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
13
年

後
⚓
月
⚗

日

60
当
座
御
会

内
裏
組
題
30
首
（
か
な
題
）

仁
孝
：
み
ぬ
人
こ
ふ
る

民
部
卿

俊
明

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
そ
れ
と
の
み
き
ゝ
し
思
ひ
に
い
く
月
日
み
ぬ
人

こ
ふ
る
恋
ぞ
よ
し
な
き
」

文
政
13
年

後
⚓
月
16

日

60
於
修
学
院
御

当
座

修
学

院
春
日
遅
々

斧
の
柄
の
山
路
お
も
ひ
し
春
の

日
を
け
ふ
の
遊
び
に
む
べ
と
し

る
し
も

雅
久

雅
久

有
栖
川
宮
本
「
修
学
院
離
宮
ニ
御
幸
ア
ラ
セ
ラ
ル
、
先
ズ
壽
月
観
ニ
於
テ
和
歌

御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
尋
イ
デ
上
離
宮
ニ
渡
御
、
庭
苑
、
赤
山
邉
ヲ
御

遊
覧
、
隣
雲
亭
ニ
少
時
御
休
憩
、
後
、
音
羽
瀧
ヲ
御
覧
ア
ラ
セ
ラ

レ
、
林
丘
寺
ニ
臨
御
、
次
ニ
隣
雲
亭
ニ
還
御
ノ
後
、
諸
臣
ト
笛
ノ

合
奏
ア
ラ
セ
ラ
ル
、
戌
終
剋
、
下
離
宮
ニ
還
御
、
壽
月
観
ニ
於
テ

管
絃
ノ
御
遊
ヲ
行
ハ
ル
、
笛
、
鞨
鼓
、
琵
琶
ノ
御
所
作
ア
ラ
セ
ラ

ル
」（
光
格
天
皇
実
録
）

文
政
13
年

後
⚓
月
16

日

60
於
修
学
院
御

当
座
〔
後

座
〕

修
学

院
組
題
⚖
首
（
⚓
～
⚔
字

題
）
光
格
：
潤
月
見
花

い
は
ね
ふ
み
瀧
波
と
め
て
山
ざ

く
ら
く
は
ゝ
る
春
の
か
ひ
に
見

る
か
な

雅
久

雅
久

有
栖
川
宮
本
「
修
学
院
離
宮
ニ
御
幸
ア
ラ
セ
ラ
ル
、
先
ズ
壽
月
観
ニ
於
テ
和
歌

御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
尋
イ
デ
上
離
宮
ニ
渡
御
、
庭
苑
、
赤
山
邉
ヲ
御

遊
覧
、
隣
雲
亭
ニ
少
時
御
休
憩
、
後
、
音
羽
瀧
ヲ
御
覧
ア
ラ
セ
ラ

レ
、
林
丘
寺
ニ
臨
御
、
次
ニ
隣
雲
亭
ニ
還
御
ノ
後
、
諸
臣
ト
笛
ノ

合
奏
ア
ラ
セ
ラ
ル
、
戌
終
剋
、
下
離
宮
ニ
還
御
、
壽
月
観
ニ
於
テ

管
絃
ノ
御
遊
ヲ
行
ハ
ル
、
笛
、
鞨
鼓
、
琵
琶
ノ
御
所
作
ア
ラ
セ
ラ

ル
」（
光
格
天
皇
実
録
）

文
政
13
年

後
⚓
月
24

日

60
月
次
御
会

内
裏
組
題
⚕
首
（
⚑
字
題
）

仁
孝
：
夏
、
秋
、
恋

左
兵
衛
督

為
全

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
夏
：
ほ
と
ゝ
ぎ
す
声
を
も
洩
せ
夕
月
に
光
を
か

は
す
庭
の
卯
花
、
秋
：
露
か
ゝ
る
荻
の
上
風
そ
よ
ぐ
音
の
あ
き
を

し
れ
ば
や
き
な
く
初
雁
、
恋
：
こ
が
れ
つ
ゝ
つ
れ
な
き
恋
を
す
る

が
な
る
ふ
じ
の
煙
も
む
ね
の
け
ぶ
り
と
」

文
政
1 3
年

後
⚓
月
24

日

60
内裏

舞
楽
御
覧
の
た
め
禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

年
月
日

年
齢

御
会
名

場
所

歌
題

光
格
天
皇
御
製
お
よ
び
事
項

題
者

奉
行

そ
の
他
の
諸
役

出
典

備
考

文
政
13
年

後
⚓
月
28

日

60
仙洞

去
る
二
十
日
、
伊
勢
内
宮
別
宮

荒
祭
宮
以
下
炎
上
の
事
、
奏

聞
。
よ
っ
て
、
こ
の
日
よ
り
五

日
間
、
物
音
を
停
む

光
格
天
皇
実
録

文
政
13
年

⚔
月
17
日

60
仙洞

夜
、
別
殿
（
呉
服
所
）
渡
御
。

東
久
世
三
位
、
有
容
朝
臣
等
を

召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
13
年

⚔
月
24
日

60
月
次
御
会

内
裏
新
樹
露
、
郭
公
待
五

月
、
遇
不
逢
恋

雅
光

雅
光

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
新
樹
露
：
わ
か
み
ど
り
し
げ
る
わ
か
葉
の
き
ゞ

の
枝
に
む
す
び
て
す
ゞ
し
露
の
し
ら
玉
、
郭
公
待
五
月
：
か
た
ら

ふ
は
五
月
の
空
と
思
ふ
に
も
猶
ま
た
れ
つ
る
山
ほ
と
ゝ
ぎ
す
、
遇

不
逢
恋
：
あ
は
ぬ
ま
の
つ
ら
さ
う
ら
み
し
そ
れ
さ
へ
も
今
は
う
き

身
に
し
た
は
れ
ぞ
す
る
」

文
政
13
年

⚔
月
27
日

60
当
座
御
会

内
裏
組
題
10
首
（
⚓
字
題
）

仁
孝
：
卯
花
盛

飛
鳥
井
中
納
言

為
脩

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
青
葉
さ
へ
み
え
ぬ
ば
か
り
に
咲
み
ち
て
た
ゞ
白

妙
の
卯
花
の
か
げ
」

文
政
13
年

⚕
月
18
日

60
仙洞

壽
山
亭
で
挿
秧
を
御
覧

光
格
天
皇
実
録

文
政
13
年

⚕
月
24
日

60
月
次
御
会

内
裏
組
題
21
首
（
⚓
～
⚕
字

題
）
仁
孝
：
郭
公
数
声
、

海
郭
公
、
郭
公
稀

左
衛
門
督

為
脩

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
郭
公
数
声
：
雨
に
な
き
月
に
か
た
ら
ふ
ほ
と
ゝ

ぎ
す
お
の
が
時
ぞ
と
声
し
き
る
な
り
、
海
郭
公
：
ほ
と
ゝ
ぎ
す
な

れ
も
影
を
や
め
で
ゝ
鳴
月
の
あ
か
し
の
波
の
よ
る
よ
る
、
郭
公

稀
：
郭
公
こ
ろ
す
ぎ
ぬ
と
や
さ
み
だ
れ
の
は
れ
行
ま
ゝ
に
遠
ざ
か

る
声
」

文
政
13
年

⚕
月
28
日

60
仙洞

皇
女
倫
宮
、
薨
去
。
こ
の
日
よ

り
三
日
間
、
物
音
を
停
む

光
格
天
皇
実
録

文
政
13
年

⚖
月
⚒
日

60
仙洞

夜
、
別
殿
（
呉
服
所
）
に
渡
御
。

大
蔵
卿
、
公
恪
朝
臣
等
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
13
年

⚖
月
16
日

60
仙洞

嘉
祥
の
儀
あ
り
、
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
13
年

⚖
月
24
日

60
月
次
御
会

内
裏
夏
夜
月
庭
、
瀧
上
蝉
、

羇
旅

左
兵
衛
督

俊
明

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
夏
夜
月
庭
：
月
影
の
く
ま
な
く
て
ら
す
よ
も
す

が
ら
凉
し
さ
あ
か
ぬ
庭
の
ま
さ
ご
ぢ
、
瀧
上
蝉
：
あ
ひ
に
あ
ひ
て

凉
し
か
り
け
り
い
は
が
ね
の
瀧
の
ひ
ゞ
き
に
せ
み
の
も
ろ
ご
ゑ
、

羇
旅
：
旅
衣
き
の
ふ
は
山
路
け
ふ
は
野
ぢ
明
日
は
舟
路
と
た
ち
か

は
り
行
」

文
政
13
年

⚖
月
25
日

60
聖
廟
御
法
楽

内
裏
組
題
10
首
（
⚓
字
題
）

仁
孝
：
瞿
麦
露

飛
鳥
井
中
納
言

顕
孝

講
師
：
正
房

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
い
ろ
い
ろ
に
し
け
る
錦
の
床
夏
を
今
一
し
ほ
と

露
や
む
す
べ
る
」

文
政
13
年

⚖
月
25
日

60
聖
廟
御
法
楽

仙
洞
組
題
50
首
（
⚒
～
⚔
字

題
）
光
格
：
嶺
松

生
そ
め
し
昔
や
い
く
世
幾
千
年

し
ら
雲
か
ゝ
る
嶺
の
松
が
枝

民
部
卿

為
全

講
師
：
為
和

有
栖
川
宮
本
「
小
御
所
ニ
於
テ
聖
廟
御
法
楽
和
歌
ノ
読
上
ア
リ
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
13
年

⚖
月
29
日

60
仙洞

六
月
祓
・
茅
輪
の
た
め
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
13
年

⚗
月
⚒
日

60
仙洞

強
震
あ
り
。
院
中
鳴
動
し
、
常

御
所
東
庭
に
御
座
を
設
け
渡
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
13
年

⚗
月
⚔
日

60
仙洞

時
々
地
震
。
常
御
所
御
修
復
に

よ
り
、
こ
の
日
よ
り
小
御
所
に

渡
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
1 3
年

⚗
月
1 3
日

60
仙洞

四
五
度
、
地
震
。
夜
、
別
殿
に

渡
御
。
男
方
、
召
さ
ず

光
格
天
皇
実
録



⚓ 校

光格上皇主催御会和歌年表―文政期編

― ―

【T：】Edianserver/大手前大学/論集/第20号（2019)/盛田 帝子/// ⚓ 校

327

文
政
13
年

⚓
月
⚗
日

60
当
座
御
会

内
裏
組
題
20
首
（
⚓
字
題
）

仁
孝
：
春
夕
月
（
有
栖

川
宮
本
で
は
題
は
「
春

草
滋
」）

雅
久

雅
久

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
ひ
ば
り
鳴
春
の
野
は
ら
を
見
わ
た
せ
ば
花
の
小

草
の
錦
か
す
め
り
」

文
政
13
年

⚓
月
18
日

60
神
影
供

内
裏
花
間
春
月

春
の
夜
の
木
間
も
る
つ
き
の
影

は
花
は
な
は
か
げ
に
ぞ
か
す
み

あ
ひ
ぬ
る

飛
鳥
井
中
納
言

雅
久

読
師
：
鷲
尾
前
大
納

言
、
講
師
：
為
知
、
発

声
：
左
京
大
夫

有
栖
川
宮
本
「
柿
本
社
神
影
供
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
13
年

⚓
月
24
日

60
月
次
御
会

内
裏
花
霞
、
田
蛙
、
風
帆

民
部
卿

雅
久

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
花
霞
：
立
こ
め
し
か
す
み
が
く
れ
は
ひ
と
し
ほ

に
猶
し
の
ば
る
ゝ
花
の
お
も
か
げ
、
田
蛙
：
し
づ
の
み
か
苗
代
み

づ
は
わ
れ
も
も
る
と
蛙
の
声
の
す
だ
く
小
山
田
、
風
帆
：
ま
ほ
に

み
え
か
た
ほ
に
み
え
て
浦
波
に
こ
ぎ
つ
る
舟
や
か
ぜ
の
ま
に
ま

に
」

文
政
13
年

⚓
月
28
日

60
内裏

禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
13
年

後
⚓
月
⚔

日

60
仙洞

夜
、
別
殿
（
呉
服
所
）
渡
御
。

東
久
世
三
位
、
有
容
朝
臣
等
を

召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
13
年

後
⚓
月
⚕

日

60
仙洞

宇
多
天
皇
の
九
百
回
聖
忌
に
よ

り
、
仁
和
寺
金
堂
に
お
い
て
曼

陀
羅
供
養
を
修
す
。
御
誦
経
使

と
し
て
院
別
当
高
松
保
右
を
遣

わ
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
13
年

後
⚓
月
⚗

日

60
当
座
御
会

内
裏
組
題
30
首
（
か
な
題
）

仁
孝
：
み
ぬ
人
こ
ふ
る

民
部
卿

俊
明

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
そ
れ
と
の
み
き
ゝ
し
思
ひ
に
い
く
月
日
み
ぬ
人

こ
ふ
る
恋
ぞ
よ
し
な
き
」

文
政
13
年

後
⚓
月
16

日

60
於
修
学
院
御

当
座

修
学

院
春
日
遅
々

斧
の
柄
の
山
路
お
も
ひ
し
春
の

日
を
け
ふ
の
遊
び
に
む
べ
と
し

る
し
も

雅
久

雅
久

有
栖
川
宮
本
「
修
学
院
離
宮
ニ
御
幸
ア
ラ
セ
ラ
ル
、
先
ズ
壽
月
観
ニ
於
テ
和
歌

御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
尋
イ
デ
上
離
宮
ニ
渡
御
、
庭
苑
、
赤
山
邉
ヲ
御

遊
覧
、
隣
雲
亭
ニ
少
時
御
休
憩
、
後
、
音
羽
瀧
ヲ
御
覧
ア
ラ
セ
ラ

レ
、
林
丘
寺
ニ
臨
御
、
次
ニ
隣
雲
亭
ニ
還
御
ノ
後
、
諸
臣
ト
笛
ノ

合
奏
ア
ラ
セ
ラ
ル
、
戌
終
剋
、
下
離
宮
ニ
還
御
、
壽
月
観
ニ
於
テ

管
絃
ノ
御
遊
ヲ
行
ハ
ル
、
笛
、
鞨
鼓
、
琵
琶
ノ
御
所
作
ア
ラ
セ
ラ

ル
」（
光
格
天
皇
実
録
）

文
政
13
年

後
⚓
月
16

日

60
於
修
学
院
御

当
座
〔
後

座
〕

修
学

院
組
題
⚖
首
（
⚓
～
⚔
字

題
）
光
格
：
潤
月
見
花

い
は
ね
ふ
み
瀧
波
と
め
て
山
ざ

く
ら
く
は
ゝ
る
春
の
か
ひ
に
見

る
か
な

雅
久

雅
久

有
栖
川
宮
本
「
修
学
院
離
宮
ニ
御
幸
ア
ラ
セ
ラ
ル
、
先
ズ
壽
月
観
ニ
於
テ
和
歌

御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
尋
イ
デ
上
離
宮
ニ
渡
御
、
庭
苑
、
赤
山
邉
ヲ
御

遊
覧
、
隣
雲
亭
ニ
少
時
御
休
憩
、
後
、
音
羽
瀧
ヲ
御
覧
ア
ラ
セ
ラ

レ
、
林
丘
寺
ニ
臨
御
、
次
ニ
隣
雲
亭
ニ
還
御
ノ
後
、
諸
臣
ト
笛
ノ

合
奏
ア
ラ
セ
ラ
ル
、
戌
終
剋
、
下
離
宮
ニ
還
御
、
壽
月
観
ニ
於
テ

管
絃
ノ
御
遊
ヲ
行
ハ
ル
、
笛
、
鞨
鼓
、
琵
琶
ノ
御
所
作
ア
ラ
セ
ラ

ル
」（
光
格
天
皇
実
録
）

文
政
13
年

後
⚓
月
24

日

60
月
次
御
会

内
裏
組
題
⚕
首
（
⚑
字
題
）

仁
孝
：
夏
、
秋
、
恋

左
兵
衛
督

為
全

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
夏
：
ほ
と
ゝ
ぎ
す
声
を
も
洩
せ
夕
月
に
光
を
か

は
す
庭
の
卯
花
、
秋
：
露
か
ゝ
る
荻
の
上
風
そ
よ
ぐ
音
の
あ
き
を

し
れ
ば
や
き
な
く
初
雁
、
恋
：
こ
が
れ
つ
ゝ
つ
れ
な
き
恋
を
す
る

が
な
る
ふ
じ
の
煙
も
む
ね
の
け
ぶ
り
と
」

文
政
1 3
年

後
⚓
月
24

日

60
内裏

舞
楽
御
覧
の
た
め
禁
裏
に
御
幸

光
格
天
皇
実
録

文
政
13
年

後
⚓
月
28

日

60
仙洞

去
る
二
十
日
、
伊
勢
内
宮
別
宮

荒
祭
宮
以
下
炎
上
の
事
、
奏

聞
。
よ
っ
て
、
こ
の
日
よ
り
五

日
間
、
物
音
を
停
む

光
格
天
皇
実
録

文
政
13
年

⚔
月
17
日

60
仙洞

夜
、
別
殿
（
呉
服
所
）
渡
御
。

東
久
世
三
位
、
有
容
朝
臣
等
を

召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
13
年

⚔
月
24
日

60
月
次
御
会

内
裏
新
樹
露
、
郭
公
待
五

月
、
遇
不
逢
恋

雅
光

雅
光

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
新
樹
露
：
わ
か
み
ど
り
し
げ
る
わ
か
葉
の
き
ゞ

の
枝
に
む
す
び
て
す
ゞ
し
露
の
し
ら
玉
、
郭
公
待
五
月
：
か
た
ら

ふ
は
五
月
の
空
と
思
ふ
に
も
猶
ま
た
れ
つ
る
山
ほ
と
ゝ
ぎ
す
、
遇

不
逢
恋
：
あ
は
ぬ
ま
の
つ
ら
さ
う
ら
み
し
そ
れ
さ
へ
も
今
は
う
き

身
に
し
た
は
れ
ぞ
す
る
」

文
政
13
年

⚔
月
27
日

60
当
座
御
会

内
裏
組
題
10
首
（
⚓
字
題
）

仁
孝
：
卯
花
盛

飛
鳥
井
中
納
言

為
脩

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
青
葉
さ
へ
み
え
ぬ
ば
か
り
に
咲
み
ち
て
た
ゞ
白

妙
の
卯
花
の
か
げ
」

文
政
13
年

⚕
月
18
日

60
仙洞

壽
山
亭
で
挿
秧
を
御
覧

光
格
天
皇
実
録

文
政
13
年

⚕
月
24
日

60
月
次
御
会

内
裏
組
題
21
首
（
⚓
～
⚕
字

題
）
仁
孝
：
郭
公
数
声
、

海
郭
公
、
郭
公
稀

左
衛
門
督

為
脩

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
郭
公
数
声
：
雨
に
な
き
月
に
か
た
ら
ふ
ほ
と
ゝ

ぎ
す
お
の
が
時
ぞ
と
声
し
き
る
な
り
、
海
郭
公
：
ほ
と
ゝ
ぎ
す
な

れ
も
影
を
や
め
で
ゝ
鳴
月
の
あ
か
し
の
波
の
よ
る
よ
る
、
郭
公

稀
：
郭
公
こ
ろ
す
ぎ
ぬ
と
や
さ
み
だ
れ
の
は
れ
行
ま
ゝ
に
遠
ざ
か

る
声
」

文
政
13
年

⚕
月
28
日

60
仙洞

皇
女
倫
宮
、
薨
去
。
こ
の
日
よ

り
三
日
間
、
物
音
を
停
む

光
格
天
皇
実
録

文
政
13
年

⚖
月
⚒
日

60
仙洞

夜
、
別
殿
（
呉
服
所
）
に
渡
御
。

大
蔵
卿
、
公
恪
朝
臣
等
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
13
年

⚖
月
16
日

60
仙洞

嘉
祥
の
儀
あ
り
、
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
13
年

⚖
月
24
日

60
月
次
御
会

内
裏
夏
夜
月
庭
、
瀧
上
蝉
、

羇
旅

左
兵
衛
督

俊
明

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
夏
夜
月
庭
：
月
影
の
く
ま
な
く
て
ら
す
よ
も
す

が
ら
凉
し
さ
あ
か
ぬ
庭
の
ま
さ
ご
ぢ
、
瀧
上
蝉
：
あ
ひ
に
あ
ひ
て

凉
し
か
り
け
り
い
は
が
ね
の
瀧
の
ひ
ゞ
き
に
せ
み
の
も
ろ
ご
ゑ
、

羇
旅
：
旅
衣
き
の
ふ
は
山
路
け
ふ
は
野
ぢ
明
日
は
舟
路
と
た
ち
か

は
り
行
」

文
政
13
年

⚖
月
25
日

60
聖
廟
御
法
楽

内
裏
組
題
10
首
（
⚓
字
題
）

仁
孝
：
瞿
麦
露

飛
鳥
井
中
納
言

顕
孝

講
師
：
正
房

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
い
ろ
い
ろ
に
し
け
る
錦
の
床
夏
を
今
一
し
ほ
と

露
や
む
す
べ
る
」

文
政
13
年

⚖
月
25
日

60
聖
廟
御
法
楽

仙
洞
組
題
50
首
（
⚒
～
⚔
字

題
）
光
格
：
嶺
松

生
そ
め
し
昔
や
い
く
世
幾
千
年

し
ら
雲
か
ゝ
る
嶺
の
松
が
枝

民
部
卿

為
全

講
師
：
為
和

有
栖
川
宮
本
「
小
御
所
ニ
於
テ
聖
廟
御
法
楽
和
歌
ノ
読
上
ア
リ
」（
光
格
天
皇
実

録
）

文
政
13
年

⚖
月
29
日

60
仙洞

六
月
祓
・
茅
輪
の
た
め
出
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
13
年

⚗
月
⚒
日

60
仙洞

強
震
あ
り
。
院
中
鳴
動
し
、
常

御
所
東
庭
に
御
座
を
設
け
渡
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
13
年

⚗
月
⚔
日

60
仙洞

時
々
地
震
。
常
御
所
御
修
復
に

よ
り
、
こ
の
日
よ
り
小
御
所
に

渡
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
1 3
年

⚗
月
1 3
日

60
仙洞

四
五
度
、
地
震
。
夜
、
別
殿
に

渡
御
。
男
方
、
召
さ
ず

光
格
天
皇
実
録
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文
政
13
年

⚗
月
24
日

60
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚒
～
⚔

字
題
）
仁
孝
：
萩
露
、

寄
虫
恋
、
浦
舟

民
部
卿

顕
孝

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
萩
露
：
折
と
ら
ば
み
だ
れ
や
す
る
と
を
し
め
ど

も
み
つ
ゝ
や
む
べ
き
萩
の
露
か
は
、
寄
虫
恋
：
お
も
ひ
わ
び
わ
れ

も
よ
す
が
ら
ね
に
な
か
ん
草
の
し
げ
み
の
虫
な
ら
ね
ど
も
、
浦

舟
：
す
ま
の
浦
や
名
に
お
ふ
秋
の
月
夜
よ
し
よ
ゝ
し
と
う
か
ぶ
あ

ま
の
つ
り
舟
」

文
政
13
年

⚗
月
25
日

60
仙洞

将
軍
徳
川
家
齊
の
女
和
姫
の
逝

去
を
奏
聞
。
こ
の
日
よ
り
三
日

間
、
物
音
を
停
む

光
格
天
皇
実
録

文
政
13
年

⚘
月
⚑
日

60
仙洞

八
朔
の
儀
あ
り

光
格
天
皇
実
録

文
政
13
年

⚘
月
24
日

60
月
次
御
会

内
裏
雲
収
月
明
、
塩
屋
月
、

寄
月
祝
世

左
兵
衛
督

俊
明

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
雲
収
月
明
：
心
あ
れ
や
さ
や
け
き
影
を
へ
だ
て

じ
と
月
出
る
空
に
は
る
ゝ
う
き
雲
、
塩
屋
月
：
け
ぶ
り
さ
へ
か
げ

に
け
た
れ
て
す
ま
の
浦
し
ほ
や
さ
や
け
き
月
の
よ
な
よ
な
、
寄
月

祝
世
：
久
か
た
の
空
す
む
月
は
秋
つ
す
の
よ
も
ゆ
た
か
な
る
万
代

の
影
」

文
政
13
年

⚘
月
27
日

60
仙洞

夜
、
別
殿
（
呉
服
所
）
に
渡
御
。

刑
部
卿
、
有
容
朝
臣
等
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
13
年

⚘
月
30
日

60
仙洞

常
御
所
、
御
修
復
に
よ
り
還
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
13
年

⚙
月
⚙
日

60
重
陽
御
会

内
裏
菊
有
延
年
色

左
衛
門
督

顕
孝

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
さ
ゞ
れ
石
の
い
は
ほ
と
な
ら
ん
秋
幾
世
な
ほ
つ

き
せ
め
や
き
く
の
さ
か
り
は
」。
女
房
達
：
女
御
、
大
典
侍
、
宰

相
の
す
け
、
勾
当
内
侍
、
侍
従
の
な
い
し
、
兵
衛
内
侍
、
命
婦
い

よ
、
命
婦
伯
耆
、
女
蔵
人
相
模
、
女
蔵
人
ゑ
ち
ご
（
巻
末
）。

文
政
13
年

⚙
月
24
日

60
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚒
～
⚔

字
題
）
仁
孝
：
庭
紅
葉
、

寄
秋
雲
恋
、
秋
野

左
衛
門
督

雅
光

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
庭
紅
葉
：
染
つ
く
す
山
の
千
し
ほ
や
い
か
な
ら

ん
み
ぎ
り
も
ふ
か
き
秋
の
紅
葉
ゞ
、
寄
秋
雲
恋
：
つ
れ
な
し
や
人

の
心
の
秋
み
せ
て
あ
は
れ
白
雲
の
へ
だ
て
は
て
ぬ
る
、
秋
野
：
八

千
種
の
花
も
う
つ
ろ
ふ
秋
ふ
か
み
の
を
寒
し
と
や
う
づ
ら
鳴
こ

ゑ
」

文
政
13
年

10
月
10
日

60
仙洞

夜
、
別
殿
（
呉
服
所
）
に
渡
御
。

右
衛
門
督
、
実
徳
朝
臣
等
を
召

す

光
格
天
皇
実
録

文
政
13
年

10
月
15
日

60
仙洞

玄
猪
の
儀

光
格
天
皇
実
録

文
政
13
年

10
月
17
日

60
仙洞

壽
山
亭
で
穫
稻
を
御
覧

光
格
天
皇
実
録

文
政
13
年

10
月
24
日

60
月
次
御
会

内
裏
松
霜
深
、
水
鳥
多
、
相

思
恋

飛
鳥
井
中
納
言

雅
久

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
松
霜
深
：
深
み
ど
り
し
げ
る
み
ぎ
り
の
松
の
葉

に
か
さ
ね
て
白
く
お
け
る
し
も
か
な
、
水
鳥
多
：
か
れ
あ
し
も
む

す
ぶ
氷
も
毛
ご
ろ
も
を
ひ
と
つ
に
し
き
の
池
の
み
づ
と
り
、
相
思

恋
：
も
ろ
と
も
に
か
ゝ
る
お
も
ひ
の
中
な
ら
ば
人
を
も
身
を
も
何

う
ら
む
べ
き
」

文
政
13
年

11
月
2 2
日

60
仙洞

夜
、
別
殿
（
呉
服
所
）
に
渡
御
。

左
衛
門
督
、
重
徳
朝
臣
等
を
召

す

光
格
天
皇
実
録

文
政
1 3
年

11
月
2 3
日

60
仙洞

聖
護
院
宮
盈
仁
親
王
、
薨
去
。

こ
の
日
よ
り
三
日
間
、
御
慎
。

物
音
を
停
む

光
格
天
皇
実
録

年
月
日

年
齢

御
会
名

場
所

歌
題

光
格
天
皇
御
製
お
よ
び
事
項

題
者

奉
行

そ
の
他
の
諸
役

出
典

備
考

文
政
13
年

11
月
28
日

60
月
次
御
会

内
裏
組
題
20
首
（
⚒
～
⚔
字

題
）
仁
孝
天
皇
：
雪
随

風
、

左
兵
衛
督

俊
明

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
雪
随
風
：
お
と
た
て
ゝ
吹
さ
そ
ふ
空
に
打
き
ら

し
降
し
き
る
雪
ぞ
風
の
ま
ゝ
な
る
、
花
洛
雪
：
散
か
ふ
も
花
の
都

の
名
に
あ
ひ
て
か
を
る
ば
か
り
の
け
さ
の
白
ゆ
き
、
望
雪
：
か
ら

さ
き
の
松
も
白
妙
に
う
づ
も
れ
て
雪
を
の
せ
行
し
が
の
浦
ぶ
ね
」

天
保
⚑
年

12
月
19
日

60
仙洞

弘
御
所
前
庭
に
お
い
て
御
髪
上

げ
光
格
天
皇
実
録

天
保
⚑
年

12
月
23
日

60
仙洞

夜
、
別
殿
（
呉
服
所
）
に
渡
御
。

六
角
前
宰
相
、
恭
光
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

天
保
⚑
年

12
月
24
日

60
月
次
御
会

内
裏
早
梅
匂
、
歳
中
鴬
、
巌

上
苔

為
全

為
全

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
早
梅
匂
：
年
さ
む
き
ま
だ
冬
な
が
ら
こ
の
朝
け

春
の
立
枝
と
匂
ふ
梅
が
ゝ
、
歳
中
鴬
：
け
ふ
た
ち
し
春
を
ば
声
に

先
つ
げ
て
年
の
中
に
も
き
な
く
鴬
、
巌
上
苔
：
千
と
せ
ふ
る
い
は

ほ
が
う
へ
の
苔
む
し
ろ
猶
い
く
世
々
に
し
き
か
さ
ぬ
ら
ん
」
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文
政
13
年

⚗
月
24
日

60
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚒
～
⚔

字
題
）
仁
孝
：
萩
露
、

寄
虫
恋
、
浦
舟

民
部
卿

顕
孝

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
萩
露
：
折
と
ら
ば
み
だ
れ
や
す
る
と
を
し
め
ど

も
み
つ
ゝ
や
む
べ
き
萩
の
露
か
は
、
寄
虫
恋
：
お
も
ひ
わ
び
わ
れ

も
よ
す
が
ら
ね
に
な
か
ん
草
の
し
げ
み
の
虫
な
ら
ね
ど
も
、
浦

舟
：
す
ま
の
浦
や
名
に
お
ふ
秋
の
月
夜
よ
し
よ
ゝ
し
と
う
か
ぶ
あ

ま
の
つ
り
舟
」

文
政
13
年

⚗
月
25
日

60
仙洞

将
軍
徳
川
家
齊
の
女
和
姫
の
逝

去
を
奏
聞
。
こ
の
日
よ
り
三
日

間
、
物
音
を
停
む

光
格
天
皇
実
録

文
政
13
年

⚘
月
⚑
日

60
仙洞

八
朔
の
儀
あ
り

光
格
天
皇
実
録

文
政
13
年

⚘
月
24
日

60
月
次
御
会

内
裏
雲
収
月
明
、
塩
屋
月
、

寄
月
祝
世

左
兵
衛
督

俊
明

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
雲
収
月
明
：
心
あ
れ
や
さ
や
け
き
影
を
へ
だ
て

じ
と
月
出
る
空
に
は
る
ゝ
う
き
雲
、
塩
屋
月
：
け
ぶ
り
さ
へ
か
げ

に
け
た
れ
て
す
ま
の
浦
し
ほ
や
さ
や
け
き
月
の
よ
な
よ
な
、
寄
月

祝
世
：
久
か
た
の
空
す
む
月
は
秋
つ
す
の
よ
も
ゆ
た
か
な
る
万
代

の
影
」

文
政
13
年

⚘
月
27
日

60
仙洞

夜
、
別
殿
（
呉
服
所
）
に
渡
御
。

刑
部
卿
、
有
容
朝
臣
等
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

文
政
13
年

⚘
月
30
日

60
仙洞

常
御
所
、
御
修
復
に
よ
り
還
御

光
格
天
皇
実
録

文
政
13
年

⚙
月
⚙
日

60
重
陽
御
会

内
裏
菊
有
延
年
色

左
衛
門
督

顕
孝

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
さ
ゞ
れ
石
の
い
は
ほ
と
な
ら
ん
秋
幾
世
な
ほ
つ

き
せ
め
や
き
く
の
さ
か
り
は
」。
女
房
達
：
女
御
、
大
典
侍
、
宰

相
の
す
け
、
勾
当
内
侍
、
侍
従
の
な
い
し
、
兵
衛
内
侍
、
命
婦
い

よ
、
命
婦
伯
耆
、
女
蔵
人
相
模
、
女
蔵
人
ゑ
ち
ご
（
巻
末
）。

文
政
13
年

⚙
月
24
日

60
月
次
御
会

内
裏
組
題
10
0首
（
⚒
～
⚔

字
題
）
仁
孝
：
庭
紅
葉
、

寄
秋
雲
恋
、
秋
野

左
衛
門
督

雅
光

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
庭
紅
葉
：
染
つ
く
す
山
の
千
し
ほ
や
い
か
な
ら

ん
み
ぎ
り
も
ふ
か
き
秋
の
紅
葉
ゞ
、
寄
秋
雲
恋
：
つ
れ
な
し
や
人

の
心
の
秋
み
せ
て
あ
は
れ
白
雲
の
へ
だ
て
は
て
ぬ
る
、
秋
野
：
八

千
種
の
花
も
う
つ
ろ
ふ
秋
ふ
か
み
の
を
寒
し
と
や
う
づ
ら
鳴
こ

ゑ
」

文
政
13
年

10
月
10
日

60
仙洞

夜
、
別
殿
（
呉
服
所
）
に
渡
御
。

右
衛
門
督
、
実
徳
朝
臣
等
を
召

す

光
格
天
皇
実
録

文
政
13
年

10
月
15
日

60
仙洞

玄
猪
の
儀

光
格
天
皇
実
録

文
政
13
年

10
月
17
日

60
仙洞

壽
山
亭
で
穫
稻
を
御
覧

光
格
天
皇
実
録

文
政
13
年

10
月
24
日

60
月
次
御
会

内
裏
松
霜
深
、
水
鳥
多
、
相

思
恋

飛
鳥
井
中
納
言

雅
久

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
松
霜
深
：
深
み
ど
り
し
げ
る
み
ぎ
り
の
松
の
葉

に
か
さ
ね
て
白
く
お
け
る
し
も
か
な
、
水
鳥
多
：
か
れ
あ
し
も
む

す
ぶ
氷
も
毛
ご
ろ
も
を
ひ
と
つ
に
し
き
の
池
の
み
づ
と
り
、
相
思

恋
：
も
ろ
と
も
に
か
ゝ
る
お
も
ひ
の
中
な
ら
ば
人
を
も
身
を
も
何

う
ら
む
べ
き
」

文
政
13
年

11
月
2 2
日

60
仙洞

夜
、
別
殿
（
呉
服
所
）
に
渡
御
。

左
衛
門
督
、
重
徳
朝
臣
等
を
召

す

光
格
天
皇
実
録

文
政
1 3
年

11
月
2 3
日

60
仙洞

聖
護
院
宮
盈
仁
親
王
、
薨
去
。

こ
の
日
よ
り
三
日
間
、
御
慎
。

物
音
を
停
む

光
格
天
皇
実
録

文
政
13
年

11
月
28
日

60
月
次
御
会

内
裏
組
題
20
首
（
⚒
～
⚔
字

題
）
仁
孝
天
皇
：
雪
随

風
、

左
兵
衛
督

俊
明

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
雪
随
風
：
お
と
た
て
ゝ
吹
さ
そ
ふ
空
に
打
き
ら

し
降
し
き
る
雪
ぞ
風
の
ま
ゝ
な
る
、
花
洛
雪
：
散
か
ふ
も
花
の
都

の
名
に
あ
ひ
て
か
を
る
ば
か
り
の
け
さ
の
白
ゆ
き
、
望
雪
：
か
ら

さ
き
の
松
も
白
妙
に
う
づ
も
れ
て
雪
を
の
せ
行
し
が
の
浦
ぶ
ね
」

天
保
⚑
年

12
月
19
日

60
仙洞

弘
御
所
前
庭
に
お
い
て
御
髪
上

げ
光
格
天
皇
実
録

天
保
⚑
年

12
月
23
日

60
仙洞

夜
、
別
殿
（
呉
服
所
）
に
渡
御
。

六
角
前
宰
相
、
恭
光
を
召
す

光
格
天
皇
実
録

天
保
⚑
年

12
月
24
日

60
月
次
御
会

内
裏
早
梅
匂
、
歳
中
鴬
、
巌

上
苔

為
全

為
全

国
会
本
内
裏

有
栖
川
宮
本

仁
孝
天
皇
御
製
「
早
梅
匂
：
年
さ
む
き
ま
だ
冬
な
が
ら
こ
の
朝
け

春
の
立
枝
と
匂
ふ
梅
が
ゝ
、
歳
中
鴬
：
け
ふ
た
ち
し
春
を
ば
声
に

先
つ
げ
て
年
の
中
に
も
き
な
く
鴬
、
巌
上
苔
：
千
と
せ
ふ
る
い
は

ほ
が
う
へ
の
苔
む
し
ろ
猶
い
く
世
々
に
し
き
か
さ
ぬ
ら
ん
」


